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はじめに

このマニュアルでは、N1 Service Provisioning System (N1 SPS)製品によるオペレーティング
システムのプロビジョニング方法を説明します。

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、企業全体でオペレーティングシステムを保守する、
N1 SPSソフトウェアのシステム管理者およびオペレータです。このようなユーザーは、
次の内容に関する十分な知識があると想定されています。

� N1 SPS製品
� 標準的なUNIXTMおよびWindowsのコマンドとユーティリティー
� プロビジョニングするオペレーティングシステムで使用可能な一般的な概念と管理機
能

お読みになる前に
N1 SPSソフトウェアの使用法に関する十分な知識のないユーザーは、次のマニュアルを
お読みください。

� 『 SunN1 Service Provisioning System 5.2システム管理者ガイド』
� 『 SunN1 Service Provisioning System 5.2インストールガイド』
� 『SunN1 Service Provisioning System 5.2オペレーションとプロビジョニングガイド』

マニュアルの構成
第 1章では、OSプロビジョニング機能の概要を説明します。

第 2章には、OSプロビジョニング機能に関する既知の問題と最新情報が記載されていま
す。

第 3章では、OSのプロビジョニングをより簡単にサポートできるよう環境を設定する方
法について説明します。

第 4章では、OSプロビジョニングプラグインをインストールおよび構成する方法につい
て説明します。
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第 5章では、Solarisシステムのプロビジョニング方法に関する詳細な手順を説明します。

第 6章では、RedHat Linuxシステムのプロビジョニング方法に関する詳細な手順を説明し
ます。

第 7章では、SUSE Linuxシステムのプロビジョニング方法に関する詳細な手順を説明し
ます。

第 8章では、Windowsシステムのプロビジョニング方法に関する詳細な手順を説明しま
す。

第 9章では、OSプロビジョニング用として適切なターゲットホストについて説明しま
す。

付録Aでは、各ターゲットホストタイプに適用される固有の変数について説明します。

付録 Bでは、Solarisプロビジョニングプロファイルに適用される固有の変数について説
明します。

付録Cでは、RedHat Linuxプロビジョニングプロファイルに固有の変数について説明し
ます。

付録Dでは、SUSE Linuxプロビジョニングプロファイルに固有の変数について説明しま
す。

付録 Eでは、Windowsプロビジョニングプロファイルに固有の変数について説明しま
す。

付録 Fでは、ユーザー固有のカスタムモジュールを作成することによって、Solarisプロビ
ジョニング機能を拡張する方法について説明します。

付録Gでは、プロビジョニングプラン用に高度なプロパティーを構成する方法について
説明します。

Sun以外のWebサイト
このマニュアル内で参照している Sun以外のURLは、追加の関連情報を提供します。

注 –このマニュアル内で引用する Sun以外のWebサイトの可用性については、Sunは責任
を負いません。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれらのサ
イト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関して一
切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由して利用
できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生した (あるい
は発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失についても、Sunは一
切の責任を負いません。

はじめに
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マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、以下の追加情報を提供しています。

� マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
� サポート (http://jp.sun.com/support/)
� トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

はじめに
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machine_name# command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示してい
ます。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを指定
します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押します)。た
だし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは Control

キーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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OSプロビジョニングの概要

オペレーティングシステム (OS)プロビジョニングプラグインを使用すると、以前にアン
インストールが行われたシステム、あるいは現在稼働中のシステムに Solaris、Linux、お
よびWindowsオペレーティングシステムをプロビジョニングできます。このプラグイン
は、異機種システム混在プラットフォームでのOSプロビジョニングを自動化して構成す
るソリューションを提供します。またプラグインには、インストールの履歴とバー
ジョンを追跡する機能もあります。

この章では、次の項目について説明します。

� 19ページの「OSプロビジョニングの概要」
� 20ページの「機能」
� 20ページの「プロビジョニングプロセスの概要」
� 21ページの「OSプロビジョニングシステムソフトウェアのアーキテクチャー」
� 24ページの「サポートされるシステム」

OSプロビジョニングの概要
OSプロビジョニングプラグインソリューションは、「ベアメタル」ハードウェアにオペ
レーティングシステムをプロビジョニングするコストと複雑さを軽減します。このソ
リューションは、ハードウェアの再配置を必要とせず、オペレーティングシステムのイ
ンストールに関する、手作業のエラーが発生しやすい処理を自動化します。プラグイン
ソリューションは 1つのシャーシまたはシステムのレベルでのプロビジョニングを自動
化するだけでなく、データセンターのプロビジョニングも自動化します。このソリュー
ションにより、システム管理者と一般ユーザーにとっては、配備の柔軟性が高くなりま
す。このソリューションを使用すると、市販のソフトウェアを使用する日常的なシステ
ム管理作業を自動化できます。配備するハードウェア、オペレーティングシステム、ま
たは基本テクノロジに関係なく、プロビジョニングプロセスは同じようなプロセスにな
ります。

OSプロビジョニングプラグインソリューションはN1 Service Provisioning System (N1 SPS)
製品に基づいています。N1 SPS製品は、一連のコマンド行ツールとグラフィカルユー
ザーインタフェースを提供しています。プロビジョニングソフトウェアツールにより、

1第 1 章
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ネットワーク上に分散しているベアメタルハードウェアのオペレーティングシステムの
プロビジョニングがより容易に行えるようになります。このアプローチを使用すること
で、オペレーティングシステムのプロビジョニング作業を、ネットワーク上で使用可能
なそのほかのソフトウェアサービスと全く同じようなサービスと見なすことができま
す。OSプロビジョニング機能は、Webブラウザまたはコマンド行から起動できます。

システム管理者は、必要なオペレーティングシステムを、サーバーに接続することなく
自動的にサーバーにプロビジョニングできます。ほとんどの環境において、OSプロビ
ジョニングプラグインソリューションでは、ターゲットシステムのプロンプト (OBPな
ど)でコマンドを入力したり、電源スイッチのオン/オフを行なったりする必要はありま
せん。この自動化された手作業の不要なインストールは、何百台というマシンにインス
トールしようとする管理者にとって、非常に便利です。そのため、ホストから要求を開
始するのではなく、集中管理された位置からホストにオペレーティングシステムを展開
できます。

OSプロビジョニングプラグインソリューションは優れたインフラストラクチャーソフト
ウェアプロビジョニングソリューションを提供するだけでなく、インストール履歴の追
跡、アーカイブ、バージョン管理などの幅広いプロビジョニングの問題にも対処しま
す。このソリューションは、イメージのライフサイクル管理とサーバーのライフサイク
ル管理の両方に対処します。このソリューションは、さまざまなオペレーティングシス
テムのインストールメカニズムの複雑さを抽象化することによって、共通のオペレー
ションフローを提供します。

機能
OSプロビジョニングプラグインは、N1 SPSのブラウザインタフェースとコマンド行イン
タフェースを通じて、次の機能を提供します。

� カスタマイズされたOSプロファイルの情報の作成、管理、および登録
� プロビジョニング可能なホストの情報の作成、管理、および登録
� プロビジョニング可能なホストへのオペレーティングシステムのプロビジョニング
� ブートおよびインストールサーバーの情報の作成、管理、および登録
� OSプロビジョニングサーバーの情報の作成、管理、および登録

プロビジョニングプロセスの概要
オペレーティングシステム (OS)プロビジョニングは、特定のオペレーティングシステム
を複数のホストにインストールする作業です。このプロセスは、次のような複数のハイ
レベルな手順から構成されています。

1. OSプロビジョニングをサポートするようにハードウェアを構成する。推奨される適
切な構成と要件の詳細については、24ページの「サポートされるシステム」および
第 3章で説明しています。

2. 47ページの「OSプロビジョニングプラグインのインストール」で説明されているよ
うに、OSプロビジョニングプラグインをインストールする。

機能
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3. 52ページの「OSプロビジョニングサーバーの作成」で説明されているように、OS
プロビジョニングサーバーを作成する。

4. プロビジョニング対象の適切なターゲットホストを定義する。第 9章を参照してくだ
さい。

5. ターゲットホストに適切なオペレーティングシステムをプロビジョニングする。
第 5章、第 6章、第 7章、および第 8章を参照してください。

OSプロビジョニングシステムソフトウェアのアーキテク
チャー

OSプロビジョニングプラグインは、IPMI、ALOM、RSC、LOM、ILO、SC、およびTelnet
などの異なるプロトコルをサポートするさまざまなターゲットホストに、異種オペレー
ティングシステムをプロビジョニングするフレームワークを提供します。

ソフトウェアアーキテクチャーの全体像
次の図に、OSプロビジョニングプラグインに使用される機能コンポーネントを示しま
す。次の図では、N1 SPSマスターサーバーがファイアウォールの外部にあり、そのほか
のコンポーネントがファイアウォールの内部にあると仮定しています。OSプロビジョニ
ングサーバーは、サブネット、VLANなどから構成されるネットワークレイヤー 2接続を
ユーザーが設定すると仮定しています。すべてのネットワーク情報はOSプロビジョニン
グサーバーに登録されます。

OSプロビジョニングシステムソフトウェアのアーキテクチャー
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図 1–1ソフトウェアアーキテクチャー図

この図では、OSプロビジョニングコンポーネント間の関係を説明しています (用語は多
少省略して使用)。

OSプロビジョニングシステムソフトウェアのアーキテクチャー
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� 遠隔クライアント –N1 SPSの遠隔クライアントは、ブラウザインタフェースとコマン
ド行インタフェースを実行します。遠隔クライアントには、マスターサーバーから独
立したシステムを使用できます。

� N1 SPSMaster – N1 SPSマスターサーバーは、N1 SPSソフトウェアのメイン処理エンジ
ンです。

� N1OSPPlug-In –OSプロビジョニングプラグインは、マスターサーバーにインストー
ルされます。このプラグインは、さまざまなプロトコルをサポートするさまざまな
ハードウェアプラットフォーム上にオペレーティングシステムをインストールする機
能を提供します。

� N1OSP Server – OSプロビジョニング制御サーバーは、通常、OSプロビジョニング
サーバーと呼ばれる、OSプロビジョニングプラグインのメイン処理エンジンです。
OSプロビジョニングサーバーは、OSプロビジョニングサービス (N1OSP Service)を実
行し、このサービスがOSプロビジョニングの動作を統合します。OSプロビジョニン
グサーバーは、適切なネットワーク管理プロトコル (IPMI、ALOM、LOM、RSC、
ILO、および端末サーバーなど)を使用する制御ネットワークを介してターゲットホス
トを制御します。制御ネットワーク上のこれらのプロトコルは、電源、ブート、コン
ソールの各サービスの自動化に使用されます。

OSプロビジョニングサーバーは、幅広いネットワークトポロジ (複数のサブネット、
VLANなど)をサポートしています。OSプロビジョニングサーバーにはDHCPサー
バーが含まれ、関連する IPアドレスおよびそのほかのブート固有の情報をターゲット
ホストに提供します。

� ブートおよびインストールサーバー –OS固有のブートおよびインストールサーバーを
サポートする次の 3つのサーバーが示されています。
� Solaris B + I Server – Solarisブートおよびインストールサーバーは JumpStartTM

Enterprise Toolkit (JET)を使用して、Solarisディストリビューションメディアとイン
ストールプロファイルのインストールを自動化します。

� Linux B + I Server – Linuxブートおよびインストールサーバーは Linux Kickstartテク
ノロジを使用します。

� Windows B + I Server –WindowsブートおよびインストールサーバーはWindows
Remote Installation Services (RIS)テクノロジを使用します。

ブートおよびインストールサーバーは、自動化と監視の目的のため、OS固有のブー
トおよびインストールサービスを搭載しています。LinuxおよびWindowsのブートお
よびインストールサーバーの設定は、OSプロビジョニングプラグインの外部で行う
必要があります。Linuxシステムの場合、N1 SPSリモートエージェント (RA)を手動で
インストールする必要があります。Solarisシステムの場合、OSプロビジョニングプラ
グインはRAをインストールおよび構成します。

ネットワークプロトコル
OSプロビジョニングプラグインは次のネットワークプロトコルを使用します。

OSプロビジョニングシステムソフトウェアのアーキテクチャー
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� DHCP–DHCPは、スイッチファブリックを介してOSプロビジョニングサーバーと
ターゲットホストの間で IPアドレスとブートメタデータを割り当てるために使用され
ます。

� ネットワーク管理プロトコル – IPMI、ALOM、LOM、RSC、ILOおよび端末サーバー
などのプロトコルは、OSプロビジョニングサーバーからターゲットホストへの制御
ネットワークを介して使用されます。

� TFTP、Active Directory、NFS、および FTPプロトコル –ブートおよびインストール
サーバーは適切なプロトコルを使用して通信を行い、またターゲットホストにOSを
インストールします。

サポートされるシステム
OSプロビジョニングプラグインソリューションは、オペレーティングシステムとハード
ウェアプラットフォームのマトリックスをサポートしています。このサポートは次のい
くつかのカテゴリに分類されます。

� システムコンポーネント
� OSプロビジョニングコンポーネント
� ブートおよびインストールサーバー
� ターゲットホストのハードウェアプラットフォーム
� ターゲットホストのオペレーティングシステム

システムコンポーネント
次の表に、OSプロビジョニングに使用されるシステムコンポーネントを示します。

表 1–1OSプロビジョニングシステムコンポーネント

サーバー N1SPSコンポーネント OSプロビジョニングコンポーネント

マスターサーバー N1 SPSマスター、エージェン
ト、およびCLI

OSプロビジョニングプラグイ
ン

OSプロビジョニングサーバー N1 SPS RAおよびCLI OSプロビジョニングサービス

Solaris JETサーバー N1 SPS RAおよびCLI OSプロビジョニングのブート
およびインストールサービス
(BIS)

Linux Kickstartサーバー N1 SPS RAおよびCLI OSプロビジョニングのブート
およびインストールサービス
(BIS)

サポートされるシステム
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表 1–1OSプロビジョニングシステムコンポーネント (続き)
サーバー N1SPSコンポーネント OSプロビジョニングコンポーネント

Windows RISサーバー N1 SPS RA OSプロビジョニングのブート
およびインストールサービス
(BIS)

OSプロビジョニングコンポーネント
次の表に、プロビジョニングコンポーネントと、オペレーティングシステムに対するプ
ロビジョニングコンポーネントの関係を示します。

表 1–2オペレーティングシステムによるOSプロビジョニングコンポーネント

OSプロビジョニングコンポーネント ホストのオペレーティングシステム

OSプロビジョニングプラグイン Solaris 8 (SPARCのみ)、Solaris 9 (SPARCおよび
x86)、Solaris 10 (SPARCおよび x86)、RedHatAS
2.1、RedHatAS 3.0、RedHatAS 4.0、Microsoft
Windows Server 2000

OSプロビジョニングサービス Solaris8 (SPARCのみ)、Solaris 9 (SPARCおよび
x86)、Solaris 10 (SPARCおよび x86)、RedHatAS
3.0 (32および 64ビット)、RedHatAS 4.0 (32およ
び 64ビット)

Solarisブートおよびインストールサーバー Solaris 9 (SPARCおよび x86)、Solaris 10 (SPARCお
よび x86)

Linuxブートおよびインストールサーバー RedHatAS 3.0 (32および 64ビット)、RedHatAS
4.0 (32および 64ビット)

Windowsブートおよびインストールサーバー MicrosoftWindows 2003 Standardおよび Enterprise
Editions 32ビット (Service Pack 1をサポート)

ブートおよびインストールサーバー
次の表に、各オペレーティングシステムに適用されるプロビジョニングテクノロジを示
します。

表 1–3オペレーティングシステムによるOSプロビジョニングテクノロジ

オペレーティングシステム プロビジョニングテクノロジ

Solaris JETを介したカスタム JumpStart

RedHat Linux Kickstart

サポートされるシステム
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表 1–3オペレーティングシステムによるOSプロビジョニングテクノロジ (続き)
オペレーティングシステム プロビジョニングテクノロジ

SUSE Linux AutoYaST

MicrosoftWindows 2003 Server Enterprise Edition 32
ビット (Service Pack 1をサポート)

Remote Installation Service (RIS)

ターゲットホストのハードウェアプラットフォー
ム
サポートされるターゲットホストは、ホストがサポートするプロトコルにより区別され
ます。サポートされるプラットフォームと関連付けられるターゲットホストタイプの詳
細なリストについては、147ページの「ターゲットホストタイプ」を参照してください。

ターゲットホストのオペレーティングシステム
OSプロビジョニングプラグインは、次のオペレーティングシステムをプロビジョニング
できます。

� SPARC版 Solaris 8、9、および 10
� x86版 Solaris 9、および 10
� RedHatAS Linux 3.0および 4.0 (32および 64ビット)
� SUSE Linux 9.0 (32ビット)
� MicrosoftWindows 2000 Server (複数サービスパックをサポート)
� MicrosoftWindows 2000Advanced Server (複数サービスパックをサポート)
� MicrosoftWindows Server 2003 Standardおよび Enterprise Editions (32および 64ビット、

Service Pack 1をサポート)
� MicrosoftWindows Server 2003Web Edition (32ビット、Service Pack 1をサポート)

OSプロビジョニングプラグイン用のサンプルコ
マンド行スクリプト
N1 SPS 5.2 DVDの /plugins/com.sun.n1osp/SampleClisディレクトリに、サンプルCLIス
クリプトファイルがあります。それらのスクリプトは、次のようなさまざまなタスクを
実行します。

� OSプロファイルの作成
� ターゲットホストの作成
� ブートおよびインストールサーバーのインストール
� ターゲットホストへのプロビジョニング

サポートされるシステム
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これらのサンプルスクリプトは、実際の環境に固有のCLIコマンドを実行する際の参考
にできます。

注 –また、Sunでは、サンプルスクリプトをサポートしていません。実際の環境に応じ
て、サンプル内のコマンドおよび引数を自分で編集する必要があります。

サポートされるシステム
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OSプロビジョニングプラグインのリ
リースノート

この章では、OSプロビジョニングプラグインの最新情報、および既知の問題について説
明します。

この章では、次の項目について説明します。

� 29ページの「インストール上の問題」
� 29ページの「実行時の問題」

インストール上の問題
インストールに関する問題はありません。

実行時の問題
オペレーティングシステムをプロビジョニングする際に次の問題が存在することが判明
しています。

マルチブートのターゲットホストでWindowsのイ
ンストールモードが対話モードに切り替わる
(6360018)
説明 : Solarisまたは LinuxOSが動作しているターゲットホストへのWindowsOSのプロビ
ジョニングで、システムにWindowsOS用の未使用ディスク領域が十分にない場合は、イ
ンストールモードが対話モードに切り替わります。

回避策:次に示す回避方法のどれか 1つを選択してください。

� ターゲットホストにプロビジョニングする前に、fdisk ユーティリティーを使用し、
ターゲットホストから Solarisまたは Linuxパーティションを削除する。

2第 2 章
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� インストール中にこの問題が発生した場合は、対話画面の指示に従い、DOS FDISK

ユーティリティーを使用して、既存の未知のパーティションを削除する。

WindowsRISサーバーがDHCPPXE要求に応答しな
い (6333612)
説明 : Windows RISサーバー上の最初のインタフェースがプロビジョニングインタフェー
スとして構成されていない場合、RISサーバーは、ターゲットホストからのDHCPPXE要
求に応答しません。この問題は、Windowsブートおよびインストールサーバー上の
BINLSVC/RISサーバーが、システムのブート時に構成される最初のインタフェースで待
機するために発生します。最初のインタフェースをプロビジョニングインタフェースと
して構成していない場合、RISサーバーはターゲットホストからのDHCPPXE要求に応答
できません。詳細は、178ページの「PXE/DHCP/BINLSVCに関連する問題」を参照して
ください。

次のエラーメッセージが表示されます。

CLIENT MAC ADDR: 00 09 3D 12 D4 16 GUID: DF5EF8FE E568 11D9 811E 0060B0B37D21

CLIENT IP: 172.0.0.1 MASK: 255.255.255.0 DHCP IP: 172.0.0.3

PXE-E55: ProxyDHCP service did not reply to request on port 4011.

PXE-M0F: Exiting Broadcom PXE ROM

回避策:次に示す回避方法のどれか 1つを選択してください。

� Windows RISサーバー上で、プロビジョニングインタフェースだけを使用可能にし
て、ほかのすべてのインタフェースを使用不可にする。

� Windows RISサーバー上で、ネットワークサービスがアクセスするネットワーク接続
の順序を変更する。次の手順に従ってください。

1. Windows RISサーバー上で、「スタート」メニューから「コントロールパネル」
ウィンドウを開きます。

2. 「コントロールパネル」ウィンドウで「ネットワーク接続」をクリックします。
3. 「ネットワーク接続」画面で「詳細」タブを選択します。
4. 「詳細設定」ボタンをクリックします。
5. 「アダプタとバインド」タブをクリックします。
6. ネットワークサービスがアクセスする接続の順序を変更します。プロビジョニン
グインタフェースが最初のインタフェースになっていることを確認します。

7. BINLSVCを停止し、再起動します。この操作は、Services GUIから、または
MS-DOSコマンドウィンドウで次のコマンドを入力することによって行うことが
できます。

> net stop binlsvc

> net start binlsvc

実行時の問題
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SPARC: SolarisOSプロビジョニングサーバーの作
成プランのDetailedPreflightで無効なエラーが表
示される (6376733)
説明 : Solaris 9リリースが動作する SPARCシステムへのOSプロビジョニングサーバーの
作成で、「RunDetailed Preflight」オプションを選択すると、 16個の無効な警告メッセー
ジが表示されます。

それらの警告メッセージの形式は次のとおりです。

Error verifying native procedure during preflight for the command

"/opt/SUNWn1sps_en/N1_Service_Provisioning_System/agent/data/systemcomps/com.sun.n1osp/pkgaddutil

/opt/SUNWn1sps_en/N1_Service_Provisioning_System/agent/data/systemcomps/com.sun.n1osp

adminfile package_name". (026084)

User "root" does not have execute permissions for command

"/opt/SUNWn1sps_en/N1_Service_Provisioning_System/agent/data/systemcomps/com.sun.n1osp/pkgaddutil".

(026079)

この例で、package_nameは、OSプロビジョニングサーバーに追加できないと警告で指摘
されているパッケージを表します。

回避策:無効なエラーメッセージは無視してください。示されたパッケージはOSプロビ
ジョニングサーバーに追加され、サーバーは正しく作成されます。

Linuxブートおよびインストールサーバーで TFTP
サーバーが正しく起動しない (6382810)
説明 : Solarisブートおよびインストールサーバーによる LinuxOSのプロビジョニングで、
TFTPサービスが正しく起動されません。ターゲットホストにプロビジョニングするに
は、ブートおよびインストールサーバー上のTFTPサービスを手動で起動する必要があり
ます。

回避策:OSディストリビューション媒体にアクセス可能な状態にし、ブートおよびイン
ストールサーバー上で次の手順を行なってください。

1. IPアドレスを plumbします。
2. NFS shareをエクスポートします。
3. TFTPサービスを起動します。

TFTPサービスの起動方法の詳細については、ご使用の Solarisリリースのシステム管理者
マニュアルを参照してください。

実行時の問題
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OSイメージのインポートやプロビジョニングプ
ランが取り消されない (6379004)
説明 : OSイメージのインポートプランあるいはOSプロビジョニングプランを取り消して
も、バックグラウンドでプラン処理が継続します。この問題は、次の状況で発生しま
す。

� OSイメージのインポート-イメージのインポートを完了する前にOSイメージのイン
ポートプランを取り消すと、プランは取り消されますが、そのインポートが完了する
まで、バックグラウンドでインポート処理が継続されます。

� OSプロビジョニング -フォアグラウンドでプロビジョニング処理を行うようにOSプ
ロビジョニングを構成していて、OSプロビジョニングが完了する前にOSプロビ
ジョニングプランを取り消すと、バックグラウンドでプロビジョニング処理が継続し
ます。

回避策:OSプロビジョニングサーバーまたはブートおよびインストールサーバー上で、
インポートまたはプロビジョニングプロセスを手動で終了してください。

OSプロビジョニングプラグインのアップグレー
ド後にOSプロビジョニングコンポーネントを表
示、管理できない (6391643)
説明 : OSプロビジョニングプラグイン 3.0をアップグレードすると、N1 SPSブラウザイン
タフェースで、インストールされたOSプロビジョニングコンポーネントを表示、管理で
きなくなります。

回避策:各コンポーネントの詳細ページにある「VersionHistory」リンクを使用すると、旧
リリースで作成したOSプロビジョニングコンポーネントの詳細情報を表示できます。詳
細は、52ページの「旧バージョンのコンポーネントにアクセスする」を参照してくださ
い。

OSプロビジョニングプラグインのアップグレー
ド後、OSプロファイルコンポーネントが正しく
更新されない (6392983)
説明 : OSプロビジョニングプラグイン 3.0へのアップグレード後にOSプロファイルコン
ポーネントを作成し直すと、現在のプラグインバージョンで廃止された変数の設定が、
コンポーネントに含まれていることがあります。その場合、コンポーネントの再作成
後、コンポーネント変数が正しく更新されず、そのコンポーネントへの参照を含むプロ
ビジョニングプランで問題が起きることがあります。次のようなメッセージが表示され
ます。

実行時の問題
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The plan (or preflight) "/system/autogen/Solaris9_7_

sparc.standard-inst-provision_start-1141144282798" finished

with 1 failed host(s). (017034)

Unable to find accessible variable in component referenced by

substitution variable :[container:sysidcfg_network_interface_base_]. (04011

この例のエラーは、OSプロビジョニングプラグイン 3.0の Solaris OSプロファイルコン
ポーネントに sysidcfg_network_interface_base_config_ 変数が含まれていないことが原
因です。

回避策:次に示す回避方法のどれか 1つを選択してください。

� OSプロビジョニングプラグインのアップグレード後に、以前のOSプロファイルコン
ポーネントプロファイルを再作成するのではなく、新規に作成する。

� 以前のOSプロファイルコンポーネントを削除し、有効な変数設定を含むOSプロ
ファイルを新規に作成する。

� 以前のOSプロファイルコンポーネントから非推奨の変数の値を削除する。

OSプロビジョニングプラグイン3.0へのアップグ
レード後、LinuxまたはWindowsイメージサー
バーを再作成できない (6391832)
説明 : OSプロビジョニングプラグイン 3.0へのアップグレード後の LinuxまたはWindows
イメージサーバーの再作成で、installPath 変数の値を変更すると、再作成に失敗しま
す。次のようなメッセージが表示されます。

Problems encountered during plan run or preflight

The plan (or preflight) "/com/sun/n1osp/untyped/LinuxServer-create"

finished with 1 failed host(s). (017034)

This host has already been reserved or already exists. (011220)

回避策:次に示す回避方法のどれか 1つを選択してください。

� 旧バージョンのイメージサーバーの installPath変数値が有効な場合は、installPath

変数の値をそのまま変更しないで残す。

� OSイメージサーバーに対する installPath変数の値を変更する必要がある場合は、次の
手順の説明に従ってOSイメージサーバーを新規に作成する。
� 88ページの「RedHat Linuxイメージサーバーを作成する (ブラウザインタフェー
ス)」

� 108ページの「SUSE Linuxイメージサーバーを作成する (ブラウザインタフェー
ス)」

実行時の問題

第 2章 • OSプロビジョニングプラグインのリリースノート 33



� 124ページの「Windows RISサーバーを設定する」

新しいOSイメージサーバーを作成したら、次のプラン変数設定を変更します。
� installPath変数に有効な値を設定します。

� linuxHostまたは windowsHost変数に設定されているプランの仮想ホスト名を変更
します。次に例を示します。[target:sys.hostName]-1-linux。

英語以外のWindowsOSイメージのプロビジョニ
ングに失敗する (6400419)
説明 :英語以外の言語でWindowsOSイメージをプロビジョニングしようとすると、イン
ストールに失敗します。これは、Microsoft RISサービスがデフォルトで英語のOSChooser
ファイルを探すことが原因です。次のようなメッセージが表示されます。

The system cannot find the path specified.

An error occurred on the server. Please notify your administrator.

E:\RemoteInstall\OSChooser\English\LOGIN.OSC

回避策:次に示す回避方法のどれか 1つを選択してください。

� OSChooserファイルを変更する。次の手順に従ってください。

1. multilng.oscファイルをエディタで開いて、最初のエントリがイメージの言語を
示すようにします。

2. multilng.oscファイル内の <TITLE>タグの前に次の行を追加します。

<META ACTION=AUTOENTER>

3. multilng.oscファイルを同じディレクトリ内の welcome.oscファイルにコピーしま
す。

4. \OSChooser\language\ welcome.oscをエディタで開いて、 <TITLE>タグの前に次の
テキスト行を挿入します。

<META ACTION=AUTOENTER>

� 英語以外の言語ディレクトリにあるOSChooserファイルを Englishディレクトリにコ
ピーします。

% cd RemoteInstall\OSChooser

% copy -r Language English

実行時の問題
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Solaris: rootパスワードの間違った暗号化により
JumpStartエラーが生じる (6245964)
説明 :インストール中に次のメッセージが表示され、インストールが対話式になります。

root_password=Clz6pK2b6qw=

syntax error line 2 position 15

Solaris OSプロファイルのパスワード変数 sysidcfg_root_password_base_confは暗号化さ
れた値を持っています。ただし、ユーザーが指定したパスワードは Solaris暗号化パス
ワードではありませんでした。

回避策: Solarisのツールを使用してパスワードを暗号化します。暗号化されたパスワード
をユーザーが作成する適切なメカニズムは、パスワードを使用してユーザーを作成する
ことです。/etc/shadowファイルで暗号化されたパスワードを調べ、それを
sysidcfg_root_password_base_conf 変数の値として使用します。

Windowsブートおよびインストールサーバーで
OSプロビジョニングスクリプトの位置を変更で
きない (6251010)
説明 : Windowsブートおよびインストールサーバーが作成されると、Windowsブートおよ
びインストールサーバーのOSプロビジョニングスクリプトの位置を変更できません。

回避策:別の名前を持つ新しいWindowsブートおよびインストールサーバーを再度作成し
ます。

DHCP設定の警告がユーザーインタフェースに報
告されない (6248485)
説明 : DHCP設定が正しくないため、プロビジョニング処理が失敗します。stdoutまたは
stderrには、表示されるメッセージがありません。

回避策:誤った設定により、OSプロビジョニングサブネットが、間違った値を使用して
作成されます。OSプロビジョニングサーバーの /var/adm/n1osp*ログファイルで、DHCP
エラーがないか調べます。

実行時の問題
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EUC以外のロケールでホストプロビジョン状態に
よってOSインストールログを表示できない
(6255797)
説明 : OSインストールで指定されたロケールに関係なく、インストールログファイルは
常に関連する EUCロケールになります。リモートエージェントのロケールがこの EUCロ
ケールとは異なる場合、ロケールが一致しないため、「StatusMonitoring」ページから正
しくログファイルを表示できません。

回避策:適切なロケールを使用してサービスポートまたはコンソール (該当する場合)に接
続し、ログファイルを直接表示します。

実行時の問題
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OSプロビジョニングの配備環境

この章では、OSプロビジョニングをサポートする環境を設定するためのガイドラインを
説明します。

� 37ページの「前提条件」
� 42ページの「新しい環境の構成」
� 44ページの「既存の環境の構成」

前提条件
OSプロビジョニングプラグインを使用してオペレーティングシステムのプロビジョニン
グを行うには、システム管理とネットワーキングの基本を理解している必要がありま
す。また、オペレーティングシステムのプロビジョニングには、マシン間で基本的な IP
接続が存在している必要があります。

基本的なOSプロビジョニング環境
基本的なOSプロビジョニング環境には、次の要件が必要です。

� N1 SPSマスターサーバー—N1 Service Provisioning Systemソフトウェアがインストール
され、マスターサーバーとして実行されるよう構成されているシステム。

� OSプロビジョニングサーバー—プラグインを介してOSプロビジョニングサーバーが
インストールされている SolarisまたはRedHatシステム。OSプロビジョニングサー
バーはDHCPサービスを実行して、ターゲットホストの要求に応答します。OSプロ
ビジョニングサーバーでサポートされるOSリリースについては、25ページの「OSプ
ロビジョニングコンポーネント」の一覧を参照してください。

Solaris OSプロビジョニングサーバーの場合は、OSプロビジョニングサーバーを作成
する前に Java 1.4.2リリースをシステムにインストールする必要があります。この Java
SE 1.4.2リリースは、/usr/bin/javaディレクトリに置くか、/usr/bin/javaディレクト
リにリンクさせます。
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RedHat OSプロビジョニングサーバーの場合は、OSプロビジョニングサーバーを作成
する前に 32ビット版 Java 1.4.2および dhcp-3.01–10_EL3 RPMをシステムにインストー
ルする必要があります。この Java 1.4.2リリースは、/usr/bin/javaディレクトリに置
くか、/usr/bin/javaディレクトリにリンクさせます。64ビット Javaバージョンをイ
ンストールした場合は、/opt/SUNWn1osp/lib/libgridos_rhel3_x86_64.soに
/opt/SUNWn1osp/lib/libgridos.soをリンクさせます。

� ブートおよびインストールサーバー –ターゲットホストにプロビジョニングするOS
イメージを提供するサーバー。環境に応じて、ブートおよびインストールサーバーの
種類を選択します。

� Solarisブートおよびインストールサーバー—Solarisシステムをプロビジョニング
するには、Solarisブートおよびインストールサーバーが必要です。

� Linuxブートおよびインストールサーバー—Linuxシステムをプロビジョニングす
るには、Linuxがインストールされている Linuxまたは Solarisブートおよびインス
トールサーバーが必要です。

� Windowsブートおよびインストールサーバー—Windowsシステムをプロビジョニ
ングするには、Windows 2003 Service Pack 1がインストールされているWindows
ブートおよびインストールサーバーが必要です。

プロビジョニングソフトウェアを使用してターゲットホストにプロビジョニングする
には、ブートおよびインストールサーバーのネットワークインタフェースを構成して
おく必要があります。

� OSプロビジョニングサーバー、ブートおよびインストールサーバー、プロビジョニ
ングターゲットは、ネイティブ LAN、VLANまたはルーターを介して、あるネット
ワーク内でアクセス可能である必要があります。ネットワークの構成に関する詳細に
ついては、適切なネットワークとオペレーティングシステムのマニュアルを参照して
ください。

� プロビジョニングターゲットからのDHCPパケットは、OSプロビジョニングサー
バーに到達できる必要があります。

注 –N1 SPSマスターサーバー、OSプロビジョニングサーバー、および Solarisブートおよ
びインストールサーバーは、1つの物理システムであることが可能です。ただし、1つの
システムでこれら 3つすべてのサーバーを実行すると、サーバーの負荷が増大し、また
サーバーが処理しなければならないネットワークトラフィックが増大します。これらを
分離することで、将来の高いスケーラビリティーが実現できます。

ターゲットホスト
OSプロビジョニング用のプロビジョニング可能なターゲットシステムを設定する必要が
あります。OSプロビジョニングサーバーは、MACアドレス、GUID、遠隔管理接続、お
よびアクセス情報など、これらのターゲットに関する情報を認識する必要があります。
ターゲットの定義については、第 9章を参照してください。

前提条件

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (OS Provisioning Plug-In 3.0) • 2006年 4月38



ネットワーク
OSプロビジョニングプラグインは、幅広いネットワーク構成およびトポロジで動作する
よう設計されています。そのため、プラグインはネットワークトポロジを規定したり、
スイッチやルーターなどのネットワーク要素を操作したりする必要はありません。ただ
し、プラグインは次のネットワーク通信の存在に依存します。

� OSプロビジョニングサーバーのプロビジョニングインタフェースと、ターゲットホ
ストのプロビジョニングインタフェースの間のレイヤー 2接続

� ブートおよびインストールサーバーのプロビジョニングインタフェースと、ター
ゲットホストのプロビジョニングインタフェースの間の IP接続

� OSプロビジョニングサーバー、ターゲットホストのネットワーク管理ポート、およ
びブートおよびインストールサーバーの制御ネットワークインタフェースの間の IP接
続

ネットワークインフラストラクチャーに対するこれらの要件は、OSプロビジョニング
サーバーの機能にとって中心的な 2つのネットワークタイプのニーズによって課せられ
るものです。これらのネットワークタイプは制御ネットワークとプロビジョニング
ネットワークです。

注 –アクセスネットワークは、OSプロビジョニングサーバーとブートおよびインストー
ルサーバーへのアクセスに使用されるネットワークです。アクセスネットワークの例と
しては企業内イントラネットがあります。このネットワークは、OSプロビジョニング機
能には必要ありません。セキュリティーの観点から、アクセスネットワークを、制御
ネットワークおよびプロビジョニングネットワークから分離する必要があります。

次の図に、ネットワーク環境を示します。

前提条件
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図 3–1OSプロビジョニング用のネットワーク環境図

プロビジョニングネットワーク
プロビジョニングネットワークは、OSプロビジョニングサーバーのプロビジョニングイ
ンタフェース、ターゲットプラットフォームのプロビジョニングインタフェース、およ
び 1つまたは複数のブートおよびインストールサーバーのプロビジョニングインタ
フェースから構成されています。プロビジョニングネットワークは 1つまたは複数のサ
ブネットから構成できます。OSプロビジョニングプラグインのインストールは、OSプ
ロビジョニング用の複数のプロビジョニングネットワークの使用をサポートしていま
す。ネットワークベースのプロビジョニングに必要なプロトコルとテクノロジにより、
これらのプロビジョニングネットワークに関する次の要件が規定されます。要件は次の
通りです。

前提条件
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� OSプロビジョニングサーバーのプロビジョニングインタフェースおよびターゲット
プラットフォームのプロビジョニングインタフェースは、共通のレイヤー 2ブロード
キャストドメインに存在する必要がある。

� ホストにサービスを提供するブートおよびインストールサーバーのプロビジョニング
インタフェースには、ターゲットプラットフォームのプロビジョニングインタフェー
スのサブネットへの IP接続が必要である。これは、次の 2つの方法のいずれかで実現
できます。
� ブートおよびインストールサーバーはプロビジョニングサブネットにネットワー
クインタフェースを持っている。

� ブートおよびインストールサーバーは、ルーティングによりプロビジョニングサ
ブネットから到達可能なプロビジョニングインタフェースを持っている。

制御ネットワーク
制御ネットワークは、主に次の 2つの機能のためにOSプロビジョニングサーバーにより
使用されるネットワークです。

� ターゲットホストのネットワーク管理ポートを管理し、電源の状態、ブートの順序、
およびターゲットプラットフォームのコンソールを制御する

� プロビジョニング操作のためにブートおよびインストールサーバーを構成する

制御ネットワークは純粋な IPネットワークを使用でき、またシリアル/端末サーバー要素
を持つ場合もあります。OSプロビジョニングサーバーは、IPネットワークでブートおよ
びインストールサーバーと通信します。同時に、ターゲットホストのネットワーク管理
ポートとの通信が IPネットワークまたはシリアルネットワークで行われる場合がありま
す。制御ネットワークは数多くのサブネット上に存在することができます。制御ネット
ワークの要件は、ブートおよびインストールサーバーとターゲットネットワーク管理
ポートが、OSプロビジョニングサーバーから到達可能であることのみです。

スイッチ型ネットワーク
スイッチ型ネットワークの要件は、スイッチを使用する環境では特別な意味を持ちま
す。スイッチ型ネットワークでは、スイッチ型接続はトランクまたはアクセス (非トラン
ク)モードのいずれかを取ることが可能です。制御ネットワークの場合、OSプロビ
ジョニングサーバーからの IPルーティングが唯一の要件であるため、スイッチ型接続は
アクセスモードになることができます。プロビジョニングネットワークは、プロビ
ジョニングネットワークの設計に応じて、スイッチ型ポートをトランクモードとアクセ
スモードのいずれかにすることができます。

セキュリティー
OSプロビジョニングプラグインソフトウェアはN1 SPSセキュリティーモデルを利用しま
す。異なるサーバー間でのほとんどの通信は、N1 SPSリモートエージェント (RA)を介し
て行われます。セキュリティー保護された通信を行うようにRAを構成します。マスター
サーバーとRAの間のセキュリティー保護された通信を有効にする方法の詳細について
は、ドキュメントを参照してください。

前提条件
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ターゲットの遠隔管理を行うため、OSプロビジョニングサーバーには暗号化されたパス
ワードが格納されます。パスワードの暗号化の詳細については、169ページの「パスワー
ドの暗号化」を参照してください。

Windowsブートおよびインストールサーバーと通信するためには、RSHサービスまたは
SSHサービスのいずれかを有効にする必要があります。OSプロビジョニングサーバーと
Windowsブートおよびインストールサーバーの間の通信のセキュリティーを保護するに
は、SSHサービスを使用します。124ページの「Windows RISサーバーを設定する」を参
照してください。

新しい環境の構成
SunData Center ReferenceArchitectureは、汎用データセンター構成を定義するためのベス
トプラクティスを取り込み、適用するものです。このアーキテクチャーは、低リスク、
低総所有コスト (TCO)で確実かつ迅速に組み立て、テストし、配備することができま
す。Data Center ReferenceArchitecture Implementationsは SunData Center Reference
Architectureのインスタンス化で、顧客の要件を満たすために、サービスとともに実際の
ハードウェアとソフトウェアに完全な詳細事項を提供します。Data Center Reference
Architecture Implementationsは、中小規模および大規模データセンター用に事前に設計お
よびテストされたコンポーネントのグループで、企業の統合プロジェクトおよび移行プ
ロジェクト用の、運用準備が完了したターゲット環境を提供します。

SunData Center ReferenceArchitecture Implementationフレームワークは、SunFire Server、
Sun StorEdgeTMストレージアレイ、Sun JavaTM Enterprise Systemおよび Solarisソフトウェア
だけでなく、LANおよび SANインフラストラクチャーからなる柔軟性の高い組み合わせ
です。詳細については、SunData Center ReferenceArchitecture web siteを参照してくださ
い。

プロセスの概要
1. N1 SPSマスターサーバー、OSプロビジョニングサーバー、ブートおよびインストー
ルサーバー用にハードウェアを準備します。

2. N1 SPSソフトウェアを入手します。
3. 『SunN1 Service Provisioning System 5.2インストールガイド』の「SunN1 Service

Provisioning System 5.2のインストール」の説明に従って、N1 SPSマスターサーバーを
インストールします。

4. OSプロビジョニングサーバーにN1 SPS RAおよびN1 SPSコマンド行インタフェース
(CLI)をインストールします。

5. SolarisブートおよびインストールサーバーにN1 SPS RAおよびN1 SPS CLIをインス
トールします。

6. LinuxブートおよびインストールサーバーにN1 SPS RAおよびN1 SPS CLIをインストー
ルします。

新しい環境の構成
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7. WindowsブートおよびインストールサーバーにN1 SPS RAをインストールします。

8. OSプロビジョニングサーバーと Solaris、Linux、およびWindowsそれぞれのブートお
よびインストールサーバーでRAを準備します。詳細は、『SunN1 Service Provisioning
System 5.2システム管理者ガイド』の「物理ホストを準備する」を参照してくださ
い。

注 –安全のため、N1 SPSデータベースをバックアップします。『SunN1 Service
Provisioning System 5.2システム管理者ガイド』の第 9章「バックアップと復元」を参照し
てください。

� マスターサーバーを有効にしてセッション IDを使
用する

マスターサーバーの構成ファイルを編集します。

デフォルトでは、このファイルは次の位置にあります。

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.2/server/config/config.properties

これが既存のN1SPSインストールである場合、次の手順に従ってください。

a. 次の形式に似たセッション IDエントリを検索します。
config.allowSessionIDOnHosts=masterserver,biss1

b. イコール記号のあとの値を、OSプロビジョニングサーバーと Solarisブートおよびイン
ストールサーバーの名前に変更します。

次に例を示します。config.allowSessionIDOnHosts=myspsserver,sol10bis

これがN1SPSの新規インストールである場合、次のような行を追加します。
config.allowSessionIDOnHosts=masterserver,biss1

イコール記号のあとの値には、OSプロビジョニングサーバーと Solarisブートおよびイン
ストールサーバーの名前が含まれている必要があります。

使用する環境の大域プラン実行タイムアウトを調整します。

config.propertiesファイルの次のエントリを変更します。

pe.defaultPlanTimeout=12000

pe.nonPlanExecNativeTimeout=12000

タイムアウトは秒単位です。タイムアウトは、サイトで予想される最も長いプラン実行
処理より長くする必要があります。デフォルトのプランタイムアウトは 30分 (1800秒)で
す。デフォルトのネイティブタイムアウトは 10分 (600秒)です。上記の例は任意の値で
すが、200分 (12000秒)という高い値を設定しています。

1

2

3

4

新しい環境の構成
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これらの変更を有効にするには、マスターサーバーを停止して再起動します。

n1spsとしてマスターサーバーにログインし、次のコマンドを入力します。

# cr_server stop

# cr_server start

デフォルトでは、これらのコマンドは次のファイル内にあります。

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.2/server/bin

既存の環境の構成
OSプロビジョニングプラグインを使用すると、既存のサーバーおよびネットワーク環境
にOSをプロビジョニングできます。以降の節では、既存の環境でプラグインをどのよう
に使用するかを詳細に説明します。

ハードウェアおよびソフトウェアの構成
N1 SPSマスターサーバー、OSプロビジョニングサーバー、Solarisブートおよびインス
トールサーバー、Linuxブートおよびインストールサーバー、およびWindowsブートおよ
びインストールサーバーをサポートするハードウェアが用意されていることを確認しま
す。適切なシステムの詳細については、24ページの「サポートされるシステム」を参照
してください。

ネットワーク環境
マスターサーバー、OSプロビジョニングサーバー、およびブートおよびインストール
サーバーが IPネットワークを介して相互に接続できることを確認します。ブートおよび
インストールサーバーのネットワークインタフェースを構成します。

サーバーを同時にプロビジョニングする十分な帯域幅があることを確認します。帯域幅
の要件は、実行する同時プロビジョニング処理の数に応じて異なります。

注 –同時OSインストールは大量の帯域幅を必要とし、帯域幅が使用できない場合には障
害やタイムアウトが発生する場合があります。問題を回避するには、物理的にトラ
フィックを分離するか、より多くのブートおよびインストールサーバーを配備します。

DHCPサービス
OSプロビジョニングサーバーは独自のDHCPサービスを使用します。DHCPサービス
は、ターゲットにインストール時パラメータとインストール時 IPアドレスを提供するた
めに、プロビジョニング処理中に使用されます。DHCPサービスは、プロビジョニング

5
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の対象ではないクライアントには応答しません。そのため、このサブネットでサービス
を提供するほかのDHCPサービスが存在する場合、これらのサービスがプロビジョニン
グ処理中にターゲットに応答していないことを確認してください。OSがプロビジョニン
グされると、ターゲットに応答するようDHCPを再度アクティブにすることができま
す。OSプロビジョニングサーバーを同じサブネットに配置するか、ルーティングに
よって、ターゲットのDHCPパケットがOSプロビジョニングサーバーに到達できること
を確認してください。

ネットワークのDHCPサービスを使用してターゲットホストをインストールする場合
は、OSプロビジョニングサーバーの提供するDHCPサービスを使用不可にできます。
ターゲットホストからのDHCP要求に応答するよう、DHCPサービスを正しく構成する
必要があります。OSプロビジョニングのDHCPサービスを使用不可にする方法について
は、299ページの「プラグイン提供のDHCPの無効化」を参照してください。

ターゲットホスト
OSプロビジョニングプラグインは、プロビジョニング中の電源オン/オフのサイクルを自
動化できます。ターゲットの遠隔管理インタフェース (存在する場合)を有効にします。
ターゲットが遠隔管理をサポートしていない場合は、汎用ターゲットを使用します。
ターゲットホストの詳細については、第 9章を参照してください。

N1Service Provisioning Systemソフトウェア
N1 SPSソフトウェアがバージョン 5.1またはそれ以降であることを確認します。

既存の Solaris JET環境
JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テクノロジを実行している場合、OSプロビジョニングプ
ラグインを使用する前には、JET製品をアンインストールする必要があります。詳細につ
いては、61ページの「Solaris JETサーバーの設定」を参照してください。

OSプロビジョニングプラグインに付属する SUNWjetパッケージのデフォルトのベース
ディレクトリは /opt/SUNWjetです。旧バージョンの SUNWjetでは、デフォルトのベース
ディレクトリとして /opt/jetを使用していました。

既存の JETパッケージを使用している場合は、61ページの「Solaris JETサーバーの設
定」で説明されている手順で、既存のパッケージをアンインストールしてから JETサー
バーを作成します。このプロセスでは次の作業を実行します。

1. /opt/SUNWjetでOSプロビジョニングプラグインに付属するバージョンの SUNWjetを
インストールする。

2. /opt/jet/Products内のすべての既存の JET製品モジュールに、
/opt/SUNWjet/Productsへのシンボリックリンクを作成する。

既存の環境の構成
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処理が完了すると、OSプロビジョニングプラグインを使用して新しい Solarisプロファイ
ルを作成する場合、サーバーに以前インストールされていた任意の JET製品モジュール
を名前によって含めることができます。

以前の /opt/jet/Templatesおよび /opt/jet/Clients領域は変更されません。必要に応じ
てこれらの領域を参照できます。また値によっては、OSプロビジョニングプラグインを
使用して新しい Solarisプロファイルを作成するのに役立つ場合があります。

既存の環境の構成
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OSプロビジョニングプラグインのイン
ストールと構成

オペレーティングシステム (OS)プロビジョニングの観点から見ると、インストールは次
の 3つの段階から構成されています。

� N1 SPSソフトウェアのインストール (『SunN1 Service Provisioning System 5.2インス
トールガイド』で解説)

� OSプロビジョニングプラグインのインストール
� プロビジョニングするオペレーティングシステム環境のインストール

3つのインストールのすべての段階には、複数の構成手順もあります。

この章では、次の内容について説明します。

� 47ページの「OSプロビジョニングプラグインのインストール」
� 52ページの「OSプロビジョニングサーバーの作成」
� 55ページの「サブネットの作成と登録」

OSプロビジョニングプラグインのインストール

OSプロビジョニングプラグインの入手
OSプロビジョニングプラグインの入手の手順は 2段階に分かれます。はじめにOSプロ
ビジョニングプラグイン JARファイルが含まれたパッケージファイルをシステムに追加
する必要があります。そのあとにOSプロビジョニングプラグイン JARファイルをイン
ポートします。マスターサーバーにプラグインを追加する手順は、次のとおりです。

1. JARファイルを含むファイルを追加します。
OSプロビジョニングプラグインは、N1 Service Provisioning Systemに対するプラグイン
としてパッケージ化されています。OSプロビジョニングプラグイン用のプラグイン
ファイルは、N1 SPS 5.2 DVDまたは SunDownload Center (http://sunsolve.sun.com)か
ら入手できます。

4第 4 章
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プラグインパッケージをシステムに追加する方法については、次の手順を参照してく
ださい。

� 48ページの「SolarisへのOSプロビジョニングプラグインの追加」
� 48ページの「LinuxへのOSプロビジョニングプラグインの追加」
� 49ページの「WindowsへのOSプロビジョニングプラグインの追加」

2. JARファイルをインポートします。

パッケージファイルをシステムに追加すると、OSプロビジョニングプラグインは 2種
類の JARファイルからインポートできます。状況に応じて、適切なファイルを選択し
てください。

� OSプロビジョニングプラグインをはじめてインポートする場合は、
n1-basedir/com.sun.n1osp/com.sun.n1osp_3.0.jar ファイルを入手します。

� 旧バージョンのOSプロビジョニングプラグインがすでにインポートされている場
合は、n1-basedir/com.sun.n1osp/Upgrade/com.sun.n1osp_2.0_3.0.jar ファイルを入
手します。

プラグイン JARファイルのインポート方法については、49ページの「N1 SPSへのOS
プロビジョニングプラグインの追加」を参照してください。

SolarisへのOSプロビジョニングプラグインの追加
プラグイン製品名プラグインは、SUNWspsospパッケージに含まれています。

� Solaris用のOSプロビジョニングプラグインパッケージを追加す
る

端末ウィンドウで、スーパーユーザーになります。

プラグインパッケージを含むディレクトリに移動します。

次のコマンドを入力し、Returnキーを押します。

# pkgadd -d package_directory SUNWspsosp

スタンドアロン用 JARファイルは /opt/SUNWn1sps/plugins/com.sun.n1osp/ディレクトリ
にあります。アップグレード用 JARファイルは
/opt/SUNWn1sps/plugins/com.sun.n1osp/Upgradeディレクトリにあります。

LinuxへのOSプロビジョニングプラグインの追加
プラグイン製品名プラグインは、sun-spsosp-3.0-1.noarch.rpm ファイルに含まれていま
す。
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� Linux用のOSプロビジョニングプラグインパッケージを追加する

端末ウィンドウで、スーパーユーザーになります。

sun-spsosp-3.0-1.noarch.rpm ファイルを含むディレクトリに移動します。

次のコマンドを入力し、Returnキーを押します。
# rpm -i package_directory sun-spsosp-3.0-1.noarch.rpm

スタンドアロン用 JARファイルは
/opt/sun/N1_Service_Provisioning_System/plugins/com.sun.n1osp/ ディレクトリにあり
ます。アップグレード用 JARファイルは
/opt/sun/N1_Service_Provisioning_System/plugins/com.sun.n1osp/Upgrade ディレクトリ
にあります。

WindowsへのOSプロビジョニングプラグインの追加
Windows用のプラグイン製品名プラグインは、Microsoft Installer (MSI)パッケージファイ
ルの sun-spsosp-3.0.msiに含まれています。

� Windows用のOSプロビジョニングプラグインMSIファイルを追
加する

sun-spsosp-3.0.msi ファイルを含むディレクトリに移動します。

sun-spsosp-3.0.msiファイルをダブルクリックします。

インストーラの GUIが起動されます。JARファイルは、c:\Program Files\N1 Service

Provisioning System\plugins\com.sun.n1osp ディレクトリにコピーされます。

N1SPSへのOSプロビジョニングプラグインの追
加
ある特定のプラグインをN1 SPS製品に認識させるには、そのプラグインをインポートす
る必要があります。プラグインをインポートするには、『SunN1 Service Provisioning
System 5.2システム管理者ガイド』の第 5章「プラグインの管理」で詳しく説明されてい
る手順に従います。

1. N1 SPSブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セクション
で、「Plug-ins」をクリックします。

2. 「Plug-ins」ページの「Action」列で、「Import」をクリックします。
3. JARファイルのある場所に移動します。
4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。
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インポートが正常に完了すると、プラグインの詳細ページが開いて、そのプラグインが
提供するオブジェクトが表示されます。

また、コマンド行からプラグインアーカイブファイルをインポートすることもできま
す。

� 以前にOSプロビジョニングプラグインを使用したことがない場合は、次のコマンド
を使用してプラグインをインポートします。

% cr-cli -cmd plg.p.add -path com.sun.n1osp_3.0.jar -u username -p password
� 旧バージョンのOSプロビジョニングプラグインがすでにある場合は、次のコマンド
を使用してプラグインをインポートします。

% cr-cli -cmd plg.p.add -path com.sun.n1osp_2.0_3.0.jar -u username -p password

� OSプロビジョニングプラグインをアップグレー
ドする
OSプロビジョニングプラグインをバージョン2.0からバージョン3.0へアップグレードす
るには、次の手順に従います。

『SunN1 Service Provisioning System5.2インストールガイド』の第 10章「SunN1 Service
Provisioning System5.2へのアップグレード」で説明されている手順に従って、N1SPSソフ
トウェアをバージョン 5.2にアップグレードします。

com.sun.n1osp_2.0_3.0.jarファイルを入手し、インポートします。

OSプロビジョニングプラグインをインストールする方法については、47ページの「OS
プロビジョニングプラグインのインストール」を参照してください。

OSプロビジョニング (制御)サーバーをアップグレードします。

OSプロビジョニングプラグイン3.0ソフトウェアを使用して、既存のすべてのOSプロビ
ジョニングサーバーを再度作成する必要があります。52ページの「OSプロビジョニン
グサーバーの作成」を参照してください。

環境内のすべてのOSイメージサーバーをアップグレードします。

OSプロビジョニングプラグイン3.0ソフトウェアを使用して、既存のすべてのOSイメー
ジサーバーを再度作成する必要があります。

� JET Solarisイメージサーバーの再作成方法については、61ページの「JET Solarisイメー
ジサーバーを作成する」を参照してください。

� RedHat Linuxイメージサーバーの作成方法については、88ページの「RedHat Linuxイ
メージサーバーの作成」を参照してください。
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� JET SUSE Linuxイメージサーバーの作成方法については、108ページの「SUSE Linuxイ
メージサーバーの作成」を参照してください。

� Windowsイメージサーバーの作成方法については、124ページの「Windowsサーバー
の設定」を参照してください。

注 –ブートおよびインストールサーバーの再作成では、以前に installPath変数に使用し
たのと同じ値を使用する必要があります。以前の installPath変数値が有効でなくなって
いる場合は、有効な installPath変数値を使用して、ブートおよびインストールサーバー
を新規に作成する必要があります。

既存のすべてのOSプロファイル内の遠隔エージェントの変数を変更します。

プロファイルの product_version_spsra変数は、現在のN1 SPS RAソフトウェアのバー
ジョンを反映している必要があります。既存のプロファイルをエディタで開き、
product_version_spsra変数の値を 5.2に変更します。この変数の詳細については、 232
ページの「Solarisリモートエージェントのコンポーネント変数」を参照してください。

� Solaris OSのOSプロビジョニングプラグインパッケージのインストールに失敗した場
合は、いったんパッケージを削除して、インストールをやり直してください。

� OSプロビジョニングプラグイン 3.0で新しい変数を使用する場合は、N1 SPS環境内に
ターゲットホストを再作成する必要があります。ターゲットホストの作成方法の詳細
は、第 9章を参照してください。

既存のターゲットホストの定義をそのまま使用する場合は、OSプロビジョニングプ
ラグイン 3.0を使用して、それらのホストに引き続きプロビジョニングすることがで
きます。

N1SPS5.1リリースでのOSプロビジョニングプラ
グイン3.0の使用
N1 SPS 5.2リリースからは、OSプロビジョニングプラグイン 3.0がN1 SPS 5.2のパスにデ
フォルト値を使用するよう変更されています。N1 SPS 5.1リリースのOSプロビジョニン
グプラグインを使用している場合は、OSプロビジョニングプラグイン 3.0が有効になる
ように、プラン内の sps_cli変数値を編集する必要があります。この後の手順で、この値
を編集してください。

� 52ページの「OSプロビジョニングサーバーの作成」
� 61ページの「Solaris JETサーバーの設定」
� 88ページの「RedHat Linuxイメージサーバーの作成」
� 108ページの「SUSE Linuxイメージサーバーの作成」
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� 旧バージョンのコンポーネントにアクセスする
新しいバージョンのプラグインにアップグレードすると、そのプラグインの「Common
Tasks」ページが更新され、新しいバージョンのプラグインを使用してインストールされ
たコンポーネントへのリンクが表示されます。この機能により、最新の機能と改善点を
含むコンポーネントを簡単に表示できます。古い機能に依存するコンポーネントは、
「Common Tasks」ページからはリンクされません。

以前にインストールしたコンポーネントが見つからない場合、そのコンポーネントは旧
バージョンのプラグインから作成された可能性があります。旧バージョンのコンポーネ
ントを表示または使用するには、次の手順に従います。

「CommonTasks」ページで、適切なコンポーネントプロシージャーをクリックします。
「Component Details」ページが表示されます。

「ComponentDetails」ページで「VersionHistory」をクリックします。
コンポーネントとバージョンのリストが表示されます。

適切なリンクをクリックします。

� コンポーネントの機能を実行するには、そのバージョン番号をクリックするか、使用
するコンポーネントに適用される「Details」リンクをクリックします。

� コンポーネントがインストールされている場所を知るには、「Where Installed」をク
リックします。

OSプロビジョニングサーバーの作成
OSプロビジョニングプラグインがインポートされていても、OSプロビジョニングサー
バーを作成し設定するまでは、オペレーティングシステムをプロビジョニングできませ
ん。

� OSプロビジョニングサーバーを作成する (ブラウ
ザインタフェース)
この作業が終了すると、OSプロビジョニングソフトウェアがOSプロビジョニングサー
バーにインストールされます。また、OSプロビジョニングサーバーにはDHCPサービス
がインストールされます。

� Solaris OSが動作するOSプロビジョニングサーバーの場合は、プロビジョニングサー
バーを作成する前に、システムに Java 2 SE 1.4.2リリースをインストールする必要があ
ります。この Java 2 SE 1.4.2リリースは、/usr/bin/javaディレクトリに置くか、
/usr/bin/javaディレクトリにリンクさせます。

1

2

3

始める前に

OSプロビジョニングサーバーの作成

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (OS Provisioning Plug-In 3.0) • 2006年 4月52



� RedHat Enterprise Linuxが動作するOSプロビジョニングサーバーの場合は、プロビ
ジョニングサーバーを作成する前に、Java 2 SE 1.4.2 32ビットリリースとRedHatディス
トリビューション用のDHCPRPMをシステムにインストールする必要があります。
この Java 2 SE 1.4.2リリースは、/usr/bin/javaディレクトリに置くか、/usr/bin/java

ディレクトリにリンクさせます。システムに 64ビット Javaバージョンがインストー
ルされている場合は、 /opt/SUNWn1osp/lib/libgridos.soを
/opt/SUNWn1osp/lib/libgridos_rhel3_x86_64.so にリンクさせます。OSプロビジョニ
ングサーバーのホスト名がシステム上のループバックアドレスではなく、主インタ
フェースに解決されることを確認します。

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「OSPControl Server」セクションで「Create」を
クリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「Service」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「Service」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 必要に応じて変数を変更します。

変数名 説明

installPath OSプロビジョニングソフトウェアをインス
トールするベースディレクトリ。

vhost_name OSプロビジョニングサーバーを表す仮想ホ
ストの名前。

host_dir ターゲットホストファイルが存在する
ディレクトリへのパス。

profile_dir OSプロファイルが存在するディレクトリへ
のパス。
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変数名 説明

subnet_dir サブネットファイルが存在するディレクト
リへのパス。

logs_console_dir ログとコンソールファイルが存在する
ディレクトリへのパス。

run_provisioniing_foreground プロビジョニング処理をフォアグラウンド
で実行するかどうかの指定。

この変数を trueに設定した場合は、あらゆ
る配備がフォアグラウンドで実行されま
す。個々の配備に合わせてこの値をリ
セットすることはできません。

注 –この機能を有効にするには、物理ホスト
のロックを無効にする必要がありますが、
この構成はサポートされていません。ホス
トの物理的なロックを無効にする方法につ
いては、300ページの「フォアグラウンドで
の配備ジョブの実行」を参照してくださ
い。

java_bin Javaバイナリへのパス。

dhcpd_bin DHCPデーモンバイナリへのパス。

sps_cli N1 SPSコマンド行インタフェース (CLI)バイ
ナリの場所。

注 –N1 SPS 5.1リリースでOSプロビジョニン
グプラグイン 3.0を使用する場合は、環境内
の cr_cliディレクトリの場所を示すように
この値を編集する必要があります。デ
フォルト値を使用しないでください。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「Service」コンポーネント行にあるドロップダウン
メニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

OSプロビジョニングサーバーを作成するホストを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

このプランの実行には通常は約 15分かかります。インストールの進行中、進行状況を参
照するには「Plan Run」ウィンドウの「Details」リンクをクリックします。
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OSプロビジョニングサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビジョニン
グサーバーのウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-ospが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト masterserverに
インストールした場合、仮想ホストは masterserver-ospとなります。

環境によっては、上記手順で作成、起動される ISCDHCPサーバーではなく、ネットワー
クのDHCPサーバーの使用が望ましいことがあります。プロビジョニングソフトウェア
によって設定された ISCDHCPサーバーを使用不可にする場合は、299ページの「プラグ
イン提供のDHCPの無効化」を参照してください。

OSプロビジョニングサーバーがブートおよびインストールサーバーと同じ物理ホスト上
に存在する場合は、ターゲットホストへのプロビジョニングの前にそのシステムのイン
タフェースを構成する必要があります。OSプロビジョニングサーバーは、ブートおよび
インストールサーバーのインタフェースを自動的には構成しません。

� OSプロビジョニングサーバーを作成する (コマン
ド行インタフェース)
コマンド行からサーバーを作成するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID "NM:/com/sun/n1osp/untyped/Service-create" \

-tar H:NM:masterserver,H:NM:bikickstart -comp - -vs + -pto 30 -nto 10

注 –ターゲットはOSプロビジョニングサーバーである必要があります。この例では、N1
SPSマスターサーバーがOSプロビジョニングサーバーとして使用されます。

環境によっては、上記手順で作成、起動される ISCDHCPサーバーではなく、ネットワー
クのDHCPサーバーの使用が望ましいことがあります。プロビジョニングソフトウェア
によって設定された ISCDHCPサーバーを使用不可にする場合は、299ページの「プラグ
イン提供のDHCPの無効化」を参照してください。

サブネットの作成と登録
OSプロビジョニングサーバーはDHCPサービスを提供します。DHCPサービスは、ター
ゲットのプロビジョニングに使用されるすべてのサブネット上で待機する必要がありま
す。N1 SPSインタフェースでは、OSプロビジョニングサーバーがDHCP要求に応答でき
るよう、ターゲットのプロビジョニングに使用されるサブネットを特定する必要があり
ます。OSプロビジョニングサービスは、プロビジョニング処理中に、プロビジョニング
サーバー上の必要なアドレスを使用してインタフェースを作成します (まだ作成されてい
ない場合)。

7

参照
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◗

参照
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� OSプロビジョニングサーバーのサブネットを特
定する (ブラウザインタフェース)
ブラウザインタフェースからサブネットを管理するには、次の手順に従います。

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「OSP Subnets」セクションで「Manage」をク
リックします。

「ComponentDetails」ページの「Create」行で「Run action」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「Service」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「Service」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 必要に応じて変数を変更します。

変数 説明 例

installPath サブネットアドレス 10.42.42.0

mask サブネットマスク 255.255.255.0

gateway サブネットのゲートウェイ 10.42.42.1

host_interface このサブネットに使用される
OSプロビジョニングサー
バー上のインタフェース

hme0

host_address host_interfaceに割り当てら
れているホストアドレス

10.42.42.1
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注 –OSプロビジョニングソフトウェアは、インタフェースの作成とアドレスの割
り当てを、これらの値がまだ設定されていない場合、プロビジョニング処理時に
行います。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「Service」コンポーネント行にあるドロップダウ
ンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

このサブネットを適用する仮想ホストを選択します。

ヒント –OSプロビジョニングサーバーの仮想ホストの名前の最後は -ospです。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

� OSプロビジョニングサーバーのサブネットを特
定する (コマンド行インタフェース)
コマンド行からサブネットを管理するには、次の手順に従います。

変数セットを作成します。

次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/Subnet -name "subnet1" \

-u admin -p admin -vars "installPath=10.42.42.0;mask=255.255.255.0;gateway=10.42.42.1; \

host_interface=ce8000;host_address=10.42.42.1"

変数の詳細については、56ページの「OSプロビジョニングサーバーのサブネットを特定
する (ブラウザインタフェース)」の手順 4を参照してください。

前の手順で作成した変数セットを使用して、プランを実行し、サブネットを作成しま
す。

次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/Subnet-create \

-tar H:NM:masterserver-osp -comp - -vs subnet1 -pto 30 -nto 10

� 新しいプロビジョニングサブネットを追加する
複数のサブネットを使用して、オペレーティングシステムをプロビジョニングすること
ができます。次の手順では、OSプロビジョニングサーバーに新しいサブネットを追加す
る方法を説明します。

5

6

1

2

サブネットの作成と登録

第 4章 • OSプロビジョニングプラグインのインストールと構成 57



OSプロビジョニングサーバー、適用可能なオペレーティングシステムのブートおよびイ
ンストールサーバー、およびターゲットホストが同じ IPネットワーク内に存在すること
を確認します。ブートおよびインストールサーバーのネットワークインタフェースを構
成します。

56ページの「OSプロビジョニングサーバーのサブネットを特定する (ブラウザインタ
フェース)」の説明に従って、新しいサブネットコンポーネントを作成します。

IP接続に関しては 2つのオプションがあります。

� OSプロビジョニングサーバーの新しい IPアドレスを作成する。
� 既存の IPアドレスを使用するが、DHCPパケットがターゲットからOSプロビジョニ
ングサーバーに到達する経路を作成する。

ターゲットによりブートおよびインストールサーバーに到達できるよう、新しいサブ
ネットのブートおよびインストールサーバー上に新しいインタフェースを作成するか、
経路を定義します。

この新しいサブネットでOSメディアを供給するために、ファイルシステム共有が更新さ
れることを確認します。

ターゲットがこのサブネット内に存在することを確認します。

IPアドレスが新しいサブネット内に存在するよう、プロビジョニングするプロファイル
を編集します。

始める前に
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Solarisオペレーティングシステムのプロ
ビジョニング

この章では、OSプロビジョニングプラグインを使用して、Solarisオペレーティングシス
テムをターゲットホストにインストールする方法について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 59ページの「JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テクノロジ」
� 61ページの「Solarisプロビジョニングプロセスの概要」
� 61ページの「Solaris JETサーバーの設定」
� 65ページの「Solarisイメージおよびプロファイルの作成」
� 75ページの「ターゲットホストへの Solaris OSのインストール」
� 79ページの「JET Solarisサーバーの管理作業」
� 80ページの「customモジュールの使用法」

JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テクノロジ
OSプロビジョニングプラグインは、JumpStartTM Enterprise Toolkit (JET)テクノロジを通じ
て提供される機能を使用して、Solarisオペレーティングシステム (OS)をプロビジョニン
グします。JETは、Sunが開発した JumpStartテクノロジを拡張したもので、ネットワー
ク経由での Solaris OSのインストールを自動化します。JETを介したOSプロビジョニング
プラグインはこの機能をさらに拡張しつつ、複雑さを解消しています。

JETモジュール
JETテクノロジは JumpStartサーバーに製品固有のモジュールを提供し、そのモジュール
は Solaris OSおよびそのほかの製品を構造化された状態でインストールします。この構造
により、JumpStart終了スクリプトの「アドホック」スクリプティングを通じて実装可能
な機能が拡張されます。
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OSプロビジョニングプラグインは、次の 3つの JETモジュールを提供しています。

� base_config – Solaris OSのインストールと構成を行います。base_config変数の詳細に
ついては、219ページの「基本 Solaris OS構成変数」を参照してください。

� spsra – Solarisシステム上でN1 SPSリモートエージェント (RA)のインストールと構成
を行います。spsra変数の詳細については、232ページの「Solarisリモートエージェン
トのコンポーネント変数」を参照してください。

� custom – Solarisパッケージ、パッチ、およびファイルの任意のリストをインストール
します。また任意のスクリプトのコレクションを実行できます。カスタムモジュール
の詳細については、80ページの「customモジュールの使用法」を参照してくださ
い。

ゾーンのサポート
OSプロビジョニングプラグインに用意されている JET機能は Solarisゾーンを認識し、非
大域ゾーンに影響することなく、大域ゾーンにインストールできます。現在、非大域
ゾーンはNFS共有エクスポートをサポートしていないため、非大域ゾーンでは、JETは
サポートされません。

JETを介した Solarisのインストールプロセス
JumpStart Enterprise Toolkitの構築シーケンスは次のようになります。

1. 標準 Solarisインストールフェーズ
2. 標準 JumpStart終了スクリプトの呼び出し
3. 個別のモジュール「インストール」スクリプトの呼び出し
4. ターゲットサーバーの再起動
5. (省略可能)プラットフォーム関連のインストール作業 (各レベルのあとに再起動)
6. (省略可能)アプリケーション関連のインストール作業 (各レベルのあとに再起動)
7. (省略可能)最終インストール作業 (再起動なし)
8. コンソールにログインプロンプトが表示される

最初に再起動したあとの省略可能な手順は、ターゲットサーバーテンプレート内で構成
される個別のモジュールに依存します。最初に再起動したあとツールキットが追加の作
業を実行することをモジュールが要求するように、モジュールを記述することができま
す。この要求では、モジュールは作業がプラットフォーム関連領域とアプリケーション
関連領域のどちらで行われるか、または追加の再起動が予定されていない場合最後に作
業を行う必要があるかどうかを特定できます。

JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テクノロジ
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Solarisプロビジョニングプロセスの概要
Solarisオペレーティングシステムをプロビジョニングするには、次のような高度な作業
を実行する必要があります。

1. JETサーバーを設定します。
2. Solarisイメージを作成するか、JETサーバーに既存のイメージを添付します。
3. プロビジョニングプロファイルを作成します。
4. ターゲットホストを作成します。
5. ターゲットホストにイメージをインストールします。

Solaris JETサーバーの設定
Solarisブートおよびインストールサーバーは JETサーバーです。

� JET Solarisイメージサーバーを作成する
N1 SPSのブラウザインタフェースまたはコマンド行インターフェースから JETイメージ
サーバーを作成できます。コマンド行からサーバーを作成するには、次の例のようなコ
マンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/Jet-create \

-tar H:NM:biss1 -comp - -vs solaris8 + -pto 30 -nto 10

solaris8引数の部分は、適切なリリース値に置き換えてください。

ブラウザインタフェースからサーバーを作成するには、次の手順に従います。

Solarisブートおよびインストールサーバーにするシステムにログインします。

現在 JumpStart Enterprise Toolkitを使用している場合は、これらのファイルを削除します。
次のコマンドを使用します。# pkgrm SUNWjet

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「JET Solaris Image Servers」セクション
で「Create」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「JET」コンポーネ
ント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。
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� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「JET」コンポーネ
ント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

イメージサーバーコンポーネントの変数はごく少数で、それらのほとんどは変更
しません。これらの変数とそのデフォルト値のリストは、63ページの「Solarisイ
メージサーバーのコンポーネント変数」を参照してください。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「JET」コンポーネント行にあるドロップダウンメ
ニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

� 別のコンポーネントの変数設定を使用する場合は、「Import Set FromComponent」を
クリックします。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じて、変数設定のインポート元となるコンポーネントが入ったフォルダ
へ移動します。

b. コンポーネントのバージョンを選択します。

注 –コンポーネントのバージョンが異なると、変数設定も異なる可能性がありま
す。現在のコンポーネントと、変数設定のインポート元のコンポーネントの間で
共通に使用されている変数が存在することを確認します。現在のコンポーネント
と、変数設定のインポート元のコンポーネントの間で共通に使用されている変数
が存在しない場合、変数設定はインポートされません。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。

変数設定がインポートされ、表形式で表示されます。

d. 「PlanDetails Run」ページの「Variable Settings」ドロップダウンリストから、イン
ポートした変数設定を選択し、「Select」をクリックします。

Solaris JETサーバーの設定
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� ファイルに保存されているコンポーネント変数設定を使用する場合は、次の手順に従
います。

a. 「Import Sets fromFile」テキストフィールドに、使用する変数設定ファイルへのパ
スを入力します。

ファイルシステムをブラウズして適切なファイルを探すには、「ブラウズ」ボタ
ンをクリックします。

b. 「Import」をクリックします。

変数設定がインポートされ、表形式で表示されます。

注 –変数設定のインポート元のファイルと、プランで使用するコンポーネントの間
で共通に使用している変数が存在しない場合、変数設定はインポートされませ
ん。

c. 「PlanDetails Run」ページの「Variable Settings」ドロップダウンリストから、イン
ポートした変数設定を選択し、「Select」をクリックします。

JETイメージサーバーを作成するホストを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

JETイメージサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビジョニングサー
バーのウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-jetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト masterserverに
インストールした場合、仮想ホストは masterserver-jetとなります。

OSプロビジョニングサーバーがブートおよびインストールサーバーと同じ物理ホスト上
に存在する場合は、ターゲットホストへのプロビジョニングの前にそのシステム上でイ
ンタフェースを構成する必要があります。OSプロビジョニングサーバーは、ブートおよ
びインストールサーバーのインタフェースを自動的には構成しません。

Solarisイメージサーバーのコンポーネント変数
イメージサーバーコンポーネントには次の変数が適用されます。

表 5–1Solarisイメージサーバーのコンポーネント変数

変数名 説明 デフォルト値

installPath JETパッケージをインストールす
る位置。

/opt/SUNWjet

7

8

9
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表 5–1 Solarisイメージサーバーのコンポーネント変数 (続き)
変数名 説明 デフォルト値

sps_cli N1 SPSコマンド行インタフェース
の位置。

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.2/cli/bin/cr_cli

jetHost 仮想ホスト名に使用する名前。デ
フォルトでは、仮想 JETホスト名
は、-jetが追加されたターゲット
ホストのホスト名に設定されてい
ます。

:[target]-jet

jetFolder JET固有の情報を格納するフォル
ダ。デフォルトでは、JETフォル
ダは /com/sun/n1osp/autogen-

:[jetHost]にあります。:[jetHost]
は、上記手順で定義した仮想 JET
ホスト名です。

/com/sun/n1osp/autogen-:[jetHost]

templatePrefix OSプロビジョニング JETテンプ
レートの特定に使用する値。

OSP_TEMPLATE_

JET Solarisイメージサーバーへの Solarisパッチの
インポート
Solarisパッチを入手していて、NFSを介して JET Solarisイメージサーバーがそれらの
パッチにアクセスできる場合は、JET Solarisイメージサーバーにそれらのパッチをイン
ポートできます。そして、それらのパッチをプロビジョニングプランに追加できます。

� JET Solarisイメージサーバーに Solarisパッチをインポートする

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「JET Solaris Image Servers」セクション
で「Manage」をクリックします。

「ComponentDetails」ページの「Component Procedures」テーブルで、
「import_product_patches」のチェックボックスを選択します。

「Actions」列の「import_product_patches」行で、「Run」をクリックします。

「PlanDetails Run」ページの「Current Installations」リストから、パッチのインポート先の
ブートおよびインストールサーバーを選択します。

「Run Selected Installations」をクリックします。
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「PlanDetails Run」ページで、このプランに使用する変数を指定します。

a. 「JETModuleName」フィールドで spsraモジュールを指定します。

b. 製品のバージョンを指定します。

たとえば、5.2というように指定します。

パッチのアーキテクチャーを指定します。

「Media Path」フィールドでパッチへのパスを指定します。

「Run (includes preflight)」をクリックします。

Solarisイメージおよびプロファイルの作成
基本的な JumpStartの機能を提供するには、適切な Solaris OSメディアのイメージを JET
サーバーにインストールする必要があります。続いてそのイメージを、イメージがどの
ようにインストールされるかを説明するプロファイルに添付する必要があります。

� Solarisイメージをインポートする
基本的な JumpStartの機能を提供するには、適切な Solaris OSメディアのイメージを JET
サーバーにインストールする必要があります。JETサーバーにインポートされる Solarisの
バージョン (複数可)は、ターゲットサーバーにより必要とされるバージョンによって決
まります。同時に、同じ JETサーバーに、複数のバージョンの Solarisメディアをインス
トールできます。

注 –メディアを JETサーバー上のディスクにコピーすることをお勧めしますが、必須では
ありません。物理メディアを適切に共有して、その物理メディアからターゲットサー
バーをブートすることができます。ただし、物理メディアを使用することによりター
ゲットサーバーのビルドのパフォーマンスが厳しく制限され、複数のバージョンの
Solarisをサポートする能力が最低限に制限されます。

ISOイメージだけでなく、setup_install_serverコマンドによって作成されたイメージを
インポートできます。プランの変数設定をエディタで開いて、インポートするイメージ
を指定します。

Solaris 9 OSの配備を完全自動化する場合は、追加の構成ファイルを作成して、Solaris 9イ
ンストールイメージに添える必要があります。詳細は、230ページの「x86ベースシステ
ムへの Solaris 9インストールの自動化」を参照してください。

ローカルドライブから、またはネットワーク上の共有ドライブを使用することで、JET
サーバーで Solaris DVDをマウントします。
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N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Solaris Images」セクションで「Import」をク
リックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImage」コ
ンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImaget」コ
ンポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. version変数に Solarisのメインバージョン番号を入力します。

d. release変数に Solarisのマイナーバージョン番号を入力します。

e. 残りの変数を確認し、必要に応じてそれらを変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値

architecture SPARCや x86など、物理
システムのアーキテク
チャー

sparc

installPath インポートされる Solaris
イメージの一意の名前。

Solaris:[version]_:[release]_:[architecture]

次に例を示します。Solaris9_u7_sparc

image_path インポートされるイメー
ジが格納される場所への
パス。

/export/osp_image/:[installPath]

image_subnet_addr イメージサーバーのサブ
ネットアドレス。

:[target(/):sys.ipAddress]

image_subnet_mask イメージサーバーのサブ
ネットマスク

255.255.255.0
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変数名 説明 デフォルト値

media_src イメージファイルへのパ
ス。デフォルトでは、ソ
フトウェアはファイルが
DVDディスク上に存在
すると想定しています。

/cdrom/cdrom0/s0

ISO_files media_srcディレクトリ
にある ISOファイル名の
スペース文字区切りのリ
スト。ファイルは展開
(unzip)されている必要
があります。リストの最
初の ISOとして起動可能
なCDを指定します。

注 – SolarisOSのクロスプ
ラットフォームCD ISO
イメージをインポートす
ることはできません。た
とえば、SPARC版 Solaris
OSが動作するブートお
よびインストールサー
バーに Solaris x86 CD ISO
ファイルをインポートす
ることはできません。
Solaris SPARCCD ISO
ファイルを Solaris x86
ブートおよびインストー
ルサーバーにインポート
することはできません。

sol-10-GA-sparc-v1-iso

sol-10-GA-sparc-v2-iso

sol-10-GA-sparc-v3-iso

sol-10-GA-sparc-v4-iso

f. 変数セットを保存します。

g. 「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImage」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、イメージのインポート先の JETイメージサーバーを選択し
ます。

ヒント – JETイメージサーバーのホスト名の末尾は -jetです。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。
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JETによる Solarisプロビジョニングプロファイル
の作成
JumpStart Enterprise Toolkit (JET)は、Solaris OSのプロビジョニングに必要なプロファイル
の作成作業を簡単にする一群のユーティリティーです。N1 SPSブラウザインタフェース
を使用し、ターゲットホストへの JETによる自動インストールを行うのに必要なプロ
ファイルキーワードおよびプロファイル値を生成できます。

JETは使用せずに、手動でプロファイル値を作成する場合は、JETモジュールを使用しな
い Solarisプロビジョニングプロファイルを作成できます。71ページの「非 JET Solarisプ
ロビジョニングプロファイルの作成」を参照してください。

� JETを使用して Solarisプロビジョニングプロファイルを作成する
(ブラウザインタフェース)
� JETサーバーが存在し、そのサーバーで Solaris OSソフトウェアが使用できることを確
認します。JETサーバーの作成方法の詳細については、 61ページの「Solaris JETサー
バーの設定」を参照してください。Solarisイメージの作成方法の詳細については、
65ページの「Solarisイメージをインポートする」を参照してください。

� x86ターゲットホストに Solaris OSをプロビジョニングする場合は、既存のすべての
パーティションを削除するカスタム JumpStartプロファイルを作成し、
profile_base_config変数でそのプロファイルを指定する必要があります。fdiskキー
ワードを使用して既存のパーティションを削除する JumpStartプロファイルを作成す
る方法については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を
参照してください。

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Solaris Images」セクションで「Create Profile」
をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImage」コ
ンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImaget」コ
ンポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

始める前に
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c. version変数に Solarisのメインバージョン番号を入力します。

d. release変数に Solarisのマイナーバージョン番号を入力します。

e. 残りの変数を確認し、必要に応じてそれらを変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値/例

architecture SPARCや x86など、物理シス
テムのアーキテクチャー

sparc (デフォルト)

installPath 添付する Solarisイメージ名 Solaris:[version]_:[release]_:

[architecture]

次に例を示します。
Solaris9_u7_sparc

image_path イメージファイルが存在する
場所へのパス

/export/osp_image/:[installPath]

(デフォルト)

image_subnet_addr イメージサーバーのサブ
ネットアドレス

:[target(/):sys.ipAddress]

(デフォルト)

image_subnet_mask イメージサーバーのサブ
ネットマスク

255.255.255.0 (デフォルト)

media_src イメージファイルへのパス。 /cdrom/cdrom0/s0 (例)

ISO_files media_src変数に指定した
ディレクトリにある ISO
ファイルのリスト

sol-10-GA-sparc-v1-iso

sol-10-GA-sparc-v2-iso

sol-10-GA-sparc-v3-iso

sol-10-GA-sparc-v4-iso (例)

f. 変数セットを保存します。

g. 「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImage」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、プロファイルの作成先の JETイメージサーバーを選択しま
す。

ヒント – JETイメージサーバーのホスト名の末尾は -jetです。

必要に応じてプロファイル名を変更します。

必要に応じてプロファイルの説明を変更します。
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使用する JETモジュールのリストを更新します。
JET製品のモジュールは、JETサーバーのディレクトリ /opt/SUNWjet/Productsにありま
す。

デフォルトでは、プラン変数 JET Modules Name(s)に、Solarisプロファイルコンポーネン
トに含める 2つの JETモジュールがあります。

� base_config – Solaris OSのインストールと構成を行います。base_config変数の詳細に
ついては、219ページの「基本 Solaris OS構成変数」を参照してください。

� spsra – Solarisシステム上でN1 SPSリモートエージェント (RA)のインストールと構成
を行います。spsra変数の詳細については、232ページの「Solarisリモートエージェン
トのコンポーネント変数」を参照してください。

base_configは、基本 Solarisインストールを行うための必須 JETモジュールです。そのほ
かの /opt/SUNWjet/Productsモジュールはすべて省略可能です。モジュール名をこのリス
トに追加することにより、モジュールのインストール関数と構成変数が、新しく作成さ
れた Solarisプロビジョニングプロファイルに追加されます。

省略可能な /opt/SUNWjet/Productsモジュールの 1つに、customモジュールがあります。
customモジュールは、Solarisのパッケージ、パッチ、およびファイルの任意のリストを
インストールし、またスクリプトの任意のコレクションを実行できます。詳細について
は、80ページの「customモジュールの使用法」を参照してください。また、そのほかの
JETモジュールを作成することもできます。JETモジュールの作成の詳細については、付
録 Fを参照してください。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

(省略可能)デフォルトのプロファイル値を変更します。

a. 新しい Provisionコンポーネントが含まれる Solarisフォルダに移動します。
たとえば、 /com/sun/n1osp/autogen-biss1-jet/provision/ などのフォルダです。

b. Solarisプロビジョニングコンポーネント名をクリックします。
たとえば Solaris10_0205_sparc.standardなどです。

c. デフォルト値を編集します。
Solarisプロファイルの変数の詳細については、付録 Bを参照してください。

注 – x86ターゲットホストに Solaris OSをプロビジョニングする場合は、そのター
ゲットホスト上の既存のすべてのパーティションを削除するカスタム JumpStartプロ
ファイルを作成する必要があります。profile_base_config 変数に、そのプロファイ
ルの場所を指定します。

i. 「Details」ページの最下部の「Edit」ボタンをクリックします。

ii. 値を変更します。
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iii. 「Details」ページの最下部の「Check-in」ボタンをクリックします。

� JETを使用して Solarisプロビジョニングプロファイルを作成する
(コマンド行インタフェース)

SolarisImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage \

-name "solaris10sparc" -u admin -p admin -vars "version=10;release=ga;architecture=sparc; \

image_path=/export/install/s10ga-sparc;image_subnet_addr=10.42.42.2; \

image_subnet_mask=255.255.255.0;media_src="

プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。
# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage-create-profile

-tar H:NM:biss1-jet -comp - -vs solaris10sparc -pto 30 -nto 10

-f /tmp/solaris-profile

-uオプションで指定したデフォルトのN1 SPSユーザー値を書き留めます。N1 SPS Remote
Agentソフトウェアがターゲットホストで起動するには、OSインストール後に、この
ユーザーが存在する必要があります。

非 JET Solarisプロビジョニングプロファイルの作
成
Solarisプロビジョニングプロファイルを手動で作成する場合は、JETモジュールを使用せ
ずに、Solarisプロビジョニングプロファイルを作成できます。この節では、非 JET Solaris
プロファイルを作成する方法を説明します。

JETを使用してプロファイルを生成する場合は、68ページの「JETによる Solarisプロビ
ジョニングプロファイルの作成」を参照してください。

� 非 JET Solarisプロビジョニングプロファイルを作成する (ブラウザ
インタフェース)
環境によっては、JETを使用して Solarisプロビジョニングプロファイルを生成するのでは
なく、手動でプロファイルを作成する方が望ましいことがあります。たとえば、N1 SPS
環境にインポートするカスタム JumpStart環境が存在する場合、その既存の環境の
JumpStartファイルを取り込むには、OSプロビジョニングプロファイルを手動で作成する
必要があります。

Solarisイメージサーバーが存在し、そのサーバーで Solarisオペレーティングシステムソ
フトウェアが使用できることを確認します。Solarisイメージサーバーの作成の詳細につ
いては、61ページの「Solaris JETサーバーの設定」を参照してください。
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プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Solaris Images」セクションで「Create Profile」
をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImage」コ
ンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImaget」コ
ンポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. version変数に Solarisのメインバージョン番号を入力します。

d. release変数に Solarisのマイナーバージョン番号を入力します。

e. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値/例

architecture SPARCや x86など、物理シス
テムのアーキテクチャー

sparc (デフォルト)

installPath 添付する Solarisイメージ名 Solaris:[version]_:[release]_:

[architecture]

次に例を示します。
Solaris9_u7_sparc

image_path イメージファイルが存在する
場所へのパス

/export/osp_image/:[installPath]

(デフォルト)

image_subnet_addr イメージサーバーのサブ
ネットアドレス

:[target(/):sys.ipAddress]

(デフォルト)

image_subnet_mask イメージサーバーのサブ
ネットマスク

255.255.255.0 (デフォルト)
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変数名 説明 デフォルト値/例

media_src イメージファイルへのパス。

ISO_files media_src変数に指定した
ディレクトリにある ISO
ファイルのリスト

f. 変数セットを保存します。

g. 「Plan Parameters」テーブルの「SolarisImage」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、プロファイルの作成先の Solarisイメージサーバーを選択し
ます。

ヒント – Solarisイメージサーバーのホスト名は末尾が -solarisになります。

必要に応じてプロファイル名を変更します。

必要に応じてプロファイルの説明を変更します。

「Use the JetModules SpecifiedAbove」のチェックボックスを選択解除します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

Solarisイメージサーバーに対して Solarisプロファイルが作成されたことを確認するに
は、N1SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をクリックします。

/com/sun/n1osp/autogen-server-name-solaris/provision/フォルダに、provisionコン
ポーネントが作成されます。server-nameは、変数セットに指定した Solarisサーバー名で
す。次に例を示します。 /com/sun/n1osp/autogen-Solaris9_u7_sparc-solaris/provision/

(省略可能)デフォルトのプロファイル値を変更します。

a. 新しい Provisionコンポーネントが含まれる Solarisフォルダにナビゲートします。

たとえば、 /com/sun/n1osp/autogen-biss1-jet/provision/ などのフォルダです。

b. Solarisプロビジョニングコンポーネント名をクリックします。

たとえば Solaris10_0205_sparc.standardなどです。

c. デフォルト値を編集します。

Solarisプロファイルの変数の詳細については、付録 Bを参照してください。
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注 – x86ターゲットホストに Solaris OSをプロビジョニングする場合は、そのター
ゲットホスト上の既存のすべてのパーティションを削除するカスタム JumpStartプロ
ファイルを作成する必要があります。profile_base_config 変数には、このプロ
ファイルの場所を指定します。

i. 「Details」ページの最下部の「Edit」ボタンをクリックします。

ii. 値を変更します。

注 –プロビジョニングプランに既存の JumpStart環境を使用する場合は、JumpStart
ファイルのディレクトリと IPアドレスをポイントするように、
osp_profile_jumpstart_ip_address変数と osp_profile_jumpstart_directory変数
の値を設定します。

iii. 「Details」ページの最下部の「Check-in」ボタンをクリックします。

� 非 JET Solarisプロビジョニングプロファイルを作成する (コマンド
行インタフェース)

SolarisImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。
# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage \

-name "solaris9" -u admin -p admin -vars "version=9;release=u7;architecture=sparc; \

image_path=/export/install/Solaris_9;image_subnet_addr=10.42.42.2; \

image_subnet_mask=255.255.255.0;media_src="

JETモジュール情報を指定するには、次のエントリを含む /tmp/solaris-profileファイル
を作成します。
standard-nojet

Standard Solaris

base_config spsra

false

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Profile
Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 2行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Profile
Description」フィールドに対応します。

� ファイルの 3行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「JET
Module Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 4行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Use the Jet
Modules SpecifiedAbove」チェックボックスに対応します。
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プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage-create-profile

-tar H:NM:biss1-jet -comp - -vs solaris9 -pto 30 -nto 10

-f /tmp/solaris-profile

-uオプションで指定したデフォルトのN1 SPSユーザー値を書き留めます。N1 SPS Remote
Agentソフトウェアがターゲットホストで起動するには、OSインストール後に、この
ユーザーが存在する必要があります。

ターゲットホストへの SolarisOSのインストール
実際のプロビジョニングコンポーネントには、ユーザーが変更する場合がある変数の長
いリストが含まれています。使用可能なすべての変数の完全なリストは、付録 Bにあり
ます。

� ターゲットホストにOSをインストールする (ブラ
ウザインタフェース)
次の作業には、ターゲットホストにOSをインストールする際にユーザーが変更する可能
性がある変数のサブセットが含まれています。

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Solaris Images」セクションで「ProvisionOS」
をクリックします。

provisionコンポーネントが含まれる Solarisフォルダに移動します。

たとえば、/com/sun/n1osp/autogen-biss1-jet/provision/ などのフォルダです。

Solarisプロビジョニングコンポーネント名を選択します。

たとえば、 Solaris_9.standardなどです。

「ComponentDetails」ページでProvision_start:Installプロシージャの横にある「Run
action」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルのコンポーネント名
の行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。
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� 既存の変数セットの値を変更するには、「Plan Parameters」テーブルのコンポーネン
ト名の行で「Select fromList」をクリックします。

a. 変更する変数セットの列の「Edit」ボタンをクリックします。

b. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。
変数とその説明、およびデフォルト値のリストは付録 Bにあります。

c. すべての値が正しければ「Save」ボタンをクリックします。

d. 「Plan Parameters」テーブルのコンポーネント名の行にあるドロップダウンメ
ニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルのコンポーネント名
の行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数の値を確認または変更します。
多くの変数を変更しなければならない場合もありますが、通常は少数の変数を変
更します。「Component Variables」リストの変数名とプロンプトを使用すると、変
数の適切な入力形式を指定できます。変数とその説明、およびデフォルト値のリ
ストは付録 Bにあります。

d. すべての値が正しければ「Save」ボタンをクリックします。

e. 「Plan Parameters」テーブルのコンポーネント名の行にあるドロップダウンメ
ニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

OSのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択します。

ヒント –ターゲットホストのホスト名の末尾は -targetです。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。
プランが完了し、Solarisイメージがターゲットホストにインストールされた時点で、
ターゲットホストにログインする必要があります。rootユーザーのパスワードは newroot

です。

x86版の Solaris 10 1/06 OSをプロビジョニングする場合は、ブートおよびインストール
サーバー上に /tftpboot/I86PC.Solaris_10–1フォルダが存在することを確認します。こ
のフォルダが存在しない場合は、フォルダを作成して、ターゲットホストへのプロビ
ジョニングをやり直します。

7
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� ターゲットホストに SolarisOSをインストールす
る (コマンド行インタフェース)
次の例のようなコマンドを入力します。ただしコンポーネントの名前とターゲットは、
使用するコンポーネント名とターゲットに置き換えます。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID \

NM:/com/sun/n1osp/autogen-biss1-jet/provision/SolarisProfile-provision-start-Solaris_9.standard \

-tar H:NM:testv240-target -comp + -vs + -pto 60 -nto 60

� SolarisOSのプロビジョニング状態を確認する
N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「OSProvisioningAdministration Tasks」セク
ションで「Status」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「PlanDetails Run」ページで、OSのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択し
ます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

「Details」リンクをたどり、状態を表示します。

� SolarisOSのプロビジョニング処理を停止する
N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「OSProvisioningAdministration Tasks」セク
ションで「Abort」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「PlanDetails Run」ページで、OSのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択し
ます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。
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Solarisイメージとプロファイルの削除
不要になったOSイメージやプロファイルは、N1 SPS環境から定期的に削除することを推
奨します。

� SolarisOSイメージを削除する
プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Solaris Images」セクションで「Manage」をク
リックします。

「ComponentsDetails」ページで「Uninstall: Delete」のチェックボックスを選択します。

「Run」をクリックします。

N1 SPS環境から Soalris OSイメージが削除されます。「View link for Solaris Images」セク
ションのイメージリストに、削除したイメージが表示されなくなっています。

注 –ブートおよびインストールサーバーから、SolarisOSイメージが削除されるわけでは
ありません。

� SolarisOSプロファイルを削除する
プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Solaris Images」セクションで「ProvisionOS」
をクリックします。

「Components」ページで、削除するプロファイルのチェックボックスを選択します。

「Delete」をクリックします。
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JET Solarisサーバーの管理作業

� N1SPSRAインストーラをインポートする
クロスプラットフォームインストール (SPARCシステムからの x86プラットフォームへの
インストールなど)を有効にするには、アーキテクチャー固有のインストーラを JET
Solaris Imageサーバーにインポートする必要があります。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「JET Solaris Image Servers」セクション
で「Manage」をクリックします。

「ComponentDetails」ページで import_product_mediaプロシージャーの横にある「Run
action」をクリックします。

インストーラをインポートする JET Solaris Imageサーバーホストを選択し、「Run Selected
Installations」をクリックします。

「Plans Run」ページで、プラン変数を次のように設定します。

変数 説明 サンプル値

JETModule Name JETモジュールの名前 spsra

Product Version N1 SPSインストーラのバー
ジョン

5.2

Architecture RAインストーラに適用される
アーキテクチャー

sparc

Media Path RAインストーラが含まれる
ディレクトリへのパス

/net/myothersys/export/ra

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

注 –インポートされたRAインストーラからインストールするには、RAをインストールす
る際に使用される Solarisプロファイルで、「Install RAfrom snapshot (y,n)」の値が nに設定
されている必要があります。232ページの「Solarisリモートエージェントのコンポーネン
ト変数」を参照してください。
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� ブートparamsに JETサーバーを使用する
デフォルトでは、OSプロビジョニングサーバーにはブート構成用のDHCPターゲットホ
スト情報が付属しています。Solarisターゲットホストを手動で再起動する場合には、代
わりに JETサーバーをRARPブート paramsサーバーとして使用できます。

Generic Targetホストを作成する際に、osp_control_service変数を FALSEに設定します。

Generic Targetホストの作成方法の詳細については、167ページの「汎用ターゲットホスト
の定義」を参照してください。この変数を FALSEに設定することにより、ターゲットホ
ストは、OSプロビジョニングのサービスを受けるターゲットホストアドレスから、JET
のサービスを受けるターゲットホストアドレスに変更されます。

RARPブートparamsサービス用に JETサーバーを構成するには、
/opt/SUNWjet/etc/jumpstart.confファイルの JS_CLIENT_MANAGEMENTの値を変更します。

たとえば、SPARCシステムでは次のように変更します。
JS_CLIENT_MANAGEMENT="bootp"

注 –ターゲットホストをブートする際、ネットワーク経由でターゲットホストをブートお
よびインストールするコンソールブートコマンドの例は boot net - install です。

customモジュールの使用法
Solaris Profileの作成時に、Solarisプロファイルコンポーネントに customモジュールを含
めることができます。Solarisプロファイルコンポーネントを作成する場合、プラン変数
には JET Module Name(s)が含まれます。

デフォルトでは、Solarisプロファイルコンポーネントには次の 2つの JETモジュールが含
まれています。

� base_config – Solaris OSのインストールと構成を行います。base_config変数の詳細に
ついては、219ページの「基本 Solaris OS構成変数」を参照してください。

� spsra – Solarisシステム上でN1 SPSリモートエージェント (RA)のインストールと構成
を行います。spsra変数の詳細については、232ページの「Solarisリモートエージェン
トのコンポーネント変数」を参照してください。

3番目に使用可能なモジュールは customで、Solarisのパッケージ、パッチ、およびファイ
ルの任意のリストをインストールし、またスクリプトの任意のコレクションを実行でき
ます。Solarisプロファイルコンポーネントに customモジュールを含めるには、Solarisプ
ロファイルを作成する前に、custom を JET Module Name(s) プラン変数に追加します。

customモジュール内の項目がターゲットサーバーにインストールされる際、インストー
ルの順序は常に、パッケージ、パッチ、ファイル、スクリプトの順になります。この順
序が適切ではない場合、独自の JETモジュールを作成することもできます。JETモジュー
ルの作成の詳細については、付録 Fを参照してください。
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customモジュールは、ビルドのさまざまな段階でのパッケージやパッチのインストール
に使用できます。60ページの「JETを介した Solarisのインストールプロセス」を参照し
てください。

ターゲットサーバーテンプレートの編集では、ブートシーケンスのどの時点でパッケー
ジをインストールする必要があるかに応じて、構成変数 custom_packages_[1-n]に追加
パッケージの名前のリストを指定することができます。同様に、変数
custom_patches_[1-n]でパッチを特定することもできます。

パッケージとパッチは指定された順序でインストールされるため、それらの間の依存関
係を満たすようそれらを適切に順序付ける必要があります。数多くのパッケージや
パッチがある場合や、複数の異なるターゲットサーバーで共通のセットが頻繁に使用さ
れる場合は、独自のモジュールの作成を検討してください。パッケージのインストール
にパッチを組み込む必要がある場合も、このアプローチを検討しなければならない場合
があります。

製品インストールにインストールされるパッケージが含まれる場合、package.matrix

ファイルが含まれます。このファイルには、インストールする必要があるパッケージの
リストとともに、サポートされるオペレーティングシステムと製品のバージョン番号の
リストが含まれています。また、同様に必要なパッチを定義する patch.matrixファイル
も存在します。

カスタムパッチとパッケージメディアの生成
customモジュールを使用すると、ターゲットサーバーごとにカスタムパッケージと
パッチセットを定義できます。このモジュールは、ツールキットが検索する適切な場所
にパッケージとパッチメディアを配置できるようにする、2つのスクリプトも提供しま
す。

パッチとパッケージメディアをコピーする際、ツールキット構成ファイル
(/opt/SUNWjet/etc/jumpstart.conf)にある JS_PKG_MEDIAと JS_PATCH_MEDIAの定義に
従って、スクリプトはメディアを配置します。別の場所を使用してすべてのメディアを
保持するには、スクリプトを実行する前に構成ファイルを変更します。

カスタムパッチは、/opt/SUNWjet/bin/copy_custom_patchesスクリプトを使用して配置で
きます。

# copy_custom_patches src-dir patch [patch....]

このスクリプトは少なくとも 2つの引数を取り、最初の引数はパッチが含まれるソース
ディレクトリです。そのほかの引数はパッチ番号と見なされ、これらはそのディレクト
リ内に位置し、それ以降コピーされます。

カスタムパッケージは、/opt/SUNWjet/bin/copy_custom_packagesスクリプトを使用して
転送できます。

# copy_custom_packages src-dir arch package [package....]

customモジュールの使用法
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引数はカスタムスクリプトコマンドに使用される引数によく似ていますが、追加の arch
引数が含まれています。この引数はパッケージのターゲットアーキテクチャーの定義に
使用されます。ターゲットアーキテクチャーは、ターゲットサーバー上の uname -pの出
力により定義されます。現在、値は sparcまたは i386のいずれかで、それぞれ SPARC
アーキテクチャーと IA86アーキテクチャーを表します。

カスタムパッチにはアーキテクチャーの定義は必要ありません。これは、パッケージが
使用可能な各アーキテクチャーに対して、独立した番号が付けられたパッチがリリース
されるためです。

customモジュールは、同じアーキテクチャーの同じパッケージの複数の異なるバー
ジョンを含むことはできません。この機能が必要である場合は、これらの要件に対応す
る特定のモジュールを検討してください。付録 Fを参照してください。

カスタムファイル
customモジュールを使用すると、ターゲットサーバーでファイルを作成、上書きした
り、ファイルを追加先にすることができます。ファイルは、次の 3つの項目を定義する
値により参照されます。

� JumpStartサーバー上の /opt/SUNWjet/Clients内のターゲットサーバーディレクトリか
ら見て相対的な場所にあるソースファイル

� 「a」(追加)または「o」(上書き)のいずれかである処理のモード
� ターゲットサーバー上の宛先ファイル

たとえば、bananaと呼ばれるターゲットサーバーの場合、bananaの構築時に、テンプ
レートのカスタム領域にある次の行は、JumpStartサーバー上のファイル
/opt/SUNWjet/Clients/banana/hostsの内容を、マシン banana上のファイル /etc/hostsに
追加します。

custom_files="hosts:a:/etc/hosts"

ソースファイルは、ターゲットサーバーの構築前に適切に配置する必要があります。
ファイルは /opt/SUNWjetディレクトリツリー内に配置する必要があります。

注 –ソースファイルには絶対パスを使用しないでください。

また、/etc/hosts or /etc/passwdなど、ツリーの外部にあるファイルを参照しないでくだ
さい。

3つのフィールドの中央は、ターゲットサーバー上の宛先ファイルを追加または上書きす
るかどうかを指定します。多数のターゲットサーバーに対してファイルのセットが共通
である場合は、/opt/SUNWjet/Clientsディレクトリ内での保持領域の作成を検討してく
ださい。共通ファイルはそのディレクトリ内に配置します。ターゲットサーバーのテン
プレートは、ファイルを次のように参照できます。

customモジュールの使用法
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custom_files="../common/hosts:a:/etc/hosts ../common/ftpusers:o:/etc/ftpusers"

ここでファイルは、各ターゲットサーバー固有のディレクトリに複数コピーされるので
はなく、/opt/SUNWjet/Clients/commonに配置されます。テンプレートファイルは Bourne
シェルスクリプトであるため、通常の手法を使用して行を継続することができます。\文
字を使用するか、変数 custom_files="${custom_files} ......"に情報を追加します。

カスタムスクリプト
カスタムスクリプトは、スクリプトのソース位置により定義されます。ツールキット
は、ビルド中にターゲットサーバーのスクラッチ領域にスクリプトをコピーし、適切な
時点でスクリプトを実行します。

前節で説明したカスタムファイルと同じように、スクリプトのソースは /opt/SUNWjet

ディレクトリ内に存在する必要があります。ソースは、共通の保持領域に対する相対参
照になることも可能です。

システムが JumpStartサーバーのNFSイメージ上で動作し、実際のターゲットサーバー
ファイルシステムが $ROOTDIR ( /a)上にマウントされている場合、カスタムモジュールは
最初の再起動の前に、スクリプトを実行するためのプロビジョニングを行いません。

最初の再起動の前にスクリプトを実行する場合は、付録 Fで説明しているようにモ
ジュールの作成を検討してください。
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RedHat Linuxオペレーティング環境のプ
ロビジョニング

この章では、OSプロビジョニングプラグインを使用して、RedHat Linuxオペレーティン
グシステムをターゲットホストにインストールする方法について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 85ページの「RedHat Kickstartテクノロジ」
� 85ページの「RedHat Linuxプロビジョニングプロセスの概要」
� 86ページの「RedHat Linuxサーバーの設定」
� 91ページの「Linuxイメージとプロファイルの作成」
� 101ページの「ターゲットホストへのOSのインストール」

RedHatKickstartテクノロジ
OSプロビジョニングプラグインはRedHat LinuxのKickstartテクノロジを使用します。

RedHat Linuxプロビジョニングプロセスの概要
1. RedHat Linuxイメージサーバーを設定します。
2. RedHat Linuxイメージを作成するか、イメージサーバーに既存のイメージを添付しま
す。

3. ターゲットホストを作成します。
4. ターゲットホストにOSをインストールします。
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RedHat Linuxサーバーの設定
OSプロビジョニングプラグインは、RedHat LinuxのKickstart機能とともに、JumpStart
Enterprise Toolkit (JET)テクノロジを通じて提供される機能を使用して、RedHat Linuxオペ
レーティングシステム (OS)をプロビジョニングします。RedHat Linuxサーバーを設定す
ると、OSをプロビジョニングするためのKickstart処理を実行する JETモジュールが作成
されます。JETについての詳細は、59ページの「JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テクノ
ロジ」を参照してください。

RedHat Linuxブートおよびインストールサーバーには次のソフトウェアが含まれていま
す。

� Linux (RedHatAdvanced Server 3.0でテスト済み)または Solaris OS
� TFTPサーバー (tftp-serverパッケージ)
� NFSサーバー (nfs-utilsパッケージ)
� N1 SPSリモートエージェント (RA) (Linux版)。詳細は、『SunN1 Service Provisioning

System 5.2システム管理者ガイド』の「物理ホストを準備する」を参照してくださ
い。

RedHat LinuxOSをプロビジョニングするための
ネットワークの準備
RedHat Linuxイメージサーバーを作成する前に、次の作業を行なっておく必要がありま
す。

� ブートおよびインストールサーバー上のRedHat LinuxイメージへのTFTPアクセス権
の設定

この方法については、86ページの「TFTPアクセス権を設定する」を参照してくださ
い。

� RedHat LinuxOSインストールイメージの作成
この方法については、87ページの「RedHat Linuxのファイルをコピーする」を参照
してください。

� TFTPアクセス権を設定する
JETを使用して、RedHat Linuxイメージサーバーを作成した場合、TFTPサービスは自動
的にプロビジョニング用に構成されます。ただし、その場合でも、ブートおよびインス
トールサーバー上のTFTPルートディレクトリに追加のディレクトリおよびファイルを作
成またはコピーする必要があります。OSディストリビューションは、このブートおよび
インストールサーバーからサービスを受ける各サブネットに関して、TFTPを介してアク
セス可能である必要があります。

ブートおよびインストールサーバーに適切なTFTPサーバーソフトウェアがインストール
されていることを確認してください。

始める前に
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TFTPルートディレクトリの下に、次のディレクトリをコピーまたは作成します。

� /tftpboot/pxelinux.0 – Linux PXEブートストラップファイルは
http://syslinux.zytor.com/pxe.phpからダウンロードできます。

� /tftpboot/pxelinux.cfg/ –このディレクトリには PXE構成ファイルが含まれていま
す。これらのファイルには、各ハードウェアプラットフォームおよび Linuxディスト
リビューションに固有のパラメータが含まれています。

PXE構成ファイルの作成方法については、96ページの「RedHat LinuxOSプロビ
ジョニング用の PXE構成ファイルを作成する」を参照してください。

注 –この作業では、TFTPルートディレクトリの 1例として /tftpbootを使用します。

JETを使用しないRedHat Linuxプロビジョニングプロファイルの場合は、TFTPルート
ディレクトリに次のファイルをコピーします。

� vmlinuz – /images/pxebootにあるディストリビューションのインストールカーネル。
� initrd.img – /images/pxebootにあるディストリビューションのインストールRAM
ディスク。

複数リリースのRedHat LinuxOSのプロビジョニングを行えるようにする場合は、この
ファイルに、 vmlinuz_3.0などの一意の名前を割り当てます。

� RedHat Linuxのファイルをコピーする
ここでは、製品媒体からRedHat Linuxのファイルをコピーすることによって、そのOSイ
メージを作成する手順を説明します。これらのコピーは、RedHat LinuxOSまたは Solaris
OSのいずれかが動作するシステムに配置できます。システムのCD-ROMドライブに物理
製品媒体を挿入し、プロビジョニングプラン用のイメージソースとしてCDを指定するこ
ともできます。RedHat Linuxブートおよびインストールサーバーにコピーを配置する必
要はありません。

ブートおよびインストールサーバーではないシステムにコピーを配置する場合は、次の
条件が満たされる必要があります。

� JETを使用するRedHat Linuxプロビジョニングの場合は、ブートおよびインストール
サーバーとターゲットホストがNFS経由でコピーにアクセスできること。

� JETを使用しないRedHat Linuxプロビジョニングの場合は、ターゲットホストがNFS
経由でコピーにアクセスできること。

次の手順に従って、RedHat Linuxファイルのコピーを作成してください。

Linuxファイルを含めるディレクトリを作成します。

1

2

1
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注 –同じサーバーから複数のディストリビューションにサービスを提供するため、各
ディストリビューション用に独立したディレクトリを作成します。

最初のCD-ROMまたは ISOイメージファイルをマウントします。
次のいずれかの例のようなコマンドを使用します。

#mount /dev/cdrom by default, will mount on /mnt/cdrom, check /etc/fstab
#mount -o loop /path-to-first-iso /mnt/loop assumes /mnt/loop exists

CD-ROMまたは ISOイメージファイルの内容を、手順 1で作成したディレクトリにコピー
します。

次のいずれかの例のようなコマンドを使用します。

#/bin/cp -avf /mnt/cdrom/* /export/RHEL3.0

#/bin/cp -avf /mnt/loop/* /export/RHEL3.0

ディストリビューションのすべてのCD-ROMまたは ISOメディアに対して手順 2と 3を繰
り返します。

RedHat Linuxイメージサーバーの作成
RedHat Linuxイメージをコピーしたあと、N1 SPS環境内にRedHat Linuxイメージサー
バーを作成する必要があります。ブートおよびインストールサーバーをN1 SPSリモート
エージェントにし、ブートおよびインストールサーバーをマスターサーバーに対するリ
モートエージェントとして追加します。

� RedHat Linuxイメージサーバーを作成する (ブラウザインタ
フェース)
ブラウザインタフェースからサーバーを作成するには、次の手順に従います。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Linux Image Servers」セクションで「Create」
をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxServer」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

2

3

4

1

2
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� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxServer」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 必要に応じて、linuxHost変数を、コマンド行インタフェースの位置に変更しま
す。

デフォルトでは、仮想 Linuxホスト名は、-linuxが追加されたターゲットホストの
ホスト名に設定されています。

注意 – installPathや boot_server_tftp_root_directory変数の値は、変更しないで
ください。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「LinuxServer」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

� 別のコンポーネントの変数設定を使用する場合は、「Import Set FromComponent」を
クリックします。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じて、変数設定のインポート元となるコンポーネントが入ったフォルダ
へ移動します。

b. コンポーネントのバージョンを選択します。

注 –コンポーネントのバージョンが異なると、変数設定も異なる可能性がありま
す。現在のコンポーネントおよびインポートする変数設定があるコンポーネント
が共通の変数を使用していることを確認します。変数設定のインポート元のコン
ポーネントと、プランで使用するコンポーネントの間で共通に使用している変数
が存在しない場合、変数設定はインポートされません。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。

変数設定がインポートされ、表形式で表示されます。

d. 「PlanDetails Run」ページの「Variable Settings」ドロップダウンリストから、イン
ポートした変数設定を選択し、「Select」をクリックします。

RedHat Linuxサーバーの設定
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� ファイルに保存されているコンポーネント変数設定を使用する場合は、次の手順に従
います。

a. 「Import Sets fromFile」テキストフィールドに、使用する変数設定ファイルへのパ
スを入力します。

ファイルシステムをブラウズして適切なファイルを探すには、「ブラウズ」ボタ
ンをクリックします。

b. 「Import」をクリックします。

変数設定がインポートされ、表形式で表示されます。

注 –変数設定のインポート元のファイルと、プランで使用するコンポーネントの間
で共通に使用している変数が存在しない場合、変数設定はインポートされませ
ん。

c. 「PlanDetails Run」ページの「Variable Settings」ドロップダウンリストから、イン
ポートした変数設定を選択し、「Select」をクリックします。

Linuxイメージサーバーを作成するホストを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

イメージサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビジョニングサーバー
のウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-linuxが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト bikickstartに
インストールした場合、仮想ホストは bikickstart-linuxです。

この手順によって、ブートおよびインストールサーバーに SUNWjetと JetRedHat、
JetSuseパッケージがインストールされます。SUNWjetパッケージは、TFTPサーバーの設
定と、JETベースディレクトリ (デフォルトでは /opt/SUNWjet)ディレクトリのNFS共有
設定を行います。

OSプロビジョニングサーバーがブートおよびインストールサーバーと同じ物理ホスト上
に存在する場合は、ターゲットホストへのプロビジョニングの前にそのシステム上でイ
ンタフェースを構成する必要があります。OSプロビジョニングサーバーは、ブートおよ
びインストールサーバーのインタフェースを自動的には構成しません。

� RedHat Linuxイメージサーバーを作成する (コマンド行インタ
フェース)
N1 SPSのブラウザインタフェースまたはコマンド行インターフェースからRedHat Linux
イメージサーバーを作成できます。

5

6

7
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ターゲットホストの位置を特定できるよう、kickstartファイルは、RedHat Linuxブート
およびインストールサーバー上のNFSエクスポートディレクトリ (例: /export/kickstart)
に配置する必要があります。

コマンド行からサーバーを作成するには、次のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxServer \

-name "linuxserver" -u admin -p admin -vars "boot_server_tftp_root_directory=/tftpboot"

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxServer-create \

-tar H:NM:bikickstart -comp - -vs linuxserver -pto 30 -nto 10

これらのコマンドによって、ブートおよびインストールサーバーに SUNWjet、
JetRedHat、および JetSuseパッケージがインストールされます。SUNWjetパッケージは、
TFTPサーバーの設定と、JETベースディレクトリ (デフォルトでは /opt/SUNWjet)ディレ
クトリのNFS共有設定を行います。

OSプロビジョニングサーバーがブートおよびインストールサーバーと同じ物理ホスト上
に存在する場合は、ターゲットホストへのプロビジョニングの前にそのシステム上でイ
ンタフェースを構成する必要があります。OSプロビジョニングサーバーは、ブートおよ
びインストールサーバーのインタフェースを自動的には構成しません。

Linuxイメージとプロファイルの作成
RedHat Linuxイメージサーバーを作成したあとには、プロビジョニングイメージおよび
プロファイルを作成する必要があります。

� JumpStart Enterprise Toolkit (JET)でイメージおよびプロファイルを生成する場合は、91
ページの「JETによるRedHat Linuxイメージとプロファイルの作成」を参照してく
ださい。

� イメージおよびプロファイルを手動で作成する場合は、96ページの「非 JET RedHat
Linuxイメージとプロファイルの作成」を参照してください。

JETによるRedHat Linuxイメージとプロファイル
の作成
JumpStart Enterprise Toolkit (JET)は、RedHat LinuxOSのプロビジョニングに必要なプロ
ファイルの作成作業を簡単にする一群のユーティリティーです。N1 SPSブラウザインタ
フェースを使用して、ターゲットホストのKickstartインストールを自動的に行うのに必
要なプロファイルキーワードおよびプロファイル値を生成できます。

JETを使用せずに、手動でプロファイル値を作成する場合は、JETモジュールを使用しな
いRedHat Linuxイメージおよびプロファイルを作成できます。 96ページの「非 JET
RedHat Linuxイメージとプロファイルの作成」を参照してください。

始める前に
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� JETを使用してRedHat Linuxプロビジョニングプロファイルを作
成する (ブラウザインタフェース)
RedHat Linuxイメージサーバーが存在し、そのサーバーで Linuxオペレーティングシステ
ムソフトウェアが使用できることを確認します。RedHat Linuxイメージサーバーの作成
方法の詳細については、86ページの「RedHat Linuxサーバーの設定」を参照してくださ
い。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「RedHat Linux Images」セクションで「Create
Profile」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値/例

osp_server OSプロビジョニングサービ
スを表す仮想サーバー

masterserver-osp (デフォル
ト)

version このコンポーネントで配備す
る Linuxのバージョン

3U4 (例)

始める前に
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変数名 説明 デフォルト値/例

architecture x86などの、物理システムの
アーキテクチャー

注 –この値は、プロファイル
コンポーネントおよびOSイ
メージの名前に使用されま
す。プロビジョニングソフト
ウェアによって、この変数が
検査、適用されることはあり
ません。

x86 (デフォルト)

installPath 添付するRedHat Linuxイメー
ジの名前

Linux:[version]_:[architecture]

次に例を示します。
Linux_3U4_x86

description このプロファイルに関する説
明 (任意)

test linux (例)

min_disk_size RedHat LinuxOSのプロビ
ジョニングに必要な最小
ディスク容量

10GB (デフォルト)

boot_server_name RedHat Linuxブートおよびイ
ンストールサーバーの名前

masterserver (例)

boot_server_subnet_address ブートおよびインストール
サーバーがサービスを提供す
るサブネット

10.10.31.0 (例)

boot_server_subnet_ip_addressサブネット上のブートおよび
インストールサーバーの IP
アドレス

10.10.31.1 (例)

image_subnet_mask プロビジョニングサブネット
のネットマスク

255.255.255.0 (デフォルト)

kickstart_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上のKickstart
ファイル ks.cfgの絶対パ
ス。

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

Linuxイメージとプロファイルの作成
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変数名 説明 デフォルト値/例

pxe_boot_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の
pxelinux.0ブートファイル
の、/tftpbootディレクトリ
からの相対パス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

pxe_configuration_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の PXE
Linux構成ファイルの、
pxelinux.cfgディレクトリか
らの相対パス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

linux_component_folder 自動生成 Linux Provisionコン
ポーネントフォルダの位置

/com/sun/n1osp/autogen-:[target(..):

sys.hostName]-linux (デ
フォルト)

image_path

(JETプロファイルのみ)

OSイメージへのNFSパス。

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

nfs://10.10.31.1/export/install/RHEL3

(例)

kernel

(JETプロファイルのみ)

OSイメージ内のカーネルへ
の相対パス。

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

images/pxeboot/vmlinuz (デ
フォルト)

initrd

(JETプロファイルのみ)

OSイメージ内の initrdへの
相対パス。

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

images/pxeboot/initrd.img

(デフォルト)

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、プロファイルの作成先の Linuxイメージサーバーを選択し
ます。

5
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ヒント – Linuxイメージサーバーのホスト名は末尾が -linuxになります。

必要に応じてプロファイル名を変更します。

必要に応じてプロファイルの説明を変更します。

使用する JETモジュールのリストを更新します。

JET製品のモジュールは、JETサーバーのディレクトリ /opt/SUNWjet/Productsにありま
す。

デフォルトでは、プラン変数 JET Modules Name(s)に、RedHat Linuxプロファイルコン
ポーネントに含める 2つの JETモジュールがあります。

� base_config – RedHat LinuxOSのインストールと構成を行います。base_config変数の
詳細については、237ページの「基本RedHat LinuxOS構成変数」を参照してくださ
い。

� spsra – Solarisシステム上でN1 SPSリモートエージェント (RA)のインストールと構成
を行います。spsra変数の詳細については、251ページの「RedHat Linuxリモートエー
ジェントのコンポーネント変数」を参照してください。

base_configは、基本RedHat Linuxインストールを行うための必須 JETモジュールです。
そのほかの /opt/SUNWjet/Productsモジュールはすべて省略可能です。モジュール名をこ
のリストに追加することにより、モジュールのインストール関数と構成変数が、新しく
作成されたRedHat Linuxプロビジョニングプロファイルに追加されます。

「Use the JetModules SpecifiedAbove」チェックボックスが選択されていることを確認しま
す。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

Linuxイメージサーバーに対して Linuxプロファイルが作成されたことを確認するには、
N1SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をクリックします。

フォルダ /com/sun/n1osp/autogen-server-name-linux/provision/に、 provisionコンポー
ネントがあります。ここで server-nameは、変数セットに指定した Linuxサーバー名で
す。次に例を示します。 /com/sun/n1osp/autogen-Linux3U4_x86-linux/provision/。

� JETRedHat Linuxプロビジョニングプロファイルを作成する (コマ
ンド行インタフェース)

LinuxImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxImage \

-name "redhat3" -u admin -p admin -vars "osp_server=masterserver-osp; \

version=RedHat3.0;architecture=x86; \
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installPath=Linux:[version]_:[architecture];description=test linux; \

min_disk_size=10GB;boot_server_name=bikickstart; \

boot_server_subnet_address=10.42.42.0;boot_server_subnet_ip_address=10.42.42.3;\

kickstart_file=/export/el30.cfg;pxe_boot_file=linux-install/pxelinux.0; \

pxe_configuration_file=el30-console"

プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。
# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxImage-create-profile \

-tar H:NM:bikickstart-linux -comp - -vs redhat3 -pto 30 -nto 10 \

-f /tmp/redhat-profile

-uオプションで指定したデフォルトのN1 SPSユーザー値を書き留めます。OSインス
トール後にN1 SPSリモートエージェントソフトウェアがターゲットホストで起動するに
は、このユーザーが存在する必要があります。

非 JETRedHat Linuxイメージとプロファイルの作
成
RedHat Linuxイメージおよびプロファイルを手動で作成する場合は、JETモジュールを使
用せずに、RedHat Linuxイメージおよびプロファイルを作成できます。この節では、非
JET RedHat Linuxイメージとプロファイルの作成方法を説明します。

JETを使用して、イメージおよびプロファイルを作成する場合は、91ページの「JETによ
るRedHat Linuxイメージとプロファイルの作成」を参照してください。

� RedHat LinuxOSプロビジョニング用のPXE構成ファイルを作成す
る
ターゲットホストに非 JET RedHat Linuxイメージを配備するには、手動で PXE構成
ファイルを作成する必要があります。このファイルには、各ハードウェアプラット
フォームおよびRedHat Linuxディストリビューションに固有のパラメータが含まれま
す。

テキストエディタでファイルを作成し、次のテキストを入力します。
default el30 ks

serial 0 9600

label el30

kernel vmlinuz

append linksleep=30 ksdevice=eth0 console=ttyS1,9600 load_ramdisk=1 initrd=initrd.img network

各行の意味は次のとおりです。

� 先頭行 (default)は、ラベル el30を使用し、Kickstartインストール (カーネルに ksを
渡す)を行うことを示しています。

� 3行目 (label)は、ラベル el30の定義です。

2

1
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� 4行目 (kernel)は、読み込むカーネルの指定です。パスは pxelinux.0に対して相対的
です。

� 5行目 (append)には、一連のネットワーク構成パラメータが含まれています。append
パラメータはすべて同じ行に存在する必要があります。ここに示す固有のパラメータ
は次のとおりです。

linksleep=30は、システムが動作していないと判断する前にカーネルに待機するよう
通知します。ネットワークインタフェースの中には、アップ状態になるまで長い時間
を要するものもあります。

ksdevice=eth0 は、eth0 インタフェースを使用してインストールを行うことを示して
います。このパラメータが省略されている場合は、eth0が想定されます。

console=ttyS1,9600は、コンソールにインストール出力を表示するためのコンソール
パラメータを指定しています。パラメータは、ターゲットハードウェアのプラット
フォームに応じて異なります。

load_ramdiskは、RAMディスクに initrd.imgを使用することを示しています。RAM
ディスクのパスは pxelinux.0に対して相対的です。

initrdはネットワークインストールを実行することを示しています。

ブートおよびインストールサーバー上の TFTPルートディレクトリの pxelinux.cfgサブ
ディレクトリに、このファイルを保存します。

複数リリースのRedHat LinuxOSのプロビジョニングを行えるようにする場合は、この
ファイルに、 rh30.cfgなどの一意の名前を割り当てます。

� 非 JETRedHat Linuxプロビジョニングプロファイルを作成する (ブ
ラウザインタフェース)
RedHat Linuxイメージサーバーが存在し、そのサーバーで Linuxオペレーティングシステ
ムソフトウェアが使用できることを確認します。RedHat Linuxイメージサーバーの作成
方法の詳細については、86ページの「RedHat Linuxサーバーの設定」を参照してくださ
い。

PXE Linux構成ファイルを作成し、ブートおよびインストールサーバー上の pxelinux.cfg

ディレクトリにそのファイルを配置します。PXE Linux構成ファイル例については、
96ページの「RedHat LinuxOSプロビジョニング用の PXE構成ファイルを作成する」を参
照してください。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「RedHat Linux Images」セクションで「Create
Profile」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

2

始める前に
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このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値/例

osp_server OSプロビジョニングサービ
スを表す仮想サーバー

masterserver-osp (デフォル
ト)

version このコンポーネントで配備す
る Linuxのバージョン

3U4 (例)

architecture x86など、物理システムの
アーキテクチャー

注 –この値は、プロファイル
コンポーネントおよびOSイ
メージの名前に使用されま
す。プロビジョニングソフト
ウェアによって、この変数が
検査、適用されることはあり
ません。

x86 (デフォルト)

installPath 添付するRedHat Linuxイメー
ジの名前

Linux:[version]_:[architecture]

次に例を示します。
Linux_3U4_x86

description このプロファイルに関する説
明 (任意)

test linux (例)

min_disk_size RedHat LinuxOSのプロビ
ジョニングに必要な最小
ディスク容量

10GB (デフォルト)

boot_server_name RedHat Linuxブートおよびイ
ンストールサーバーの名前

masterserver (例)

4
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変数名 説明 デフォルト値/例

boot_server_subnet_address ブートおよびインストール
サーバーがサービスを提供す
るサブネット

10.10.31.0 (例)

boot_server_subnet_ip_addressサブネット上のブートおよび
インストールサーバーの IP
アドレス

10.10.31.1 (例)

image_subnet_mask プロビジョニングサブネット
のネットマスク

255.255.255.0 (デフォルト)

kickstart_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上のKickstart
ファイル ks.cfgの絶対パス
このファイルは、ブートおよ
びインストールサーバーにア
クセスできる必要がありま
す。

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

/tftpboot/v6x/as21.cfg (例)

pxe_boot_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の
/tftpbootディレクトリを基
準にした pxelinux.0ブート
ファイルの相対パス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

v6x/pxelinux.0 (例)

pxe_configuration_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の
pxelinux.cfgディレクトリを
基準にした PXE Linux構成
ファイルの相対パス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

as21-console (例)

linux_component_folder 自動生成 Linux Provisionコン
ポーネントフォルダの位置

/com/sun/n1osp/autogen-:

[target(..):sys.hostName]-linux

(デフォルト)

image_path

(JETプロファイルのみ)

OSイメージへのNFSパス。

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

Linuxイメージとプロファイルの作成

第 6章 • RedHat Linuxオペレーティング環境のプロビジョニング 99



変数名 説明 デフォルト値/例

kernel

(JETプロファイルのみ)

OSイメージ内のカーネルへ
の相対パス。

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

initrd

(JETプロファイルのみ)

OSイメージ内の initrdへの
相対パス

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、プロファイルの作成先の Linuxイメージサーバーを選択し
ます。

ヒント – Linuxイメージサーバーのホスト名は末尾が -linuxになります。

「Use the JetModules SpecifiedAbove」のチェックボックスを選択解除します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

Linuxイメージサーバーに対して Linuxプロファイルが作成されたことを確認するには、
N1SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をクリックします。

/com/sun/n1osp/autogen-server-name-linux/provision/フォルダに、provisionコンポー
ネントがあります。server-nameは、変数セットに指定した Linuxサーバー名です。次に例
を示します。 /com/sun/n1osp/autogen-Linux3U4_x86-linux/provision/

� 非 JETRedHat Linuxプロビジョニングプロファイルを作成する (コ
マンド行インタフェース)

LinuxImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxImage \

-name "redhat3" -u admin -p admin -vars "osp_server=masterserver-osp;version=RedHat3.0; \

architecture=x86;installPath=Linux:[version]_:[architecture]; \

description=test linux;min_disk_size=10GB; \

boot_server_name=bikickstart;boot_server_subnet_address=10.42.42.0; \
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boot_server_subnet_ip_address=10.42.42.3;kickstart_file=/export/el30.cfg;\

pxe_boot_file=linux-install/pxelinux.0;pxe_configuration_file=el30-console"

JETモジュール情報を提供するには、次のエントリを含む /tmp/redhat-profileファイル
を作成します。

standard-nojet

Standard Linux

base_config

false

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Profile
Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 2行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Profile
Description」フィールドに対応します。

� ファイルの 3行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「JET
Module Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 4行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Use the Jet
Modules SpecifiedAbove」チェックボックスに対応します。

プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxImage-create-profile \

-tar H:NM:bikickstart-linux -comp - -vs redhat3 -pto 30 -nto 10

-f /tmp/redhat-profile

-uオプションで指定したデフォルトのN1 SPSユーザー値を書き留めます。OSインス
トール後にN1 SPSリモートソフトウェアがターゲットホストで起動するには、このユー
ザーが存在する必要があります。

ターゲットホストへのOSのインストール
プロファイルは、ターゲットホストにOSイメージをプロビジョニングするために使用さ
れます。これらのプロファイルは、/com/sun/n1osp/autogen...provisionフォルダにあり
ます。新しいOSイメージが作成 (または添付)されるたびに、新しいプロファイルがプロ
ビジョンフォルダに追加されます。

� ターゲットホストへOSをインストールする
ブートおよびインストールサーバー上のネットワークインタフェースが適切に構成され
ていることを確認します。

2
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プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Linux Images」セクションで「ProvisionOS」を
クリックします。

provisionコンポーネントが含まれる Linuxフォルダに移動します。

たとえば、/com/sun/n1osp/autogen-bikickstart-linux/provision/LinuxRedHat3.0_x86な
どのフォルダです。

コンポーネント名を選択します。

「ComponentDetails」ページでProvision_start:Installプロシージャの横にある「Run
action」をクリックします。

オペレーティングシステムのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択しま
す。

ヒント –ターゲットホストのホスト名の末尾は -targetです。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

� OSのプロビジョニング状態を確認する
プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「OSProvisioningAdministration Tasks」セク
ションで「Status」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「PlanDetails Run」ページで、オペレーティングシステムのプロビジョニング先である
ターゲットホストを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

「Details」リンクをたどり、状態を表示します。
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RedHat Linuxイメージとプロファイルの削除
不要になったOSイメージやプロファイルは、N1 SPS環境から定期的に削除するとよいで
しょう。

� RedHat LinuxOSイメージを削除する
プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「RedHat Linux Images」セクション
で「Manage」をクリックします。

「ComponentsDetails」ページで「Uninstall: Delete」のチェックボックスを選択します。

「Run」をクリックします。

N1 SPS環境からRedHat LinuxOSイメージが削除されます。「View link for RedHat Linux
Images」セクションのイメージリストから、削除したイメージが削除されています。

注 –ブートおよびインストールサーバーから、RedHat LinuxOSイメージが削除されるわ
けではありません。

� RedHat LinuxOSプロファイルを削除する
プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「RedHat Linux Images」セクションで「Provision
OS」をクリックします。

「Components」ページで、削除するプロファイルのチェックボックスを選択します。

「Delete」をクリックします。
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SUSE Linuxオペレーティング環境のプロ
ビジョニング

この章では、OSプロビジョニングプラグインを使用して、SUSE Linuxオペレーティング
システムをターゲットホストにインストールする方法について説明します。

� 105ページの「SUSEAutoYaSTテクノロジ」
� 105ページの「SUSE Linuxプロビジョニングプロセスの概要」
� 106ページの「SUSE Linuxサーバーの設定」
� 111ページの「SUSE Linuxイメージとプロファイルの作成」
� 120ページの「ターゲットホストへのOSのインストール」
� 121ページの「SUSE Linuxイメージとプロファイルの削除」

SUSEAutoYaSTテクノロジ
OSプロビジョニングプラグインは SUSEAutoYaSTテクノロジを使用します。

SUSE Linuxプロビジョニングプロセスの概要
1. SUSE Linuxイメージサーバーを設定します。
2. SUSE Linuxイメージを作成するか、イメージサーバーに既存のイメージを添付しま
す。

3. ターゲットホストを作成します。
4. ターゲットホストにOSをインストールします。

7第 7 章
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SUSE Linuxサーバーの設定
OSプロビジョニングプラグインは、SUSE LinuxのKickstart機能とともに、JumpStart
Enterprise Toolkit (JET)テクノロジを通じて提供される機能を使用して、SUSE Linuxオペ
レーティングシステム (OS)をプロビジョニングします。SUSE Linuxサーバーを設定する
際に、OSをプロビジョニングするためのAutoYaSTを実行する JETモジュールを作成しま
す。JETについての詳細は、59ページの「JumpStart Enterprise Toolkit (JET)テクノロジ」
を参照してください。

SUSE Linuxブートおよびインストールサーバーには次のソフトウェアが含まれていま
す。

� Linux (RedhatAdvanced Server 3.0でテスト済み)または Solaris OS
� TFTPサーバー (tftp-serverパッケージ)
� NFSサーバー (nfs-utilsパッケージ)
� N1 SPSリモートエージェント (RA) (Linux版)。詳細は、『SunN1 Service Provisioning

System 5.2システム管理者ガイド』の「物理ホストを準備する」を参照してくださ
い。

SUSE LinuxOSをプロビジョニングするための
ネットワークの準備
SUSE Linuxイメージサーバーを作成する前に、次の作業を行なっておく必要がありま
す。

� ブートおよびインストールサーバー上の SUSE LinuxイメージへのTFTPアクセス権の
設定

この方法については、106ページの「TFTPアクセス権を設定する」を参照してくださ
い。

� SUSE LinuxOSインストールイメージの作成
この方法については、107ページの「SUSE Linuxファイルのコピー」を参照してくだ
さい。

� TFTPアクセス権を設定する
JETを使用して、SUSE Linuxイメージサーバーを作成した場合、TFTPサービスは自動的
にプロビジョニング用に構成されます。ただし、その場合でも、ブートおよびインス
トールサーバー上のTFTPルートディレクトリに追加のディレクトリおよびファイルを作
成するか、コピーする必要があります。OSディストリビューションは、このブートおよ
びインストールサーバーからサービスを受ける各サブネットに関して、TFTPを介してア
クセス可能である必要があります。

ブートおよびインストールサーバーに適切なTFTPサーバーソフトウェアがインストール
されていることを確認してください。
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TFTPルートディレクトリの下に、次のディレクトリをコピーまたは作成します。

� /tftpboot/pxelinux.0 – Linux PXEブートストラップファイルは
http://syslinux.zytor.com/pxe.phpからダウンロードできます。

� /tftpboot/pxelinux.cfg/ –このディレクトリには PXE構成ファイルが含まれていま
す。これらのファイルには、各ハードウェアプラットフォームおよび Linuxディスト
リビューションに固有のパラメータが含まれています。

PXE構成ファイルの作成方法については、115ページの「SUSE LinuxOSプロビジョニ
ング用の PXE構成ファイルを作成する」を参照してください。

注 –この作業では、TFTPルートディレクトリの 1例として /tftpbootを使用します。

JETを使用しない SUSE Linuxプロビジョニングプロファイルの場合は、TFTPルートディレ
クトリに次のファイルをコピーします。

� linux – 1枚目のディストリビューションCD上の boot/loader/にあるインストール
カーネル

� initrd – 1枚目のディストリビューションCD上の boot/loader/にあるインストール
RAMディスク

複数リリースの SUSE LinuxOSのプロビジョニングを行えるようにする場合は、この
ファイルに、 linux_9などの一意の名前を割り当てます。

SUSE Linuxファイルのコピー
SUSE LinuxOSイメージを作成するには、ブートおよびインストールサーバーか、NFS経
由でネットワークからアクセス可能なほかのシステムに製品媒体のファイルをコピーし
ます。これらのファイルは、SUSE LinuxOSまたは Solaris OSのいずれかが動作するシス
テムにあります。SUSE Linuxブートおよびインストールサーバーにコピーを配置する必
要はありません。

SUSE Linuxファイルをコピーするには、製品CDの内容を特定のディレクトリ構造に抽出
します。SUSE Linuxファイルをコピーする方法について
は、http://www.suse.com/~ug/AutoYaST_FAQ.html#a6を参照してください。

ブートおよびインストールサーバーではないシステムにコピーを配置する場合、次の条
件を満たす必要があります。

� JETを使用する SUSE Linuxプロビジョニングの場合は、ブートおよびインストール
サーバーとターゲットホストがNFS経由でOSファイルのコピーにアクセスできるこ
と。

� JETを使用しない SUSE Linuxプロビジョニングの場合は、ターゲットホストがNFS経
由でOSファイルのコピーにアクセスできること。
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SUSE Linuxイメージサーバーの作成
SUSE Linuxイメージをコピーしたあと、N1 SPS環境内に SUSE Linuxイメージサーバーか
ブートおよびインストールサーバーを作成する必要があります。ブートおよびインス
トールサーバーをN1 SPSリモートエージェントにし、ブートおよびインストールサー
バーをマスターサーバーに対するリモートエージェントとして追加します。

� SUSE Linuxイメージサーバーを作成する (ブラウザインタフェー
ス)
ブラウザインタフェースからサーバーを作成するには、次の手順に従います。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Linux Image Servers」セクションで「Create」
をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxServer」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxServer」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 必要に応じて、linuxHost変数を、コマンド行インタフェースの位置に変更しま
す。

デフォルトでは、仮想 Linuxホスト名は、-linuxが追加されたターゲットホストの
ホスト名に設定されています。

注意 – installPathや boot_server_tftp_root_directory変数の値は、変更しないで
ください。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「LinuxServer」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。
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� 別のコンポーネントの変数設定を使用する場合は、「Import Set FromComponent」を
クリックします。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じて、変数設定のインポート元となるコンポーネントが入ったフォルダ
へ移動します。

b. コンポーネントのバージョンを選択します。

注 –コンポーネントのバージョンが異なると、変数設定も異なる可能性がありま
す。現在のコンポーネントおよびインポートする変数設定があるコンポーネント
が共通の変数を使用していることを確認します。変数設定のインポート元のコン
ポーネントと、プランで使用するコンポーネントの間で共通に使用している変数
が存在しない場合、変数設定はインポートされません。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。

変数設定がインポートされ、表形式で表示されます。

d. 「PlanDetails Run」ページの「Variable Settings」ドロップダウンリストから、イン
ポートした変数設定を選択し、「Select」をクリックします。

� ファイルに保存されているコンポーネント変数設定を使用する場合は、次の手順に従
います。

a. 「Import Sets fromFile」テキストフィールドに、使用する変数設定ファイルへのパ
スを入力します。

ファイルシステムをブラウズして適切なファイルを探すには、「ブラウズ」ボタ
ンをクリックします。

b. 「import」をクリックします。

変数設定がインポートされ、表形式で表示されます。

注 –変数設定のインポート元のファイルと、プランで使用するコンポーネントの間
で共通に使用している変数が存在しない場合、変数設定はインポートされませ
ん。

c. 「PlanDetails Run」ページの「Variable Settings」ドロップダウンリストから、イン
ポートした変数設定を選択し、「Select」をクリックします。

Linuxイメージサーバーを作成するホストを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。
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イメージサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビジョニングサーバー
のウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-linuxが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト bikickstartに
インストールした場合、仮想ホストは bikickstart-linuxです。

この手順によって、ブートおよびインストールサーバーに SUNWjet、JetRedHat、および
JetSuseパッケージがインストールされます。SUNWjetパッケージは、TFTPサーバーの設
定と、JETベースディレクトリ (デフォルトでは /opt/SUNWjet)ディレクトリのNFS共有
設定を行います。

OSプロビジョニングサーバーがブートおよびインストールサーバーと同じ物理ホスト上
に存在する場合は、ターゲットホストへのプロビジョニングの前にそのシステム上でイ
ンタフェースを構成する必要があります。OSプロビジョニングサーバーは、ブートおよ
びインストールサーバーのインタフェースを自動的には構成しません。

� SUSE Linuxイメージサーバーを作成する (コマンド行インタ
フェース)
N1 SPSのブラウザインタフェースまたはコマンド行インターフェースから SUSE Linuxイ
メージサーバーを作成できます。

ターゲットホストの位置を特定できるよう、autoyastファイルは、SUSE Linuxブートお
よびインストールサーバー上のNFSエクスポートディレクトリ (例: /export/autoyast)に
配置する必要があります。

コマンド行からサーバーを作成するには、次のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxServer \

-name "linuxserver" -u admin -p admin -vars "boot_server_tftp_root_directory=/tftpboot"

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/LinuxServer-create \

-tar H:NM:bikickstart -comp + -vs linuxserver -pto 30 -nto 10

これらのコマンドによって、ブートおよびインストールサーバーに SUNWjetと
JetRedHat、JetSuseパッケージがインストールされます。SUNWjetパッケージは、TFTP
サーバーの設定と、JETベースディレクトリ (デフォルトでは /opt/SUNWjet)ディレクトリ
のNFS共有設定を行います。

OSプロビジョニングサーバーがブートおよびインストールサーバーと同じ物理ホスト上
に存在する場合は、ターゲットホストへのプロビジョニングの前にそのシステム上でイ
ンタフェースを構成する必要があります。OSプロビジョニングサーバーは、ブートおよ
びインストールサーバーのインタフェースを自動的には構成しません。

7
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SUSE Linuxイメージとプロファイルの作成
SUSE Linuxイメージサーバーを作成したあとには、プロビジョニングイメージとプロ
ファイルを作成する必要があります。

� JumpStart Enterprise Toolkit (JET)でイメージおよびプロファイルを生成する場合は、111
ページの「JETによる SUSE Linuxイメージとプロファイルの作成」を参照してくだ
さい。

� イメージおよびプロファイルを手動で作成する場合は、115ページの「非 JET SUSE
Linuxイメージとプロファイルの作成」を参照してください。

JETによる SUSE Linuxイメージとプロファイルの
作成
JumpStart Enterprise Toolkit (JET)は、SUSE Linuxのプロビジョニングに必要なプロファイ
ルの作成作業を簡単にする一群のユーティリティーです。N1 SPSブラウザインタフェー
スを使用して、ターゲットホストのKickstartインストールを自動的に行うのに必要なプ
ロファイルキーワードおよびプロファイル値を生成できます。

JETを使用しない方が望ましく、手動でプロファイル値を作成する場合は、JETモジュー
ルを使用しない SUSE Linuxイメージおよびプロファイルを作成できます。115ページ
の「非 JET SUSE Linuxイメージとプロファイルの作成」を参照してください。

� JETを使用して SUSE Linuxプロビジョニングプロファイルを作成
する (ブラウザインタフェース)
Linuxイメージサーバーが存在し、そのサーバーで SUSE Linuxオペレーティングシステム
ソフトウェアが使用できることを確認します。SUSE Linuxイメージサーバーの作成方法
の詳細については、106ページの「SUSE Linuxサーバーの設定」を参照してください。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「SUSE Linux Images」セクションで「Create
Profile」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

始める前に
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� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値/例

osp_server OSプロビジョニングサービ
スを表す仮想サーバー

masterserver-osp (デフォル
ト)

version このコンポーネントで配備す
る Linuxのバージョン

SLES9 (例)

architecture x86など、物理システムの
アーキテクチャー

注 –この値は、プロファイル
コンポーネントおよびOSイ
メージの名前に使用されま
す。プロビジョニングソフト
ウェアによって、この変数が
検査、適用されることはあり
ません。

x86 (デフォルト)

installPath 添付する SUSE Linuxイメー
ジの名前

SuSeLinux:[version]_:[architecture]

次に例を示します。
SuSeLinux_SLES9_x86

description このプロファイルに関する説
明 (任意)

test linux (例)

min_disk_size SUSE LinuxOSのプロビ
ジョニングに必要な最小
ディスク容量

10GB (デフォルト)

boot_server_name SUSE Linuxブートおよびイン
ストールサーバーの名前

masterserver (例)

boot_server_subnet_address ブートおよびインストール
サーバーがサービスを提供す
るサブネット

10.10.31.0 (例)

boot_server_subnet_ip_addressサブネット上のブートおよび
インストールサーバーの IP
アドレス

10.10.31.1 (例)
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変数名 説明 デフォルト値/例

image_subnet_mask プロビジョニングサブネット
のネットマスク

255.255.255.0 (デフォルト)

distro_root_directory ブートサーバー上の SUSE
Linuxディストリビュー
ションのベースディレクトリ
の絶対パス

nfs://10.10.31.4/Suse/SLES-9-x86-64/installroot

(例)

kernel

(JETプロファイルのみ)

OSイメージ内のカーネルへ
の相対パス。

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

boot/loader/linux (デフォル
ト)

initrd

(JETプロファイルのみ)

OSイメージ内の initrdへの
相対パス

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

boot/loader/initrd (デ
フォルト)

autoyast_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の
AutoYaSTファイルの絶対パ
ス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

pxe_boot_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の
pxelinux.0ブートファイル
の、/tftpbootディレクトリ
からの相対パス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

pxe_configuration_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の PXE
Linux構成ファイルの、
pxelinux.cfgディレクトリか
らの相対パス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

SuSelinux_component_folder 自動生成 SUSE Linux Provision
コンポーネントフォルダの位
置

/com/sun/n1osp/autogen-:

[target(..):sys.hostName]-linux

(デフォルト)
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d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、プロファイルの作成先の Linuxイメージサーバーを選択し
ます。

ヒント – Linuxイメージサーバーのホスト名は末尾が -linuxになります。

必要に応じてプロファイル名を変更します。

必要に応じてプロファイルの説明を変更します。

使用する JETモジュールのリストを更新します。

JET製品のモジュールは、JETサーバーのディレクトリ /opt/SUNWjet/Productsにありま
す。

デフォルトでは、プラン変数 JET Modules Name(s)に、SUSE Linuxプロファイルコンポー
ネントに含める 2つの JETモジュールがあります。

� base_config – SUSE LinuxOSのインストールと構成を行います。base_config変数の詳
細については、257ページの「基本 SUSE LinuxOS構成変数」を参照してください。

� spsra – Solarisシステム上でN1 SPSリモートエージェント (RA)のインストールと構成
を行います。spsra変数の詳細については、279ページの「SUSE Linuxリモートエー
ジェントのコンポーネント変数」を参照してください。

base_configは、基本 SUSE Linuxインストールを行うための必須 JETモジュールです。そ
のほかの /opt/SUNWjet/Productsモジュールはすべて省略可能です。モジュール名をこの
リストに追加することにより、モジュールのインストール関数と構成変数が、新しく作
成された SUSE Linuxプロビジョニングプロファイルに追加されます。

「Use the JetModules SpecifiedAbove」チェックボックスが選択されていることを確認しま
す。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

Linuxイメージサーバーに対して Linuxプロファイルが作成されたことを確認するには、
N1SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をクリックします。

/com/sun/n1osp/autogen-server-name-linux/provision/フォルダに、provisionコンポー
ネントがあります。server-nameは、変数セットに指定した Linuxサーバー名です。次に例
を示します。 /com/sun/n1osp/autogen-SuSe_SLES9_x86-linux/provision/。
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� JET SUSE Linuxプロビジョニングプロファイルを作成する (コマン
ド行インタフェース)

LinuxImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。
# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/SuseLinuxImage \

-name "SLES9" -u admin -p admin -vars "osp_server=masterserver-osp;version=9; \

architecture=x86;installPath=SuSeLinux:[version]_:[architecture]; \

description=SUSE SLES9;min_disk_size=10GB; \

boot_server_name=biautoyast;boot_server_subnet_address=10.42.42.0; \

boot_server_subnet_ip_address=10.42.42.3; \

distro_root_directory=nfs://10.42.42.3/export/SUSE/SLES-9-x86-64/installroot;\

pxe_boot_file=;pxe_configuration_file=; \

autoyast_file=;kernel=boot/loader/linux;initrd=boot/loader/initrd"

プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。
# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/SuSeLinuxImage-create-profile \

-tar H:NM:bilinux-linux -comp - -vs SLES9 -pto 30 -nto 10 \

-f /tmp/suse-profile

-uオプションで指定したデフォルトのN1 SPSユーザー値を書き留めます。OSインス
トール後にN1 SPS RemoteAgentソフトウェアがターゲットホストで起動するには、この
ユーザーが存在する必要があります。

非 JET SUSE Linuxイメージとプロファイルの作成
SUSE Linuxイメージおよびプロファイルを手動で作成する場合は、JETモジュールを使用
せずに、SUSE Linuxイメージおよびプロファイルを作成できます。この節では、非 JET
SUSE Linuxイメージとプロファイルの作成方法を説明します。

JETを使用して、イメージおよびプロファイルを作成する場合は、111ページの「JETに
よる SUSE Linuxイメージとプロファイルの作成」を参照してください。

� SUSE LinuxOSプロビジョニング用のPXE構成ファイルを作成する
ターゲットホストに非 JET SUSE Linuxイメージを配備するには、手動で PXE構成ファイ
ルを作成する必要があります。このファイルには、各ハードウェアプラットフォームお
よび SUSE Linuxディストリビューションに固有のパラメータが含まれています。

テキストエディタでファイルを作成し、次のテキストを入力します。
default sles

serial 0 9600

label sles

kernel linux

append console=ttyS0,9600 load_ramdisk=1 initrd=initrd textmode=1

1
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各行の意味は次のとおりです。

� 先頭行 (default)は、ラベル slesを使用し、AutoYaSTによるインストールを行うこと
を示しています。

� 3行目 (label)は、ラベル slesの定義です。
� 4行目 (kernel)は、読み込むカーネルの指定です。パスは pxelinux.0に対して相対的
です。

� 5行目 (append)には、一連のネットワーク構成パラメータが含まれています。append
パラメータはすべて同じ行に存在する必要があります。ここに示す固有のパラメータ
は次のとおりです。

console=ttyS1,9600は、コンソールにインストール出力を表示するためのコンソール
パラメータを指定しています。パラメータは、ターゲットハードウェアのプラット
フォームに応じて異なります。

load_ramdiskは、RAMディスクに initrdを使用することを示しています。RAM
ディスクのパスは pxelinux.0に対して相対的です。

ブートおよびインストールサーバー上の TFTPルートディレクトリの pxelinux.cfgサブ
ディレクトリに、このファイルを保存します。

複数リリースの SUSE LinuxOSのプロビジョニングを行えるようにする場合は、この
ファイルに、 sles9.cfgなどの一意の名前を割り当てます。

� 非 JET SUSE Linuxプロビジョニングプロファイルを作成する (ブラ
ウザインタフェース)
Linuxイメージサーバーが存在し、そのサーバーで SUSE Linuxオペレーティングシステム
ソフトウェアが使用できることを確認します。SUSE Linuxイメージサーバーの作成方法
の詳細については、86ページの「RedHat Linuxサーバーの設定」を参照してください。

PXE Linux構成ファイルを作成し、ブートおよびインストールサーバー上の pxelinux.cfg

ディレクトリにそのファイルを配置します。PXE Linux構成ファイル例については、
115ページの「SUSE LinuxOSプロビジョニング用の PXE構成ファイルを作成する」を参
照してください。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「SUSE Linux Images」セクションで「Create
Profile」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

2
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� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

次の表で、追加の変数とそのデフォルト値を説明します。

変数名 説明 デフォルト値/例

osp_server OSプロビジョニングサービ
スを表す仮想サーバー

masterserver-osp (デフォル
ト)

version このコンポーネントで配備す
る Linuxのバージョン

SLES9 (例)

architecture x86など、物理システムの
アーキテクチャー

注 –この値は、プロファイル
コンポーネントおよびOSイ
メージの名前に使用されま
す。プロビジョニングソフト
ウェアによって、この変数が
検査、適用されることはあり
ません。

x86 (デフォルト)

installPath 添付する SUSE Linuxイメー
ジの名前

SuSeLinux:[version]_:[architecture]

次に例を示します。
SuSeLinux_SLES9_x86

description このプロファイルに関する説
明 (任意)

test linux (例)

min_disk_size SUSE LinuxOSのプロビ
ジョニングに必要な最小
ディスク容量

10GB (デフォルト)

boot_server_name SUSE Linuxブートおよびイン
ストールサーバーの名前

masterserver (例)

boot_server_subnet_address ブートおよびインストール
サーバーがサービスを提供す
るサブネット

10.10.31.0 (例)

boot_server_subnet_ip_addressサブネット上のブートおよび
インストールサーバーの IP
アドレス

10.10.31.1 (例)
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変数名 説明 デフォルト値/例

image_subnet_mask プロビジョニングサブネット
のネットマスク

255.255.255.0 (デフォルト)

distro_root_directory ブートサーバー上の SUSE
Linuxディストリビュー
ションのベースディレクトリ
の絶対パス

nfs://10.10.31.4/Suse/SLES-9-x86-64/

installroot (例)

kernel

(JETプロファイルのみ)

OSイメージ内のカーネルへ
の相対パス。

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

initrd

(JETプロファイルのみ)

OSイメージ内の initrdへの
相対パス

非 JETプロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

なし

autoyast_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の
AutoYaSTファイルの絶対パ
ス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

nfs://10.10.31.4/export/v20z/sles9.xml

(例)

pxe_boot_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の
/tftpbootディレクトリを基
準にした pxelinux.0ブート
ファイルの相対パス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

v20z/suse/pxelinux.0 (例)

pxe_configuration_file

(非 JETプロファイルのみ)

ブートサーバー上の
pxelinux.cfgディレクトリを
基準にした PXE Linux構成
ファイルの相対パス

JET生成プロファイルの場合
は、この変数に値を指定しな
いでください。

as21-console (例)

SuSelinux_component_folder 自動生成 SUSE Linux Provision
コンポーネントフォルダの位
置

/com/sun/n1osp/autogen-:

[target(..):sys.hostName]-linux

(デフォルト)
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d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「LinuxImage」コンポーネント行にあるドロップダ
ウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、プロファイルの作成先の Linuxイメージサーバーを選択し
ます。

ヒント – Linuxイメージサーバーのホスト名は末尾が -linuxになります。

必要に応じてプロファイル名を変更します。

必要に応じてプロファイルの説明を変更します。

「Use the JetModules SpecifiedAbove」のチェックボックスを選択解除します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

Linuxイメージサーバーに対して Linuxプロファイルが作成されたことを確認するには、
N1SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をクリックします。
/com/sun/n1osp/autogen-server-name-linux/provision/フォルダに、provisionコンポー
ネントがあります。server-nameは、変数セットに指定した Linuxサーバー名です。次に例
を示します。 /com/sun/n1osp/autogen-SuSeLinuxSLES9_x86-linux/provision/

� 非 JET SUSE Linuxプロビジョニングプロファイルを作成する (コマ
ンド行インタフェース)

LinuxImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入
力します。
# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/SuSeLinuxImage \

-name "SLES9x86" -u admin -p admin -vars "osp_server=masterserver-osp;version=SLES9; \

architecture=x86;installPath=SuSeLinux:[version]_:[architecture]; \

description=SUSE SLES9;min_disk_size=10GB; \

boot_server_name=bilinux;boot_server_subnet_address=10.42.42.0; \

boot_server_subnet_ip_address=10.42.42.3; \

autoyast_file=nfs://10.10.31.4/export/v20z/sles9.xml;\

pxe_boot_file=pxelinux.0;pxe_configuration_file=pxesles9"

JETモジュール情報を提供するには、次のエントリを含む /tmp//suse-profileファイルを
作成します。
standard-nojet

Standard Linux

base_config

false
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各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの先頭行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Profile
Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 2行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Profile
Description」フィールドに対応します。

� ファイルの 3行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「JET
Module Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 4行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「Use the Jet
Modules SpecifiedAbove」チェックボックスに対応します。

プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。
# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/SuseLinuxImage-create-profile \

-tar H:NM:bilinux-linux -comp - -vs SLES9x86 -pto 30 -nto 10

-f /tmp/suse-profile

-uオプションで指定したデフォルトのN1 SPSユーザー値を書き留めます。OSインス
トール後にN1 SPS RemoteAgentソフトウェアがターゲットホストで起動するには、この
ユーザーが存在する必要があります。

ターゲットホストへのOSのインストール
プロファイルは、ターゲットホストにOSイメージをプロビジョニングするために使用さ
れます。これらのプロファイルは、/com/sun/n1osp/autogen...provisionフォルダにあり
ます。新しいOSイメージが作成 (または添付)されるたびに、新しいプロファイルがプロ
ビジョンフォルダに追加されます。

� ターゲットホストへOSをインストールする
ターゲットホストの BIOSに正しい日時が設定されていることを確認します。BIOSに過
去の日時が設定されていると、suse-build-key RPMのインストールに失敗し、対話モー
ドのインストールに切り替わります。これは、BIOSが、ディストリビューションの使用
しているRPM暗号化キーを受け付けないためです。BIOSからは、暗号化キーが将来の日
時に適用されるように見えます。

ブートおよびインストールサーバー上のネットワークインタフェースが適切に構成され
ていることを確認します。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Linux Images」セクションで「ProvisionOS」を
クリックします。
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provisionコンポーネントが含まれる Linuxフォルダに移動します。

たとえば、/com/sun/n1osp/autogen-bikickstart-linux/provision/suse/SLES9_x86 などの
フォルダです。

コンポーネント名を選択します。

「ComponentDetails」ページでProvision_start:Installプロシージャの横にある「Run
action」をクリックします。

オペレーティングシステムのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択しま
す。

ヒント –ターゲットホストのホスト名の末尾は -targetです。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

� OSのプロビジョニング状態を確認する
プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「OSProvisioningAdministration Tasks」セク
ションで「Status」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「PlanDetails Run」ページで、オペレーティングシステムのプロビジョニング先である
ターゲットホストを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

「Details」リンクをたどり、状態を表示します。

SUSE Linuxイメージとプロファイルの削除
不要になったOSイメージやプロファイルは、N1 SPS環境から定期的に削除するとよいで
しょう。
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� SUSE LinuxOSイメージを削除する
プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「SUSE Linux Images」セクションで「Manage」
をクリックします。

「ComponentsDetails」ページで「Uninstall: Delete」のチェックボックスを選択します。

「実行」をクリックします。

N1 SPS環境から SUSE LinuxOSイメージが削除されます。「View link for SUSE Linux
Images」セクションのイメージリストから、削除したイメージが削除されています。

注 –ブートおよびインストールサーバーから、SUSELinuxOSイメージが削除されるわけ
ではありません。

� SUSE LinuxOSプロファイルを削除する
プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「SUSE Linux Images」セクションで「Provision
OS」をクリックします。

「Components」ページで、削除するプロファイルのチェックボックスを選択します。

「Delete」をクリックします。
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Windowsオペレーティング環境のプロビ
ジョニング

この章では、OSプロビジョニングプラグインを使用して、Windowsオペレーティングシ
ステムをターゲットホストにインストールする方法について説明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 123ページの「Remote Installation Service (RIS)テクノロジ」
� 124ページの「Windowsプロビジョニングプロセスの概要」
� 124ページの「Windowsサーバーの設定」
� 131ページの「Windowsイメージおよびプロファイルの作成」
� 143ページの「ターゲットホストへのWindowsOSのインストール」

注 –Windows 2000オペレーティングシステムのプロビジョニングは可能ですが、Windows
ブートおよびインストールサーバーはWindows 2003オペレーティングシステムを実行し
ている必要があります。

Remote Installation Service (RIS)テクノロジ
OSプロビジョニングプラグインはRISテクノロジを使用してWindowsシステムをプロビ
ジョニングします。Remote Installation Serviceは、RISサーバー上で実行される独立した設
定ルーチンを提供します。RISは、ネットワークブートを介してアクセス可能なメンテナ
ンスおよび障害追跡ツールを統合する、集中管理された位置を提供します。RISは、
ネットワーク管理者がベースオペレーティングシステムを簡単にインストールしたり、
障害が発生したシステムを交換できるようにしたりします。RISの詳細については、
Microsoftのドキュメントを参照してください。
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Windowsプロビジョニングプロセスの概要
1. Windowsイメージサーバーを設定します。
2. Windowsプロファイルを作成します。
3. ターゲットホストを作成します。
4. ターゲットホストにイメージをインストールします。

Windowsサーバーの設定
Windowsブートおよびインストールサーバーの設定は、次の作業で構成されます。

1. Windows RISサーバーを設定する。
2. N1 SPS環境内にWindows RISサーバー用のコンポーネントを作成する。

� WindowsRISサーバーを設定する
32ビットシステム用の Service Pack 1付きWindows 2003 Server Standardまたは Enterprise
Editionオペレーティングシステムを、Windowsブートおよびインストールサーバーにイ
ンストールします。

RISイメージを保持するため、約 700Mバイトのイメージを少なくとも 1つ格納するのに
十分な大きさの、独立したNTFSパーティションを作成します。RISサーバーにサーバー
を作成する際には、このパーティションを特定する必要があります。

注 – Service Packなしの 32ビット版Windows 2003 Server Standardまたは Enterprise Editionが
動作しているマシンがすでに存在する場合は、Windows 2003 Service Pack 1を別途、サー
バーにインストールできます。Microsoft Knowledge BaseArticle #891128を参照してくださ
い。

このマシン上でActiveDirectory Serverをインストールし、構成します。

このシステムをドメインコントローラに特定します。Active Directory Serverの詳細につい
ては、Microsoft Knowledge BaseArticle 324753を参照してください。

このマシンにRISサーバーをインストールし、構成します。

詳細については、Microsoft Knowledge BaseArticle 325862を参照してください。

1

2

3

Windowsプロビジョニングプロセスの概要

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (OS Provisioning Plug-In 3.0) • 2006年 4月124



注 –RISサーバーのインストールでは、RISサーバーにWindows 2003 x64 Risetup.exeイ
メージまたはWindows 2003-Service Pack 1 x86 Risetup.exeイメージを追加します。

Windows Server 2003 SP1 RISETUPイメージが、RISサーバーにアップロードする最初のイ
メージの場合は、デフォルトで、OS選択用の新しい画面 (x8664.osc )がRISサーバーにコ
ピーされます。

最初のWindows Server 2003 SP1イメージまたはWindows 2003 x64を追加する時点で、RIS
サーバー上にすでにWindowsOSイメージが存在する場合は、インストール時にOS選択
画面を上書き (またはバックアップして上書き)して、新しい画面を取得するかどうかを
選択する必要があります。Microsoft Knowledge BaseArticle #891128を参照してください。

WindowsブートおよびインストールサーバーにWindows 2003Resource Kitソフトウェアと
Support Toolsをインストールします。

このパッケージには、OSプロビジョニングスクリプトの使用する setupmgrや xcaclsな
どのツールが含まれています。これらのツールは、次のいずれかの方法でインストール
できます。

� Windows 2003 Support Toolsをインストールする。

Windows 2003のインストール中、サポートツールは自動的にはインストールされませ
ん。インストールプログラムは、OSCD-ROMの \support\toolsフォルダにありま
す。インストールウィザードを起動するには、手動でセットアップファイル
(suptools.msi)を開く必要があります。

� Windows 2003Resource Kitツールをインストールする。

Resource Kitツールは、Windows 2003 Resource Kit CDに含まれています。また
は、http://www.microsoft.com/downloadsから入手することもできます。

RISサーバーにWindowsRSHServerまたはWindows SSHServerをインストールして、構成し
ます。

注 –N1 SPSOSプロビジョニングプラグイン 3.0リリースは、Windowsのカスタムプロ
ファイルの配備用としては SSHしかサポートしていません。非カスタムプロファイルの
配備用としてはRSHと SSHの両方をサポートしています。RISサーバーとN1OSプロビ
ジョニングサーバー間の通信の安全性と信頼性の面で、SSHはRSHサービスより優れて
います。

� WindowsRISサーバー上にWindows SSHサーバーをインストールするには、任意のユー
ザーで、RISサーバーにWindows 2003用Cygwin©Open Secure Shell Service (OpenSSHサー
ビス)をインストール、構成します。

詳細については、次のWebサイトを参照してください。

� Cygwinのホームページ (http://www.cygwin.com/)
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� 既存の cygwinパッケージのアンインストール方法については、次のWebサイトを
参照してください。http://cygwin.com/faq/faq_2.html#SEC20

� WindowsRISサーバー上にWindowsRSHサーバーをインストールするには、次の手順に
従います。

a. WindowsRISサーバー上にWindows 2003Resource KitおよびWindows Services for Unix
3.5 (SFU3.5)ソフトウェアをインストールします。

Windows 2003 Resource KitおよびWindows Services for Unix 3.5 (SFU3.5)ソフトウェア
のインストール方法については、Microsoft Knowledge BaseArticle #321712を参照し
てください。

Windows 2003 Resource KitおよびWindows Services for Unix 3.5 (SFU3.5)ソフトウェア
はWindows Resource Kit CDに含まれています。また、WindowsWebサイトから入
手することもできます。このソフトウェアには、Windows RSHサービスと、OSプ
ロビジョニングプラグインスクリプトの使用するそのほかのツール (setupmgr、
deploy.cab、xcaclsなど)が含まれています。

b. rootユーザーで、RISサーバーにWindowsRemote Shell Service (WinRshサービス)をイ
ンストール、構成します。

この方法については、Remote Shell Services in SFU
(http://www.microsoft.com/technet/interopmigration/unix/sfu/sfu35rsh.mspx)を
参照してください。

注 – .rhostsファイルに対するアクセス権が正しく設定されていないと、WinRsh
サービスに失敗し、クライアントに「Access denied」メッセージが返されます。こ
の問題の発生を防ぐには、 .rhostsACLリストで、ユーザーグループ
Administrators/SYSTEMに完全なアクセス権を割り当てます。たとえば、
c://windows/system32/drivers/etc/内の .rhostsファイルに次のエントリを追加
します。

------------------

10.5.133.22 root

------------------

編集した .rhostsは、必ず、.rhosts.txtではなく、.rhostsのまま保存してくだ
さい。

WindowsRISサーバー上にN1SPSリモートエージェントをインストールします。

マスターサーバーで、WindowsRISサーバー用のリモートエージェントホストを作成しま
す。
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� Windowsイメージサーバーを作成する (ブラウザ
インタフェース)
Windows RISサーバーを設定したあとには、SPS環境内にそのサーバー用のコンポーネン
トを作成する必要があります。次の手順に従い、SPSブラウザユーザーインタフェースで
コンポーネントを作成します。

SPSブラウザインタフェースにログインします。

ブラウザインタフェースのメインウィンドウにある「CommonTasks」セクションで、
「OSProvisioning」をクリックします。

「OS Provisioning」ページが表示されます。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Windows Image Servers」セクション
で「Create」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「WindowsServer-create plan details」ページが表示されます。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「Variable Settings」
行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「Variable Settings」
列で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

イメージサーバーコンポーネントの変数はごく少数で、それらのほとんどは変更
しません。これらの変数とデフォルト値のリストは、 130ページの「Windowsイ
メージサーバーのコンポーネント変数」を参照してください。

d. 変数設定を変更するには、その変数のチェックボックスをクリックします。

チェックボックスを選択すると、そのボックス内にチェックマークが付き、テキ
ストフィールドが表示されます。テキストフィールドに新しい変数値を入力しま
す。

e. 変数セットを保存します。
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f. 「Plan Parameters」テーブルの「Variable Settings」行にあるドロップダウンメ
ニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

� 別のコンポーネントの変数設定を使用する場合は、「Import Set FromComponent」を
クリックします。

「Import Variable Settings」ウィンドウが表示されます。

a. 必要に応じて、変数設定のインポート元となるコンポーネントが入ったフォルダ
へ移動します。

b. コンポーネントのバージョンを選択します。

注 –コンポーネントのバージョンが異なると、変数設定も異なる可能性がありま
す。現在のコンポーネントおよびインポートする変数設定があるコンポーネント
が共通の変数を使用していることを確認します。変数設定のインポート元のコン
ポーネントと、プランで使用するコンポーネントの間で共通に使用している変数
が存在しない場合、変数設定はインポートされません。

c. 「Import Variable Settings」をクリックします。
変数設定がインポートされ、表形式で表示されます。

d. 「PlanDetails Run」ページの「Variable Settings」ドロップダウンリストから、イン
ポートした変数設定を選択し、「Select」をクリックします。

� ファイルに保存されているコンポーネント変数設定を使用する場合は、次の手順に従
います。

a. 「Import Sets fromFile」テキストフィールドに、使用する変数設定ファイルへのパ
スを入力します。

ファイルシステムをブラウズして適切なファイルを探すには、「ブラウズ」ボタ
ンをクリックします。

b. 「Import」をクリックします。
変数設定がインポートされ、表形式で表示されます。

注 –変数設定のインポート元のファイルと、プランで使用するコンポーネントの間
で共通に使用している変数が存在しない場合、変数設定はインポートされませ
ん。

c. 「PlanDetails Run」ページの「Variable Settings」ドロップダウンリストから、イン
ポートした変数設定を選択し、「Select」をクリックします。

「Target Host」フィールドに、 124ページの「WindowsRISサーバーを設定する」で作成し
たWindowsRISサーバー用にN1SPSマスターサーバーに作成したホストを指定します。
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「PlanVariables」セクションのテキストフィールドにActiveDirectoryユーザーのパスワー
ドを入力します。

クリアテキストでパスワードを入力します。パスワードは、Windowsのすべてのパス
ワード要件を満たしている必要があります。詳細は、Microsoftのマニュアルを参照して
ください。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

プランは、次の処理を行います。

� マスターサーバーにWindows RISサーバーコンポーネントを作成する。
� Windows RISサーバー上の、installPath変数に指定されているディレクトリに

N1ospRisUtilディレクトリを作成する。このディレクトリには、次のサブディレクト
リが含まれます。

� N1ospScripts

� N1ospTemplates

� N1ospTools

� SampleOSCFiles

� SampleSIFFiles

WindowsRISサーバーが正常に作成されたことを確認するには、プロビジョニングサー
バーのウィンドウの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-windowsが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
masterserverにインストールした場合、仮想ホストは masterserver-windowsとなりま
す。

� Windowsイメージサーバーを作成する (コマンド
行インタフェース)
Windows RISサーバーを設定したあとには、SPS環境内にそのサーバー用のコンポーネン
トを作成する必要があります。次の手順に従い、SPSブラウザユーザーインタフェースで
コンポーネントを作成します。

(省略可能) RISサーバーへのアクセスパスワードを暗号化します。

パスワードを暗号化する方法の詳細については、169ページの「パスワードの暗号化」を
参照してください。

WindowsServerコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを
入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/WindowsServer \

-name "winRisServer" -u admin -p admin -vars "installPath=C:\\\\N1 ISP\\\\IspScripts; \

boot_server_domain_name=n1lab.west.example.com;active_directory_userid=n1ospadmin; \

boot_server_access_protocol=ssh;boot_server_access_userid=Administrator; \
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boot_server_access_password=yf7813jWUweB4SXBe0JIlw==; \

ris_share_directory=D:\\\\RemoteInstall"

WindowsServer変数セットについては、130ページの「Windowsイメージサーバーのコン
ポーネント変数」を参照してください。

次のエントリからなる、/tmp/windows-bi-serverという名前のファイルを作成します。

password4user!

上記例では、password4user!には、Active Directoryユーザーのパスワードを指定します。

プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/WindowsServer-create -tar H:NM:risserver \

-comp - -vs winRisServer -pto 30 -nto 10 -f /tmp/windows-bi-server

プランは、次の処理を行います。

� マスターサーバーにWindows RISサーバーコンポーネントを作成する。
� Windows RISサーバー上の、installPath変数に指定されているディレクトリに

N1ospRisUtilディレクトリを作成します。このディレクトリには、次のサブディレク
トリが含まれます。

� N1ospScripts

� N1ospTemplates

� N1ospTools

� SampleOSCFiles

� SampleSIFFiles

Windowsイメージサーバーのコンポーネント変数

表 8–1Windowsイメージサーバーコンポーネントの変数

変数名 説明 デフォルト値/例

installPath N1OSプロビジョニングスクリプトが
インストールされているベースディレ
クトリの位置。例: C:\Program Files。
この変数で後続のバックスラッシュ
(\)を指定しないでください。

C:\ (デフォルト)

boot_srerver_domain_name RISサーバー用のWindowsActive
Directoryのドメイン名。

winprov.n1lab.sun.com (例)

active_directory_userid Active Directoryのユーザー ID n1ospadmin (デフォルト)
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表 8–1Windowsイメージサーバーコンポーネントの変数 (続き)
変数名 説明 デフォルト値/例

boot_server_access_protocol RISサーバーへのアクセスに使用する
プロトコル (RSH、SSHなど)。

注 –カスタムWindowsRISサーバープ
ロファイルを使用する場合は、この変
数 boot_server_access_protocolに、
RSHを指定することはできません。

ssh (デフォルト)

boot_server_access_userid RISサーバーへのアクセスに使用する
ユーザー ID。RSHプロトコルの場合
は、この変数に rootを指定します。

デフォルトなし

boot_server_access_password RISサーバーへのアクセスに使用する
暗号化されたパスワード。この変数
は、RISサーバーが SSHプロトコルを
使用する場合、必須です。RSHプロト
コルを使用する場合は、省略可能で
す。

暗号化されたパスワードの作成方法に
ついては、169ページの「パスワード
の暗号化」を参照してください。

デフォルトなし

ris_share_directory RISサーバー上のRemInst shareの位
置。例: D:\RemoteInstall

デフォルトなし

ris_language RISサーバーにインストールされてい
るOSChooser画面の言語。

English

ciw_directory CIWおよびOSChooserファイルの位
置。例:
D:\RemoteInstall\OSChooser\English

:[ris_share_directory]

\OSChooser\:[ris_language]

temporary_sif_directory RemInst share内の、SunN1OSプロビ
ジョニングの一時 sifファイルの位
置。例: D:\RemoteInstall\N1ospSif.

:[ris_share_directory]\N1ospSif

windowsHost Windows RISサーバーを表す仮想ホス
ト。

:[target:sys.hostName]-windows

Windowsイメージおよびプロファイルの作成
プロビジョニングプロファイルは、使用するOSファイルを特定し、またこれらのファイ
ルをどのように配備するかに関する追加情報を含んでいます。

Windowsイメージおよびプロファイルの作成

第 8章 • Windowsオペレーティング環境のプロビジョニング 131



� WindowsRISサーバー上でWindowsイメージを設
定する

CDまたはネットワーク共有からRISサーバーCIFSに、Windowsディストリビューションを
コピーします。

RiSetup.exeユーティリティーを使用します。RISイメージの作成時に「Keep old existing
OSC files」オプションを選択します。

注 –RISイメージの作成にはMSDNComboCDを使用しないでください。Microsoft
Knowledge BaseArticle #300556で説明されているエラーメッセージが表示されます。この
問題を解決するには、作成されるOSイメージのリテールバージョンを使用してくださ
い。

サービスパックが組み込まれたWindowsディスリビューションの場合は、次のサイトに
ある指示に従って、RISイメージを作成します。

� Service Pack 3 Installation andDeployment Guide forWindows 2000 Server Edition
(http://www.microsoft.com/
Windows2000/downloads/servicepacks/sp3/spdeploy.htm#the_integrated_installation_fmay)
このサイトには、そのほかのWindowsOSバージョン用の類似文書も提供されていま
す。

� Microsoft Knowledge BaseArticle #260910
(http://support.microsoft.com/kb/260910/EN-US/)
最新のサービスパックの入手方法を解説しています。

� DownloadWindows 2000 Service Pack 3
(http://www.microsoft.com/Windows2000/downloads/servicepacks/sp3/download.aspx)
このサイトから適切なサービスパックをダウンロードします。「Windows 2000 SP3
Network InstallationWindows 2000 SP3Network Installation download」を選択します。こ
のサイトには、そのほかのWindowsOSバージョン用の類似のダウンロードページも
提供されています。

前の手順で作成されたRISイメージに必要なドライバを追加します。

ネットワークアダプタ、SCSIハードドライブ、ビデオ、モデム用のドライバなど、必ず
すべてのドライバを組み込んでください。

RISイメージへのドライバの追加の詳細については、Microsoft Knowledge BaseArticle
315279、Microsoft Knowledge BaseArticle 246184、およびMicrosoft Knowledge BaseArticle
254078を参照してください。

注 –適切なディストリビューションフォルダを作成します。

詳細は、SampleSIFFilesおよび SampleDriversフォルダにあるサンプルのセットアップ
ファイルを参照してください。
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(省略可能)イメージディストリビューションフォルダの下にあ
るproduct-directory/$OEM$/$1/N1OSP/フォルダにN1SPSリモートエージェントのバイナリを
コピーします。

product-directoryはWindowsイメージディストリビューションフォルダで、このフォルダ
の下に、カーネルファイルを含むサブフォルダとして「i386」または「amd64」がありま
す。

注 –このフォルダが存在しない場合は、レイアウトを作成します。

スクリプトでは、N1OSPフォルダがイメージに含まれていることが前提です。プロビ
ジョニングに必要なツールを、ディレクトリパス product-directory/$OEM$/$1/N1OSP/にコ
ピーします。フォルダ名の N1OSPを変更しないでください。

N1 SPSリモートエージェントのバイナリをフォルダにコピーすると、ディレクトリの内
容は次の例に示す内容のようになります。

D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\WIN2003_TRIAL\$OEM$\$1\N1ISP>dir

Volume in drive D is Local Disk

Volume Serial Number is A8D9-4012

Directory of D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\WIN2003_TRIAL\$OEM$\$1\N1OSP

02/04/2005 02:39 PM <DIR> .

02/04/2005 02:39 PM <DIR> ..

01/31/2005 03:33 PM 27,595,776 cr_ra_win32_5.2.msi

カスタムWindowsプロビジョニングプロファイル
の作成
プロビジョニングソフトウェアを使用して、配備用のカスタムWindowsプロビジョニン
グプロファイルを作成できます。OSプロビジョニングプラグインは、ターゲットホスト
にWindowsOSをプロビジョニングするために必要なすべての変数およびプランを生成で
きます。

Windowsプロビジョニングプロファイルを手動で作成する場合は、138ページ
の「Windowsイメージの設定情報を構成する」を参照してください。

� カスタムWindowsプロビジョニングプロファイルを作成する (ブ
ラウザインタフェース)
ここでは、OSプロビジョニングのブラウザインタフェースを使用して、カスタム
Windowsプロビジョニングプロファイルを生成する手順を説明します。
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Windowsイメージサーバーが存在し、そのサーバーでWindowsOSソフトウェアが使用で
きることを確認します。Windowsイメージサーバーの作成方法の詳細については、
124ページの「Windowsサーバーの設定」を参照してください。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Windows Images」セクションで「Create
Profile」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「WindowsImage」
コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「WindowsImage」
コンポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトに表示される情報よりも多くの情報が
必要である場合は、142ページの「Windowsプロビジョニングプロファイルの変
数」にある、コンポーネントの詳細リストとともにデフォルト値および例を参照
してください。

注 –カスタムプロファイルの場合、sif_file変数には値を指定しません。

d. 変数セットを保存します。

e. 「Plan Parameters」テーブルの「WindowsImage」コンポーネント行にあるドロップ
ダウンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、イメージの添付先のWindowsイメージサーバーを選択しま
す。

ヒント –Windowsイメージサーバーのホスト名は末尾が -windowsになります。

必要に応じてプロファイル名を変更します。

始める前に
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必要に応じてプロファイルの説明を変更します。

「Create the CustomProfile」オプションのチェックボックスが選択されていることを確認
します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

Windowsイメージサーバーに対してWindowsイメージが添付されたことを確認するに
は、N1SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をクリックします。
Windows provisioning profileのような説明の付いた com.sun.n1osp#Provisionタイプの
コンポーネントが追加されています。

カスタムWindowsプロビジョニングプロファイル用の変数を編集します。
カスタムWindowsプロファイル用のコンポーネント変数を編集して、次の項目の値を指
定する必要があります。

� OS Provisioning制御サービス
� プロダクトキー
� ユーザ名
� 組織名
� タイムゾーン
� 端末サーバーのプロパティー
� ターゲットホストの言語とロケール

a. プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

b. 「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Windows Images」セクションで「Provision
OS」をクリックします。

c. 「Components」ページで、以前に「Components」列で作成したプロファイルをク
リックします。

d. 「ComponentsDetails」ページで「Edit」をクリックします。

e. 「ComponentDetails Edit」ページで、編集する変数の横のチェックボックスをク
リックし、「Value for This Component」列の変数の値を入力します。
次の変数の値を編集します。

osp_profile_control_service 電源オフ、再起動、および電源オン機能を
自動化するOSPControl Serviceを呼び出すか
どうかを指定します。Windowsプロビ
ジョニングの場合、この変数の値は trueに
設定します。

user_full_name ターゲットホストのユーザーのフルネーム
を指定します。

7

8

9

10

11

Windowsイメージおよびプロファイルの作成

第 8章 • Windowsオペレーティング環境のプロビジョニング 135



organization_name ターゲットホストが所属する組織の名前を
指定します。

product_key OSディストリビューションのプロダクト
キーを指定します。

timezone ターゲットホストのタイムゾーンを指定し
ます。

profile_language ターゲットホストにインストールする言語
またはロケールを指定します。

profile_language_group ターゲットホストにインストールする言語
グループを指定します。

install_terminal_server プロファイルがターゲットホストに端末
サーバーをインストールするかどうかを指
定します。

terminal_server_allow_connections ターゲットホストが遠隔接続を許可するか
どうかを指定します。

terminal_server_licensing_mode 端末サービスによるクライアントアクセス
ライセンスの管理方法を指定します。

terminal_server_permissions_setting 端末サーバーユーザーに対するセキュリ
ティモードを選択できます。

f. 「Check In」をクリックします。

ターゲットホストにWindowsOSをインストールするには、BIOSのブート設定を変更し
て、プロビジョニングプランを実行する必要があります。詳細は、143ページの「ター
ゲットホストへのWindowsOSのインストール」を参照してください。

� カスタムWindowsプロビジョニングプロファイルを作成する (コ
マンド行インタフェース)

WindowsImageコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを
入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/WindowsImage \

-name "windows2003custom" -u admin -p admin -vars \

"osp_server=masterserver-osp;os_name="WIN2003_trial"version=2003; \

installPath="2003customprofile"; \

description=test windows image 2003;min_disk_size=10GB; \

boot_server_name=biwl;boot_server_subnet_address=10.42.42.0; \

boot_server_subnet_ip_address=10.42.42.4;\

boot_srv_active_directory_domain=n1.west.example.com;\

次の手順
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windows_product_directory=D:\\\\RemoteInstall\\\\Setup\\\\English

\\\\Images\\\\Win2003_trial"

注 – windows_product_directoryは、その全内容を 1行で入力します。表示の目的から、上
記の例のエントリは 2行に分けて表示されています。

これらの変数の詳細については、142ページの「Windowsプロビジョニングプロファイル
の変数」を参照してください。

次のエントリを含む /tmp/windows-profileという名前のファイルを作成します。

custom

Windows 2003 EE x86 Profile

true

このファイル内のエントリはそれぞれ次のプラン変数に対応しています。

� customはプロファイルの名前です。
� Windows 2003 EE x86 Profile はプロファイルの説明です。
� trueは、カスタムプロファイルを生成することを示します。

プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/WindowsImage-create-profile \

-tar H:NM:risserver-windows -comp - -vs windows2003custom -pto 30 -nto 10 \

-f /tmp/windows-profile

-uオプションで指定したデフォルトのN1 SPSユーザー値を書き留めます。OSインス
トール後にN1 SPS RemoteAgentソフトウェアがターゲットホストで起動するには、この
ユーザーが存在する必要があります。

非カスタムWindowsプロビジョニングプロファイ
ルの作成
N1 SPSのブラウザまたはコマンド行インタフェースを使用して、Windowsプロビジョニ
ングプロファイルを手動で作成できます。プロビジョニングプロファイルを手動で作成
する場合は、プロビジョニングプランで使用する変数に適切な値を指定する必要があり
ます。

OSプロビジョニングプラグインを使用してWindowsプロビジョニングプロファイルを生
成する場合は、133ページの「カスタムWindowsプロビジョニングプロファイルを作成
する (ブラウザインタフェース)」を参照してください。

非カスタムWindowsプロビジョニングプロファイルを作成するには、次の作業を行いま
す。
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� 138ページの「Windowsイメージの設定情報を構成する」
� 140ページの「非カスタムWindowsプロビジョニングプロファイルを作成する (ブラ
ウザインタフェース)」

� Windowsイメージの設定情報を構成する
ここでは、Windowsイメージ用の設定情報を手動で構成する方法を説明します。非カス
タムWindowsプロビジョニングプロファイルを作成する場合は、この手順を行なってお
く必要があります。

Windowsの設定情報は、RIS構成プロファイルに格納されます。詳細については、
SampleSIFFilesフォルダのサンプル設定ファイルを参照してください。

各ディストリビューションの構成プロファイルファイルを編集し、以降の手順で説明す
るパラメータを設定します。

このファイルを編集するには、SetupMgr.exeユーティリティーを使用します。このユー
ティリティーはWindows Resource Kit CD (deploy.cabファイル)にあります。このファイ
ルは、notepadツールを使用して手動で編集することもできます。

Windows 2003イメージの場合、デフォルトの SIFファイルはRISサーバーの次の位置にあ
ります。

//Reminst/Setup/English/Images/Windows2003/i386/templates/ristndrd.sif

ristndrd.sif構成ファイルの [data]セクションに次の構成パラメータがあるかどうかを
確認し、ない場合は追加します。

AutoPartition=1

UnattendedInstall="Yes"

ristndrd.sif構成ファイルの [Unattended]セクションに次の構成パラメータがあるかど
うかを確認し、ない場合は追加します。

UnattendMode=FullUnattended

NtUpgrade=No

OverwriteOemFilesOnUpgrade=No

OemPreinstall = Yes

ristndrd.sif構成ファイルの [UserData]セクションに次の構成パラメータがあるかどう
かを確認し、ない場合は追加します。

FullName = "N1osp SunUser"

OrgName = "Sun Microsystems"

ProductKey=XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX

1

2

3

4

Windowsイメージおよびプロファイルの作成

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (OS Provisioning Plug-In 3.0) • 2006年 4月138



注 – FullNameおよび OrgNameの値は、使用する環境に適した値に置き換えます。

Windows 2000Advanced Serverなど、一部のオペレーティングシステムの配備の際には、
ProductKeyは機能しません。代わりに、ProductID変数を使用します。

ristndrd.sif構成ファイルの [GuiUnattended]セクションに次の構成パラメータがあるか
どうかを確認し、ない場合は追加します。

AdminPassword="sun123"

AutoLogon=Yes

AutoLogonCount=1

EncryptedAdminPassword=NO

注 – AutoLogonCount=1は、インストール後にはじめてデフォルトパスワード sun123を使用
して、スーパーユーザー管理者が自動的にターゲットホストにログオンすることを意味
します。これは、SIFファイルの [GuiRunOnce]セクションで指定されている provision

timeコマンドを実行するために必要です。Administratorユーザーが再度ログインしよう
とすると、パスワード変更するよう求めるプロンプトが表示されます。

インストール後に重要なセキュリティアップデートを自動的にダウンロードするよう
に、Software Information File (sif)を編集します。

sifファイルに次の行を追加します。

[WindowsFirewall]

Profiles=WindowsFirewall.TurnOffFirewall

[WindowsFirewall.TurnOffFirewall]

Mode=0

ristndrd.sif構成ファイルに次のセクションがあるかどうか確認し、ない場合は追加し
ます。

[Branding]

BrandIEUsingUnattended=Yes

[Proxy]

Proxy_Enable=0

Use_Same_Proxy=0

ヒント –通常は SetupMgr.exeユーティリティーがユーザーのためにこれらのセクションを
追加します。

イメージに、特定のすべてのプラグアンドプレイドライバを追加します。

Microsoft Knowledge Base article #: 315279の指示を参照してください。
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� 非カスタムWindowsプロビジョニングプロファイルを作成する
(ブラウザインタフェース)
ここでは、OSプロビジョニングのブラウザインタフェースを使用し、独自のWindowsプ
ロビジョニングプロファイルを手動で作成する手順を説明します。

Windowsイメージサーバーが存在し、そのサーバーでWindowsOSソフトウェアが使用で
きることを確認します。Windowsイメージサーバーの作成の詳細については、124ページ
の「Windowsサーバーの設定」および124ページの「Windows RISサーバーを設定する」
を参照してください。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Windows Images」セクションで「Create
Profile」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「Plan Parameters」テーブルの「WindowsImage」コンポーネント行で「Select fromList」
をクリックします。

「Create Set」をクリックします。

変数セットの名前を入力します。

このプランで使用する変数値を指定します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトに表示される情報よりも多くの情報が必要で
ある場合は、142ページの「Windowsプロビジョニングプロファイルの変数」にある、コ
ンポーネントの詳細リストとともにデフォルト値および例を参照してください。

注 – sif_file変数の値は必須です。

変数セットを保存します。

「Plan Parameters」テーブルの「WindowsImage」コンポーネント行にあるドロップダウン
メニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、イメージの添付先のWindowsイメージサーバーを選択しま
す。

ヒント –Windowsイメージサーバーのホスト名は末尾が -windowsになります。

始める前に
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「ProfileName」および「ProfileDescription」プラン変数の値を入力します。

「Create CustomProfile」チェックボックスを選択解除します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

Windowsイメージサーバーに対してWindowsイメージが添付されたことを確認するに
は、N1SPSブラウザインタフェースの左側にある「Components」をクリックします。

Windows provisioning profileのような説明の付いた com.sun.n1osp#Provisionタイプの
コンポーネントが追加されています。

ターゲットホストにWindowsOSをインストールするには、BIOSのブート設定を変更し
て、プロビジョニングプランを実行する必要があります。詳細は、143ページの「ター
ゲットホストへのWindowsOSのインストール」を参照してください。

� 非カスタムWindowsプロビジョニングプロファイルを作成する
(コマンド行インタフェース)

WindowsProfileコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンド
を入力します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/WindowsImage \

-name "windows2003" -u admin -p admin -vars "osp_server=masterserver-osp;version=2003; \

os_name="WIN2003_trial";description=test windows image 2003;min_disk_size=10GB; \

boot_server_name=biw1;boot_server_subnet_address=10.42.42.0; \

boot_server_subnet_ip_address=10.42.42.4;boot_srv_active_directory_domain=n1isp.sfbay.sun.com; \

windows_product_directory=D:\\\\RemoteInstall\\\\Setup\\\\English\\\\Images\\\\Win2003_trial; \

sif_file=D:\\\\RemoteInstall\\\\Setup\\\\English\\\\Images\\\\Win2003_trial\\\\i386\\\\templates\\\\

Ispristndrd.sif"

注 – windows_product_directoryは、その全内容を 1行で入力します。表示の目的から、上
記の例のエントリは 3行に分けて表示されています。

これらの変数の詳細については、142ページの「Windowsプロビジョニングプロファイル
の変数」を参照してください。

次のエントリを含む /tmp/windows-profileという名前のファイルを作成します。

noncustom

Windows 2003 EE x86 Profile

false

このファイル内のエントリはそれぞれ次のプラン変数に対応しています。

� noncustomはプロファイルの名前です。
� Windows 2003 EE x86 Profile はプロファイルの説明です。

11

12

13

14

次の手順
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� falseは、カスタムプロファイルを使用しないことを示します。

プランを実行するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/WindowsImage-create-profile \

-tar H:NM:risserver-windows -comp + -vs windows2003 -pto 30 -nto 1 -f /tmp/windows-profile0

Windowsプロビジョニングプロファイルの変数
次の表に、Windowsプロビジョニングプロファイルのすべてのコンポーネント変数を示
します。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォル
ト値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

表 8–2Windowsプロビジョニングプロファイル用のコンポーネント変数

変数名 説明 デフォルトまたはサンプル値

osp_server OSプロビジョニングサービスを表す
仮想サーバー

masterserver-osp (デフォルト)

os_name RISサーバー上のWindowsOSディス
トリビューションの名前

Win2003_SP1_x86 (例)

version Windowsのバージョン 2003 (デフォルト)

architecture x86 (デフォルト)

os_language WindowsOSディストリビューション
の言語

English (デフォルト)

installPath Windowsイメージの名前 Windows:[version]_:[architecture] (デ
フォルト)

description 説明

min_disk_size 配備するこのプロファイルの最小
ディスクサイズ

10GB (デフォルト)

boot_server_name Windowsブートサーバーの名前 Winbiserver1 (例)

boot_server_subnet_address ブートサーバーによりサービスが提
供されるサブネット

10.42.42.0 (例)

boot_server_subnet_ip_address このサブネット上のブートサーバー
の IPアドレス

10.42.42.1 (例)

boot_srv_active_directory_domainこのサブネットのWindowsActive
Directoryドメイン

:[targetableComponent:boot_server_domain_name]

(デフォルト)
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表 8–2Windowsプロビジョニングプロファイル用のコンポーネント変数 (続き)
変数名 説明 デフォルトまたはサンプル値

windows_product_directory ブートサーバー上のWindows製品の
ディレクトリ名

:[targetableComponent:ris_share_directory]

\Setup\:[os_language]\Images\:[os_name]

(デフォルト)

sif_file Software Information File (SIF)の位置 D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\Win2003\

i386\templates\ristndrd.sif

(例)

windows_component_folder 自動生成 Windows Provisionコンポー
ネントフォルダの位置

/com/sun/n1osp/autogen-:[target(..):sys.hostName]

-windows (デフォルト)

ターゲットホストへのWindowsOSのインストール
プロファイルは、ターゲットホストにOSイメージをプロビジョニングするために使用さ
れます。これらのプロファイルは、/com/sun/n1osp/autogen...provisionフォルダにあり
ます。新しいOSイメージが作成 (または添付)されるたびに、新しいプロファイルがプロ
ビジョンフォルダに追加されます。

� ターゲットホストにOSをインストールする
WindowsOSをプロビジョニングする前に、インストールするターゲットホストを作成し
ます。詳細は、第 9章を参照してください。

インストールするターゲットホストのコンポーネントの変数セットにGUIDが指定され
ていることを確認します。ターゲットホストの変数の詳細については、付録Aを参照し
てください。

プロビジョニングソフトウェアのページの「CommonTasks」セクションで、「OS
Provisioning」を選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Windows Images」セクションで「Provision
OS」をクリックします。

provisionコンポーネントが含まれるWindowsフォルダに移動します。
たとえば /com/sun/n1osp/autogen-masterserver-windows/provision/などです。

コンポーネント名をクリックします。

たとえば Windows2000_x86などです。

「ComponentDetails」ページでProvision_start:Installプロシージャの横にある「Run
action」をクリックします。

始める前に
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オペレーティングシステムのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択しま
す。

ヒント –ターゲットホストのホスト名の末尾は -targetです。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

Windowsのインストール先の管理
OSプロビジョニングプラグインでは、Windowsのインストール先に対して次の管理作業
を行うことができます。

� インストール先の状態の確認
� プロビジョニング処理の停止
� N1 SPSリモートエージェントとしてのインストール済みターゲットホストの登録
� N1 SPS環境からのプレステージ状態のホストの削除

� WindowsOSのプロビジョニング状態を確認する
N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Host Administration Tasks」セクション
で「Status」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「PlanDetails Run」ページで、OSのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択し
ます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

「Details」リンクをたどり、状態を表示します。

� WindowsOSプロビジョニング処理を停止する
N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Host Admin」セクションで「Abort」をク
リックします。
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「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「PlanDetails Run」ページで、OSのプロビジョニング先であるターゲットホストを選択し
ます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

� N1SPSにインストール済みWindowsホストを登録
する
ターゲットホストにWindowsOSをインストールしたら、N1 SPS環境にそのホストを登録
します。

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Host Admin」セクションで「Register Host」を
クリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

「PlanDetails Run」ページで、登録するターゲットホストを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

� WindowsRISサーバー上のプリステージ状態のホ
ストを削除する
OSプロビジョニングプラグインを使用し、Windows RISサーバー上のActive Directoryか
らプリステージ状態のホストを削除することができます。

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Windows Image Servers」セクション
で「Manage」をクリックします。

「ComponentsDetails」ページの「Component Procedures」テーブルにあ
る「delete_prestage_hosts」の横のチェックボックスをクリックします。

「Component Procedures」テーブルの「Actions」列で「Run」をクリックします。

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

Windowsのインストール先の管理

第 8章 • Windowsオペレーティング環境のプロビジョニング 145



「PlanDetails Run」ページの「Current Installations」リストから、削除するプレステージ
状態のホストの名前を選択します。

プレステー状態のホストの名前には、-target接尾辞が付いていません。

「Run Selected Installations」をクリックします。

「Details」リンクをクリックして、削除結果を確認します。
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OSプロビジョニング用ターゲットホス
ト

オペレーティングシステムをプロビジョニングする場合は、プロビジョニングするハー
ドウェアに関するある程度の知識が必要です。このプロセスを単純化するため、OSプロ
ビジョニングプラグインはターゲットホスト定義のセットを提供しています。OSプロビ
ジョニングプラグインはこの情報を使用して、ターゲットサーバーを遠隔で管理し、電
源オン/オフ、コンソール機能の起動、ターゲットのブートモードの設定などの機能を実
行します。

この章では、簡単にプロビジョニングできるターゲットホストのタイプを説明し、詳細
な例をいくつか説明します。この章では、次の内容について説明します。

� 147ページの「ターゲットホストタイプ」
� 152ページの「ターゲットホストを定義する作業の例」
� 169ページの「パスワードの暗号化」
� 170ページの「端末サーバーのサポート」

ターゲットホストタイプ
さまざまなハードウェアタイプを遠隔で管理するために、さまざまなメカニズムが使用
されます。その結果、その種類のハードウェアのオペレーティングシステムを効率的に
構成するには、固有の情報を知っておく必要があります。OSプロビジョニングプラグイ
ンは、OSプロビジョニングターゲットに使用する次のハードウェアグループを提供して
います。

� Sun Intelligent PlatformManagement Interface (IPMI)ターゲット
� SunAdvanced Light OutManagement (ALOM)ターゲット
� SunAdvanced Remote SystemControl (RSC)ターゲット
� Sun Light OutManagement (LOM)ターゲット
� SunMid Range Domain Controllerターゲット
� Hewlett-Packard Integrated Light OutManagement (ILO)ターゲット
� そのほかの IPMIターゲット
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� そのほかの遠隔管理ターゲット (B100sや B100xなど、上記のカテゴリに属さないもの)
� 遠隔管理をサポートしない汎用ターゲットホスト

各ターゲットホストタイプには、そのホストタイプに適用される固有の変数のセットが
あります。各ターゲットホストタイプに適用される変数の詳細については、付録Aを参
照してください。

IP接続の代替手段として、OSプロビジョニングプラグインでは、Cisco Terminal Server
2621シリーズやCycladesAlterpathACS Terminal Serverシリーズの端末サーバー、あるいは
コンセントレータタイプを使用したネットワーク管理コントローラとの接続をサポート
しています。ターゲットホストに対する変数セットで、使用するターゲットホストに端
末サーバーを指定できます。端末サーバーのサポートとそれらの端末サーバー用の変数
の詳細については、170ページの「端末サーバーのサポート」を参照してください。

プラットフォームによるターゲットホストタイプ
次の表に、OSプロビジョニングプラグインがサポートするプラットフォームとター
ゲットの一部を示します。各ハードウェアプラットフォームに関して、表には次の情報
が示してあります。

� テストされているファームウェアまたはサービスプロセッサのバージョン
� これらのプラットフォームで実行する必要がある構成
� OSプロビジョニング変数用に収集する必要がある情報
� 適用されるターゲットホストのタイプ

表 9–1プラットフォームによるターゲットホスト

ターゲットプラットフォー
ム

ファームウェアまたはサー
ビスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニングター
ゲット変数に必要な情報 ターゲットホストタイプ

SunFire x4100, x4200
ファミリ

SPバージョン 6464 � Network
Managementポー
ト (OSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能)に
IP (静的)を提供

� Service Processorの
IP

� sshユーザー/パス
ワード

� ipmiユーザー/パ
スワード

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

� プロビジョニング
インタフェースの
GUID

Sun IPMIターゲット

ターゲットホストタイプ
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表 9–1プラットフォームによるターゲットホスト (続き)
ターゲットプラットフォー
ム

ファームウェアまたはサー
ビスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニングター
ゲット変数に必要な情報 ターゲットホストタイプ

SunFire x2100ファミリ SP v4.11 � Network
Managementポー
ト (OSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能)に
IP (静的)を提供

� Service Processorの
IP

� ipmiユーザー/パ
スワード

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

� プロビジョニング
インタフェースの
GUID

Sun IPMIターゲット

SunFire v480/v880
ファミリ

RSC 2.2.3、RSCboot � RSCポート (OSプ
ロビジョニング
サーバーからルー
ティング可能)へ
IP (静的)を提供、
またはRSCシリア
ルポートを端末
サーバーに接続
(端末サーバーの
IPはOSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能であ
る必要がある)

� Telnetを有効化 (IP
ベースの管理用)

� RSC IP、または端
末サーバーの情報
(ip、タイプ、RSC
シリアルポートに
接続されるポート)

� RSCユーザー/パス
ワード

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

Sun RSCターゲット

ターゲットホストタイプ
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表 9–1プラットフォームによるターゲットホスト (続き)
ターゲットプラットフォー
ム

ファームウェアまたはサー
ビスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニングター
ゲット変数に必要な情報 ターゲットホストタイプ

SunFire v240、v210
ファミリ

SunAdvanced Lights
OutManager 1.3
(ALOM)

� ALOMポート (OS
プロビジョニング
サーバーからルー
ティング可能)へ
IP (静的)を提供、
またはALOMシリ
アルポートを端末
サーバーに接続
(端末サーバーの
IPはOSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能であ
る必要がある)

� Telnetを有効化 (IP
ベースの管理用)

� ALOM IP、または
端末サーバーの情
報 (ip、タイプ、
ALOMシリアル
ポートに接続され
るポート)

� ALOMユーザー
/パスワード

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

SunALOMターゲット

SunFire v120ファミリ Sun Lights OutManager
のバージョン: v3.12
(LOM)

� LOMポートを端末
サーバーに接続
(端末サーバーの
IPはOSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能)

� LOMとConsoleの
間で SerialA/LOM
を共有するには、
SerialA/LOMと
Serial Bポートの両
方へのコンソール
接続を設定
たとえば、Solaris
コマンド行から次
のコマンドを入力:

eeprom input-device=ttya

eeprom output-device=ttya

reboot

� LOMユーザー/パ
スワード (存在す
る場合)

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

� 端末サーバーの情
報 (タイプ、ip、
ターゲット LOM
ポートに接続され
たポート)

Sun LOMターゲット

ターゲットホストタイプ
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表 9–1プラットフォームによるターゲットホスト (続き)
ターゲットプラットフォー
ム

ファームウェアまたはサー
ビスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニングター
ゲット変数に必要な情報 ターゲットホストタイプ

SunFire v20z、v40z
ファミリ

Sun IPMI v1.5 Service
Processor、バージョン
V2.1.0.10

� Network
Managementポー
ト (OSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能)に
IP (静的)を提供

� sshを有効化

� ipmi、ipmiチャネ
ル「lan」を有効化

� Service Processorの
IP

� sshユーザー/パス
ワード

� ipmiパスワード
� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

� プロビジョニング
インタフェースの
GUID

Sun IPMIターゲット

SunFire B100s (sparc)、
B100x (x86)ファミリ

SunAdvanced Lights
OutManager for Blade
Servers 1.2 (ALOM-B
1.2)

� ALOMポート (OS
プロビジョニング
サーバーからルー
ティング可能)へ
IP (静的)を提供、
またはALOMシリ
アルポートを端末
サーバーに接続
(端末サーバーの
IPはOSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能であ
る必要がある)

� Telnetを有効化 (IP
ベースの管理用)

� ALOM IP、または
端末サーバーの情
報 (ip、タイプ、
ALOMシリアル
ポートに接続され
るポート)

� ALOMユーザー
/パスワード

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

� プロビジョニング
インタフェースの
GUID (B100xのみ)

NetworkManagement
HAL jar powerとして
b1600sc.jarを使用す
るそのほかの遠隔管理
ターゲット、ブートお
よびコンソールサービ
スはすべてこのHAL
によりサポートされる

SunFire v60x、v65x
ファミリ

IPMI対応の Baseboard
Management Controller
(BMC)

� IPMIポート (OSプ
ロビジョニング
サーバーからルー
ティング可能)に
IP (静的)を提供

� ipmi、ipmiチャネ
ル「lan」を有効化

� まず PXE対応NIC
からブートするよ
う BIOSを構成

� IPMI IPの ipmiパ
スワード

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

� プロビジョニング
インタフェースの
GUID

NetworkManagement
HAL jar専用 powerと
して ipmi.jarを使用
するそのほかの IPMI
ターゲット、サービス
はこのHALによって
提供される

ターゲットホストタイプ
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表 9–1プラットフォームによるターゲットホスト (続き)
ターゲットプラットフォー
ム

ファームウェアまたはサー
ビスプロセッサ 構成に関する要件

OSプロビジョニングター
ゲット変数に必要な情報 ターゲットホストタイプ

SunFire 3800、4800ま
たは 6800ドメイン

システムコントロー
ラ:

ScAppのバージョン:
5.18.1

Build_01 RTOSのバー
ジョン: 41

� システムコント
ローラ (OSプロビ
ジョニングサー
バーからルー
ティング可能)に
IP (静的)を提供

� telnetを有効化

� プラットフォーム
SCの IPアドレ
ス、ユーザー ID、
およびパスワード

� ドメイン名、ユー
ザー ID、およびパ
スワード

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

SunMid Rangeター
ゲット

HPProliant DLシリー
ズ (iLOベースの管理
をサポート)

iLO Integrated Lights
OutManager v 1.6.41

� iLOポート (OSプ
ロビジョニング
サーバーからルー
ティング可能)に
IP (静的)を提供

� まず PXE対応NIC
からブートするよ
う BIOSを構成

� iLO ip、ユーザー
/パスワード

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

� プロビジョニング
インタフェースの
GUID

HP iLOターゲット

そのほかのターゲット - まず PXE対応NICか
らブートするよう
BIOSを構成 (x86のみ)

� ターゲットプロビ
ジョニングインタ
フェースのMAC
アドレス

� プロビジョニング
インタフェースの
GUID (x86のみ)

汎用ターゲット (手動
制御)

ターゲットホストを定義する作業の例
ターゲットホストを定義するために従うべき一般的なプロセスは、すべてのターゲット
ホストタイプで似ています。ただし、タイプごとに詳細は異なります。この節では、す
べてではありませんが、一部のターゲットホストタイプの作業例を説明します。

SunALOMターゲットホストの定義
システムにイメージをインストールする (多くの場合「プロビジョニング」と呼ばれる)
には、事前にそのシステムについて、OSプロビジョニングサーバーに通知する必要があ
ります。

ターゲットホストを定義する作業の例
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� SunALOMターゲットホストを作成する (ブラウザインタフェー
ス)

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Target Hosts」セクションの「SunALOM」セク
ションで、「Create」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「SunALOM」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「SunALOM」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数の値を確認し、必要に応じて値を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトにより提供される情報よりも多くの情
報が必要である場合、191ページの「SunALOMターゲットホストの変数」のデ
フォルト値と例とともに、変数の詳細リストを参照してください。

d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを入力するかを決定しま
す。

パスワードを入力する方法は次の 2つがあります。

� 次の変数の適切な値を入力します。

alom_access_userid

alom_access_password

terminal_server_userid

terminal_server_password

パスワードの暗号化の詳細については、169ページの「パスワードの暗号化」
を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「PlanDetails Run」ページで
提供されるプランプロンプトにパスワードを入力します。

1

2

3

4

ターゲットホストを定義する作業の例
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e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「SunALOM」コンポーネント行にあるドロップダウ
ンメニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページから、ターゲットホストを定義するプロビジョニングサーバー
を選択します。

ヒント –OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

プランからパスワードを暗号化するには、「PlanDetails Run」ページの次の手順に従って
ください。

a. 「If you are specifying theALOMpasswordbelow」の横にあるチェックボックスをク
リックします。

b. 「Password toAccess ALOM」フィールドにパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

c. システムが端末サーバーに接続されている場合は、「If you are specifying the terminal
server passwordbelow.」のチェックボックスをクリックします。

d. 「Terminal Server Password」フィールドに端末サーバーのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1SPSブラウザインタ
フェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト test240のプ
ロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは test240-targetとなります。

� SunALOMターゲットホストを作成する (コマンド行インタフェー
ス)

SunALOMコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力
します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/SunALOM \

-name "testv240" -u admin -p admin -vars "installPath=testv240; \

description=To test v240;ethernet_mac_address=0:3:ba:53:5b:5d; \

ethernet_ip_address=10.42.42.100;ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=sun4u; \

kernel_arch=sun4u;disk_size=20GB;alom_ip_address=10.5.133.150;alom_access_userid=admin; \

alom_access_password="

5

6

7

8

1
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これらの変数の詳細については、191ページの「SunALOMターゲットホストの変数」を
参照してください。

適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを作成
します。

true

root

true

root

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If you
are specifying theALOMpassword below」ボックスをチェックすることに対応します。

� ファイルの第 2行は、ALOMにアクセスするためのパスワードです。
� ファイルの第 3行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If you are

specifying the terminal password below」ボックスをチェックすることに対応します。
� ファイルの第 4行は、端末にアクセスするためのパスワードです。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。たと
えば、ファイル名を /tmp/testv240-targetのようにします。

プランを実行し、ターゲットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/SunALOM-create -tar H:NM:masterserver-osp \

-comp + -vs testv240 -pto 30 -nto 10 -f /tmp/testv240-target

Sun IPMIターゲットホストの定義
Sun IPMIターゲットホストタイプは、Sun FireTM x2100/x4100/x4200/V20zシステムをはじめ
とする、いくつかのシステムファミリ用に使用されます。

� Sun IPMIターゲットホストを作成する (ブラウザインタフェース)
この作業では、ターゲットホストは Sun Intelligent PlatformManagement Interface (IPMI)シ
ステムです。具体的に、この例では x2100ターゲットホストを定義します。

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Target Hosts」セクションの「Sun IPMI
Targets」サブセクションで、「Create」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

2

3

1

2

3
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このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「SunIPMI」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「SunIPMI」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトは、大部分が自明なものです。ただ
し、詳細情報が必要である場合は、187ページの「Sun IPMIターゲットホストの変
数」にある、デフォルト値および例とともに変数の詳細リストを参照してくださ
い。

d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを入力するかを決定しま
す。

パスワードを入力する方法は次の 2つがあります。

� 次の変数の適切な値を入力します。

ipmi_access_userid

ipmi_access_password

ssh_access_userid

ssh_access_password

パスワードの暗号化の詳細については、169ページの「パスワードの暗号化」
を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「plan run」ページで提供さ
れるプランプロンプトにパスワードを入力します。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「SunIPMI」コンポーネント行にあるドロップダウン
メニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページから、ターゲットホストを定義するプロビジョニングサーバー
を選択します。

ヒント –OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

4

5
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プランからパスワードを暗号化するには、「PlanDetails Run」ページの次の手順に従って
ください。

a. 「If you are specifying the IPMI passwordbelow」の横にあるチェックボックスをクリック
します。

b. 「Password toAccess IPMI」フィールドにパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

c. 「If you are specifying the SSHpasswordbelow」の横にあるチェックボックスをクリック
します。

d. 「SSHPassword toAccess the RemoteManagement Interface」フィールドにパスワードを
入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1SPSブラウザインタ
フェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
sunfire-x2100のプロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは
sunfire-x2100-targetになります。

� Sun IPMIターゲットホストを作成する (コマンド行インタフェー
ス)

SunIPMIコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力し
ます。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/SunIPMI -name "x2100" \

-u admin -p admin -vars "installPath=x2100host;description=test x2100 host; \

device_type=sunfirex2100;ethernet_mac_address=00:09:3d:10:94:a6;ethernet_ip_address=10.42.42.110; \

ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=x86;kernel_arch=i86pc; \

guid={3AE45192-159D-11D8-AEF3-001083FDFE90};disk_size=20GB;ipmi_ip_address=10.5.133.134; \

ipmi_access_userid;ipmi_access_password=;ssh_access_userid=admin;ssh_access_password= \

console_service=false"

これらの変数の詳細については、187ページの「Sun IPMIターゲットホストの変数」を参
照してください。

適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを作成
します。

true

admin
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true

admin

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If you
are specifying the IPMI password below」ボックスをチェックすることに対応します。

� ファイルの第 2行は、IPMIにアクセスするためのパスワードです。
� ファイルの第 3行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If you are

specifying the SSH password below」ボックスをチェックすることに対応します。
� ファイルの第 4行は、遠隔管理インタフェースにアクセスするための SSHパスワード
です。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。たと
えば、ファイル名を /tmp/testv20z-targetのようにします。

プランを実行し、Sun IPMIターゲットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力し
ます。

# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/SunIPMI-create -tar H:NM:masterserver-osp \

-comp + -vs x2100 -pto 30 -nto 10 -f /tmp/test-x2100

上記の例は、Sun Fire x2100用です。

SunRSCターゲットホストの定義
Sun RSCターゲットホストタイプは Sun FireTM v490または v690システムなどのシステムに
使用されます。

� SunRSCターゲットホストを作成する (ブラウザインタフェース)

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Target Hosts」セクションの「SunRSCI
Targets」セクションで、「Create」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「SunRSC」コン
ポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。
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� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「SunRSC」コン
ポーネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数の値を確認し、必要に応じて値を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトにより提供される情報よりも多くの情
報が必要である場合、194ページの「Sun RSCターゲットホストの変数」のデ
フォルト値および例とともに、変数の詳細リストを参照してください。

d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを入力するかを決定しま
す。

パスワードを入力する方法は次の 2つがあります。

� 次の変数の適切な値を入力します。

rsc_access_userid

rsc_access_password

terminal_server_userid

terminal_server_password

パスワードの暗号化の詳細については、169ページの「パスワードの暗号化」
を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「PlanDetails Run」ページで
提供されるプランプロンプトにパスワードを入力します。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「SunRSC」コンポーネント行にあるドロップダウン
メニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページから、ターゲットホストを定義するプロビジョニングサーバー
を選択します。

ヒント –OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

プランからパスワードを暗号化するには、「PlanDetails Run」ページの次の手順に従って
ください。

a. 「If you are specifying the RSCpasswordbelow」の横にあるチェックボックスをクリック
します。
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b. 「Password toAccess RSC」フィールドにパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

c. 「If you are specifying the terminal server passwordbelow」の横にあるチェックボックスを
クリックします。

d. 「Terminal Server Password」フィールドに端末サーバーのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1SPSブラウザインタ
フェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト test490のプ
ロビジョニングターゲットを定義した場合は、仮想ホストは test490-targetになりま
す。

� SunRSCターゲットホストを作成する (コマンド行インタフェー
ス)

SunRSCコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力し
ます。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/SunRSC \

-name "testv490" -u admin -p admin -vars "installPath=testv490; \

description=To test v490;ethernet_mac_address=0:3:ba:53:5b:5d; \

ethernet_ip_address=10.42.42.100;ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=sun4u; \

kernel_arch=sun4u;disk_size=20GB;rsc_ip_address=10.5.133.150;rsc_access_userid=admin; \

rsc_access_password="

これらの変数の詳細については、194ページの「Sun RSCターゲットホストの変数」を参
照してください。

適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを作成
します。

true

root

false

root

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If you
are specifying the RSC password below」ボックスをチェックすることに相当します。

� ファイルの 2行目は、ILOにアクセスするためのパスワードです。

7

8

1

2

ターゲットホストを定義する作業の例

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (OS Provisioning Plug-In 3.0) • 2006年 4月160



� ファイルの 3行目は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If you are
specifying the terminal password below」ボックスをチェックすることに相当します。

� ファイルの 4行目は、端末にアクセスするためのパスワードです。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。たと
えば、ファイル名を /tmp/testv490-targetのようにします。

プランを実行し、ターゲットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力します。

# cat /tmp/RSC-target | cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/SunRSC-create -tar H:NM:masterserver-osp \

-comp + -vs testv490 -pto 30 -nto 10 -f /tmp/testv490-target

HP ILOターゲットホストの定義
次の作業に、HPProLiantシリーズシステムなどのHP ILOホストを定義する方法を示しま
す。

� HP ILOターゲットホストを作成する (ブラウザインタフェース)

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Target Hosts」セクションの「HP ILO Targets」
サブセクションで、「Create」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「HPILO」コンポー
ネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「HPILO」コンポー
ネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトは、大部分が自明なものです。ただ
し、詳細情報が必要である場合は、203ページの「HP ILOターゲットホストの変
数」にある、デフォルト値および例とともに変数の詳細リストを参照してくださ
い。
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d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを指定するかを決定しま
す。

パスワードを指定する方法は次の 2つがあります。

� 次の変数の適切な暗号化された値を入力します。

ilo_access_userid

ilo_access_password

パスワードの暗号化の詳細については、169ページの「パスワードの暗号化」
を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「plan run」ページで提供さ
れるプランプロンプトにパスワードを入力します。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「HPILO」コンポーネント行にあるドロップダウン
メニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、ターゲットホストを定義するプロビジョニングサーバーを
選択します。

ヒント –OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

プランからパスワードを暗号化するには、「PlanDetails Run」ページの次の手順に従って
ください。

a. 「If you are specifying the ILOpasswordbelow」の横にあるチェックボックスをクリック
します。

b. 「Password toAccess ILO」フィールドにパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1SPSブラウザインタ
フェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。

-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
hp-proliant-1のプロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは
hp-proliant-1-targetとなります。
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� HP ILOターゲットホストを作成する (コマンド行インタフェース)

HPILOコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力しま
す。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/HPILO -name "hpProliant" \

-u admin -p admin -vars "installPath=HP-Proliant;description=Test description; \

ethernet_mac_address=00:0E:7F:FD:85:26;ethernet_ip_address=10.42.42.20; \

ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=x86;kernel_arch=i86pc; \

guid={4D303435-4C47-5037-3239-202020202020};disk_size=20GB;ilo_ip_address=10.5.133.166; \

ilo_version=1.6.4;ilo_access_userid=admin;ilo_access_password="

これらの変数の詳細については、203ページの「HP ILOターゲットホストの変数」を参
照してください。

適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを作成
します。
true

admin123

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの「If you
are specifying the ILO password below」ボックスをチェックすることに対応します。

� ファイルの第 2行は、ILOにアクセスするためのパスワードです。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。たと
えば、ファイル名を /tmp/hp-proliantのようにします。

プランを実行し、ターゲットホストを作成するには、次の例のようなコマンドを入力し
ます。
# cat /tmp/hp-proliant | cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/HPILO-create -tar H:NM:masterserver-osp -comp + \

-vs hpProliant -pto 30 -nto 10 -f /tmp/hp-proliant

そのほかの遠隔管理ターゲットホストの定義
事前定義されたタイプに一致しないが、SunFire B100sや B100xブレードなど、そのほかの
形式の遠隔管理を有するターゲットホストを特定するには、遠隔管理ターゲットホスト
タイプを使用します。このオプションでは、ターゲットに関する情報を指定する非常に
大きな柔軟性が得られますが、いくつかの変数を入力する必要もあります。

このタイプのターゲットに関して収集される遠隔管理情報には 2つのセットがありま
す。遠隔管理情報の最初のセットは _1接尾辞で終わり、2番目のセットは _2接尾辞で終
わります。各遠隔ネットワーク管理情報のセットには、ネットワーク管理のタイプに関
する情報と、遠隔ネットワーク管理機能を処理する関連付けられたハードウェア抽象レ
イヤー (HAL) JARファイルが必要です。HAL JARファイルは、OSプロビジョニングサー
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バー上の /opt/SUNWn1osp/driversにあります。各HAL JARファイルがサポートする、電
源、ブート、コンソールなどのサービスを理解しておく必要があります。たとえば、
b1600sc.jarファイルには、Sun Fire B100s/B100x Bladeシリーズに対する電源、ブート、お
よびコンソールサービスのサポートが含まれています。遠隔管理ホストタイプ用の変数
セットを作成する前に、それらのサービス、またそれらのサービスをサポートするHAL
JARを理解しておいてください。

各遠隔ネットワーク管理インタフェースは端末サーバー接続を使用できます。この場
合、端末サーバーに関する情報を入力する必要もあります。ネットワーク管理のタイプ
に応じて、ネットワーク管理は電源管理、ブートモード、およびコンソールサポートを
サポートする場合があります。

� そのほかの遠隔管理ターゲットホストを作成する (ブラウザイン
タフェース)

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Target Hosts」セクションの「Other
Remotely-Managed Targets」サブセクションで、「Create」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「Other」コンポー
ネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「Other」コンポー
ネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. 変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのプロンプトは、大部分が自明なものです。ただ
し、詳細情報が必要である場合は、209ページの「そのほかの遠隔管理ターゲット
ホストの変数」にある、デフォルト値および例とともに変数の詳細リストを参照
してください。

d. 変数セットとプランプロンプトのどちらにパスワードを指定するかを決定しま
す。

パスワードを指定する方法は次の 2つがあります。
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� 次の変数の適切な暗号化された値を入力します。

netmgmt_password_1

terminal_server_access_password_1

netmgmt_password_2

terminal_server_access_password_2

パスワードの暗号化の詳細については、169ページの「パスワードの暗号化」
を参照してください。

� コンポーネント変数を空白のままにしておいて、「plan run」ページで提供さ
れるプランプロンプトにパスワードを入力します。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「Other」コンポーネント行にあるドロップダウンメ
ニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページから、ターゲットホストを定義するプロビジョニングサーバー
を選択します。

ヒント –OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

プランからパスワードを暗号化するには、「PlanDetails Run」ページの次の手順に従って
ください。

a. 最初の「If you are specifying the passwordbelow」の横にあるチェックボックスをク
リックします。

b. 「Password toAccessManagement Interface 1」フィールドに、最初のネットワーク管理
インタフェースにアクセスするためのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

c. 最初の「If you are specifying the terminal server passwordbelow」の横にあるチェック
ボックスをクリックします。

d. 「Password toAccess Terminal Server Password 1」フィールドに、最初の端末サーバーに
アクセスするためのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

e. 2つ目の「If you are specifying the passwordbelow」の横にあるチェックボックスをク
リックします。
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f. 「Password toAccessManagement Interface 2」フィールドに、2つ目のネットワーク管理
インタフェースにアクセスするためのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

g. 2つ目の「If you are specifying the terminal server passwordbelow」の横にあるチェック
ボックスをクリックします。

h. 「Password toAccess Terminal Server Password 2」フィールドに、2つ目の端末サーバーに
アクセスするためのパスワードを入力します。

入力時にパスワードは暗号化されます。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1SPSブラウザインタ
フェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。
-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト
sunfire-b100s-1のプロビジョニングターゲットを定義した場合は、仮想ホストは
sunfire-b100s-1-targetになります。

� そのほかの遠隔管理ターゲットホストを作成する (コマンド行イ
ンタフェース)
次のCLIの例では、SunFire B100sシステムのターゲットホストを作成します。

Otherコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力しま
す。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/Other -name "b100s10" \

-u admin -p admin -vars "installPath=Blade-S10;description=S10 b100s blade target; \

ethernet_mac_address=00:03:ba:29:e4:ea;ethernet_ip_address=10.216.0.11; \

ethernet_netmask=255.255.255.192;architecture=sun4u;kernel_arch=sun4u;disk_size=30GB; \

netmgmt_type_1=b1600sc;netmgmt_version_1=1.0; \

netmgmt_hal_jar_1="file:///opt/SUNWn1osp/drivers/sun/b1600sc.jar"; \

netmgmt_ip_address_1=10.216.0.60;netmgmt_protocol_1=telnet;netmgmt_port_1=s10; \

power_service_true_false_1=true;boot_service_true_false_1=true; \

console_service_true_false_1=true;netmgmt_userid_1=admin;netmgmt_password_1=Clz6pK2b6qw="

これらの変数の詳細については、209ページの「そのほかの遠隔管理ターゲットホストの
変数」を参照してください。

適切なパスワードアクセス権を設定するには、次のエントリが含まれるファイルを作成
します。
false

admin

false

admin

false
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admin

false

admin

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの最初
の「If you are specifying the password below」ボックスに対応します。

� ファイルの第 2行は、最初の管理インタフェースに対するパスワードです。
� ファイルの第 3行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの最初の「If

you are specifying the terminal server password below」ボックスに対応します。
� ファイルの第 4行は、最初の端末サーバーに対するパスワードです。
� ファイルの第 5行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの 2つ目
の「If you are specifying the password below」ボックスに対応します。

� ファイルの第 6行は、2つ目の管理インタフェースに対するパスワードです。
� ファイルの第 7行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクションの 2つ目
の「If you are specifying the terminal server password below」ボックスに対応します。

� ファイルの第 8行は、2つ目の端末サーバーに対するパスワードです。

次の手順で思い出せるように、必ず意味のある名前をファイルに付けてください。たと
えば、ファイル名を /tmp/b100sのようにします。

プランを実行し、ターゲットホストを作成するには、次の例のようなコマンドを入力し
ます。
# cat /tmp/b100s | cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/targets/Other-create -tar H:NM:masterserver-osp -comp + \

-vs b100s10 -pto 30 -nto 10 -f /tmp/b100s

汎用ターゲットホストの定義
ワークステーションやデスクトップシステムなど、遠隔管理インタフェースを持たない
ターゲットの電源を手動でオン/オフにすることができます。これらのターゲットをOS
プロビジョニング用に特定するには、「Generic Target Host」オプションを使用します。

� 汎用ターゲットホストを作成する (ブラウザインタフェース)

N1SPSブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「OSProvisioning」を
選択します。

「OSProvisioning CommonTasks」ページの「Target Hosts」セクションの「Generic Targets」
サブセクションで、「Create」をクリックします。

「PlansDetails」ページの「Run」をクリックします。

3
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このプランに使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用するには、「Plan Parameters」テーブルの「Target」コンポー
ネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成するには、「Plan Parameters」テーブルの「Target」コンポー
ネント行で「Select fromList」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. OSPControl Serviceを呼び出すかどうかを決定します。

汎用ターゲットホストの場合は、osp_control_service変数に特に注意してくださ
い。ユーザーがこの値を TRUEに設定し、システムに手動のHALがある場合、N1
SPSソフトウェアは停止し、ユーザーが適切な機能を実行するのを待機します。状
態監視機能を介してインストールの状態を監視している場合は、OSプロビジョニ
ング制御サービスを使用して、ターゲットホストの電源オフと電源オンのタイミ
ングを把握できます。

ターゲットホストが私設ネットワーク上にあり、DHCPサービスにアクセスでき
ない場合は、この変数を FALSEに設定します。

d. そのほかの変数を確認し、必要に応じて変数を変更します。

コンポーネント変数テーブルのそのほかのプロンプトは、大部分が自明なもので
す。ただし、詳細情報が必要である場合は、215ページの「汎用ターゲットホスト
の変数」にある、デフォルト値および例とともに変数の詳細リストを参照してく
ださい。

e. 変数セットを保存します。

f. 「Plan Parameters」テーブルの「Target」コンポーネント行にあるドロップダウン
メニューから、直前に保存した変数セットを選択します。

「PlanDetails Run」ページで、ターゲットホストを定義するプロビジョニングサーバーを
選択します。

ヒント –OSプロビジョニングサーバーのホスト名の末尾は -ospです。

「RunPlan (includes preflight)」をクリックします。

4

5

6

ターゲットホストを定義する作業の例

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (OS Provisioning Plug-In 3.0) • 2006年 4月168



ターゲットホストが正常に作成されたことを確認するには、N1SPSブラウザインタ
フェースの左側にある「Hosts」リンクをクリックします。
-targetが付加された仮想ホストの名前が表示されます。たとえば、ホスト sunfire-v60x

のプロビジョニングターゲットを定義した場合、仮想ホストは sunfire-v60x-targetとな
ります。

� 汎用ターゲットホストを作成する (コマンド行インタフェース)

Targetコンポーネントの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力しま
す。
# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/targets/Target -name "mysystem" \

-u admin -p admin -vars "installPath=Generic;target_host=:[installPath]-target; \

description=Test description;ethernet_mac_address=00:0E:7F:FD:85:26; \

ethernet_ip_address=10.42.42.20;ethernet_netmask=255.255.255.0;architecture=x86; \

kernel_arch=i86pc;disk_size=20GB"

これらの変数の詳細については、215ページの「汎用ターゲットホストの変数」を参照し
てください。

プランを実行し、ターゲットホストを作成するには、次の例のようなコマンドを入力し
ます。
# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID \

NM:/com/sun/n1osp/targets/Target-create -tar H:NM:masterserver-osp -comp + \

-vs mysystem -pto 30 -nto 10

パスワードの暗号化
Solarisまたは Linuxシステムの rootアクセス権のパスワードを指定するには、OSプロビ
ジョニングのツールではなくオペレーティングシステムのツールを使用してパスワード
を暗号化する必要があります。

OSプロビジョニング変数のパスワードの暗号化
OSプロビジョニング変数のパスワードを暗号化するには、次の 3つの方法があります。

� OSプロビジョニングサーバーで次のコマンドを実行する。
/opt/n1osp/sbin/n1osp_encrypter clear-text clear-textの暗号化されたバージョンが画面
に表示されます。

� N1 SPSブラウザインタフェースを使用して、プラン
/com/sun/n1osp/untyped/EncryptPasswordに移動し、そのプランでパスワードを入力
する。暗号化された値を確認するには、「progress details」リンクをナビゲートし、
stdoutを表示します。

� N1 SPSサーバーで次のコマンドを入力します。
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# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin -PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/EncryptPassword \

-tar H:NM:masterserver-osp -pto 30 -nto 10

# cr_cli -cmd pe.p.lo -u admin -p admin -ID id-from-the-EncryptPassword-command
# cr_cli -cmd pe.p.en -u admin -p admin -ID last-id-from-the-pe.p.lo-command

OS rootアクセス権のパスワードの暗号化
Solarisまたは Linuxシステムの rootアクセス権のパスワードを指定する必要がある場合、
OSプロビジョニングのツールではなくオペレーティングシステムのツールを使用してパ
スワードを暗号化する必要があります。

ツールは、オペレーティングシステムとオペレーティングシステムの特定のバージョン
により異なります。たとえば Solaris 9システムでは、通常のユーザーは単に /etc/shadow

ファイルから rootパスワードをコピーします。詳細については、ご使用のオペレー
ティングシステムのマニュアルを参照してください。

端末サーバーのサポート
IP接続の代替手段として、OSプロビジョニングプラグインでは、次の端末サーバー、あ
るいはコンセントレータタイプを使用したネットワーク管理コントローラとの接続をサ
ポートしています。

� Cisco Terminal Server 2621シリーズ

製品情報は、http://www.cisco.comを参照してください。

� CycladesAlterpathACS Terminal Serverシリーズ

製品情報は、http://www.cyclades.comを参照してください。

OSプロビジョニングプラグインは、これらの端末サーバー/コンセントレータ用のアクセ
スプロトコルとして telnetプロトコル (Cisco Terminal Server 2621用)および SSHプロトコ
ル (CycladesAlterpathACS Terminal Server用)をサポートしています。これらの端末サー
バーの技術仕様および設定方法については、それぞれのベンダーのマニュアルを参照し
てください。

OSプロビジョニングプラグインでは、Cisco 2621が、サーバーネットワーク管理コント
ローラにバインドするデフォルトの端末サーバーになります。CycladesAlterpathACS端末
サーバーを使用するには、ターゲットホストに応じて適切な端末サーバー変数を編集し
ます。表 9–2は、Cisco 2621およびCycladesAlterpathACS端末サーバーの両方の端末サー
バー変数と値の一覧です。
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表 9–2端末サーバーの変数と値

変数 (説明) Cisco 2621の変数値 Cyclades Alterpathの変数値

terminal_server_type (端末
サーバータイプ)

Cisco2621 cyclades

terminal_server_hal_jar (端末
サーバーのHAL JAR)

file://:[targetableComponent:

installPath]/SUNWn1osp/

drivers/cisco/c2621.jar

file://:[targetableComponent:

installPath]/SUNWn1osp/

drivers/cyclades/cycladesTS.jar

terminal_server_port (端末
サーバーのポート)

2032以上のポート値 7000以上のポート値

terminal_server_protocol (端末
サーバーのアクセスプロトコ
ル)

telnet (sshはサポートされな
い)

ssh (telnetはサポートされな
い)

このほかに、ターゲットホストが端末サーバーを使用できるようにするには、次の変数
の値を指定する必要があります。

terminal_server_ip_address ターゲットホストに接続されている端末サーバーの IPア
ドレスを指定します。

terminal_server_userid 端末サーバー用のユーザー IDを指定します。

terminal_server_password 端末サーバー用の暗号化されたパスワードを指定しま
す。

パスワードを暗号化する方法の詳細については、
169ページの「パスワードの暗号化」を参照してくださ
い。
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障害追跡

この章には、OSプロビジョニングの問題をより簡単に解決できるようにする情報が記載
されています。

この章では、次の内容について説明します。

� 173ページの「一般的な障害追跡のガイドライン」
� 175ページの「Solaris関連の問題の解決」
� 176ページの「Linux関連の問題の解決」
� 177ページの「Windows関連の問題の解決」

一般的な障害追跡のガイドライン
問題:プロビジョンプランは正常に実行されたが、ターゲットに対するプロビジョニング
に失敗した。

対処方法:これにはいくつかの問題が考えられます。考え得るプロビジョニング失敗原因
の一部を、次に示します。このリストを使用して問題を特定してください。

1. プロビジョニングログを調べるには、N1 SPSブラウザインタフェースで「Host
Status」情報を表示します。ターゲットでHost Statusプランを実行します。stdoutと
stderrの両方をチェックして、失敗の原因を確認します。

2. OSプロビジョニングサーバーにログインして、/var/run/n1osp/logフォルダでログを
チェックし、/var/run/n1osp/consoleフォルダでコンソール出力もチェックします。
また、SolarisベースのOSプロビジョニングサーバーの場合は、/var/adm/n1osp*

ファイルのメッセージ、LinuxベースのOSプロビジョニングサーバーの場合は、
/var/log/n1osp*ファイルのメッセージもチェックします。/var/adm/n1osp*ファイル
で詳細な情報を表示するには、/opt/SUNWn1osp/etc/n1osp-core.propertiesファイル
内の n1.isp.core.debuglevelプロパティーの値を変更します。たとえば、
n1.isp.core.debuglevel=25に変更します。

3. ターゲットへのコンソールを取得し、再度プロビジョニングを行なって失敗の原因を
確認します。
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4. OSプロビジョニングサーバー、ブートおよびインストールサーバー、およびター
ゲットホストの間のネットワーク接続をチェックします。OSプロビジョニングサー
バーとブートおよびインストールサーバーの間、OSプロビジョニングサーバーと
ターゲットホストの間、およびブートおよびインストールサーバーとターゲットホス
トの間のパケットに対して ping/snoopを行います。

注 –OSプロビジョニングサーバーまたはブートおよびインストールサーバーが複数の
IPアドレスを持っている場合、プロビジョニングに使用されるアドレスを使用しま
す。

5. ターゲットからのDHCPパケットがOSプロビジョニングサーバーに到達していない
場合、ターゲットが、DHCPを使用してネットワーク経由でブートするよう構成され
ているかどうかをチェックします。ターゲットホストに複数のネットワークインタ
フェースがある場合、ターゲットホストが、ホストプロファイルで指定されているイ
ンタフェースを使用し、オペレーティングシステムのブートとインストールを行うよ
うにします。ターゲットのプロビジョニングを再度行い、OSプロビジョニングサー
バーの /etc/dhcpd.confファイルにターゲットホスト用のエントリがあるかどうかを
チェックします。OSプロビジョニングの期間のみターゲットに応答するようDHCP
が構成されている場合は、ターゲットのプロビジョニングを再度行い、DHCPが正し
く構成されているかどうかを確認する必要があります。

6. Solaris、Linux、およびWindowsのブートおよびインストールサーバーが正しく設定さ
れているかどうかをチェックします。詳細については、適切なOSのマニュアルを参
照してください。NFS (Solarisおよび Linuxの場合)またはCIFS (Windowsの場合)を使
用してOSメディアを共有するよう、ブートおよびインストールサーバーが正しく構
成されていることを確認します。OSプロファイルで使用されている IPアドレスと、
ブートおよびインストールサーバーで構成されている IPアドレスが一致することを確
認します。TFTPサービスがブートおよびインストールサーバーで動作するよう構成
されているかどうかをチェックします。

7. IPアドレス、パスワードなどの情報のOSプロファイル情報とホストプロファイル情
報をチェックします。

8. OSがインストールに失敗したりハングする場合は、ネットワーク経由でターゲット
をブートするのに必要なドライバがOSプロファイルにあるかどうかをチェックしま
す。詳細については、各OSのマニュアルを確認してください。

問題:プロファイルの作成時、ホストの作成時、またはターゲットのプロビジョニング時
にエラーが発生する。

対処方法:エラーは、プロビジョニングプロセスの複数の時点で発生する可能性がありま
す。次のことをチェックします。

1. N1 SPSリモートエージェント (RA)が、ブートおよびインストールサーバーで正しく
インストールされていることを確認します。マスターサーバーがRAに到達できるこ
とを確認します。詳細については、『SunN1 Service Provisioning System 5.2インストー
ルガイド』を参照してください。

一般的な障害追跡のガイドライン
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2. N1 SPSコマンド行インタフェース (CLI)が、OSプロビジョニングサーバーと Solarisお
よび Linuxブートおよびインストールサーバー上にインストールされていることを確
認します。単純な cr_cliコマンドを実行します。

3. プランの stdoutおよび stderrをチェックします。
4. プランおよびコンポーネント変数に有効な値が指定されていることを確認します。

Solaris関連の問題の解決
問題: Solarisオペレーティングシステムのプロビジョニング処理のシーケンスがわからな
い。

対処方法: Solarisのシーケンスは次のようになります。

1. ターゲットホスト用に JETサーバーまたは Solarisブートおよびインストールサーバー
が用意されます。

2. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPが、ターゲットホストに対して設定されま
す。

3. ターゲットホストが再起動され、DHCPを使用してネットワーク経由でブートしま
す。

4. ターゲットホストはDHCP検出パケットをブロードキャストします。
5. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPサーバーがDHCPオファーを送信します。
6. ターゲットホストはDHCP要求パケットをブロードキャストします。
7. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPサーバーがDHCPACKを送信します。
8. ターゲットはTFTPプロトコルを使用して、JETサーバーからブートカーネルを取得
します。

9. ターゲットは、NFS経由で JETサーバーからファイルを取得することで、OSをインス
トールします。

問題: Solarisイメージをインポートしている間にプランがタイムアウトする。
対処方法:マスターサーバーでプランのデフォルトのタイムアウトを設定します。次の手
順を実行します。

1. 次の構成ファイルを編集します。

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.2/server/config/config.properties

2. 次のプロパティーを設定します。

pe.nonPlanExecNativeTimeout=12000

pe.defaultPlanTimeout=12000

3. マスターサーバーを再起動します。

# cr_server stop

# cr_server start

Solaris関連の問題の解決
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問題: Solarisイメージをインポートしている間にプランが失敗する。
対処方法:この問題を分析するには、次の手順に従います。

1. プランの stdoutおよび stderrメッセージをチェックします。
2. メディアを保持するのに十分なディスク容量があることを確認します。
3. 変数の値をチェックします。すべてのパスが正しく完全であることを確認します。

問題: x86システムでの Solaris 10 1/06OSのプロビジョニングで、インストールに失敗す
る。

対処方法:ブートおよびインストールサーバーに /tftpboot/I86PC.Solaris_10–1フォルダが
存在することを確認します。このフォルダが存在しない場合は、フォルダを作成し、
ターゲットホストへのプロビジョニングをやり直します。

問題:ヘッドレスターゲットホストへの Solaris OSのプロビジョニングで、インストールが
対話形式になり、kdmconfigユーティリティーが起動される。

対処方法:プロビジョニングプランから SUNWxwssuおよび SUNWxwscfパッケージを削除しま
す。Solaris OSプロビジョニングプロファイル内の profile_del_packages_base_config変
数の値を SUNWxwssu SUNWxwscfに設定します。

Linux関連の問題の解決
問題:Linuxオペレーティングシステムのプロビジョニング処理のシーケンスがわからな
い。

対処方法:Linuxのシーケンスは次のようになります。

1. ターゲットホスト用に Linuxブートおよびインストールサーバーが用意されます。

2. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPが、ターゲットホストに対して設定されま
す。

3. ターゲットホストが再起動され、DHCPを使用してネットワーク経由でブートしま
す。

4. ターゲットホストはDHCP検出パケットをブロードキャストします。

5. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPサーバーがDHCPオファーを送信します。

6. ターゲットホストはDHCP要求パケットをブロードキャストします。

7. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPサーバーがDHCPACKを送信します。

8. ターゲットはTFTPプロトコルを使用して、Linuxブートおよびインストールサーバー
からブートカーネルを取得します。

9. ターゲットは、NFS経由で Linuxブートおよびインストールサーバーからファイルを
取得することで、OSをインストールします。
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問題:インストールが開始するが、ディスクラベルを読み取ることができないというプロ
ンプトがユーザーに表示される。

対処方法:通常この問題は、Linuxがアーキテクチャーのデフォルトとして認識しない
ディスクラベルフォーマットを使用する別のOSが以前にインストールされていたことを
示しています。ユーザーにプロンプトを表示することなく、インストーラにディスクラ
ベルをデフォルトアーキテクチャーに再初期化させるには、kickstart構成ファイルの
clearpart指令に --initlabelオプションを追加します。

問題:インストールがDHCPを介して IPアドレスを取得できない。
対処方法:次の解決策を試してください。

� ターゲットが接続されているスイッチで、スイッチポートを portfastに設定します。
� PXE構成ファイルで linksleepをチェックします。
� kickstartプロパティーファイルの InitialBootTimeoutをより大きな値に変更します。

問題:ターゲットはDHCPパケットを取得するが、ブートに失敗する。
対処方法:次の解決策を試してください。

� pxelinux.0と initrdがターゲットプラットフォームをサポートしているかどうか、およ
びネットワーク経由でターゲットをブートするのに必要なドライバを持っているかど
うかをチェックします。

� OSプロファイルとOSディストリビューションが Linuxブートおよびインストール
サーバーで正しく設定されていることを確認します。

� NFSおよびTFTPサービスが Linuxブートおよびインストールサーバーで正しく設定
されていることを確認します。

問題:コンソールに次のメッセージが表示される。

VFS: mounted root (ext2) filesystem

対処方法: Linuxカーネルは、コンソールを別の場所にリダイレクトしています。PXE構成
ファイルでコンソール設定を変更します。

問題:インストールが対話式モードになる。

対処方法: kickstartファイルにエラーがないかチェックします。サーバーの IPアドレスと
パスが正しく完全であることを確認します。

Windows関連の問題の解決
問題:Windowsオペレーティングシステムのプロビジョニングのシーケンスがわからな
い。

対処方法:Windowsをプロビジョニングするシーケンスは次のようになります。

1. Windowsブートおよびインストールサーバーが、Active Directoryでターゲットホスト
に対して事前準備されます。
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2. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPが、ターゲットホストに対して設定されま
す。

3. ターゲットホストが再起動され、DHCPを使用してネットワーク経由でブートしま
す。

4. ターゲットホストはDHCP検出パケットをブロードキャストします。
5. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPサーバー、およびWindowsブートおよびイ
ンストールサーバー上の BINLがDHCPオファーを送信します。

6. ターゲットはOSプロビジョニングサーバーからのDHCPオファーを選択し、DHCP
要求パケットをブロードキャストします。

7. OSプロビジョニングサーバー上のDHCPサーバーがDHCPACKを送信します。
8. ターゲットは (PXEブートサーバーに対して)再度DHCP検出パケットをブロード
キャストします。

9. Windowsブートおよびインストールサーバー上の BINLは (PXEに対して) DHCPオ
ファーを送信します。

10.ターゲットはDHCPパケット内の次のサーバーの情報を使用し、TFTPを行なって、
Windowsブートおよびインストールサーバーからブートカーネルを取得します。

11. ターゲットは、WindowsブートおよびインストールサーバーからCIFS経由でファイ
ルを取得することで、テキストモードインストールを行います。

12.ターゲットは再起動します。
13.この時点でDHCPサーバーはクリアされ、ターゲットホストに応答しないため、ター
ゲットはディスクからブートします。

14.ターゲットはGUIモードインストールを行います。
15.ターゲットは再起動し、SIFファイルのGuiRunOnceセクションのスクリプトを実行し
ます。

PXE/DHCP/BINLSVCに関連する問題
問題:PXEROMのバージョンが正しいことを確認する方法は。
対処方法:NetPCまたはクライアントコンピュータがROMブートを行う場合、PXE (LSA)
ROMメッセージが画面に表示されます。クライアントマシンのブートシーケンス時に
は、表示される PXE ROMコードのバージョンを確認できます。Windows 2000 RISは、
.99cまたはそれ以降の PXE ROMをサポートしています。この既存のROMバージョンで
成功しなかった場合、新しいバージョンの PXEベースのROMコードをOEMから入手し
なければならない場合があります。

問題:クライアントコンピュータが IPアドレスを受信したかどうか、およびリモートイン
ストールサーバーにコンタクトしたかどうかを確認する方法は。

対処方法:クライアントコンピュータがブートすると、PXEBoot ROMは読み込みと初期化
を開始します。多くのNet PCまたは PXE ROMベースのコンピュータでは、次の 4つの手
順のシーケンスが発生します。
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注 –シーケンスは、使用中のコンピュータで異なる場合があります。

1. クライアントコンピュータはメッセージ BootPを表示します。このメッセージは、ク
ライアントがDHCPサーバーから IPアドレスを要求していることを示しています。

障害追跡: BootPメッセージがクライアントに到着していなければ、クライアントは IP
アドレスを受信していません。次の可能性をチェックしてください。

� DHCPサーバーは使用可能で、サービスが開始されていますか。DHCPおよびRIS
サーバーは、サービスを開始するためには、Active Directoryで認証されている必要
があります。サービスが開始していて、そのほかの非遠隔、ブート対応クライア
ントが、このセグメントで IPアドレスを受信していることをチェックします。

� 非遠隔、ブート対応クライアントなどのそのほかのクライアントコンピュータ
が、このネットワークセグメントで IPアドレスを受信できていますか。

� DHCPサーバーでは IPアドレスの有効範囲が定義済みで、起動されていますか。
この機能を確認するには「スタート」をクリックし、「プログラム」、
「Administrative Tools」の順にポイントし、「DHCP」をクリックします。また
は、「スタート」をクリックし、「プログラム」、「Administrative Tools」の順に
ポイントし、「Event Viewer」をクリックする方法もあります。

� 「System Log for DHCP」のイベントログにエラーメッセージがありますか。
� クライアントとDHCPサーバーの間に、DHCPパケットの通過を許可しないルー
ターがありませんか。

2. クライアントがDHCPサーバーから IPアドレスを受信した場合、メッセージはDHCP
に変化します。これは、クライアントが正しく IPアドレスをリースし、現在RISサー
バーとのコンタクトを待機していることを示します。

障害追跡:DHCPメッセージがクライアントに到着していなければ、クライアントは
遠隔インストールサーバーから応答を受け取っていません。次の可能性をチェックし
てください。

� 遠隔インストールサーバーが使用可能で、(BINLSVC) RISサービスが開始されてい
ますか。RISサーバーは、サービスを開始するためには、Active Directoryで認証さ
れている必要があります。サービスが開始したことを確認するには、DHCPス
ナップイン (「スタート」をクリックし、「プログラム」、「Administrative
Tools」の順にポイントして「DHCP」をクリック)を使用します。

� そのほかの遠隔ブート対応クライアントがClient Installationウィザードを受信して
いますか。受信している場合、このクライアントコンピュータはサポートされて
いないか、リモートブートROM関連の問題がある可能性があります。クライアン
トコンピュータの PXE ROMのバージョンをチェックします。

� クライアントと遠隔インストールサーバーとの間に、DHCPベースの要求または
応答の通過を許可していないルーターがありませんか。RISクライアントとRIS
サーバーが別のサブネット上にある場合、2つのシステム間のルーターは、RIS
サーバーにDHCPパケットを転送するよう構成する必要があります。これは、RIS
クライアントはDHCPブロードキャストメッセージを使用してRISサーバーを検
出するためです。ルーターでDHCP転送が設定されていない場合、クライアント
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のDHCPブロードキャストはRISサーバーには到達しません。ルーターの構成マ
ニュアルでは、このDHCP転送プロセスは、DHCPプロキシや IPヘルパーアドレ
スと呼ばれる場合もあります。

DHCPの設定を確認するには、「スタート」をクリックし、「プログラム」、
「Administrative Tools」の順にポイントし、「Event Viewer」をクリックします。使
用する固有のルーターでのDHCP転送の設定については、そのルーターでの手順
を参照してください。

� RIS (BINLSVC)、DNS、またはActive Directoryに固有の SystemまたはApplicationロ
グのイベントログに、エラーメッセージがありますか。

3. クライアントは BINLに変化するか、ユーザーに F12キーを押すよう求めるプロンプ
トを表示します。このことは、クライアントはRISサーバーにコンタクトし、最初の
イメージファイルOSChooserのTFTP転送を待機していることを意味します。BINLお
よびTFTPメッセージが表示されない場合がありますが、これは一部のマシンではこ
のシーケンスがあまりにも早く行われるためです。(注:
<reminst_share>\OSChooser\i386および <reminst_share>\OSChooser\amd64フォルダ
で、startrom.comファイルと startrom.n12ファイルを交換することにより、F12キーを
押す作業が自動化される)。
障害追跡:クライアントマシンが遠隔インストールサーバーから応答が得られない場
合、クライアントはタイムアウトになり、DHCP、BINL、またはTFTPのいずれかか
らファイルを受信しなかったというエラーを表示します。この場合、RISサーバーは
クライアントコンピュータには応答していません。BINLSVCを停止し、再起動しま
す。「スタート」メニューから「ファイル名を指定して実行」をクリックし、
「CMD」と入力します。次のコマンドを入力します。Net Stop BINLSVCNet Start
BINLSVC
サービスを停止し再起動しようとしたあとにクライアントマシンが応答を受け取らな
かった場合、遠隔インストールサーバーのObjectプロパティーをチェックして、正し
い設定が設定されていることを確認します。RISが「Respond to client computers
requesting service」および「Do not respond to unknown client computers」に設定されてい
ることを確認します。「スタート」をクリックし、「プログラム」、「Administrative
Tools」の順にポイントし、「Event Viewer」をクリックして、RISサーバーの Eventロ
グをチェックし、DHCP、DNS、またはRIS (BINLSVC)に関連するエラーを調べま
す。

4. この時点でクライアントは、ユーザーに対するWelcome画面のあいさつとともに、
Client Installationウィザードアプリケーションをダウンロードし、表示しているはず
です。

問題: PXEベースの遠隔ブートROMのブート前部分は、セキュリティー保護されている
か。

対処方法:いいえ。ROMシーケンスおよびOSインストールまたは複製の全体は、パ
ケットタイプの暗号化、クライアントまたはサーバースプーフィング、またはワイヤー
スニッファーベースのメカニズムに関しては、セキュリティー保護されていません。そ
のため、企業ネットワークでRISサービスを使用する際には注意してください。ネット
ワーク上で認証されたRISサーバーのみを許可し、またRISサーバーのインストールと構
成が許可された管理者の数を制御するようにしてください。
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問題:ネットワークからのブート時に、ターゲットホストは次のエラーメッセージを表示
する。

No proxyDHCP offers were received.

対処方法:クライアントマシンまたはターゲットホストはDHCPサーバーから IPアドレス
を取得できません。詳細については、上記の手順 2を参照してください。次のMicrosoft
サポート技術情報を参照してください。

� Your RIS client may not be able to obtain an IP address during the PXE restart onWindows
Server 2003 andWindows 2000 (英語版)

� Using Dynamic Host Configuration Protocol Options 60, 66, 67 to Direct PXEClients to RIS
ServersMay Fail (英語版)

� PXEClients DoNot Receive IPAddress FromDHCPServerAcross a Router (英語版)

問題: PXEクライアント、DHCPおよびRISサーバーはどのようにやりとりを行うか。
対処方法:次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。Description of PXE
InteractionAmong PXEClient, DHCP, and RIS Server (英語版)

問題:ターゲットホストが、ネットワークからのブート時に次のメッセージを表示する。

ARP Timeout message

対処方法:次に示す回避方法のどれか 1つを選択してください。

� Windows RISサーバー上で、プロビジョニングインタフェースだけを使用可能にし
て、ほかのすべてのインタフェースを使用不可にする。

� Windows RISサーバー上のネットワークサービスがアクセスするネットワーク接続の
順序を変更する。次の手順に従ってください。

1. Windows RISサーバー上で、「スタート」メニューから「コントロールパネル」
ウィンドウを開きます。

2. 「コントロールパネル」ウィンドウで「ネットワーク接続」をクリックします。

3. 「ネットワーク接続」画面で「詳細」タブを選択します。

4. 「詳細設定」ボタンをクリックします。

5. 「アダプタとバインド」タブをクリックします。

6. ネットワークサービスがアクセスする接続の順序を変更します。プロビジョニン
グインタフェースが最初のインタフェースになっていることを確認します。

7. BINLSVCを一度停止してから再起動します。この操作は、Services GUIを実行、ま
たはMS-DOSコマンドウィンドウで次のコマンドを入力することによって行うこ
とができます。

> net stop binlsvc

> net start binlsvc
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詳細については、次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。Amulti-homed
RIS servermay not answer all clients, and youmay receive an errormessage on PXE clients that are
runningWindows Server 2003 orWindows 2000 (英語版)

問題:テキストモードのインストールがブートしない。

対処方法:次の解決策を試してください。

� RISイメージディストリビューションの設定をチェックします。
� イメージにバンドルされたネットワークアダプタおよび外部記憶装置ドライバに見当
たらないものがあるかどうかチェックします。

� ドライバパスのRIS設定情報ファイルをチェックします。
� (<reminst share>/OSChooser/<language>)パスのCIWファイル

(welcome.osc/login.osc/oschoice.osc/install.osc/warning.osc/multilng.osc)で、無効なユー
ザー情報や見当たらないAUTOENTER機能がないかを調べます。

� risプロパティーの InitialBootTimeoutをより大きな値に変更します。ドライバ関連の問
題の詳細については、RISドライバまたはサービスパックの節を参照してください。
GUID関連の問題の詳細については、GUIDの節を参照してください。

問題:GUIモードのインストールが対話式モードになる。
対処方法:次の解決策を試してください。

� RIS設定情報ファイルの、次の各セクションのデータが設定されているかどうかを
チェックします。Unattended、UserData、GuiRunOnce、およびGuiUnattended。

� sifファイル内にデフォルトの管理者パスワードと製品キーが指定されていることを確
認します。CIWおよび ris SIFファイルの詳細については、RIS CIWまたは SIFファイ
ルの節を参照してください。

問題:各クライアントで、テキストモードインストールとGUIモードインストールのデ
フォルトのタイムアウト値を変更する方法は。

対処方法:プロビジョニング操作を開始する前に、N1OSプロビジョニングサーバーで、
ris.propertiesファイル (通常は <n1osp folder>/etc/フォルダの下に存在)の次のプロパ
ティーのデフォルトのタイムアウト値を変更したことを確認します。

ris.InitialBootTimeout

ris.OsInstallTimeout

Remote Installation Service (RIS)に関連する問題
問題:遠隔インストールサーバーのデバッグモードを有効にする方法は。

対処方法:Microsoftサポート技術情報 236033 (英語版)で説明されている手順に従ってくだ
さい。
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問題:RISサービスのCIW画面を自動化する方法は。
対処方法:次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。

� Description of Client InstallationWizard Screens for Remote Installation Services - 268325 (英
語版)

� HOWTO:Automate CIW Screens usingAUTOENTER - 824184 (英語版)

問題: Setup Information Answerファイル (.sifファイル)に関する詳細情報の入手先は。
対処方法:詳細は、Windows 2000または 2003 Server Resource Kit CDの deploy.cabファイル
を参照してください。

問題:RISのインストール中に管理者のパスワードを変更する方法は。
対処方法:次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。How to Set the
Administrator PasswordDuring RIS Installation - 257948.

問題:RISイメージにドライバを追加する方法は。
対処方法:次のMicrosoftサポート技術情報を参照してください。
HOWTO:Add Third-Party OEMNetworkAdapters to RIS Installations - 246184
WindowsインストールにOEMプラグアンドプレイドライバを追加する方法 - 254078

問題:RISイメージにサービスパックをスリップストリームする方法は。
対処方法:MicrosoftのWebサイトの次の記事を参照してください。

� 最新のWindows 2000 Service Packの入手方法
� Slipstream Switch forWindows 2000 SP1Update.exe Does NotWork with RIS Server Images
� サービスパックをバンドルしてRISイメージを作成する方法の詳細は、『Service Pack

3インストールと導入ガイド』を参照してください。そのほかのサービスパックに関
する同じようなガイドは、Windows 2000 -ホーム -ダウンロード - Service Packにもあり
ます。

� Windows 2000 Service Pack 3のダウンロードそのほかのサービスパックに関しても、同
じようなダウンロードページがあります。

注 –サービスパックをダウンロードしてRISイメージを作成するには、「ネットワー
クインストール」を選択してください。

問題:テキストモードインストール時に次のエラーメッセージが表示される。

Illegal or Missing File Types Specified in Section SCSI.Name

対処方法:Microsoftサポート技術情報 275334を参照してください。

問題:RISイメージをインストールする場合、テキストモードインストール時にエラー
メッセージが表示される。エラーメッセージには次の文が含まれます。
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Setup Cannot Continue

対処方法:Microsoftサポート技術情報 830751を参照してください。

問題:テキストモードインストール時に次のエラーメッセージが表示される。

INF File Tmp\<GUID_number.sif> Is Corrupt or Missing

対処方法:Microsoftサポート技術情報 224830 (英語版)を参照してください。

問題:テキストモードインストール時に次のエラーメッセージが表示される。

The Operating System Image You Selected Does Not Contain the Necessary Drivers

対処方法:Microsoftサポート技術情報 247983 (英語版)を参照してください。

問題:テキストモードインストール時に次のエラーメッセージが表示される。

The Operating System Image You Selected Does Not Contain the Necessary

Drivers for Your Network Adapter. Try Selecting a Different Operating System

Image. If the Problem Persists, Contact Your System Administrator.

対処方法:Microsoftサポート技術情報 315074を参照してください。

問題:テキストモード設定の最後で遠隔インストールクライアントがハングする。

対処方法:Microsoftサポート技術情報 226941 (英語版)を参照してください。

問題:RIS設定が、「Setup is StartingWindows」画面に応答しなくなる。
対処方法:Microsoftサポート技術情報 320865 (英語版)を参照してください。

GUIDに関連する問題
問題:Active Directory内でRISに使用する事前準備クライアントのGUIDまたはUUIDを見
つけるには、クライアントコンピュータのどこを探せばいいか。

対処方法: PC98またはNet PC準拠のクライアントコンピュータのGUIDまたはUUIDは、
(多くの場合)システム BIOSにあります。OEMには、GUIDまたはUUIDに対するシリア
ル番号のマッピングを含むコンマ区切りファイルまたはスプレッドシートを含むフ
ロッピーディスクを出荷することが推奨されています。これにより、Active Directory内で
クライアントコンピュータの事前準備のスクリプトを作成できるようになります。また
OEMには、コンピュータアカウントの識別と事前準備を簡単にするため、コンピュータ
ケースの外側にGUIDまたはUUIDを貼り付けることが推奨されています。GUIDが上記
の場所に見つからない場合、クライアントのネットワークトラフィックをスニッフし
て、DHCP検出パケットを特定することができます。DCHP検出パケット内では 128
ビット、32バイトのGUIDまたはUUIDを見つけることができます。
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問題: 2台のクライアントマシンが同じGUID値を持っている。
対処方法:この場合、RISは各ターゲットホストをAcitive Directory内で一意のGUID値を持
つコンピュータオブジェクトとして識別するため、RISが失敗します。複数のオブジェク
トが同じGUIDを持っている場合、RISクライアントマシンは設定段階の時点でエラーを
スローします。次のメッセージが表示されます。

BINLSVC found Duplicate GUID accounts on the RIS Server.

Please contact your system Administrator.

この問題を解決するには、継続する前に、RISサーバーのActive Directoryで同じGUIDを
持つ古いコンピュータアカウントを削除します。

Windows関連の問題の解決
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ターゲットホストの変数

各タイプのターゲットホストは、多数の特別な構成変数を持っています。この付録に
は、各ターゲットホストタイプに適用される変数を説明する一連の表が含まれていま
す。

Sun IPMIターゲットホストの変数
次のリストに、Sun IPMIターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示します。

このリストは、Sun Fire x2100/x4100/x4200システムにも対応するように拡張されていま
す。また、IPMIシステムタイプを指定するための変数 device_typeが新しく追加されて
います。この変数には、次の値を使用できます。

� sunfirev20z

� sunfirev40z

� sunfirex2100

� sunfirex4100

� sunfirex4200

ブラウザインタフェースの変数プロンプトは、特定のデバイスタイプに対して設定可能
な変数であるかどうかを示します。

新しい変数 console_serviceは、IPMIターゲットホストでコンソールサービスを使用不
可にするかどうか示します。この変数のデフォルト値は trueです。

デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持
たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名。

例 : sunfire-v20z-host

target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名。
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デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明。

例 : test v20z

ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス。

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス。

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク。

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)。

デフォルト値 : x86

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)。

デフォルト値 : i86pc

disk_size

説明 :ディスクのサイズ。

例 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備用のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

Sun IPMIターゲットホストの変数
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例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)。

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 :リモートエージェント (RA)の親の名前。

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMS (マスターサーバー)と LD (ローカルディストリビュータ)のいずれ
であるか。

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス。

デフォルト値 : :[installPath]

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)。

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)。

デフォルト値 : N

sps_ra_port

説明 : RAのポート。

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ。

linux_network_interface

説明 :ターゲットホストへの Linuxプロビジョニングに使用するネットワークインタ
フェース。この変数は、JETを使用して作成した LinuxOSプロファイルに使用しま
す。

デフォルト値 : eth0

Sun IPMIターゲットホストの変数
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networkifs_redhat_base_config

説明 : RedHat Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成したRedHat LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : eth1!--ip 1.2.3.4 --netmask 255.255.255.0 --bootproto static

networkifs_suse_base_config

説明 : SUSE Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成した SUSE LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : th1!static!onboot!1.2.3.4!255.255.255.0!1.2.3.255

guid

説明 : {}内で指定されるターゲットのGUID

注 –GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要がありま
す。ここで dは 16進数文字です。

device_type

説明 :システムタイプを指定します。例: sunfirev20z、sunfirev40z、sunfirex2100、
sunfirex4100、 sunfirex4200

デフォルト値 : sunfirev20z

ipmi_ip_address

説明 : IPMIの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

ipmi_access_userid

説明 : IPMIにアクセスするためのユーザー ID

ipmi_access_password

説明 : IPMIにアクセスするための暗号化されたパスワード

boot_service

説明 :ターゲットホストへのインストールにブートネットオプションを使用するかど
うかを指定します (true/false)。

デフォルト値 : true

console_service

説明 :ネットワーク管理インタフェースの提供するコンソールを使用するかどうかを
指定します (true/false)。

デフォルト値 : true

ssh_access_userid

説明 :遠隔管理インタフェースにアクセスするための SSHユーザー ID。

ssh_access_password

説明 :遠隔管理インタフェースにアクセスするための暗号化された SSHパスワード。
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SunALOMターゲットホストの変数
次のリストに、SunALOMターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示します。
デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持
たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v240-host

target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v240

ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : sun4u

disk_size

説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター
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例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備用のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[installPath]

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

SunALOMターゲットホストの変数
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sps_ra_port

説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ

alom_ip_address

説明 : ALOMの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

alom_access_userid

説明 : ALOMにアクセスするためのユーザー ID

alom_access_password

説明 : ALOMにアクセスするための暗号化されたパスワード

terminal_server_ip_address

説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

terminal_server_protocol

説明 :端末サーバーとの接続に使用する通信プロトコル。

Cyclades端末サーバーを使用する場合は、この変数を sshに設定します。

デフォルト値 : telnet

terminal_server_port

説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid

説明 :端末サーバーのユーザー ID

terminal_server_password

説明 :端末サーバーの暗号化されたパスワード

terminal_server_type

説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version

説明 :端末サーバーのバージョン

terminal_server_hal_jar

説明 :端末サーバーのHardwareAbstraction Layer (HAL) JARファイルへのパス

Cyclades端末サーバーを使用する場合は、この変数を
file:///opt/n1osp/drivers/cyclades/cycladesTS.jarに設定します。

デフォルト値 : file:///opt/n1osp/drivers/cisco/c2621.jar
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SunRSCターゲットホストの変数
次のリストに、Sun RSCターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示します。デ
フォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持た
ない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v880-host

target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v880

ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4uなど)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u)

デフォルト値 : sun4u

disk_size

説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター
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例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備用のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[ethernet_ip_address]

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N
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sps_ra_port

説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ

rsc_ip_address

説明 : RSCの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

rsc_access_userid

説明 : RSCにアクセスするためのユーザー ID

rsc_access_password

説明 : RSCにアクセスするための暗号化されたパスワード

terminal_server_ip_address

説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

terminal_server_protocol

説明 :端末サーバーとの接続に使用する通信プロトコル。

Cyclades端末サーバーを使用する場合は、この変数を sshに設定します。

デフォルト値 : telnet

terminal_server_port

説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid

説明 :端末サーバーのユーザー ID

terminal_server_password

説明 :端末サーバーの暗号化されたパスワード

terminal_server_type

説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version

説明 :端末サーバーのバージョン

terminal_server_hal_jar

説明 :端末サーバーのHardwareAbstraction Layer (HAL) JARファイルへのパス

Cyclades端末サーバーを使用する場合は、この変数を
file:///opt/n1osp/drivers/cyclades/cycladesTS.jarに設定します。

デフォルト値 : file:///opt/n1osp/drivers/cisco/c2621.jar
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Sun LOMターゲットホストの変数
次のリストに、Sun LOMターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示します。
デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持
たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v120-host

target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v120

ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : sun4u

disk_size

説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター
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例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備用のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port

説明 : RAのポート
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デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ

disk_type

説明 : SCSIまたは IDE

デフォルト値 : scsi

lom_version

説明 : LOMのバージョン

lom_hal_jar

説明 : LOMHAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/sun/lom.jar

lom_access_userid

説明 : LOMにアクセスするためのユーザー ID

lom_access_password

説明 : LOMにアクセスするための暗号化されたパスワード

terminal_server_ip_address

説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

terminal_server_protocol

説明 :端末サーバーとの接続に使用する通信プロトコル。

Cyclades端末サーバーを使用する場合は、この変数を sshに設定します。

デフォルト値 : telnet

terminal_server_port

説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid

説明 :端末サーバーのユーザー ID

terminal_server_password

説明 :端末サーバーのパスワードの暗号化された値

terminal_server_type

説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version

説明 :端末サーバーのバージョン
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terminal_server_hal_jar

説明 :端末サーバーのHAL JARファイルへのパス

Cyclades端末サーバーを使用する場合は、この変数を
file:///opt/n1osp/drivers/cyclades/cycladesTS.jarに設定します。

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/cisco/c2621.jar

power_service_true_false

説明 :ネットワーク管理インタフェースが電源オン/オフのサービスを提供するかどう
か

デフォルト値 : true

boot_service_true_false

説明 :ネットワーク管理インタフェースがブートサービスを提供するかどうか (ブート
順:ディスク/ネットワーク)

デフォルト値 : true

console_service_true_false

説明 :ネットワーク管理インタフェースがコンソールを提供するかどうか

デフォルト値 : false

SunMid-Rangeターゲットホストの変数
次のリストに、SunMid-Rangeターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示しま
す。SunMidRangeコンポーネントは次の変数を使用します。デフォルト値を持つ変数に関
しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持たない変数に関しては、値の
例が示されています。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-4800-A-host

target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test 4800 domain

ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31
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ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : sun4u

disk_size

説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備用のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)
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デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : RAの親の名前

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port

説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ

domain_name

説明 :ドメイン

domainsc_access_userid

説明 :ドメイン SCにアクセスするためのユーザー ID

domainsc_access_password

説明 :ドメイン SCにアクセスするための暗号化されたパスワード

platformsc_ip_address

説明 :プラットフォーム SCの IPアドレス

platformsc_access_userid

説明 :プラットフォーム SCにアクセスするためのユーザー ID

platformsc_access_password

説明 :プラットフォーム SCにアクセスするための暗号化されたパスワード
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HP ILOターゲットホストの変数
次のリストに、HP ILOターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示します。デ
フォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持た
ない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : hp-proliant1-host

target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test hp proliant1 host

ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : x86

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : i86pc

disk_size

説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター。
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例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備時のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[installPath]

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N
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sps_ra_port

説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ

linux_network_interface

説明 :ターゲットホストへの Linuxプロビジョニングに使用するネットワークインタ
フェース。この変数は、JETを使用して作成した LinuxOSプロファイルに使用しま
す。

デフォルト値 : eth0

networkifs_redhat_base_config

説明 : RedHat Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成したRedHat LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : eth1!--ip 1.2.3.4 --netmask 255.255.255.0 --bootproto static

networkifs_suse_base_config

説明 : SUSE Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成した SUSE LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : th1!static!onboot!1.2.3.4!255.255.255.0!1.2.3.255

guid

説明 : {}内で指定されるターゲットのGUID

注 –GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要がありま
す。ここで dは 16進数文字です。

例 : {3AE45192-159D-11D8-AEF3-001083FDFE8A}

ilo_ip_address

説明 : ILOの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

ilo_version

説明 : ILOのバージョン

デフォルト値 : 1.6.4

ilo_access_userid

説明 : ILOにアクセスするためのユーザー ID

ilo_access_password

説明 : ILOにアクセスするための暗号化されたパスワード
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そのほかの IPMIターゲットホストの変数
次のリストに、そのほかの IPMIターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示し
ます。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト
値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-v60x-host

target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test v60x

ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : x86

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : i86pc

disk_size

説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター。
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例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備用のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[installPath]

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N
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sps_ra_port

説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ

linux_network_interface

説明 :ターゲットホストへの Linuxプロビジョニングに使用するネットワークインタ
フェース。この変数は、JETを使用して作成した LinuxOSプロファイルに使用しま
す。

デフォルト値 : eth0

networkifs_redhat_base_config

説明 : RedHat Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成したRedHat LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : eth1!--ip 1.2.3.4 --netmask 255.255.255.0 --bootproto static

networkifs_suse_base_config

説明 : SUSE Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成した SUSE LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : th1!static!onboot!1.2.3.4!255.255.255.0!1.2.3.255

guid

説明 : {}内で指定されるターゲットのGUID

注 –GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要がありま
す。ここで dは 16進数文字です。

例 : {3AE45192-159D-11D8-AEF3-001083FDFE8A}

disk_type

説明 :ディスクタイプ (SCSI、IDEなど)

デフォルト値 : scsi

ipmi_ip_address

説明 : IPMIの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

ipmi_access_userid

説明 : IPMIにアクセスするためのユーザー ID

ipmi_access_password

説明 : IPMIにアクセスするための暗号化されたパスワード

ipmi_hal_jar

説明 : IPMIHAL JARファイルへのパス
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デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/sun/ipmi.jar

ipmi_version

説明 : IPMIのバージョン

デフォルト値 : 1.5

power_service_true_false

説明 :ネットワーク管理インタフェースが電源オン/オフのサービスを提供するかどう
か

デフォルト値 : true

boot_service_true_false

説明 :ネットワーク管理インタフェースがブートサービスを提供するかどうか (ディス
クに続いてネットワーク)

デフォルト値 : false

console_service_true_false

説明 :ネットワーク管理インタフェースがコンソールサービスを提供するかどうか

デフォルト値 : false

そのほかの遠隔管理ターゲットホストの変数
次のリストに、そのほかの遠隔管理ターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を
示します。Otherコンポーネントタイプは次の変数を使用します。ほかのカテゴリのいず
れにも適合せず、かつ電源やブート、コンソール機能を自動化するためのターゲット定
義に結合可能なHAL実装を持つ遠隔管理ターゲットには、Otherタイプを使用します。
N1 SPS 5.2製品には、いくつかのHAL実装が含まれています。たとえば、Sun Fire B100s
Bladeサーバーは、電源、ブート、およびコンソールサービスをサポートする
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/sun/b1600sc.jar を使用
します。

デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが示されています。デフォルト値を持
たない変数に関しては、値の例が示されています。

注 – Otherコンポーネントタイプには変数の長いリストがあり、変数の一部は特定のハー
ドウェアタイプには適用されません。変数が適用されない場合は、空白のままにしてお
きます。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

例 : sunfire-b100s-host
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target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test b100s blade server

ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : x86

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : i86pc

disk_size

説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備用のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY
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networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[ethernet_ip_address]

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : RAW

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port

説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ

linux_network_interface

説明 :ターゲットホストへの Linuxプロビジョニングに使用するネットワークインタ
フェース。この変数は、JETを使用して作成した LinuxOSプロファイルに使用しま
す。

そのほかの遠隔管理ターゲットホストの変数
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デフォルト値 : eth0

networkifs_redhat_base_config

説明 : RedHat Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成したRedHat LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : eth1!--ip 1.2.3.4 --netmask 255.255.255.0 --bootproto static

networkifs_suse_base_config

説明 : SUSE Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成した SUSE LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : th1!static!onboot!1.2.3.4!255.255.255.0!1.2.3.255

guid

説明 : {}内で指定されるターゲットのGUID

注 –GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要がありま
す。ここで dは 16進数文字です。

例 : {3AE45192-159D-11D8-AEF3-001083FDFE8A}

disk_type

説明 :ディスクタイプ (SCSI、IDEなど)

デフォルト値 : scsi

netmgmt_type_1

説明 :ネットワーク管理インタフェースのタイプ (ipmi/alom/lom)

netmgmt_version_1

説明 :ネットワーク管理のバージョン

netmgmt_hal_jar_1

説明 :ネットワーク管理HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/sun/ipmi.jar

netmgmt_ip_address_1

説明 :ネットワーク管理 IPアドレス

netmgmt_protocol_1

説明 :ネットワーク管理プロトコル (ipmi/telnet)

デフォルト値 : telnet

netmgmt_port_1

説明 :ネットワーク管理ポート

power_service_true_false_1

説明 :ネットワーク管理インタフェースが電源オン/オフのサービスを提供するかどう
か

そのほかの遠隔管理ターゲットホストの変数
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デフォルト値 : true

boot_service_true_false_1

説明 :ネットワーク管理インタフェースがブートサービスを提供するかどうか (ディス
クに続いてネットワーク)

デフォルト値 : true

console_service_true_false_1

説明 :ネットワーク管理インタフェースがコンソールサービスを提供するかどうか

デフォルト値 : false

netmgmt_userid_1

説明 :ネットワーク管理インタフェースにアクセスするためのユーザー ID

netmgmt_password_1

説明 :ネットワーク管理インタフェースにアクセスするための暗号化されたパスワー
ド

terminal_server_type_1

説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version_1

説明 :端末サーバーのバージョン

terminal_server_hal_jar_1

説明 :端末サーバーのHAL JARファイルへのパス

Cyclades端末サーバーを使用する場合は、この変数を
file:///opt/n1osp/drivers/cyclades/cycladesTS.jarに設定します。

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/cisco/c2621.jar

terminal_server_ip_address_1

説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

terminal_server_protocol_1

説明 :端末サーバーのアクセスプロトコル

デフォルト値 : telnet

terminal_server_port_1

説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid_1

説明 :端末サーバーのユーザー ID

そのほかの遠隔管理ターゲットホストの変数
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terminal_server_password_1

説明 :端末サーバーの暗号化されたパスワード

netmgmt_type_2

説明 :ネットワーク管理インタフェースのタイプ (ipmi/alom/lom)

デフォルト値 : ipmi

netmgmt_version_2

説明 :ネットワーク管理のバージョン

netmgmt_hal_jar_2

説明 :ネットワーク管理HAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/sun/ipmi.jar

netmgmt_ip_address_2

説明 :ネットワーク管理 IPアドレス

netmgmt_protocol_2

説明 :ネットワーク管理プロトコル (ipmi/telnet)

デフォルト値 : telnet

netmgmt_port_2

説明 :ネットワーク管理ポート

power_service_true_false_2

説明 :ネットワーク管理インタフェースが電源オン/オフのサービスを提供するかどう
か

デフォルト値 : false

boot_service_true_false_2

説明 :ネットワーク管理インタフェースがブートサービスを提供するかどうか (ディス
クに続いてネットワーク)

デフォルト値 : false

console_service_true_false_2

説明 :ネットワーク管理インタフェースがコンソールサービスを提供するかどうか

デフォルト値 : false

netmgmt_userid_2

説明 :ネットワーク管理インタフェースにアクセスするためのユーザー ID

netmgmt_password_2

説明 :ネットワーク管理インタフェースにアクセスするための暗号化されたパスワー
ド

そのほかの遠隔管理ターゲットホストの変数
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terminal_server_type_2

説明 :端末サーバーのタイプ

デフォルト値 : Cisco2621

terminal_server_version_2

説明 :端末サーバーのバージョン

terminal_server_hal_jar_2

説明 :端末サーバーのHAL JARファイルへのパス

デフォルト値 :
file://:[targetableComponent:installPath]/SUNWn1osp/drivers/cisco/c2621.jar

terminal_server_ip_address_2

説明 :このシステムに接続された端末サーバーの IPアドレス

例 : 10.5.133.135

terminal_server_protocol_2

説明 :端末サーバーのアクセスプロトコル

terminal_server_port_2

説明 :端末サーバーのポート

terminal_server_userid_2

説明 :端末サーバーのユーザー ID

terminal_server_password_2

説明 :端末サーバーの暗号化されたパスワード

汎用ターゲットホストの変数
次のリストに、汎用ターゲットホストのすべてのコンポーネント変数を示します。
Targetタイプは次の変数を使用します。ほかのいずれかのターゲットホストタイプにも
一致せず、かつ電源やブート、コンソール機能を自動化するHAL実装を持たないホスト
には、Targetタイプを使用します。デフォルト値を持つ変数に関しては、デフォルトが
示されています。デフォルト値を持たない変数に関しては、値の例が示されています。

installPath

説明 :ターゲットシステムの物理ホスト名

target_host

説明 :ターゲットシステムの仮想ホスト名

デフォルト値 : :[installPath]-target

description

説明 : (省略可能)ターゲットの説明

例 : test ultra 10

汎用ターゲットホストの変数
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ethernet_mac_address

説明 : Macアドレス

例 : 00:0E:0C:07:E9:31

ethernet_ip_address

説明 : IPアドレス

例 : 10.42.42.77

ethernet_netmask

説明 :ネットワークマスク

デフォルト値 : 255.255.255.0

architecture

説明 :ターゲットのアーキテクチャー (sun4u、x86など)

デフォルト値 : sun4u

kernel_arch

説明 :カーネルのアーキテクチャー (sun4u、i86pc)

デフォルト値 : sun4u

disk_size

説明 :ディスクのサイズ

デフォルト値 : 20GB

default_router

説明 :ネットワーク接続に使用するデフォルトルーター。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_default_route

説明 : Solaris配備用のデフォルトルーターの IPアドレス。

例 : 10.42.42.1

sysidcfg_network_interface

説明 : Solaris配備用に構成するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。

例 : bge1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : Solaris配備用に IPMultipathingを構成します。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

汎用ターゲットホストの変数
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osp_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか

デフォルト値 : TRUE

sps_ra_parent

説明 : RAの親の名前

デフォルト値 : masterserver

sps_ra_parent_type

説明 : RAの親がMSと LDのいずれであるか

デフォルト値 : MS

sps_ra_host

説明 : RAホストの名前または IPアドレス

デフォルト値 : :[ethernet_ip_address]

sps_ra_conn

説明 : RA接続のタイプ (raw、ssl、ssh)

デフォルト値 : raw

sps_ra_ssl_auth

説明 : RAが SSL認証を使用するかどうか (y、n)

デフォルト値 : N

sps_ra_port

説明 : RAのポート

デフォルト値 : 1131

sps_ra_adv_parms

説明 : RAの高度なパラメータ

linux_network_interface

説明 :ターゲットホストへの Linuxプロビジョニングに使用するネットワークインタ
フェース。この変数は、JETを使用して作成した LinuxOSプロファイルに使用しま
す。

デフォルト値 : eth0

networkifs_redhat_base_config

説明 : RedHat Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成したRedHat LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : eth1!--ip 1.2.3.4 --netmask 255.255.255.0 --bootproto static

汎用ターゲットホストの変数
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networkifs_suse_base_config

説明 : SUSE Linuxの配備用に構成する追加のネットワークインタフェース。この変数
は、JETを使用して作成した SUSE LinuxOSプロファイルに使用します。

例 : th1!static!onboot!1.2.3.4!255.255.255.0!1.2.3.255

guid

説明 : {}内で指定されるターゲットのGUID

注 –GUIDは、{dddddddd- dddd-dddd-dddd- dddddddddddd}の形式である必要がありま
す。ここで dは 16進数文字です。

汎用ターゲットホストの変数
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Solaris Profileコンポーネントの変数

Solaris Profileコンポーネントには各 JETモジュールの変数が含まれています。これらの変
数は、次のカテゴリに分類されています。

� 219ページの「基本 Solaris OS構成変数」
� 232ページの「Solarisリモートエージェントのコンポーネント変数」
� 234ページの「一般的な Solaris OSプロビジョニングプラグイン変数」

基本 SolarisOS構成変数

base_configモジュール用のコンポーネント変数
次のリストで説明している変数は、基本オペレーティングシステム構成を提供します。
これらの変数は、JET base_configモジュールに直接対応します。リストには、ター
ゲット設定可能なコンポーネントの値を使用するいくつかの変数があります。Solaris
Profile変数の目的では、ターゲット設定可能なコンポーネントはターゲットホストで
す。

ClientArch_base_config

説明 : sun4uや x86などのカーネルアーキテクチャー。デフォルトでは、これはター
ゲット設定可能なコンポーネントのカーネルアーキテクチャーに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:kernel_arch]

ClientEther_base_config

説明 : EthernetMACアドレス。デフォルトでは、これはターゲット設定可能なコン
ポーネントの EthernetMACアドレスに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_mac_address]

ClientOS_base_config

説明 :プロビジョニングするOSのバージョン。
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例 : Solaris9_u7_sparc

client_allocation_base_config

説明 :このクライアントの構築に使用されるメカニズム。デフォルトでは、
/opt/jet/etc/jumpstart.confにあるオプションが使用されます。この特定のクライア
ントのデフォルトとは異なる動作が必要な場合を除き、この値は空白のままにしま
す。

Solaris 10 1/06 x86リリースをプロビジョニングする場合は、この変数の値を grubに設
定して、Grubベースのブートおよびインストールを行えるようにします。

注 – client_allocation_base_configを bootpに設定する場合は、
osp_profile_control_serviceを falseに設定します。

grub_append_base_config

説明 : Solaris 10 1/06 x86システムの場合は、GRUBブートローダーに渡す追加オプ
ションまたは引数を指定します。

products_base_config

説明 :プロビジョニングする JETモジュール。

例 : base_config spsra

sysidcfg_nameservice_base_config

説明 :初期ブート時に構成するサービス名。

デフォルト値 : NIS

sysidcfg_network_interface_base_config

説明 :初期ブート時に使用するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : PRIMARY

sysidcfg_ip_address_base_config

説明 :初期ブート時に使用する IPアドレス。デフォルトでは、これはターゲット設定
可能なコンポーネントの IPアドレスに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_ip_address]

sysidcfg_netmask_base_config

説明 :初期ブート時に使用するネットマスク。デフォルトでは、これはターゲット設
定可能なコンポーネントのネットマスクに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_netmask]

sysidcfg_root_password_base_config

説明 :暗号化された rootパスワード。

例 : boajrOmU7GFmYは、パスワード「newroot」を暗号化した値です。

基本 Solaris OS構成変数
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sysidcfg_system_locale_base_config

説明 :初期ブート時に使用するシステムロケール。

例 : en_US.ISO8859-1

sysidcfg_timeserver_base_config

説明 :初期ブート用にシステム時刻を取得する場所。空白の場合、システム時刻は JET
サーバーから取得されます。また、この変数を localhostに設定して、クライアント
のハードウェア時計からシステム時刻を取得することもできます。

sysidcfg_timezone_base_config

説明 :初期ブートに使用されるシステムタイムゾーン。

例 : US/Pacific

sysidcfg_terminal_base_config

説明 :初期ブート時に設定する端末エミュレータ。

デフォルト値 : vt100

sysidcfg_security_policy_base_config

説明 :初期ブート時に使用するKerberosセキュリティーポリシー。

デフォルト値 : NONE

sysidcfg_protocol_ipv6_base_config

説明 :初期ブート時に IPv6プロトコルを使用するかどうか。

デフォルト値 : no

sysidcfg_default_route_base_config

説明 : Solaris 9以降の環境で JumpStart中に使用するルーター IPアドレス。空白の場
合、defaultrouter_base_config変数の値を使用しようとします。この変数も空白の場
合、または別のネットインタフェース用の場合は、JumpStart sysidcfgは Jetサーバーか
らルーター IPを取得します。

x86_nowin_base_config

説明 : x86システムの場合、インストール時に SolarisがWindowsを実行しようとするの
を防止します。

デフォルト値 : yes

x86_console_base_config

説明 : x86システムでは、クライアントにキーボードとモニターを接続しない場合、コ
ンソールを適切な ttyポートに設定します。この変数を設定することで、シリアルポー
ト経由でインストールを実行できます。b1600、v20z、および v40zシステムには、ttya

を使用します。lx50、v60x、および v65xシステムには、ttybを使用します。

x86_disable_acpi_base_config

説明 : x86システムでは、どのような値を使用してもACPIが無効になります。ACPIを
無効にすると、割り込みを処理する方法により、インストールプロセスの進行が改善
される場合があります。

基本 Solaris OS構成変数
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x86_safetoreboot_base_config

説明 : x86システムでは、システムが自動的に再起動するかどうかを制御します。PXE
ブートが一度限りのオプションであり、次の再起動ではディスクからブートする場合
は、このオプションを yesに設定する必要があります。

x86_disable_kdmconfig_base_config

説明 : Solaris x86システムで、ターゲットホストのキーボード、ディスプレイ、および
マウスを構成するための対話型 kdmconfigユーティリティーを無効にします。GRUB
ブートローダーを持つ Solaris OSをインストールする場合は、この変数の値を yesに設
定します。

x86_confflags_base_config

説明 : Solaris 9 x86システムで、add_install_clientコマンドの confflags属性で使用す
る引数を指定します。

例 : -f -P /boot/solaris/dca .

sysidcfg_x86_kdmfile_base_config

説明 : Solaris x86システムで、sysidcfgファイルに付加するキーボード、ディスプレ
イ、およびマウス構成ファイルの名前を指定します。

例 : /sysidcfg-addon-file .

profile_base_config

説明 :独自のカスタム JumpStartプロファイルを作成します。

デフォルトでは、この変数を空白にすると、OSプロビジョニングプラグインは次の
21個の profile_*変数に基づいて、/opt/SUNWjet/Clients/hostname/profileを作成し
ます。また、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』で説明さ
れている手順で、独自のカスタム JumpStartプロファイルを作成することもできます。
手動で作成したプロファイルを使用するには、profile_base_config変数を、作成した
プロファイルの名前に設定します。デフォルトでは、OSプロビジョニングプラグイン
は、/opt/SUNWjet/Clients/ hostnameディレクトリのプロファイルを探します。別の
ディレクトリにあるプロファイルを探すようプラグインに指示するには、
profile_base_config変数で絶対パス名を指定します。

注 – x86ターゲットホストで Solaris OSをプロビジョニングする場合は、既存のすべて
のパーティションを削除するカスタム JumpStartプロファイルを作成し、
profile_base_config変数でそのプロファイルを指定する必要があります。fdiskキー
ワードを使用して既存のパーティションを削除する JumpStartプロファイルを作成する
方法については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参
照してください。

profile_cluster_base_config

説明 : Solarisソフトウェアグループパッケージ。SUNWCreqは、基本的かつ必要なソフ
トウェアを特定します。そのほかの選択肢には次のものが含まれます。

� SUNWCuser—ユーザーパッケージ
� SUNWCprog—ユーザーおよび開発者パッケージ

基本 Solaris OS構成変数
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� SUNWCall—すべてのパッケージ
� SUNWCXall—OEMパッケージを含むすべてのパッケージ (E10K環境には必須)
� SUNWCrnet— Solaris 10専用の最小パッケージ

デフォルト値 : SUNWCreq

profile_usedisk_base_config

説明 : OSが読み込まれるブートディスクを定義します。cntndnの形式、またはキー
ワード rootdiskを使用します。値が rootdiskである場合、現在のブートディスクが使
用されます。

デフォルト値 : rootdisk

profile_dontuse_base_config

説明 :使用してはならないディスクのコンマ区切りリスト。cntndnの形式を使用しま
す。この変数が適用されるのは、profile_usedisk_base_configが設定されていない場
合のみです。

profile_root_base_config

説明 :ルートの容量 (free、またはMバイトサイズ)

デフォルト値 : free

profile_swap_base_config

説明 :スワップ容量 (Mバイト単位)。

デフォルト値 : 256

profile_s3_mtpt_base_config

説明 :スライス 3パーティションに対するマウントパス。

注 –VxVMを使用中で、ブートディスクをミラーのようにする場合は、スライス 3およ
び 4を空のままにします。

profile_s3_size_base_config

説明 :スライス 3パーティションのサイズ (Mバイト単位)。

profile_s4_mtpt_base_config

説明 :スライス 4パーティションに対するマウントパス。

profile_s4_size_base_config

説明 :スライス 4パーティションのサイズ (Mバイト単位)。

profile_s5_mtpt_base_config

説明 :スライス 5パーティションに対するマウントパス。

デフォルト値 : /var

profile_s5_size_base_config

説明 :スライス 5パーティションのサイズ (Mバイト単位)。
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profile_s6_mtpt_base_config

説明 :スライス 6パーティションに対するマウントパス。

デフォルト値 : /usr

profile_s6_size_base_config

説明 :スライス 6パーティションのサイズ (Mバイト単位)。

profile_s7_mtpt_base_config

説明 :スライス 7パーティションに対するマウントパス。

注 – Solaris VolumeManager (SVM)を使用している場合、デフォルト動作では、スライス
7をmetastateデータベースの位置として使用します。SVMデフォルト構成を使用して
いる場合は、データにスライス 7を使用しないでください。

デフォルト値 : /opt

profile_s7_size_base_config

説明 :スライス 7パーティションのサイズ (Mバイト単位)。

profile_additional_disks_base_config

説明 :ブートディスクに加えて使用および構成するディスクのリスト。cntndnの形式
を使用します。リストにある各ディスクに対して、マウントポイントとサイズを特定
するため、各スライスの変数のセットを定義します。詳細については、229ページ
の「追加ディスクの構成」を参照してください。

profile_add_locales_base_config

説明 :追加するロケールのコンマ区切りリスト。

例 : fr_FR, ja_JP.UTF-8

profile_del_locales_base_config

説明 :削除するロケールのコンマ区切りリスト。

profile_add_geos_base_config

説明 :追加する地域のコンマ区切りリスト。

例 : N_Europe, C_Europe

profile_del_geos_base_config

説明 :削除する地域のコンマ区切りリスト。

ufs_logging_filesys_base_config

説明 : Solaris 7およびそれ以降のシステムでは、ロギングに使用するマウントポイント
のスペース区切りリスト。すべてのUFSファイルシステムでのロギングを有効にする
には、キーワード allを使用します。Solaris 9 09/04では、デフォルトでロギングが有
効になっています。

特定のファイルシステムでロギングを無効にするには、マウントポイントの前にハイ
フンを配置します。すべてのファイルシステムでのロギングを無効にするには、キー
ワード noneを使用します。
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注 –キーワードとマウントポイントを混在させることはできません。ルートファイル
システム (/)を指定できますが、ルートファイルシステムは allおよび noneキーワード
の一部として含まれています。

デフォルト値 : all

profile_add_packages_base_config

説明 :追加するパッケージのスペース区切りリスト。

profile_del_packages_base_config

説明 :削除するパッケージのスペース区切りリスト。

Solaris x86のヘッドレスターゲットホストでの対話式インストールを回避するには、こ
の値を SUNWxwssu SUNWxwscfに設定します。

profile_add_clusters_base_config

説明 :追加するクラスタパッケージのスペース区切りリスト。

profile_del_clusters_base_config

説明 :削除するクラスタパッケージのスペース区切りリスト。

例 : SUNWCpm SUNWCpmx SUNWCdial SUNWCdialx

nfs_mounts_base_config

説明 :遠隔NFSマウントポイントのスペース区切りリスト。次の例に示すように、マ
ウントターゲットからマウントソースを分離するには、?を使用します。

例 : fs?1.1.1.1:/fs

nodename_base_config

説明 : /etc/nodenameに使用する値 (デフォルトホスト名ではない場合)。

defaultrouter_base_config

説明 : /etc/defaultrouterに使用する値。

notrouter_base_config

説明 : yに設定すると、IPv4転送が無効になり、/etc/notrouterファイルが作成されま
す。

dns_domain_base_config

説明 : /etc/resolv.confファイルのDNSドメインエントリ。

dns_nameservers_base_config

説明 : /etc/resolv.confファイルにあるDNSネームサーバーエントリに使用する IPア
ドレスのスペース区切りリスト。

dns_searchpath_base_config

説明 : /etc/resolv.confファイルのDNS検索行に含まれるエントリのリスト。

dns_disableforbuild_base_config

説明 :後の時点までDNSの構成を遅らせます。ビルド環境でDNSが使用できない場
合、この変数を yesに設定します。
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ntp_servers_base_config

説明 : NTPサーバーの名前または IPアドレスのスペース区切りリスト。最初のサー
バーには「prefer」タグが付与されます。このセクションは server [prefer]形式の行を
/etc/inet/ntp.confファイルに配置します。追加のNTP制御を行うには、カスタムモ
ジュールを使用して独自のカスタム ntp.confファイルを配備します。

networkifs_base_config

説明 :定義する追加ネットワークインタフェースのスペース区切りリスト。論理イン
タフェースには、コロン (:)ではなくアンダースコア (_)を使用します。cntndnの形式
を使用します。リストにある各インタフェースに対して、変数のセットを定義して、
インタフェースのネット名、ネットマスク、ホスト名、および IPアドレスを指定しま
す。この変数の詳細については、227ページの「追加ネットワークインタフェースの
構成」を参照してください。

例 : le1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0

ipmp_networkifs_base_config

説明 : IPMP制御の下で定義されるインタフェースのスペース区切りリスト。リストに
ある各インタフェースに対して、変数のセットを定義し、インタフェースのネットグ
ループ、モード、test1、test2、ネットマスク、ホスト名、log-ip、hostname2、および
log-ip2を指定します。この変数の詳細については、228ページの「IPネットワークマ
ルチパス (IPMP)の構成」を参照してください。

例 : qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache

10.0.0.4

update_terminal_base_config

説明 :設定されている場合、sysidcfg端末タイプを inittabに適用します。

デフォルト値 : yes

enable_savecore_base_config

説明 :任意の値に設定されている場合、Solaris 2.6システムのセーブコアを有効にしま
す。

デフォルト値 : yes

dumpadm_minfree_base_config

説明 :クラッシュダンプが dumpファイルシステムを埋め尽くさないように、制限を設
定します。有効な値については、dumpadm(1M)の -mオプションを参照してくださ
い。

例 : 20000k

noautoshutdown_base_config

説明 :任意の値に設定すると、電源管理を無効にします。

デフォルト値 : pm_disabled

enable_rootlogin_base_config

説明 :任意の値に設定すると、telnet/rshおよび ssh両方からのネットワークルートログ
インを有効にします。
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enable_rootftp_base_config

説明 :任意の値に設定すると、ルート FTPアクセス権が有効になります。

shutup_sendmail_base_config

説明 :設定されている場合、sendmailをシャットアップするためのエイリアスホスト名
を作成します。

デフォルト値 : yes

poweroff_afterbuild_base_config

説明 :設定されている場合、ビルドが完了すれば、マシンをシャットダウンします。

dedicated_dump_device_base_config

説明 :設定されている場合、dumpadmユーティリティーによりパーティションが専用ダ
ンプデバイスとして構成されます。サポートされているオペレーティング環境につい
ては、dumpadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

enable_altbreak_base_config

説明 :設定されている場合、代替のブレークシーケンスを有効にします。

disable_sysid_probe_base_config

説明 :設定されている場合、最初の再起動で sysidをスキップします。この設定は、使
用されていないネットワークアダプタの数が多いシステムではプロビジョニングの効
率が大幅に上昇します。

デフォルト値 : yes

nfsv4_domain_base_config

説明 :最初の再起動でプロンプトが表示されるのを防ぐよう、NFSv4ドメインを設定し
ます。設定されていない場合、まず dns_domain_base_configでエントリを探し、続い
て /etc/default/nfsでドメイン値を探します。

productdir_base_config

説明 :製品へのパス。空白である場合、jumpstart.confファイルの情報、および JET
サーバーの IPアドレスを使用します。パッケージファイルが JETサーバー上に格納さ
れてない場合、パッケージの位置へのNFSスタイルのパスを提供します。

patchdir_base_config

説明 :パッチへのパス。空白である場合、jumpstart.confファイルの情報、および JET
サーバーの IPアドレスを使用します。パッチファイルが JETサーバー上に格納されて
ない場合、パッチの位置へのNFSスタイルのパスを提供します。

追加ネットワークインタフェースの構成
networkifs_base_config変数は、sysidcfg_network_interface_base変数を使用して構成
された最初のネットワークインタフェースに加えて、追加のネットワークインタフェー
スを構成する手段を提供します。
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追加の各インタフェースデバイスに対して、そのインタフェースのネット名、ネットマ
スク、ホスト名、および IPアドレスを定義する 4つの変数のグループを指定する必要が
あります。

次の例に、2つのインタフェースに networkifs_base_config変数を定義する方法を示しま
す。

� le1

� ネット名— netB

� ネットマスク— 255.255.255.0

� ホスト名— myhost-netB

� インタフェース IP— 192.168.1.0

� hme0

� ネット名— netC

� ネットマスク— 255.255.255.0

� ホスト名— myhost-netC

� インタフェース IP— 192.162.2.0

次の構文を使用して、2つの追加インタフェースに対して 1つの networkifs_base_config

変数を定義します。

le1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0|hme0!netC 255.255.255.0 myhost-netC 192.168.2.0

IPネットワークマルチパス (IPMP)の構成
IPMPの一般的な情報については、『IPNetworkMultipathingAdministration Guide』を参照
してください。

Solaris 8またはそれ以降の環境における IPマルチパスのデフォルトモードは、自動フェイ
ルバックです。このモードを変更するには、/etc/default/mpathdファイルを編集しま
す。

インタフェースのペアを使用して IPMPグループを設定できるのは、次のいずれかの構成
においてのみです。

� active-standby failover— ipmpモードを sに設定し、論理ホスト名/IPアドレスのペアを
1つ指定します。

� failover with outbound load spreading— ipmpモードを lに設定し、論理ホスト名/IPアド
レスのペアを 1つ指定します。

� active-active with outbound load spreading— ipmpモードを lに設定し、2つ目のインタ
フェース用の別の論理ホスト名/IPアドレスのペアを指定します。

ipmp_networkifs_base_config変数は、IPMPの制御下で定義されるインタフェースのリス
トを定義します。各インタフェースに関して、定義済みの追加インタフェースパラメー
タに対して変数のセットを含める必要があります。定義する必要があるパラメータを次
に示します。
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� netgroup—database-netなど、IPMPインタフェースグループ名を特定します。
� mode— IPMPモードを指定します。有効な値は次の通りです。

� s—スタンバイモード。フェイルオーバーにのみ使用されます。このモードでは、
テストアドレスが最後に割り当てられます。最初のテストアドレスは、最初の物
理アダプタの最初の仮想インタフェース上にあります。2番目のテストアドレス
は、2番目の物理アダプタ上にあります。

� l —負荷の拡散。アクティブ/アクティブモードに使用されます。このモードで
は、テストアドレスは最初と 2番目両方の物理アダプタ上の、最初の仮想インタ
フェース上に割り当てられます。

物理アダプタにテストアドレスを強制するには、いずれかのモードのパラメータに接
尾辞「p」を追加します。

注意 –一部のアプリケーションを破壊する可能性があるため、物理アダプタへのテス
トアドレスの強制には注意が必要です。

� test1— IPMPテストアドレス 1

注 –このアドレスを決してホストファイルに入れないでください。ホストファイルに
あると、このアドレスが使用されます。

� test2— IPMPテストアドレス 2

注 –このアドレスを決してホストファイルに入れないでください。ホストファイルに
あると、このアドレスが使用されます。

� netmask— IPMPペアのネットマスク
� hostname—論理 IPの一意のホスト名
� log-ip—ペアの最初の i/fの論理 IP
� hostname 2— active-active構成の場合のみ。論理 IPの一意のホスト名
� log-ip2— active-active構成の場合のみ。ペアの 2つ目の i/fのローカル IP

次の例に、1つの IPMPインタフェースを定義するipmp_networkifs_base_config変数の内
容を示します。

qfe0_qfe4!database-net l 10.0.0.1 10.0.0.2 24 oracle-db 10.0.0.3 apache 10.0.0.4

追加ディスクの構成
profile_additional_disks_base_config変数は、ルートディスクに加えて、ディスクを
フォーマットおよび構成する機能を提供します。各追加ディスクを特定するには、cnt
ndnの形式を使用します。
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次に、3ディスク構成の例を示します。ルートディスクは c0t0d0で、変数
profile_usedisk_base_configを使用して定義されています。
profile_additional_disks_base_config変数は、2つの追加ディスク c0t1d0および
c0t1d1を特定します。ディスクスライスごとに、そのディレクトリのサイズとともに
ディレクトリ名を指定します。

profile_usedisk_base_config = c0t0d0

profile_additional_disks_base_config = c0t1d0s0!/export/mydisk1!5000MB|c0t1d1s0!/export/mydisk2!6000MB

Solarisプロファイル上で provision_startプランを実行すると、適切なマウントポイントと
スライスとともに、2つのディスクを構成するために適切なファイルが作成されます。

x86ベースシステムへの Solaris 9インストールの
自動化
x86ベースシステムへの Solaris 9のインストールを完全に自動化するには、Solaris Device
Configuration Assistant (DCA)および kdmconfigユーティリティーに情報を提供する追加構
成ファイルを作成する必要があります。

� Solaris 9 x86のインストールを自動化する

次の内容を持つ dcaという名前のファイルを作成します。

IF 0,2="Solaris Device Configuration" THEN

F2

FI

IF *,0="Enter_Continue" THEN

ENTER

FI

IF *,0="Enter_Continue" THEN

ENTER

FI

IF *,0="Enter_Continue" THEN

ENTER

FI

F2 F2

Solaris 9インストールイメージ内の boot/solarisディレクトリに、この dcaファイルを保
存します。

たとえば、/export/s9_x86/Solaris_9/Tools/Boot/boot/solaris ディレクトリにファイル
を保存します。

1

2
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Solaris 9インストールイメージの Solaris_9/Tools/Boot/etcディレクトリにある bootrc

ファイルをエディタで開き、次のような内容にします。

# @(#)bootrc 1.10 01/04/18

#

# bootrc script for installations

#

# ER - This script has been reduced to just start up the kernel boot.

# No user interaction.

# definitions

set DEFAULT_BOOTFILE kernel/unix

# retrieve boot-path constructed by MDB

set bootfile $DEFAULT_BOOTFILE

getprop boot-path bp

getprop boot-args ba

set bootargs "${ba}"

# display current defaults

echo " <<< Current Boot Parameters >>>

Boot path: ${bp}

Boot args: ${ba}

"

setprop boot-args ’- install nowin’

echo ’

<<< starting automatic installation >>>

’

echo "Booting $DEFAULT_BOOTFILE..."

run $DEFAULT_BOOTFILE

次のテキスト内容を持つ /sysidcfg-addon-fileという名前のファイルを作成します。

keyboard=workaround:Unknown

display=workaround:Unknown

pointer=workaround:Unknown

monitor=workaround:Unknown

N1SPSブラウザインタフェースで次の基本 Solaris OS構成変数を編集します。

x86_confflags_base_config この変数が Solarisインストールイメージディレク
トリ内の dcaファイルを指し示すようにします。
たとえば -f -P/boot/solaris/dcaです。

sysidcfg_x86_kdmfile_base_config この変数が、作成した/sysidcfg-addon-file を指
し示すようにします。

3

4

5

基本 Solaris OS構成変数

付録 B • Solaris Profileコンポーネントの変数 231



Solaris OSプロビジョニングプロファイルの変数の作成または編集方法については、
71ページの「非 JET Solarisプロビジョニングプロファイルを作成する (ブラウザインタ
フェース)」を参照してください。

Solarisリモートエージェントのコンポーネント変数
次のリストで説明する変数は、N1 SPSソフトウェアのリモートエージェント (RA)構成を
提供します。これらの変数は、JET spsraモジュールに直接対応します。

install_spsra

説明 : N1 SPS RAソフトウェアをインストールするかどうか。

デフォルト値 : y

product_version_spsra

説明 :インストールするRAのバージョン。

デフォルト値 : 5.2

OSプロビジョニングプラグイン 3.0によるプロビジョニングにN1 SPS 5.1リリースを
使用する場合は、この変数の値を 5.1に設定します。

basedir_spsra

説明 : RAファイルがインストールされるベースディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWn1sps

install_ra_from_snapshot_spsra

注 – install_ra_from_snapshot_spsraは廃止予定で、N1 SPS 5.2リリースでは非推奨で
す。

デフォルト値 : n

username_spsra

説明 : RAインストーラを使用する際に、RAファイルシステムを所有するユーザー名を
指定します。

例 : jdoe

groupname_spsra

説明 : RAインストーラを使用する際に、RAファイルシステムを所有するグループ名を
指定します。

例 : staff

setup_user_acct_spsra

説明 : username_spsraおよび groupname_spsraのユーザーおよびグループアカウントを
設定するかどうかを指定します。
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注 –プロビジョニング後、ターゲットでユーザーアカウントを使用できない場合は、
この変数値を yに設定して、プロビジョニング後の再起動でターゲットホスト上のN1
SPSリモートエージェントを起動するようにします。

デフォルト値 : n

user_passwd_spsra

説明 : username_spsraの暗号化されたパスワード。

例 : 6GR9gOi1vRVFwは、パスワード「n1spspwd」の暗号化された値を表します。

userid_spsra

説明 : username_spsraのユーザーアカウント ID。

例 : 505

groupid_spsra

説明 : groupname_spsraのグループアカウント ID。

例 : 505

homedir_spsra

説明 : RAファイルのホームディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWn1sps

jre_path_spsra

説明 : Java Runtime Environmentへのパス。値が指定されていない場合は、インストー
ラにより指定されるパスを使用します。パスが指定されている場合、JREはそのパス
にインストールされている必要があります。インストールされていないと、インス
トールが失敗します。

setuid_spsra

説明 : RAルートアクセス権を有効にします。

デフォルト値 : y

setuid_spsra

説明 :リモートエージェントのホスト名または IPアドレス

例 : solaris10-target

conn_spsra

説明 : RAへの接続に使用する方式を指定します。デフォルトでは、ターゲット設定可
能なコンポーネントに対して定義されている接続方式を使用します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_conn]

ssl_auth_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用する SSL認証。

デフォルト値 : 1
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port_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用するポート。デフォルトでは、ターゲット設定可能な
コンポーネントに対して定義されているポートを使用します。

注 – SSH接続を使用するには、ポート番号を 70000に設定します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_port]

adv_params_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用する高度なパラメータ。デフォルトでは、ターゲット
設定可能なコンポーネントに対して定義されている高度なパラメータを使用します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_adv_parms]

一般的な SolarisOSプロビジョニングプラグイン変数
次のリストに示す変数は、OSプロビジョニングプラグインで必要な一般的な変数です。
これらの変数は技術上は JETモジュールの一部ではありませんが、OSプロビジョニング
プラグインが、JETとN1 SPSソフトウェアの間のインタフェース接続を行うために必要
です。

installPath

説明 : Jumpstart Enterprise Toolkit (JET)仮想ホスト。

例 : myhost-jet

osp_target_host

説明 :ターゲットホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:installPath]

osp_profile_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)。

注 – client_allocation_base_configを bootpに設定する場合は、
osp_profile_control_serviceを falseに設定します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:osp_control_service]

sps_ra_parent_host

説明 : N1 SPS RAの親のホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_parent]

sps_ra_parent_host_type

説明 : N1 SPS RAの親のホストタイプ (MSまたは LD)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_parent_type]
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osp_jet_server

説明 : JETサーバーのホスト名。

例 : myserver

osp_profile_architecture

説明 :ターゲットホストのアーキテクチャー (sun4u、x86)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:architecture]

osp_profile_min_disk_size

説明 :最小ディスクサイズ。

例 : 5GB

osp_profile_description

説明 :プロファイルの説明。

osp_profile_boot_server_name

説明 : Solarisブートサーバー名。

デフォルト値 : :[osp_jet_server]

osp_profile_BS_subnet_address

説明 :ブートサーバーによりサービスが提供されるサブネット。

osp_profile_BS_subnet_ip_address

説明 :このサブネット上のブートサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_product_ip_address

説明 : Solarisイメージサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_product_directory

説明 :イメージサーバー上のイメージディレクトリへのパス。

例 : /osp_image/Solaris9_u7_sparc

osp_profile_boot_ip_address

説明 : Solarisブートサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_boot_directory

説明 : Solarisブートディレクトリ。

デフォルト値 : /osp_image/Solaris9_u7_sparc/Solaris_9/Tools/Boot

osp_profile_sysidcfg_ip_address

説明 :システム ID構成の IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

一般的な Solaris OSプロビジョニングプラグイン変数

付録 B • Solaris Profileコンポーネントの変数 235



osp_profile_sysidcfg_directory

説明 :システム ID構成のディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWjet/Clients/:[osp_target_host]

osp_profile_jumpstart_ip_address

説明 : Jumpstartの IPアドレス

例 : 199.199.8.6

osp_profile_jumpstart_directory

説明 : JumpStartのディレクトリ

デフォルト値 : /opt/SUNWjet

osp_profile_boot_file_name

説明 : Solarisブートファイル名。

デフォルト値 : :[osp_target_host]

osp_profile_nbp_boot_file_name

説明 :ネットワークブートファイル名。

デフォルト値 : :[osp_target_host]
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RedHat Linux Profileコンポーネントの変数

RedHat Linux Profileコンポーネントには各 JETモジュールの変数が含まれています。これ
らの変数は、次のカテゴリに分類されています。

� 237ページの「基本RedHat LinuxOS構成変数」
� 251ページの「RedHat Linuxリモートエージェントのコンポーネント変数」
� 253ページの「一般的なRedHat LinuxOSプロビジョニングプラグイン変数」

基本RedHat LinuxOS構成変数

base_configモジュール用のコンポーネント変数
次のリストで説明している変数は、基本オペレーティングシステム構成を提供します。
これらの変数は、JET base_configモジュールに直接対応します。リストには、ター
ゲット設定可能なコンポーネントの値を使用するいくつかの変数があります。RedHat
Linux Profile変数の目的では、ターゲット設定可能なコンポーネントはターゲットホスト
です。

ClientArch_base_config

説明 : x86などのカーネルアーキテクチャー。デフォルトでは、これはターゲット設定
可能なコンポーネントのカーネルアーキテクチャーに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:kernel_arch]

ClientEther_base_config

説明 : EthernetMACアドレス。デフォルトでは、これはターゲット設定可能なコン
ポーネントの EthernetMACアドレスに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_mac_address]

ClientOSName_base_config

説明 :プロビジョニングするOSの名前。
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例 : redhat

ClientOS_base_config

説明 :プロビジョニングするOSのバージョン。

例 : LinuxRedHat3.0_x86

products_base_config

説明 :プロビジョニングする JETモジュール。

例 : base_config spsra

client_allocation_base_config

説明 :このクライアントの構築に使用されるメカニズム。デフォルトでは、
/opt/jet/etc/jumpstart.confにあるオプションが使用されます。この特定のクライア
ントのデフォルトとは異なる動作が必要な場合を除き、この値は空白のままにしま
す。

productdir_base_config

説明 : RedHat Linuxディストリビューションへのパス。jumpstart.confファイルの情報
と JETサーバーの IPアドレスを使用するには、この値を空白のままにします。
パッケージファイルが JETサーバー上に格納されてない場合、パッケージの位置への
NFSスタイルのパスを提供します。

patchdir_base_config

説明 :適用するパッチへのパス。jumpstart.confファイルの情報と JETサーバーの IP
アドレスを使用するには、この値を空白のままにします。パッチが JETサーバー上に
格納されてない場合、パッチの位置へのNFSスタイルのパスを提供します。

kickstart_media_base_config

説明 : RedHat Linux製品媒体の位置。

pxelinux_console_base_config

説明 : PXEブート環境に渡すコンソールパラメータ。

デフォルト値 : ttyS0,9600

lang_base_config

説明:ターゲットホストにインストールする言語。

例 : en_US

lang_additional_base_conf

説明 :ターゲットホストにインストールする追加言語。

例 : fr_FR

keyboard_base_conf

説明 :ターゲットホストで使用するキーボードマッピング。

デフォルト値 : us
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mouse_base_config

説明 :ターゲットホストのマウスタイプ。

デフォルト値 : generic3

auth_md5_base_config

説明 : MD5認証を使用するかどうかを指定します。

デフォルト値 : yes

auth_shadow_base_config

説明 :シャドウパスワードを使用するかどうかを指定します。

デフォルト値 : yes

auth_cache_base_config

説明 :認証キャッシュを使用するかどうかを指定します。

デフォルト値 : no

auth_nis_enable_base_config

説明 : NISを有効にするかどうかを指定します (yes/no)。

auth_nis_server_base_config

説明 : NISサーバーの名前 (auth_nis_enable_base_configを yesに設定した場合)。

例 : nis-1.west.example.com

auth_nis_domain_base_config

説明 : NISドメインの名前。

例 : west.example.com

auth_ldap_enable_base_config

説明 : LDAPを有効にするかどうかを指定します (yes/no)。

auth_ldap_enable_auth_base_config

説明 :ユーザー認証に LDAPを使用するかどうかを指定します (yes/no)。

auth_ldap_server_base_config

説明 : LDAPサーバーの名前。

例 : ldap.west.example.com

auth_ldap_basedn_base_config

説明 : LDAPサーバーのベースドメイン名。

例 : west.example.com

auth_ldap_tls_base_config

説明 : LDAPにTransport Layer Security (TLS)プロトコルを使用するかどうかを指定しま
す (yes/no)。
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auth_kerberos5_kdcs_base_config

説明 : Kerberosキーディストリビューションセンター (KDC)のリスト。スペース区切
りリストのエントリを含みます。

auth_kerberos5_realm_base_config

説明 : Kerberosデフォルトレルムの名前。

auth_kerberos5_adminserver_base_config

説明 : Kerberos管理サーバーの名前。

auth_hesiod_enabled_base_config

説明 : Hesiodネームサービスを有効にするかどうかの指定 (yes/no)。

auth_hesiod_right_side_base_config

説明 : /etc/hesiod.confで設定されるHesiodの right sideオプションを使用するかどう
かを指定します (yes/no)。

このオプションは、LDAPによるベースドメイン名検索の場合と同じように、情報検
索時に、DNS検索対象の名前を決定するときにHesiodライブラリによって使用されま
す。

auth_hesiod_left_side_base_config

説明 : /etc/hesiod.confで設定されるHesiodの left sideオプションを使用するかどうか
を指定します (yes/no)。

このオプションは、LDAPによるベースドメイン名検索の場合と同じように、情報検
索時に、DNS検索対象の名前を決定するときにHesiodライブラリによって使用されま
す。

auth_smb_servers_base_config

説明 : ServerMessage Blockサーバーの名前。SMBは、コンピュータ間でのファイル、プ
リンタ、シリアルポート、および通信アブストラクション (名前付きパイプ、メールス
ロットなど)の共有に関するプロトコルです。

auth_smb_workgroup_base_config

説明 : SMBワークグループの名前。

root_password_encrypted_base_config

説明 : root_password_base_config変数のターゲットホストの rootパスワードが暗号化
されているかどうかを指定します (yes/no)。

デフォルト値 : no

root_password_base_config

説明 :ターゲットホストの rootパスワード。root_password_encrypted_base_config変
数が yesに設定されている場合は、この変数に暗号化したパスワードを設定します。

デフォルト値 : newroot

timezone_base_config

説明 :ターゲットホストのタイムゾーン。

デフォルト値 : US/Pacific
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timezone_utc_base_config

説明 :タイムゾーンが協定世界時で設定されているかどうかを指定します (yes/no)。

デフォルト値 : no

firewall_base_config

説明 :ターゲットホストでファイアウォールを有効にするかどうかを指定します
(enabled/disabled)。

デフォルト値 : disabled

firewall_trusted_base_config

説明 :すべてのトラフィックがファイアウォールの通過を許可されている、ネット
ワークインタフェースのスペース区切りリスト。

例 : eth0 eth1

firewall_incoming_base_config

説明 :ポート番号およびサービス (ssh、http、dhcp、telnet、smtp、ftpなど)のスペース
区切りのリスト。service:protocolの形式でサービスの種類と関連するプロトコルを
指定することもできます。

例 : imap:tcp 1234:udp ssh ftp

bootloader_name_base_config

説明 :ターゲットホストをブートし、インストールするブートローダーの名前
(grub/lilo)。

デフォルト値 : grub

bootloader_location_base_config

説明 :ブートローダーの位置。

デフォルト値 : mbr

bootloader_append_base_config

説明 :ブートローダーがカーネルに渡す、カーネルパラメータのスペース区切りリス
ト。

例 : hdd=ide-scsi ide=nodma

bootloader_lilo_lba32_base_config

説明 : bootloader_name_base_config変数に liloが設定されている場合、この変数は
ブートローダーが lba32を使用するかどうかを指定します。

デフォルト値 : yes

bootloader_lilo_linear_base_config

説明 : bootloader_name_base_config変数に liloが設定されている場合、この変数は
ブートローダーが linearを使用するかどうかを指定します。

デフォルト値 : yes
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bootloader_grub_password_encrypted_base_config

説明 : bootloader_name_base_config変数に grubが設定されている場合、この変数は、
root_password_base_config変数のGRUB rootパスワードが暗号化されているかどうか
を指定します (yes/no)。

例 : no

bootloader_grub_password_base_config

説明 :ターゲットホストのGRUB rootパスワード。
bootloader_grub_password_encrypted_base_config変数が yesに設定されている場合
は、この変数に暗号化したパスワードを設定します。

xconfig_card_base_config

説明 :ターゲットホストのビデオカード。

xconfig_videoram_base_config

説明 :ターゲットホストのビデオRAM。

xconfig_monitor_base_config

説明 :ターゲットホストのモニターモデル。

xconfig_resolution_base_config

説明 :ターゲットホストのモニターの解像度。

xconfig_depth_base_config

説明 :ターゲットホストのモニターの発色数。

xconfig_desktop_base_config

説明 :ターゲットホストで使用するデスクトップソフトウェアを指定します。

bootproto_base_config

説明 :ターゲットホストのブートプロトコル。

デフォルト値 : dhcp

network_interface_base_config

説明 :プロビジョニング中に使用するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : :[targetableComponent:linux_network_interface]

ip_base_config

説明 :ターゲットホストの IPアドレス。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_ip_address]

hostname_base_config

説明 :ターゲットホストのホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:installPath]

netmask_base_config

説明 :プロビジョニング中に使用するネットマスク。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_netmask]
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gateway_base_config

説明 :プロビジョニング中に使用するゲートウェイ。

デフォルト値 : :[targetableComponent:default_router]

nameservers_base_config

説明 :プロビジョニング中に使用するネームサーバーのスペース区切りリスト。

networkifs_base_config

説明 :構成する追加のネットワークインタフェースを指定します。この変数の値は、
ターゲットホスト変数 networkifs_redhat_base_configから算出されます。

例 : l eth1!--ip 1.2.3.4 --netmask 255.255.255.0 --bootproto static

partition_clear_base_config

説明 :プロビジョニング中に内容を消去するパーティションを指定します。

例 : all

partition_zerombr_base_config

説明 :マスターブートレコード (MBR)の内容を消去するかどうかを指定します。

デフォルト値 : yes

partition_1_disk_base_config

説明 : 1番目のパーティションのデバイスを指定します。

デフォルト値 : sda

注 –パーティション変数は、パーティション 1から順に定義してください。パー
ティション 1から始めなかった場合は、インストールが対話式に切り替わります。

partition_1_mountpoint_base_config

説明 : 1番目のパーティションのマウントポイントを指定します。

デフォルト値 : /diag

partition_1_fstype_base_config

説明 : 1番目のパーティションのファイルシステムの種類を指定します。

デフォルト値 : vfat

partition_1_size_base_config

説明 : 1番目のパーティションのサイズ (Mバイト単位)を指定します。

デフォルト値 : 60

partition_1_maxsize_base_config

説明 : 1番目のパーティションの最大サイズ (Mバイト単位)を指定します。

partition_1_grow_base_config

説明 :パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します (yes/no)。
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partition_1_primary_base_config

説明 :強制的にプライマリパーティションにするかどうかを指定します (yes/no)。

デフォルト値 : yes

partition_2_disk_base_config

説明 : 2番目のパーティションのデバイスを指定します。

デフォルト値 : sda

partition_2_mountpoint_base_config

説明 : 2番目のパーティションのマウントポイントを指定します。

デフォルト値 : /boot

partition_2_fstype_base_config

説明 : 2番目のパーティションのファイルシステムの種類を指定します。

デフォルト値 : ext3

partition_2_size_base_config

説明 : 2番目のパーティションのサイズを指定します (Mバイト単位)。

デフォルト値 : 100

partition_2_maxsize_base_config

説明 : 2番目のパーティションの最大サイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_2_grow_base_config

説明 :パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します (yes/no)。

partition_2_primary_base_config

説明 :強制的にプライマリパーティションにするかどうかを指定します (yes/no)。

デフォルト値 : yes

partition_3_disk_base_config

説明 : 3番目のパーティションのデバイスを指定します。

デフォルト値 : sda

partition_3_mountpoint_base_config

説明 : 3番目のパーティションのマウントポイントを指定します。

デフォルト値 : /

partition_3_fstype_base_config

説明 : 3番目のパーティションのファイルシステムの種類を指定します。

デフォルト値 : ext3

partition_3_size_base_config

説明 : 3番目のパーティションのサイズを指定します (Mバイト単位)。

デフォルト値 : 10000
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partition_3_maxsize_base_config

説明 : 3番目のパーティションの最大サイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_3_grow_base_config

説明 :パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します (yes/no)。

partition_3_primary_base_config

説明 :強制的にプライマリパーティションにするかどうかを指定します (yes/no)。

partition_4_disk_base_config

説明 : 4番目のパーティションのデバイスを指定します。

デフォルト値 : sda

partition_4_mountpoint_base_config

説明 : 4番目のパーティションのマウントポイントを指定します。

デフォルト値 : swap

partition_4_fstype_base_config

説明 : 4番目のパーティションのファイルシステムの種類を指定します。

デフォルト値 : swap

partition_4_size_base_config

説明 : 4番目のパーティションのサイズを指定します (Mバイト単位)。

デフォルト値 : 1024

partition_4_maxsize_base_config

説明 : 4番目のパーティションの最大サイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_1_grow_base_config

説明 :パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します (yes/no)。

partition_4_primary_base_config

説明 :強制的にプライマリパーティションにするかどうかを指定します (yes/no)。

partition_5_disk_base_config

説明 : 5番目のパーティションのデバイスを指定します。

partition_5_mountpoint_base_config

説明 : 5番目のパーティションのマウントポイントを指定します。

partition_5_fstype_base_config

説明 : 5番目のパーティションのファイルシステムの種類を指定します。

partition_5_size_base_config

説明 : 5番目のパーティションのサイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_5_maxsize_base_config

説明 : 5番目のパーティションの最大サイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_5_grow_base_config

説明 :パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します (yes/no)。
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partition_5_primary_base_config

説明 :強制的にプライマリパーティションにするかどうかを指定します (yes/no)。

partition_6_disk_base_config

説明 : 6番目のパーティションのデバイスを指定します。

partition_6_mountpoint_base_config

説明 : 6番目のパーティションのマウントポイントを指定します。

partition_6_fstype_base_config

説明 : 6番目のパーティションのファイルシステムの種類を指定します。

partition_6_size_base_config

説明 : 6番目のパーティションのサイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_6_maxsize_base_config

説明 : 6番目のパーティションの最大サイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_6_grow_base_config

説明 :パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します (yes/no)。

partition_6_primary_base_config

説明 :強制的にプライマリパーティションにするかどうかを指定します (yes/no)。

partition_7_disk_base_config

説明 : 7番目のパーティションのデバイスを指定します。

partition_7_mountpoint_base_config

説明 : 7番目のパーティションのマウントポイントを指定します。

partition_7_fstype_base_config

説明 : 7番目のパーティションのファイルシステムの種類を指定します。

partition_7_size_base_config

説明 : 7番目のパーティションのサイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_7_maxsize_base_config

説明 : 7番目のパーティションの最大サイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_7_grow_base_config

説明 :パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します (yes/no)。

partition_7_primary_base_config

説明 :強制的にプライマリパーティションにするかどうかを指定します (yes/no)。

partition_8_disk_base_config

説明 : 8番目のパーティションのデバイスを指定します。

partition_8_mountpoint_base_config

説明 : 8番目のパーティションのマウントポイントを指定します。

partition_8_fstype_base_config

説明 : 8番目のパーティションのファイルシステムの種類を指定します。
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partition_8_size_base_config

説明 : 8番目のパーティションのサイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_8_maxsize_base_config

説明 : 8番目のパーティションの最大サイズを指定します (Mバイト単位)。

partition_8_grow_base_config

説明 :パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します (yes/no)。

partition_8_primary_base_config

説明 :強制的にプライマリパーティションにするかどうかを指定します (yes/no)。

raid_1_device_base_config

説明 :使用するRAIDデバイスの名前 (md0、md1など)を指定します。RAIDデバイス
の範囲はmd0～md7で、それぞれ 1回使用できます。

例: md0

raid_1_level_base_config

説明 : 1番目のRAIDデバイスのレベル (0、1、または 5)を指定します。

例:1

raid_1_mountpoint_base_config

説明 : 1番目のRAIDデバイスのマウントポイントを指定します。

例 : raid.01

raid_1_meta_devices_base_config

説明 : 1番目のRAIDデバイスのメタデバイスのスペース区切りリストを指定します。
これらのメタデバイスは、partition _n_mountpoint_base_config 変数に raid.number
を指定することによって、partition_変数で作成します (例:
partition_1_mountpoint_base_config=raid.01 )。

raid.01および raid.02のパーティション名は、JET base_configモジュールを使用して
作成可能です。raid_1_level_base_config変数を使用して、RAIDレベルを 1に設定す
る場合は、同じサイズのパーティションを少なくとも 2つ指定する必要があります。
raid_1_level_base_config変数を使用して、RAIDレベルを 5に設定する場合は、同じ
サイズのパーティションを少なくとも 3つ指定する必要があります。

raid_2_device_base_config

説明 :使用するRAIDデバイスの名前 (md0、md1など)を指定します。RAIDデバイス
の範囲はmd0～md7で、それぞれ 1回使用できます。

例: md1

raid_2_level_base_config

説明 : 2番目のRAIDデバイスのレベル (0、1、または 5)を指定します。

例: 1

raid_2_mountpoint_base_config

説明 : 2番目のRAIDデバイスのマウントポイントを指定します。
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例 : raid.02

raid_2_meta_devices_base_config

説明 : 2番目のRAIDデバイスのメタデバイスのスペース区切りリストを指定します。
これらのメタデバイスは、partition _n_mountpoint_base_config 変数に raid.number
を指定することによって、partition_変数で作成します (例:
partition_2_mountpoint_base_config=raid.02 )。

raid.01および raid.02のパーティション名は、JET base_configモジュールを使用して
作成可能です。raid_1_level_base_config変数を使用して、RAIDレベルを 1に設定し
た場合は、同じサイズのパーティションを少なくとも 2つ指定する必要があります。
raid_1_level_base_config変数を使用して、RAIDレベルを 5に設定した場合は、同じ
サイズのパーティションを少なくとも 3つ指定する必要があります。

append_kernel_cmdline_base_config

説明 : PXEブート時のカーネルに対する追加のコマンド行オプション。

clusters_base_config

説明 :インストールするパッケージグループを指定します。

デフォルト値 : Everything

packages_add_base_config

説明 :ターゲットホストにインストールする追加パッケージを含むスペース区切りリ
スト。

packages_remove_base_config

説明 :ターゲットホストから削除する追加パッケージを含むスペース区切りリスト。

packages_resolvedeps_base_config

説明 :プロビジョニング中のパッケージの依存関係を解消するかどうかを指定します
(yes/no)。

packages_ignoredeps_base_config

説明 :プロビジョニング中のパッケージの依存関係を無視するかどうかを指定します
(yes/no)。

packages_ignoremissing_base_config

説明 :存在しないパッケージを無視して、プロビジョニングを継続するかどうかを指
定します (yes/no)。

enable_services_base_config

説明 :ターゲットホスト上で有効にするXinetdサービスのスペース区切りリスト。

postscript_chroot_base_config

説明 :別のルートディレクトリで JETポストスクリプトを実行するかどうかを指定しま
す (yes/no)。

bootloader_grub_redirect_fix_base_config

説明 :シリアルコンソールではなく、コンソールにインストール出力をリダイレクト
するかどうかを指定します (yes/no)。
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一部ハードウェアでは、インストーラによって、ブートローダーにシリアルまたはコ
ンソールディスプレイが正しく設定されません。ハードウェアがGRUBブートロー
ダーにコンソールへのリダイレクトを正しく設定しない場合は、この変数を yesに設
定します。

no_autoreboot_base_config

説明 :インストール後にリブートするかどうかを指定します (yes/no)。

この変数を noに設定した場合は、システムがリブートするまで、ポストインストール
スクリプトは実行されません。

script_1_pre_base_config

説明 : JETサーバー上のプリインストールスクリプトの位置を指定します。

script_1_pre_interpreter_base_config

説明 :プリインストールスクリプトのインタプリタを指定します。

script_1_post_base_config

説明 : JETサーバー上のポストインストールスクリプトの位置を指定します。

script_1_post_interpreter_base_config

説明 :ポストインストールスクリプトのインタプリタを指定します。

script_1_post_nochroot_base_config

説明 :代替ルートディレクトリの jail内でポストインストールスクリプトを実行するか
どうかを指定します。

partitionadd_base_config

説明 :パーティション 9から始まるパーティションをターゲットホストに追加します。
変数値の構文は次のとおりです。

n!disk!mountpoint!fstype!size!maxsize!grow!primary

ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、パーティション番号を指定します。

diskには、パーティションのデバイスを指定します。

mountpointには、パーティションのマウントポイントを指定します。

fstypeには、パーティションのファイルシステムの種類を指定します。

sizeには、パーティションのサイズをMバイト単位で指定します。

maxsizeには、パーティションの最大サイズを指定します。

growは、パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します。

primaryは、このパーティションを強制的にプライマリパーティションにするかどうか
を指定します。
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変数値には、すべての追加パーティションの情報を含めます。たとえば、9番目と 10
番目のパーティションを作成する場合は、この変数に、次の例のような値を設定しま
す。

9!sda!/export1!ext3!1000!!!!|10!sda!/export10!jfs!100!2000!yes!!

この値によって、次の変数セットが作成されます。

base_config_partition_9_disk=sda

base_config_partition_9_mountpoint=/export1

base_config_partition_9_fstype=ext3

base_config_partition_9_size=1000

base_config_partition_9_maxsize=

base_config_partition_9_grow=

base_config_partition_9_primary=

base_config_partition_10_disk=sda

base_config_partition_10_mountpoint=/export10

base_config_partition_10_fstype=jfs

base_config_partition_10_size=100

base_config_partition_10_maxsize=2000

base_config_partition_10_grow=yes

base_config_partition_10_primary=

raidadd_base_config

説明 :デバイス 3から始まるRAIDデバイスをターゲットホストに追加します。変数値
の構文は次のとおりです。

n!device!level!mountpoint!metadevices

ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、RAIDボリューム番号を指定します。

deviceには、RAIDボリュームのデバイスを指定します。

levelには、RAIDボリュームのRAIDレベルを指定します。

mountpointには、RAIDボリュームのマウントポイントを指定します。

metadevicesには、RAIDボリュームに作成するメタデバイスを指定します。

変数値には、すべての追加パーティションの情報を含めます。raidadd_base_config変
数の基本構文は、partitionadd_base_config変数の構文と同じです。

scriptpreadd_base_config

説明 :番号 2から始まる追加のプリインストールスクリプトをOSプロビジョニング
ファイルに追加します。変数値の構文は次のとおりです。

n!pre!pre_interpreter
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ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、プリインストールスクリプト番号を指定します。

preには、プリインストールスクリプトの名前を指定します。

pre_interpreterには、プリインストールスクリプトに使用するインタプリタを指定しま
す。

変数値には、使用するすべての追加プリインストールスクリプトの情報を含めます。
scriptpreadd_base_config変数の基本構文は、partitionadd_base_config変数の構文と
同じです。

scriptpostadd_base_config

説明 :番号 2から始まる追加のポストインストールスクリプトをOSプロビジョニング
ファイルに追加します。変数値の構文は次のとおりです。

n!post!post_interpreter!post_nochroot

ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、ポストインストールスクリプト番号を指定します。

postには、ポストインストールスクリプトの名前を指定します。

post_interpreterには、ポストインストールスクリプトに使用するインタプリタを指定し
ます。

post_nochrootは、ポストインストールスクリプトを、代替ルートディレクトリの jail内
で実行するかどうかを指定します (yes/no)。

変数値には、使用するすべての追加ポストインストールスクリプトの情報を含めま
す。scriptpostadd_base_configには、partitionadd_base_config変数と同じ構文を使
用します。

RedHat Linuxリモートエージェントのコンポーネント変
数

次のリストで説明する変数は、N1 SPSソフトウェアのリモートエージェント (RA)構成を
提供します。これらの変数は、JET spsraモジュールに直接対応します。

install_spsra

説明 : N1 SPS RAソフトウェアをインストールするかどうか。

デフォルト値 : y

product_version_spsra

説明 :インストールするRAのバージョン。

デフォルト値 : 5.2
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OSプロビジョニングプラグイン 3.0によるプロビジョニングにN1 SPS 5.1リリースを
使用する場合は、この変数の値を 5.1に設定します。

basedir_spsra

説明 : RAファイルがインストールされるベースディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWn1sps

username_spsra

説明 : RAインストーラを使用する際に、RAファイルシステムを所有するユーザー名を
指定します。

例 : jdoe

groupname_spsra

説明 : RAインストーラを使用する際に、RAファイルシステムを所有するグループ名を
指定します。

例 : staff

setup_user_acct_spsra

説明 : username_spsraおよび groupname_spsraのユーザーおよびグループアカウントを
設定するかどうかを指定します。

注 –プロビジョニング後、ターゲットからユーザーアカウントを使用できない場合
は、この変数値を yに設定して、プロビジョニング後のリブートでターゲットホスト
でN1 SPSリモートエージェントを起動するようにします。

デフォルト値 : n

user_passwd_spsra

説明 : username_spsraの暗号化されたパスワード。

例 : 6GR9gOi1vRVFwは、パスワード「n1spspwd」の暗号化された値を表します。

userid_spsra

説明 : username_spsraのユーザーアカウント ID。

例 : 505

groupid_spsra

説明 : groupname_spsraのグループアカウント ID。

例 : 505

homedir_spsra

説明 : RAファイルのホームディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWn1sps
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jre_path_spsra

説明 : Java Runtime Environmentへのパス。値が指定されていない場合は、インストー
ラにより指定されるパスを使用します。パスが指定されている場合、JREはそのパス
にインストールされている必要があります。インストールされていないと、インス
トールが失敗します。

setuid_spsra

説明 : RAルートアクセス権を有効にします。

デフォルト値 : y

host_spsra

説明 :リモートエージェントのホスト名または IPアドレス

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_host]

conn_spsra

説明 : RAへの接続に使用する方式を決定します。デフォルトでは、ターゲット設定可
能なコンポーネントに対して定義されている接続方式を使用します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_conn]

ssl_auth_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用する SSL認証。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_ssl_auth]

port_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用するポート。デフォルトでは、ターゲット設定可能な
コンポーネントに対して定義されているポートを使用します。

注 – SSH接続を使用するには、ポート番号を 70000に設定します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_port]

adv_params_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用する高度なパラメータ。デフォルトでは、ターゲット
設定可能なコンポーネントに対して定義されている高度なパラメータを使用します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_adv_parms]

一般的なRedHat LinuxOSプロビジョニングプラグイン変
数

次のリストに示す変数は、OSプロビジョニングプラグインで必要な一般的な変数です。
これらの変数は技術上は JETモジュールの一部ではありませんが、OSプロビジョニング
プラグインが、JETとN1 SPSソフトウェアの間のインタフェース接続を行うために必要
です。
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installPath

説明 : Jumpstart Enterprise Toolkit (JET)仮想ホスト。

例 : myhost-jet

osp_target_host

説明 :ターゲットホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:installPath]

osp_profile_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:osp_control_service]

osp_jet_server

説明 : JETサーバーのホスト名。

例 : myserver

osp_profile_architecture

説明 :ターゲットホストのアーキテクチャー (x86)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:architecture]

osp_profile_min_disk_size

説明 :最小ディスクサイズ。

例 : 5GB

osp_profile_description

説明 :プロファイルの説明。

osp_profile_boot_server_name

説明 : RedHat Linuxブートサーバー名。

デフォルト値 : :[osp_jet_server]

osp_profile_BS_subnet_address

説明 :ブートサーバーによりサービスが提供されるサブネット。

osp_profile_BS_subnet_ip_address

説明 :このサブネット上のブートサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_product_ip_address

説明 : RedHat Linuxイメージサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_product_directory

説明 :イメージサーバー上のイメージディレクトリへのパス。
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例 : /osp_image/RedHat/RHEL3-U4

osp_profile_boot_ip_address

説明 : RedHat Linuxブートサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

一般的な RedHat Linux OSプロビジョニングプラグイン変数
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SUSE Linux Profileコンポーネントの変数

SUSE Linux Profileコンポーネントには各 JETモジュールの変数が含まれています。これら
の変数は、次のカテゴリに分類されています。

� 257ページの「基本 SUSE LinuxOS構成変数」
� 279ページの「SUSE Linuxリモートエージェントのコンポーネント変数」
� 281ページの「一般的な SUSE LinuxOSプロビジョニングプラグイン変数」

基本 SUSE LinuxOS構成変数

base_configモジュール用のコンポーネント変数
次のリストで説明している変数は、基本オペレーティングシステム構成を提供します。
これらの変数は、JET base_configモジュールに直接対応します。リストには、ター
ゲット設定可能なコンポーネントの値を使用するいくつかの変数があります。SUSE Linux
Profile変数の目的では、ターゲット設定可能なコンポーネントはターゲットホストで
す。

ClientArch_base_config

説明 : x86などのカーネルアーキテクチャー。デフォルトでは、これはターゲット設定
可能なコンポーネントのカーネルアーキテクチャーに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:kernel_arch]

ClientEther_base_config

説明 : EthernetMACアドレス。デフォルトでは、これはターゲット設定可能なコン
ポーネントの EthernetMACアドレスに設定されています。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_mac_address]

ClientOSName_base_config

説明 :プロビジョニングするOSの名前。
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例 : redhat

ClientOS_base_config

説明 :プロビジョニングするOSのバージョン。

例 : LinuxRedHat3.0_x86

products_base_config

説明 :プロビジョニングする JETモジュール。

例 : base_config spsra

client_allocation_base_config

説明 :このクライアントの構築に使用されるメカニズム。デフォルトでは、
/opt/jet/etc/jumpstart.confにあるオプションが使用されます。この特定のクライア
ントのデフォルトとは異なる動作が必要な場合を除き、この値は空白のままにしま
す。

productdir_base_config

説明 : SUSE Linuxディストリビューションへのパス。jumpstart.confファイルの情報と
JETサーバーの IPアドレスを使用するには、この値を空白のままにします。パッケー
ジファイルが JETサーバー上に格納されてない場合、パッケージの位置へのNFSスタ
イルのパスを提供します。

patchdir_base_config

説明 :ターゲットホストにプロビジョニングするパッチへのパス。インストールする
パッチが JET SUSEイメージサーバーにある場合は、この値を空白のままにしておきま
す。パッチが JET SUSEイメージサーバーにない場合は、NFSアクセス可能なシステム
にある、それらのパッチの位置への絶対パスを指定します。

デフォルト値 : null

suse_media_base_config

説明 : SUSE Linux製品媒体の位置。

pxelinux_console_base_config

説明 : PXEブート環境に渡すコンソールパラメータ。

例 : ttyS0,9600

append_kernel_cmdline_base_config

説明 : PXEブート時にカーネルに渡す追加のコマンド行オプション。

nis_domain_base_config

説明 : NISドメインの名前。

nis_broadcast_base_config

説明 : NISサーバーからネームサービスデータをブロードキャストするかどうかを指定
します (yes/no)。

デフォルト値 : no
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nis_broken_server_base_config

説明 : SUSE Linuxインストールの <nis>セクションにある nis_broken_server変数に対
応します (yes/no)。

nis_local_only_base_config

説明:SUSE Linuxインストールの <nis>セクションにある nis_local_only変数に対応し
ます (yes/no)。

nis_options_base_config

説明:SUSE Linuxインストールの <nis>セクションにある nis_options変数に対応しま
す (yes/no)。

nis_servers_base_config

説明 : NISサーバーのスペース区切りリスト。

nis_start_autofs_base_config

説明:SUSE Linuxインストールの <nis>セクションにある start_autofs変数に対応しま
す (yes/no)。

nis_start_nis_config

説明 : NISサービスを開始するかどうかを指定します (yes/no)。

デフォルト値 : no

nis_other_1_domain_base_config

説明 :追加のNISドメインを指定します。

nis_other_1_broadcast_base_config

説明 :追加のNISサーバーからネームサービスデータをブロードキャストするかどうか
を指定します (yes/no)。

nis_other_1_servers_base_config

説明 :追加のNISサーバーを指定するコンマ区切りリスト。

ldap_v2_base_config

説明 : LDAP v2認証を使用するかどうかを指定します (true/false)。

デフォルト値 : false

ldap_start_base_config

説明 : LDAPサービスを開始するかどうかを指定します (true/false)。

デフォルト値 : false

ldap_server_base_config

説明 : LDAPサーバーの名前。

ldap_basedn_base_config

説明 : LDAPサーバーのベースドメイン名。

ldap_tls_base_config

説明 : LDAPにTransport Layer Security (TLS)プロトコルを使用するかどうかを指定しま
す (true/false)。
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デフォルト値 : false

runlevel_base_config

説明 :ターゲットホストの実行レベルを指定します。

デフォルト値 : 3

security_console_shutdown_base_config

説明 :コンソールのシャットダウン動作を指定します。

デフォルト値 : reboot

security_cwd_in_root_path_base_config

説明 :ルートパスで cwd (作業用ディレクトリの変更)を許可するかどうかを指定します
(yes/no)。

デフォルト値 : no

security_cwd_in_user_path_base_config

説明 :ユーザーパスで cwd (作業用ディレクトリの変更)を許可するかどうかを指定しま
す (yes/no)。

デフォルト値 : no

security_displaymanager_remote_access_base_config

説明 :ディスプレイマネージャーへのリモートアクセスを可能にします。

デフォルト値 : no

security_encryption_base_config

説明 :ターゲットホストからの通信の暗号化を可能にします。

デフォルト値 : md5

security_fail_delay_base_config

説明 :各ログイン試行後の時間 (秒単位)。

デフォルト値 : 1

security_faillog_enab_base_config

説明 : /var/log/faillogでのエラーの記録を有効にします

デフォルト値 : yes

security_gid_max_base_config

説明 :グループ IDの最大数

デフォルト値 : 60000

security_gid_min_base_config

説明 :グループ IDの最小数

デフォルト値 : 101
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security_kdm_shutdown_base_config

説明 : KDMシャットダウン

デフォルト値 : all

security_lastlog_enab_base_config

説明 : lastlog有効

デフォルト値 : yes

security_obscure_checks_enab_base_config

説明 :あいまい検査を有効にします

デフォルト値 : no

security_pass_max_days_base_config

説明 :パスワードの最大有効日数

デフォルト値 : 99999

security_pass_max_len_base_config

説明 :ユーザーパスワードの最大文字数

デフォルト値 : 8

security_pass_min_days_base_config

説明 :パスワードの最小有効日数

デフォルト値 : 0

security_pass_min_len_base_config

説明 :ユーザーパスワードの最小文字数

デフォルト値 : 5

security_pass_warn_age_base_config

説明 :ユーザーパスワードの期限切れ前にユーザーに警告する残り日数

デフォルト値 : 7

security_passwd_use_crackilib_base_config

説明 : Cracklibユーティリティーを使用してパスワードを暗号化するかどうかを指定し
ます

デフォルト値 : no

security_permission_security_base_config

説明 :アクセス権のセキュリティーレベルを指定します

デフォルト値 : easy

security_run_updatedb_as_base_config

説明 : updatedbジョブを実行するユーザーを指定します

デフォルト値 : root
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security_uid_max_base_config

説明 :ユーザー IDの最大数

デフォルト値 : 60000

security_uid_min_base_config

説明 :ユーザー IDの最小数

デフォルト値 : 500

users_base_config

説明 : rootユーザーを指定します

デフォルト値 : root

user_root_encrypted_base_config

説明:インストール中に暗号化された rootパスワードを渡すかどうかを指定します

デフォルト値 : true

user_root_password_base_config

説明 :暗号化された rootパスワード

デフォルト値 : JgkyZIu7eRxPU

user_root_fullname_base_config

説明 : rootユーザーのフル名

user_root_gid_base_config

説明 : rootユーザーのグループ ID

user_root_grouplist_base_config

説明 : rootユーザーが属する追加グループのスペース区切りリスト

user_root_home_base_config

説明 : rootユーザーのホームディレクトリ

user_root_shell_base_config

説明 : rootユーザーのデフォルトシェル

user_root_uid_base_config

説明 : rootユーザーのユーザー ID

x11_color_depth_base_config

説明 :ディスプレイデバイスの発色数

x11_configure_x11_base_config

説明 : X11ウィンドウシステムを構成するかどうかを指定します (true/ false)

デフォルト値 : false

x11_start_x11_base_config

説明 : X11ウィンドウシステムを起動するかどうかを指定します (true/ false)

デフォルト値 : false
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x11_display_manager_base_config

説明 :ディスプレイマネージャーを指定します

x11_enable_3d_base_config

説明 : X11ウィンドウシステムの 3Dを有効にします

x11_window_manager_base_config

説明 :ウィンドウマネージャーソフトウェアを指定します

x11_resolution_base_config

説明 :ディスプレイデバイスに使用する解像度を指定します

x11_monitor_display_frequency_base_config

説明 :ディスプレイデバイスのモニター周波数

x11_monitor_display_bandwidth_base_config

説明 :モニターの帯域幅

x11_monitor_display_height_base_config

説明 :モニターの高さ

x11_monitor_display_max_hsync_base_config

説明 :モニターの最大水平同期

x11_monitor_display_max_vsync_base_config

説明 :モニターの最大垂直同期

x11_monitor_display_min_hsync_base_config

説明 :モニターの最小水平同期

x11_monitor_display_min_vsync_base_config

説明 :モニターの最小垂直同期

x11_monitor_display_width_base_config

説明 :モニターの表示幅

x11_monitor_device_base_config

説明 :モニターデバイス

x11_monitor_vendor_base_config

説明 :モニターのベンダー

bootloader_location_base_config

説明 :ブートローダーの位置

デフォルト値 : mbr

bootloader_repl_mbr_base_config

説明 :マスターブートレコード (MBR)の内容を消去するかどうかを指定します

デフォルト値 : true

bootloader_initrd_modules_base_config

説明 : initrdブートローダーモジュールを指定します
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bootloader_kernel_parameters_base_config

説明 :ブートローダーに対するカーネルパラメータを指定します

bootloader_loader_type_base_config

説明 :ブートローダーの種類を指定します

デフォルト値 : grub

bootloader_loader_device_base_config

説明 :ブートローダーデバイスを指定します

general_keyboard_base_config

説明 :キーボードマップを指定します

デフォルト値 : english-us

general_mouse_id_base_config

説明 :マウス IDを指定します

デフォルト値 : none

general_mouse_device_base_config

説明 :マウスデバイスを指定します

general_clock_hwclock_base_config

説明 :ハードウェアクロック (UTCまたは localtime)を指定します

デフォルト値 : localtime

general_timezone_base_config

説明 :タイムゾーンを指定します

デフォルト値 : US/Pacific

general_language_base_config

説明 :システムにインストールする言語を指定します

デフォルト値 : en_US

general_mode_confirm_base_config

説明 :確認モード (true/ false)

デフォルト値 : false

general_mode_forceboot_base_config

説明 :強制的なブート (true/ false)

デフォルト値 : true

general_mode_interactive_boot_base_config

説明 :対話形式でのブート (true/false)

デフォルト値 : false
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general_mode_reboot_base_config

説明 :リブート (true/ false)

デフォルト値 : true

dhclient_additional_options_base_config

説明 :追加のDHCPクライアントオプションを指定します

dhclient_client_id_base_config

説明 : DHCPクライアント ID

dhclient_hostname_option_base_config

説明 : DHCPホスト名のオプション

drive_list_base_config

説明:ターゲットホストのハードディスクドライブのパイプ区切りリスト。この変数値
の構文は次のとおりです。

name!init!use!device

次に例を示します。

sda!true!all!/dev/sda|sdb!true!linux!/dev/sdb

前述の例は、次の変数と値ペアのセットを持つ 2つのハードディスクドライブを特定
します。

base_config_drive_list="sda sdb"

base_config_drive_sda_init=true

base_config_drive_sda_use=all

base_config_drive_sda_device=/dev/sda

base_config_drive_sdb_init=true

base_config_drive_sdb_use=linux

base_config_drive_sdb_device=/dev/sdb

デフォルト値 : sda!true!all!/dev/sda

partition_1_drive_base_config

説明 :パーティションのドライブ名。この変数の値は、drive_list_base_configで宣言
したドライブのいずれかである必要があります。

partition変数の値は 1から始まり、途中省略することなく順に 1ずつ増えていく必要
があります。

デフォルト値 : sda

partition_1_id_base_config

説明 :パーティションのパーティション ID

例 :
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partition_1_nr_base_config

説明 :パーティションのパーティション番号

例 :

partition_1_mount_base_config

説明 :パーティションのマウントポイント

デフォルト値 : /boot

partition_1_filesystem_base_config

説明 :パーティションのファイルシステムの種類

デフォルト値 : ext3

partition_1_format_base_config

説明 :パーティションをフォーマットするかどうかを指定します (true/false)

デフォルト値 : true

partition_1_size_base_config

説明 :パーティションのパーティションサイズ (Mバイト数、auto、またはmax)

デフォルト値 : 100M

partition_1_raid_device_base_config

説明 :パーティションのRAIDデバイス

例 :

partition_1_primary_base_config

説明 :パーティションを強制的にプライマリパーティションにする (true/false)

デフォルト値 : true

partition_2_drive_base_config

説明 :パーティションのドライブ名

デフォルト値 : sda

partition_2_id_base_config

説明 :パーティションのパーティション ID

例 :

partition_2_nr_base_config

説明 :パーティションのパーティション番号

例 :

partition_2_mount_base_config

説明 :パーティションのマウントポイント

デフォルト値 : /
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partition_2_filesystem_base_config

説明 :パーティションのファイルシステムの種類

デフォルト値 : ext3

partition_2_format_base_config

説明 :パーティションをフォーマットするかどうかを指定します (true/ false)

デフォルト値 : true

partition_2_size_base_config

説明 :パーティションのパーティションサイズ (Mバイト数、auto、またはmax)

デフォルト値 : 10GB

partition_2_raid_device_base_config

説明 :パーティションのRAIDデバイス

例 :

partition_2_primary_base_config

説明 :パーティションを強制的にプライマリパーティションにする (true/false)

デフォルト値 : true

partition_3_drive_base_config

説明 :パーティションのドライブ名

デフォルト値 : sda

partition_3_id_base_config

説明 :パーティションのパーティション ID

例 :

partition_3_nr_base_config

説明 :パーティションのパーティション番号

例 :

partition_3_mount_base_config

説明 :パーティションのマウントポイント

デフォルト値 : swap

partition_3_filesystem_base_config

説明 :パーティションのファイルシステムの種類

デフォルト値 : swap

partition_3_format_base_config

説明 :パーティションをフォーマットするかどうかを指定します (true/ false)

デフォルト値 : true

基本 SUSE Linux OS構成変数

付録D • SUSE Linux Profileコンポーネントの変数 267



partition_3_size_base_config

説明 :パーティションのパーティションサイズ (Mバイト数、auto、またはmax)

デフォルト値 : 4096M

partition_3_raid_device_base_config

説明 :パーティションのRAIDデバイス

例 :

partition_3_primary_base_config

説明 :パーティションを強制的にプライマリパーティションにする (true/false)

デフォルト値 : true

partition_4_drive_base_config

説明 :パーティションのドライブ名

partition_4_id_base_config

説明 :パーティションのパーティション ID

partition_4_nr_base_config

説明 :パーティションのパーティション番号

partition_4_mount_base_config

説明 :パーティションのマウントポイント

partition_4_filesystem_base_config

説明 :パーティションのファイルシステムの種類

デフォルト値 : ext3

partition_4_format_base_config

説明 :パーティションをフォーマットするかどうかを指定します (true/ false)

デフォルト値 : true

partition_4_size_base_config

説明 :パーティションのパーティションサイズ (Mバイト数、auto、またはmax)

partition_4_raid_device_base_config

説明 :パーティションのRAIDデバイス

partition_4_primary_base_config

説明 :パーティションを強制的にプライマリパーティションにする (true/false)

デフォルト値 : true

partition_5_drive_base_config

説明 :パーティションのドライブ名

デフォルト値 : sda
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partition_5_id_base_config

説明 :パーティションのパーティション ID

例 :

partition_5_nr_base_config

説明 :パーティションのパーティション番号

partition_5_mount_base_config

説明 :パーティションのマウントポイント

partition_5_filesystem_base_config

説明 :パーティションのファイルシステムの種類

partition_5_format_base_config

説明 :パーティションをフォーマットするかどうかを指定します (true/ false)

partition_5_size_base_config

説明 :パーティションのパーティションサイズ (Mバイト数、auto、またはmax)

partition_5_raid_device_base_config

説明 :パーティションのRAIDデバイス

partition_51_primary_base_config

説明 :パーティションを強制的にプライマリパーティションにする (true/false)

partition_6_drive_base_config

説明 :パーティションのドライブ名

partition_6_id_base_config

説明 :パーティションのパーティション ID

partition_6_nr_base_config

説明 :パーティションのパーティション番号

partition_6_mount_base_config

説明 :パーティションのマウントポイント

partition_6_filesystem_base_config

説明 :パーティションのファイルシステムの種類

partition_6_format_base_config

説明 :パーティションをフォーマットするかどうかを指定します (true/ false)

partition_6_size_base_config

説明 :パーティションのパーティションサイズ (Mバイト数、auto、またはmax)

partition_6_raid_device_base_config

説明 :パーティションのRAIDデバイス

partition_6_primary_base_config

説明 :パーティションを強制的にプライマリパーティションにする (true/false)

partition_7_drive_base_config

説明 :パーティションのドライブ名
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デフォルト値 : sda

partition_7_id_base_config

説明 :パーティションのパーティション ID

partition_7_nr_base_config

説明 :パーティションのパーティション番号

partition_7_mount_base_config

説明 :パーティションのマウントポイント

partition_7_filesystem_base_config

説明 :パーティションのファイルシステムの種類

partition_7_format_base_config

説明 :パーティションをフォーマットするかどうかを指定します (true/ false)

partition_7_size_base_config

説明 :パーティションのパーティションサイズ (Mバイト数、auto、またはmax)

partition_7_raid_device_base_config

説明 :パーティションのRAIDデバイス

partition_7_primary_base_config

説明 :パーティションを強制的にプライマリパーティションにする (true/false)

partition_8_drive_base_config

説明 :パーティションのドライブ名

partition_8_id_base_config

説明 :パーティションのパーティション ID

partition_8_nr_base_config

説明 :パーティションのパーティション番号

partition_8_mount_base_config

説明 :パーティションのマウントポイント

partition_8_filesystem_base_config

説明 :パーティションのファイルシステムの種類

partition_8_format_base_config

説明 :パーティションをフォーマットするかどうかを指定します (true/ false)

partition_8_size_base_config

説明 :パーティションのパーティションサイズ (Mバイト数、auto、またはmax)

partition_8_raid_device_base_config

説明 :パーティションのRAIDデバイス

partition_8_primary_base_config

説明 :パーティションを強制的にプライマリパーティションにする (true/false)

raid_1_device_base_config

説明 : RAIDボリュームのデバイスを指定します。
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例 : /dev/sda1

raid_1_chunk_size_base_config

説明 : RAIDストリップのサイズを指定します (バイト単位)。

raid_1_filesystem_base_config

説明 : RAIDボリュームに使用するファイルシステム

raid_1_format_base_config

説明 : RAIDボリュームのフォーマットを指定します。

raid_1_parity_algorithm_base_config

説明 : RAID 5で使用するパリティアルゴリズム。値は、left-asymmetric、
right-asymmetric、left-symmetric、または right-symmetricのいずれかです。

raid_1_partition_id_base_config

説明 :

デフォルト値 :

raid_1_persistent_superblock_base_config

説明 :永続的スーパーブロックを使用するかどうかを指定します (true/false)。永続的
スーパーブロックとは、各RAIDデバイスの最後に割り当てられる小さなディスク領
域で、この領域を確保することにより、カーネルは、ディスクが別の SCSIコントロー
ラに移動された場合でも、安全にRAIDデバイスを検出できます。

raid_1_mount_base_config

説明 : RAIDデバイスのマウントポイントを指定します。

raid_1_format_base_config

説明 :作成するRAIDボリュームのタイプを指定します (0、1、または 5)

raid_2_device_base_config

説明 : RAIDボリュームのデバイスを指定します。

例 : /dev/sda2

raid_2_chunk_size_base_config

説明 : RAIDストリップのサイズを指定します (バイト単位)。

raid_2_filesystem_base_config

説明 : RAIDボリュームに使用するファイルシステム

raid_2_format_base_config

説明 : RAIDボリュームのフォーマットを指定します。

raid_2_parity_algorithm_base_config

説明 : RAID 5で使用するパリティアルゴリズム。値は、left-asymmetric、
right-asymmetric、left-symmetric、または right-symmetricのいずれかです。

raid_2_partition_id_base_config

説明 :

デフォルト値 :
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raid_2_persistent_superblock_base_config

説明 :永続的スーパーブロックを使用するかどうかを指定します (true/false)。永続的
スーパーブロックとは、各RAIDデバイスの最後に割り当てられる小さなディスク領
域で、この領域を確保することにより、カーネルは、ディスクが別の SCSIコントロー
ラに移動された場合でも、安全にRAIDデバイスを検出できます。

raid_2_mount_base_config

説明 : RAIDデバイスのマウントポイントを指定します。

raid_2_format_base_config

説明 :作成するRAIDボリュームのタイプを指定します (0、1、または 5)

software_base_base_config

説明 :インストールするソフトウェアベース (Minimal、default、Minimal+X11、
Full-Installation.sel)を指定します

デフォルト値 : Minimal

software_addons_base_config

説明 :インストールするアドオンソフトウェアを指定します

software_kernel_base_config

説明 :インストールするカーネル

software_packages_base_config

説明 :インストールする追加パッケージのスペース区切りリスト

software_remove_base_config

説明 :削除するパッケージのスペース区切りリスト

bootproto_base_config

説明 :ターゲットホストのブートプロトコル。

デフォルト値 : dhcp

network_interface_base_config

説明 :プロビジョニング中に使用するネットワークインタフェース。

デフォルト値 : :[targetableComponent:linux_network_interface]

ip_base_config

説明 :ターゲットホストの IPアドレス。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_ip_address]

netmask_base_config

説明 :プロビジョニング中に使用するネットマスク。

デフォルト値 : :[targetableComponent:ethernet_netmask]

gateway_base_config

説明 :プロビジョニング中に使用するゲートウェイ。

デフォルト値 : :[targetableComponent:default_router]
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nameservers_base_config

説明 :プロビジョニング中に使用するネームサーバーのスペース区切りリスト。

startmode_base_config

説明 :起動モード

例 :

broadcast_base_config

説明 :ブロードキャスト

例 :

networkifs_base_config

説明 :構成する追加ネットワークインタフェースを指定します。この変数は、ター
ゲットホスト変数 networkifs_redhat_base_configから算出されます

例 : eth1!--ip 1.2.3.4 --netmask 255.255.255.0 --bootproto static

dns_dhcp_hostname_base_config

説明 : DHCPからホスト名を取得するかどうかを指定します (true/false)

デフォルト値 : false

dns_dhcp_resolv_base_config

説明 :DNS解決ファイルを変更するかどうかの指定

デフォルト値 : false

hostname_base_config

説明 :ターゲットホストのホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:installPath]

domain_base_config

説明 : DNSドメイン名

例 : west.example.com

ip_forward_base_config

説明 : IP転送を有効にするかどうかを指定します (true/false)

例 : false

fw_allow_traceroute_base_config

説明 : tracerouteを許可します

fw_autoprotect_services_base_config

説明 : Autoprotectサービス

fw_ipsec_trust_base_config

説明 : IPSECを信頼

fw_log_accept_all_base_config

説明 :すべて受け付け
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fw_log_accept_crit_base_config

説明 : criticalを受け付け

fw_log_drop_all_base_config

説明 :すべてドロップ

fw_log_drop_crit_base_config

説明 : criticalをドロップ

fw_masquerade_base_config

説明 :マスカレード

fw_protect_from_internal_base_config

説明 :内部ネットワークから保護

fw_route_base_config

説明 :ファイアウォールルート

fw_start_firewall_base_config

説明 :ファイアウォールを起動するかどうかを指定します

fw_dev_dmz_base_config

説明 : DMZのインタフェースを指定します

fw_dev_ext_base_config

説明 :外部インタフェースを指定します

fw_dev_int_base_config

説明 :内部インタフェースを指定します

fw_masq_nets_base_config

説明 :マスカレードネットワークを指定します

fw_services_dmz_ip_base_config

説明 : DMZの IPアドレス

fw_services_dmz_tcp_base_config

説明 : DMZTCPサービスのリスト。名前リスト、ポート番号、または最小および最大
範囲を指定します。

fw_services_dmz_udp_base_config

説明 : DMZUDPサービスのリスト。名前リスト、ポート番号、または最小および最大
範囲を指定します。

fw_services_ext_ip_base_config

説明 :外部 IPアドレス

fw_services_ext_tcp_base_config

説明 :外部TCPサービスのリスト。名前リスト、ポート番号、または最小および最大
範囲を指定します。

fw_services_ext_udp_base_config

説明 :外部UDPサービスのリスト。名前リスト、ポート番号、または最小および最大
範囲を指定します。
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fw_services_int_ip_base_config

説明 :内部 IPアドレス

fw_services_int_tcp_base_config

説明 :内部TCPサービスのリスト。名前リスト、ポート番号、または最小および最大
範囲を指定します。

fw_services_int_udp_base_config

説明 :内部UDPサービスのリスト。名前リスト、ポート番号、または最小および最大
範囲を指定します。

script_pre_1_base_config

説明 : JETサーバー上のプリインストールスクリプトの位置を指定します。

script_pre_1_interpreter_base_config

説明 :プリインストールスクリプトのインタプリタを指定します。

script_post_1_base_config

説明 : JETサーバー上のポストインストールスクリプトの位置を指定します。

script_post_1_interpreter_base_config

説明 :ポストインストールスクリプトのインタプリタを指定します。

script_chroot_1_base_config

説明 :代替ルートディレクトリの jail内でポストインストールスクリプトを実行するか
どうかを指定します。

script_chroot_1_interpreter_base_config

説明 :ポストインストールスクリプトに使用するインタプリタ。

script_chroot_1_chrooted_base_config

説明 :別のルートディレクトリでスクリプトを実行するかどうかを指定します。

partitionadd_base_config

説明 :パーティション 9から始まるパーティションをターゲットホストに追加します。
この変数値の構文は次のとおりです。

n!drive!id!nr!mount!filesystem!format!size!raid_device!primary

ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、パーティション番号を指定します。

diskには、パーティションのデバイスを指定します。

idには、パーティションの IDを指定します。

nrには、パーティション番号を指定します。

mountには、パーティションのマウントポイントを指定します。

filesystemには、パーティションのファイルシステムの種類を指定します。

formatは、パーティションをフォーマットするかどうかを指定します。
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sizeには、パーティションのサイズ (Mバイト単位)を指定します。

maxsizeには、パーティションの最大サイズを指定します。

growは、パーティションの拡張を許可するかどうかを指定します。

primaryは、このパーティションを強制的にプライマリパーティションにするかどうか
を指定します。

変数値には、すべての追加パーティションの情報を含めます。たとえば、9番目と 10
番目のパーティションを作成する場合は、この変数に、次の例のような値を設定しま
す。

9!sda!!!/export9!ext3!true!10GB!!!

この値によって、次の変数セットが作成されます。

base_config_partition_9_drive=sda

base_config_partition_9_id=

base_config_partition_9_nr=

base_config_partition_9_mount=/export9

base_config_partition_9_filesystem=ext3

base_config_partition_9_format=true

base_config_partition_9_size=10GB

base_config_partition_9_raid_device=

base_config_partition_9_primary=

raidadd_base_config

説明 :デバイス 3から始まるRAIDデバイスをターゲットホストに追加します。この変
数値の構文は次のとおりです。

n!device!chunk_size!filesystem!format!parity_algorithm!partition_id!persistent_superblock!mount!raid_type

ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、RAIDボリューム番号を指定します。

deviceには、RAIDボリュームのデバイスを指定します。

chunk_sizeには、ボリュームのRAIDレベルを指定します。

filesystemには、RAIDボリュームに使用するファイルシステムを指定します。

formatは、RAIDボリュームとして使用するディスクをフォーマットするかどうかを指
定します。

parity_algorithmには、RAIDボリュームの整合性検査に使用するアルゴリズムを指定し
ます。

partition_idには、RAIDボリュームのパーティション IDを指定します。
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persistent_superblockは、RAIDデバイスにスーパーブロックを作成するかどうかを指定
します。

mountには、RAIDボリュームのマウントポイントを指定します。

raid_typeには、RAIDボリュームの種類を指定します。

変数値には、すべての追加パーティションの情報を含めます。raidadd_base_config変
数の基本構文は、partitionadd_base_config変数の構文と同じです。

scriptpreadd_base_config

説明 :番号 2から始まる追加のプリインストールスクリプトをOSプロビジョニング
ファイルに追加します。この変数値の構文は次のとおりです。

n!pre!pre_interpreter

ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、スクリプトのインデックス番号を指定します。インデックス番号 2から始めま
す。

preには、プリインストールスクリプトの名前を指定します。

pre_interpreterには、プリインストールスクリプトに使用するインタプリタを指定しま
す。

変数値には、使用するすべての追加プリインストールスクリプトの情報を含めます。
scriptpreadd_base_config変数の基本構文は、partitionadd_base_config変数の構文と
同じです。

scriptpostadd_base_config

説明 :番号 2から始まる追加のポストインストールスクリプトをOSプロビジョニング
ファイルに追加します。この変数値の構文は次のとおりです。

n!post!post_interpreter

ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、スクリプトのインデックス番号を指定します。インデックス番号 2から始めま
す。

postには、ポストインストールスクリプトの名前を指定します。

post_interpreterには、ポストインストールスクリプトに使用するインタプリタを指定し
ます。

変数値には、使用するすべての追加ポストインストールスクリプトの情報を含めま
す。scriptpreadd_base_config変数の基本構文は、partitionadd_base_config変数の構
文と同じです。
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scriptchrootadd_base_config

説明 :番号 2から始まる追加の chrootスクリプトをOSプロビジョニングファイルに追
加します。この変数値の構文は次のとおりです。

n!chroot!interpreter!chrooted

ここでの各要素の意味は次のとおりです。

nには、スクリプトのインデックス番号を指定します。インデックス番号 2から始めま
す。

chrootには、chrootスクリプトの名前を指定します。

interpreterには、chrootスクリプトに使用するインタプリタを指定します。

chrootedは、別のルートディレクトリでスクリプトを実行するかどうかを指定します。

変数値には、使用するすべての追加ポストインストールスクリプトの情報を含めま
す。scriptpreadd_base_config変数の基本構文は、partitionadd_base_config変数の構
文と同じです。

追加ネットワークインタフェースの構成
networkifs_base_config変数は、network_interface_base変数を使用して構成された最初
のネットワークインタフェースに加えて、追加のネットワークインタフェースを構成す
る手段を提供します。

追加の各インタフェースデバイスに、そのインタフェースのネット名、ネットマスク、
ホスト名、および IPアドレスを定義する 4つの変数のグループを指定する必要がありま
す。

次の例に、2つのインタフェースに networkifs_base_config変数を定義する方法を示しま
す。

� le1

� ネット名— netB

� ネットマスク— 255.255.255.0

� ホスト名— myhost-netB

� インタフェース IP— 192.168.1.0

� hme0

� ネット名— netC

� ネットマスク— 255.255.255.0

� ホスト名— myhost-netC

� インタフェース IP— 192.162.2.0

次の構文を使用して、2つの追加インタフェースに 1つの networkifs_base_config変数を
定義します。
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le1!netB 255.255.255.0 myhost-netB 192.168.1.0|hme0!netC 255.255.255.0 myhost-netC 192.168.2.0

SUSE Linuxリモートエージェントのコンポーネント変数
次のリストで説明する変数は、N1 SPSソフトウェアのリモートエージェント (RA)構成を
提供します。これらの変数は、JET spsraモジュールに直接対応します。

install_spsra

説明 : N1 SPS RAソフトウェアをインストールするかどうか。

デフォルト値 : y

product_version_spsra

説明 :インストールするRAのバージョン。

デフォルト値 : 5.2

OSプロビジョニングプラグイン 3.0によるプロビジョニングにN1 SPS 5.1リリースを
使用する場合は、この変数の値を 5.1に設定します。

basedir_spsra

説明 : RAファイルがインストールされるベースディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWn1sps

username_spsra

説明 : RAインストーラを使用する際に、RAファイルシステムを所有するユーザー名を
指定します。

例 : jdoe

groupname_spsra

説明 : RAインストーラを使用する際に、RAファイルシステムを所有するグループ名を
指定します。

例 : staff

setup_user_acct_spsra

説明 : username_spsraおよび groupname_spsraのユーザーおよびグループアカウントを
設定するかどうかを指定します。

注 –プロビジョニング後、ターゲットでユーザーアカウントを使用できない場合は、
この変数値を yに設定して、プロビジョニング後のリブートでターゲットホスト上の
N1 SPSリモートエージェントを起動するようにします。

デフォルト値 : n

user_passwd_spsra

説明 : username_spsraの暗号化されたパスワード。

例 : 6GR9gOi1vRVFwは、パスワード「n1spspwd」の暗号化された値を表します。
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userid_spsra

説明 : username_spsraのユーザーアカウント ID。

例 : 505

groupid_spsra

説明 : groupname_spsraのグループアカウント ID。

例 : 505

homedir_spsra

説明 : RAファイルのホームディレクトリ。

デフォルト値 : /opt/SUNWn1sps

jre_path_spsra

説明 : Java Runtime Environmentへのパス。値が指定されていない場合は、インストー
ラにより指定されるパスを使用します。パスが指定されている場合、JREはそのパス
にインストールされている必要があります。インストールされていないと、インス
トールが失敗します。

setuid_spsra

説明 : RAルートアクセス権を有効にします。

デフォルト値 : y

setuid_spsra

説明 :リモートエージェントのホスト名または IPアドレス。

例 : solaris10-target

conn_spsra

説明 : RAへの接続に使用する方式を決定します。デフォルトでは、ターゲット設定可
能なコンポーネントに対して定義されている接続方式を使用します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_conn]

ssl_auth_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用する SSL認証。

デフォルト値 : 1

port_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用するポート。デフォルトでは、ターゲット設定可能な
コンポーネントに対して定義されているポートを使用します。

注 – SSH接続を使用するには、ポート番号を 70000に設定します。

デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_port]

adv_params_spsra

説明 :ネットワーク接続に使用する高度なパラメータ。デフォルトでは、ターゲット
設定可能なコンポーネントに対して定義されている高度なパラメータを使用します。
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デフォルト値 : :[targetableComponent:sps_ra_adv_parms]

一般的な SUSE LinuxOSプロビジョニングプラグイン変数
次のリストに示す変数は、OSプロビジョニングプラグインで必要な一般的な変数です。
これらの変数は技術上は JETモジュールの一部ではありませんが、OSプロビジョニング
プラグインが、JETとN1 SPSソフトウェアの間のインタフェース接続を行うために必要
です。

installPath

説明 : Jumpstart Enterprise Toolkit (JET)仮想ホスト。

例 : myhost-jet

osp_target_host

説明 :ターゲットホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:installPath]

osp_profile_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:osp_control_service]

osp_jet_server

説明 : JETサーバーのホスト名。

例 : myserver

osp_profile_architecture

説明 :ターゲットホストのアーキテクチャー (x86)。

デフォルト値 : :[targetableComponent:architecture]

osp_profile_min_disk_size

説明 :最小ディスクサイズ。

例 : 5GB

osp_profile_description

説明 :プロファイルの説明。

osp_profile_boot_server_name

説明 : SUSE Linuxブートサーバー名。

デフォルト値 : :[osp_jet_server]

osp_profile_BS_subnet_address

説明 :ブートサーバーによりサービスが提供されるサブネット。
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osp_profile_BS_subnet_ip_address

説明 :このサブネット上のブートサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_product_ip_address

説明 : SUSE Linuxイメージサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6

osp_profile_product_directory

説明 :イメージサーバー上のイメージディレクトリへのパス。

例 : /osp_image/SUSE/SLES-9-x86-64/installroot

osp_profile_boot_ip_address

説明 : SUSE Linuxブートサーバーの IPアドレス。

例 : 199.199.8.6
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Microsoft Windows Profileのコンポーネン
ト変数

MicrosoftWindows Profileコンポーネントには、WindowsOSの構成およびWindowsリモー
トエージェント用の変数が含まれています。

WindowsOSコンポーネントの変数
このリストで説明されている変数によって、WindowsOS用のすべてのインストールおよ
び構成パラメータが提供されます。リストには、ターゲット設定可能なコンポーネント
の値を使用するいくつかの変数があります。Windows Profile変数の目的では、ター
ゲット設定可能なコンポーネントはターゲットホストです。

installPath

説明 : Windows RISイメージサーバーの名前。

例 : risserver-windows

osp_target_host

説明 :ターゲットホスト名。

デフォルト値 : :[targetableComponent:installPath]

osp_profile_control_service

説明 :電源オフ、再起動、および電源オン機能を自動化するOSPControl Serviceを呼び
出すかどうか (True、False)。

注 –ターゲットホストにWindowsOSをプロビジョニングするには、この変数の値が
Trueである必要があります。

description

説明 :コンポーネントの説明。

例 : Windows 2003 Profile
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version

説明 :このプロファイルでインストールするWindowsバージョン (2000、2003)。

デフォルト: 2003

architecture

説明 :このプロファイルでインストールするシステムのプロセッサアーキテクチャー
(x86、x64)。

デフォルト: x86

min_disk_size

説明 :配備するこのプロファイルの最小ディスクサイズ。

デフォルト: 10GB

boot_server_name

説明 : Windowsブートサーバーの名前。

例 : biwindows1

boot_server_subnet_address

説明 :ブートサーバーによりサービスが提供されるサブネット。

例 : 192.168.5.0

boot_server_subnet_ip_address

説明 :このサブネット上のブートサーバーの IPアドレス。

例 : 192.168.5.0

boot_srv_active_directory_domain

説明 :このサブネットのWindowsActive Directoryドメイン。

例 : winprov.n1lab.sun.com

windows_product_directory

説明 :ブートサーバー上のWindows製品のディレクトリ名。

例 : D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\Win2003

sif_file

説明 : Software Information File (SIF)の位置。

例 : D:\RemoteInstall\Setup\English\Images\Win2003\i386\templates\ristndrd.sif

active_directory_userid

説明 : Active Directoryユーザー ID。

例 : n1ospadmin

boot_server_access_protocol

説明 :ブートサーバーへのアクセスに使用するプロトコル (RSHか SSH)。
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注 –カスタムWindowsプロファイルでは、RSHプロトコルはサポートされません。カ
スタムWindowsプロファイルでは、通信プロトコルとして SSHを使用する必要があり
ます。

例 : ssh

boot_server_access_userid

説明 :ブートサーバーへのアクセスに使用するユーザー ID。

例 : n1opspssh

boot_server_access_password

説明 :ブートサーバーへのアクセスに使用するパスワード。この変数の値として、暗
号化されたパスワードを入力します。パスワードを暗号化する方法の詳細について
は、169ページの「パスワードの暗号化」を参照してください。

例 : Clkjgfw==

temporary_sif_directory

説明 : RemInst share内の一時 Software Information File (sif)の位置。

例 : D:\RemoteInstall\N1ospsif

ciw_directory

説明 : CIWおよびOSChooserファイルの位置。

例 : D:\RemoteInstall\OSChooser\English

isp_scripts_directory

説明 : OSプロビジョニングプラグインスクリプトの位置。

例 : C:\N1ospRisUtil\N1ospScripts

computer_name

説明 :ターゲットホストのホスト名。

例 : mysystem

user_full_name

説明 :ターゲットホストのユーザーのフルネーム。

例 : Default user

organization_name

説明 :ターゲットホストが所属する組織の名前。

例 : Default organization

product_key

説明 :インストールするWindowsOSの製品キー。製品キーはOSのソフトウェア
ディストリビューションに記載されており、xxxxx-xxxxx-xxxxx-xxxxx-xxxxxの形式で
す。
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repartition

説明 :ターゲットホストの最初のドライブのすべてのパーティションを、NTFSファイ
ルシステムで再フォーマットするかどうかを指定します。

デフォルト: Yes

administrator_password

説明 :ターゲットホストの管理者のテキスト形式のパスワードをクリアします。

デフォルト: default123

timezone

説明 :ターゲットホストのタイムゾーン。

デフォルト値 : %TIMEZONE%

profile_language

説明 :ターゲットホストにインストールする言語。詳細は、MicrosoftWebサイトにあ
る「Supported Unattended RIS Variables」を参照してください。

例 : 0409

profile_language_group

説明 :システムにインストールする言語グループ。

例 : 1

ClientAccessLicense_automode_setting

説明 : WindowsOSライセンスが接続クライアント数または同時使用ユーザー数のどち
らのライセンス方式であるかを指定します。

例 : PerSeat

ClientAccessLicense_autousers_setting

説明 :サーバー用に購入されたクライアントライセンス数を指定します。
ClientAccessLicense_automode_settingに PerServerを設定した場合は、この変数の値
を設定する必要があります。

例 : 100

dns_server_ip_address

説明 :このサブネット上のDNSサーバーの IPアドレス。

例 : 192.168.5.167

domain_name

説明 :ターゲットホストのドメイン名

注 –この値を指定した場合は、workgroup_name変数の値を指定しないでください。

例 : n1lab.west.example.com
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domain_administrator_name

説明 :ドメイン管理者のユーザーアカウントの名前。

例 : domadmin

domain_administrator_password

説明 :ドメイン管理者のユーザーアカウントのパスワード。

例 : domadmin567

workgroup_name

説明 :ターゲットホストが所属しているワークグループの名前。

注 –この値を指定した場合は、domain_name、domain_administrator_name、および
domain_administrator_password 変数の値を指定しないでください。

例 : n1labs

install_terminal_server

説明 :ターゲットホストに端末サーバーをインストールするかどうかを指定します。
端末サーバーをインストールする場合は On、端末サーバーをインストールしない場合
は Offに設定します。

例 : On

terminal_server_allow_connections

説明 :端末サーバー経由でのこのターゲットホストへの遠隔接続を許可するかどうか
を指定します。

例 : 1

terminal_server_licensing_mode

説明 :端末サービスによるクライアントアクセスライセンスの管理方法を指定しま
す。有効な値は PerDeviceか PerUserです。

例 : PerDevice

terminal_server_permissions_setting

説明 :端末サーバーユーザーのアクセス権を指定します。この変数に 0を設定すると、
Windows 2000、Windows XP、およびWindows 2003のユーザーと同じアクセス権が端末
サーバーユーザーに割り当てられます。この変数を 1に設定すると、端末サーバー 4.0
のユーザーと同じアクセス権が割り当てられます。

例 : 0

pnp_drivers_path

説明 : distribution share下の Plug & Playドライバの位置。複数のパスを含めるには、セ
ミコロン (;)で区切ります。

例 : Drivers\Nic;Drivers\Lsi
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mass_storage_drivers_entry1

説明 : Setup Loaderで使用するOEMの SCSIドライバを指定します。

例 : LSI Logic PCI SCSI/FC MPI Driver (Server 2003 32-bit) = OEM

mass_storage_drivers_entryn
説明 : Setup Loaderで使用する追加のOEMまたは市販の SCSIドライバを指定します。n
には、2～ 5の範囲の番号を指定します。最大 5まで、ドライバを 1つ追加するたびに
nの値を 1大きくします (例: mass_storage_drivers_entry2 )。

mass_storage_drivers_entry6

説明 : Setup Loaderで使用する市販の SCSIドライバを指定します。

注 –市販のドライバは、mass_storage_drivers_entry_設定の最後に指定します。

例 : IDE CD-ROM (ATAPI 1.2)/PCI IDE Controller = RETAIL

oem_boot_filen
説明 : $OEM$\Textmodeフォルダに存在する、外部記憶装置の SCSIドライバファイルを
指定します。番号 1から始めて 10まで、ドライバファイルを 1つ追加するたびに nの
値を 1ずつ大きくします (例: oem_boot_file1)。

例 : lsi_sas.sys

gui_run_once_cmdn
説明 : GUIモードのセットアップの完了後に実行する個別のコマンドを指定します。
番号 1から始めて 10まで、コマンドを 1つ追加するたびに nの値を 1ずつ大きくしま
す (例: gui_run_once_cmd1)。

例 : dcpromo /answer:%SYSTEMDRIVE%\N1OSP\dc_answerfile

cmd5まで

help_page_url

説明 : HTML形式のヘルプのURLを指定します。

例 : http://n1labs.west.example.com/help.html

home_page_url

説明 :ブラウザのホームページのURLを指定します。

例 : http://www.example.com
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追加 JETモジュールの作成

範囲
このモジュールは、JETフレームワークと、製品ソフトウェアの実際のインストールを実
行するために提供される機能との間の接着剤の働きをします。このモジュールは、テン
プレート内の一連の構成オプションで、ターゲット単位でのサーバーオプションを設定
できるようにします。サーバーオプションはパラメータに従った製品インストールの実
行に使用されます。

テンプレート内にどのオプションが出現するか、またどのように製品インストールを実
行するかの範囲に関しては、特別な要件や制限は存在しません。ただし、可能な限りモ
ジュールが互いに共存するようにしたり、不自然な依存関係をなくすようにすべきであ
るという一定のガイドラインは存在します。

モジュール設計のガイドライン
ツールキットそれ自体がある基本的な原理に基づいて設計されています。そのツール
キットとともに当初作成されたモジュールもこのスタイルに従っていました。すべての
モジュール開発者は独自の手法を使用できますが、少なくとも次の事項を考慮し、可能
であれば従う必要があります。

モジュールの対応範囲
各モジュールは、なるべく別のモジュールで使用可能な機能を複製することなく、アプ
リケーションの特定の範囲に対応する必要があります。また、モジュールのサイズを適
切にする必要があります。モジュールを適切にサブコンポーネントに分割できる場合、1
つの巨大なモジュールの代わりに、より小さなモジュールを作成する必要があります。

次に例を示します。設計者が、ターゲットサーバーインストールにセキュリティーサー
ビスを提供するモジュールを書くことを決定する場合を考えます。このモジュールの一
部として、設計者はファイアウォールと、一連の強化スクリプトをインストールするこ
とを決定します。
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この場合、設計者は別のモジュールがこれら 2つの領域のいずれかにすでに対応してお
り、そのモジュールを活用できるかどうかを調べる必要があります。また、ファイア
ウォールと強化スクリプトのいずれかがお互いに分離して別の場所で使用できる場合、
それらをまとめるのではなく、2つのモジュールとして作成する方がより柔軟性が高い場
合があります。

モジュールの依存関係
各モジュールはそれ自身で完結している必要があり、別のモジュールに依存したり、別
のモジュールの存在を想定したりするべきではありません。そのような相互作用が必要
である場合 (場合によっては実際に意味をなす)、そのモジュールはもう一方のモジュー
ルに依存していると明確に指定する必要があります。このような状況が生じた場合、独
立したモジュールに機能が最もよく実現されているかどうか、またはお互いに依存する 2
つのモジュールが 1つの包括的なモジュールでよりよく実現されているかどうかを判断
する必要があります。基本的な前提は、意味のある場合は項目をまとめ、多数のより小
さなモジュールを、それ自体を目的として作成しないことです。

モジュールの相互作用
状況がモジュールの分離に有利であり、モジュールが (少なくとも一方向で)依存してい
る場合、モジュールは正しい (望ましい)結果が得られるように相互作用を行うようにす
る必要があります。ツールキットには、モジュールごとにヒントを設定および取得する
ための非常に単純なメカニズムがあります。モジュールがヒントを取得するかどうか
は、モジュールの設計者にかかっていますが、モジュール開発者の間の連携により、モ
ジュールは孤立した状態で正しく動作し、統合した場合により強力なソリューションを
提供するようにモジュールを書くことも可能です。

次に例を示します。実際の例では、Sun Cluster 3製品は Solstice DiskSuiteがどのように構
成されているかに依存しますが、必ずしもDiskSuiteがインストールされている必要はな
く、またDiskSuiteもクラスタソフトウェアがインストールされている必要はありませ
ん。実際、DiskSuiteがクラスタマシン以外のマシン上にインストールされていることが
非常に重要です。

この場合、DiskSuiteに対応するモジュールと、Sun Cluster製品に対応するモジュールの 2
つの別々のモジュールを用意します。それぞれのモジュールは独立して正しく動作しま
すが、同じターゲットサーバー構成内で結びつけられた場合、Sun Clusterモジュールは
DiskSuiteモジュールに影響し、 Sun Cluster 3.0によりDiskSuiteに課せられた制限に適合し
ます。

この相互作用はモジュールヒントを使用することにより行われ、スタンドアロンシナリ
オでのそれらの動作は次のように要約できます。

� Sun Clusterモジュールのみがアクティブである場合、Sun Clusterはヒントを設定しま
すが、DiskSuiteは存在せず、ヒントを取得しません。

� DiskSuiteのみがアクティブである場合、ヒントを探しますが、ヒントはほかのモ
ジュールにより設定されていないため、通常のデフォルト動作を使用します。

モジュール設計のガイドライン
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ヒントが実際に何を表現するかは、完全にモジュール開発者にかかっています。モ
ジュール開発者間の緊密な連携により、ヒントを最も効率的に使用できるようになりま
す。可能であれば、そのほかのモジュール開発者が追加インタフェースを活用できるよ
うに、モジュールのリリースノート内にヒントを文書化する必要があります。

モジュールのコーディング
モジュール開発者は、JumpStartインストール時に使用可能な標準スクリプト言語を選択
する必要があります。たとえば、ターゲットサーバーが使用するNFSブートイメージに
シェルが含まれないため、「バッシュ」が使用できない場合があります。

この問題はすべてのバージョンの Solarisで存在することが認識されているため、可能で
あれば Bourne Shellを使用する必要があります。最後の手段としてのみ、コンパイル済み
言語を検討してください。

モジュールのディレクトリ
各モジュールには、メインツールキットフレームワークがインストールされた場所から
の Productsサブディレクトリに位置する、独自のディレクトリ構造があります。ディレ
クトリの名前は、特定のモジュールを参照するためにツールキットにより使用される名
前です。

たとえば、モジュール sds (Solstice DiskSuite)は .../Products/sds/に存在し、このモ
ジュールのみがそのディレクトリ内に存在するものとその使用法を制御します。次に、
注意するべき例外を示します。

ツールキットへのモジュールの登録には追加の相互作用は必要ありません。ディレクト
リが存在すれば十分です。Productsディレクトリ内にメインツールキットインストール
ポイントの外部にあるそのほかの位置へのシンボリックリンクを作成することはお勧め
できません。アクセス機能を提供するそのほかの手段が講じられない限り、インストー
ル時にターゲットサーバーはそのようなディレクトリにアクセスできない場合がありま
す。

モジュール構成 (module.confファイル)
各モジュールはある程度までユーザーにより構成可能なようになっています。これは必
須要件ではありませんが、通常は実装されていることが想定されています。

ツールキットは、ユーザーへのモジュール構成の提供に関して非常に単純な見方をして
います。ツールキット make_templateコマンドを使用してテンプレートを作成する場合、
1つのフラットファイルが作成されます。このファイルは、コア base_config構成ファイル
と、各選択モジュールからの構成ファイルを連結します。モジュールそれ自体のあと
で、.conf接尾辞を使用した名前が付けられた構成ファイルを提供することにより、ツー
ルキット make_templateコマンドは残りの作業を行います。

モジュール構成 (module.confファイル)
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構成ファイルは単純な Bourne Shellスクリプトです。構成ファイルは、ユーザーに対する
変数の形式で、構成可能なオプションを表す必要があります。モジュールの変数名前空
間を保存し、あるモジュールが別のモジュールを破壊するのを防ぐため、各変数にはモ
ジュール名とアンダースコアの接頭辞をつける必要があります。

たとえば、モジュール sdsは、ユーザーに対して、インストールするソフトウェアの
バージョンを選択するオプションを表します。構成ファイルの対応する部分は次のよう
になります。

############

#

# Which version of the product is to be installed

#

sds_product_version="4.2.1"

この例では、デフォルト値 4.2.1がすでに構成ファイルに生成されています。これが、モ
ジュールが記述された時点での製品の最も新しいバージョンであったためです。

モジュールのインタフェース
ツールキットは、ターゲットサーバーと JumpStartサーバーの両方において、JumpStartプ
ロセスのライフサイクル中にモジュール内で特定のインタフェースを呼び出します。各
インタフェースは、環境変数を通じて供給されるターゲットサーバーのコンテキストを
持つ、実行可能なシェルスクリプト (または最悪の場合バイナリ)であると想定されてい
ます。

copy_mediaインタフェース
呼び出される場所 JumpStartサーバー

引数

<patches|packages> version srcdir destdir arch

必須/オプション 必須

copy_mediaスクリプトが呼び出されるのは、ユーザーが copy_product_mediaまたは
copy_product_patchesスクリプトを呼び出してこのモジュールのメディアを管理する場
合です。このスクリプトはアプリケーションが配信される形式を理解し、渡されたソー
スメディアの位置から、サーバー上の適切なメディア位置に対して、コピーを実行する
必要があります。この機能を使用することで、メインツールキットを各メディアタイプ
に対して更新する必要なく、通常とは異なる形式のメディア (tar.gz、zip、bz2など)を処
理できるようになります。また、モジュール開発者が既知の状態でサーバーにメディア
を配置できるようにもなります。たとえば、ディレクトリツリー全体、または Solaris
パッケージのまとまりのみを参照可能にする必要が製品で生じる場合があります。
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make_templateインタフェース
呼び出される場所 JumpStartサーバー

引数 なし

必須/オプション オプション

管理者がサーバービルドの新しい定義を作成する場合、管理者は /opt/SUNWjet/binに用
意されている最上位レベルコマンド make_templateを実行します。この最上位レベル
make_templateスクリプトは基本ターゲットサーバー構成情報を設定し、存在する場合は
各モジュール固有の make_templateスクリプトを呼び出します。モジュール固有の
make_templateスクリプトは、テンプレート上で追加作業を実行できます。たとえば、
ユーザーが編集するクライアントごとのデフォルトの生成などです。

make_clientインタフェース
呼び出される場所 JumpStartサーバー

引数 なし

必須/オプション オプション

管理者がインストール用にターゲットサーバーを設定する場合、ツールキットの bin
ディレクトリに付属する最上位レベルコマンド make_clientを実行します。この最上位レ
ベル make_clientスクリプトは基本ターゲットサーバー構成情報を設定し、存在する場合
は各モジュール固有の make_clientスクリプトを呼び出します。モジュール固有の
make_clientスクリプトはターゲットサーバー固有の /opt/SUNWjet/Clientsディレクトリ
で追加作業を実行でき、またモジュールヒントを構成したり、それに応じてターゲット
サーバープロファイル sysidcfgやそのほかのファイルを変更できます。

beginインタフェース
呼び出される場所 ターゲットサーバー

引数 なし

必須/オプション オプション

JumpStartプロセスの「begin」段階で、ツールキットはモジュールが beginという名前の
スクリプトを持っているかどうかを確認し、それが存在する場合は、そのスクリプトが
実行されます。テンプレートのモジュール構成セクションで設定されたすべての変数
は、スクリプトがアクセスする環境に存在します。
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installインタフェース
呼び出される場所 ターゲットサーバー

引数 なし

必須/オプション 必須

installスクリプトは、モジュールの中心的な存在です。このスクリプトは Solarisのメイン
のインストールが完了したあとに、「finish」スクリプト段階でターゲットサーバー上に
呼び出されます。その目的は、特定のアプリケーションのインストールまたは構成を調
べることです。

スクリプトそれ自体は、新しくインストールされたターゲットサーバーの最初の再起動
の前に呼び出されます。この時点で、ルートディレクトリ (/)は実際には JumpStartサー
バーからマウントされたNFSファイルシステムです。実際のディスクベースのルート
ディレクトリは、環境変数 $ROOTDIR (従来は /aに設定されている)の使用を通じて位置
が特定されます。

ルートが $ROOTDIRに位置している場合にアプリケーションをインストールできなけれ
ば、installスクリプトは、ツールキットにより提供されるインストール後機能を使用し
て、最初の再起動後のそれ以降のインストールをスケジュールする必要があります。最
初の再起動後、ターゲットサーバーは実際にそれ自身のディスクからブートし、ルート
は実際に「/」になります。

installスクリプトは、ユーザーが提供する構成を取得し、実際のアプリケーションのイン
ストールおよび構成を適切に実行する役割があります。これをどのように実現するかは
モジュール開発者の工夫にかかっていますが、パッケージやパッチのインストール、
ファイルコピー、メッセージ報告など共通のタスクを支援する数多くのユーティリ
ティー機能がメインツールキットから使用できます。

モジュール installスクリプトが呼び出される前に、テンプレートで定義され、元来は
module.confファイルから生成されたモジュール構成が、シェル環境に読み込まれます。
installスクリプトは引数を使用して呼び出されることは想定していませんが、代わりに現
在の環境からその構成を取得する必要があります。このテクニックにより、各モジュー
ルインストールスクリプトが異なる数の引数を要求するといった問題を回避できます。

check_clientインタフェース
呼び出される場所 ターゲットサーバー

引数 なし

必須/オプション オプション

モジュール開発者が check_clientスクリプトを用いると、テンプレートで指定されている
構成オプションに関する基本的なチェックを実行できます。このスクリプトを呼び出す
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と、テンプレートで設定されている変数を使用して環境が構成され、またスクリプトは
インストールエラーを減らすための基本的なチェックを実行できます。

モジュールは、有効なオプションのチェックや、選択したバージョン用のメディアが存
在することのチェックを決定できます。提供される機能のレベルは、実装者によって決
まります。

ツールキットのサポート関数
メインツールキットには、モジュールにより活用可能な多くの共通関数が用意されてい
ます。これにより、コードの再利用が改善され、モジュールがよりシンプルになりま
す。どのような関数が使用できるかを調べる最善の方法は、関数が存在するディレクト
リ /opt/SUNWjet/Utils/libを調べる方法です。

JETモジュールの追加
この節では、追加の JETモジュールを Solarisブートおよびインストール (JET)サーバーに
追加する方法について説明します。プロセスは Flashモジュールのコンテキストで説明さ
れていますが、その論理はほかの JETモジュールにも拡張されます。

� Flashモジュールを追加する
JetFLASH.pkgを Solarisブートおよびインストールサーバーにダウンロードします。

JetFLASHパッケージをインストールします。

次の例のようなコマンドを使用します。

# cat >/tmp/admin-file <<- _EOF

mail=\n

instance=unique

partial=quit

runlevel=ask

idepend=quit

rdepend=nocheck

space=quit

setuid=nocheck

conflict=nocheck

action=nocheck

basedir=/opt/SUNWjet/Products

_EOF

pkgadd -a /tmp/admin-file -d JetFLASH.pkg

1

2
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Flashイメージを Solarisブートおよびインストールサーバーにコピーします。

次の例のようなコマンドを使用します。

# telnet solaris-bis-ip-address
# cp flash-archive /export/install/flash/sol10_xall_sparc.flar

この Flashイメージの Solaris Profileを作成します。

a. Solaris 10 Flashイメージの変数セットを作成するには、次の例のようなコマンドを入力
します。

# cr_cli -cmd cdb.vs.add -comp NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage \

-name "solaris10sparc" -u admin -p admin -vars "version=10;release=ga;architecture=sparc; \

image_path=/export/install/s10ga-sparc;image_subnet_addr=10.42.42.2; \

image_subnet_mask=255.255.255.0;media_src="

b. Flash情報を指定するには、次のエントリが含まれるファイル /tmp/flash-profileを作
成します。

flash-with-ra

Solaris10 Flash Archive With SPS RA

base_config flash spsra

各行の意味は次のとおりです。

� ファイルの最初の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「Profile Name」フィールドに対応します。

� ファイルの 2番目の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「Profile Description」フィールドに対応します。

� ファイルの 3番目の行は、ブラウザインタフェースのプラン変数セクション
の「JETModule Name(s)」フィールドに対応します。

c. コンポーネントを作成するには、次の例のようなコマンドを入力します。
# cr_cli -cmd pe.p.run -u admin -p admin \

-PID NM:/com/sun/n1osp/untyped/SolarisImage-create-profile -tar H:NM:biss1-jet \

-comp - -vs solaris10sparc -pto 30 -nto 10 -f /tmp/flash-profile

ヒント –また、N1 SPSブラウザインタフェースを介してProfileコンポーネントを作成
することもできます。「Solaris Image: create profile」オプションを使用します。

前の手順で作成したProfileコンポーネントを編集します。

プロファイルの位置は、/com/sun/n1osp/autogen-masterserver-jet/provision/です。こ
の作業例では、Profileコンポーネントは
/com/sun/n1osp/autogen-masterserver-jet/provision/Solaris_10.flash です。

3

4

5
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Profileコンポーネントで、archive_locations_flash変数の値を Flashアーカイブを指すよ
う変更します。

次に例を示します。

archive_locations_flash nfs://10.216.0.55/export/install/flash/sol10_xall_sparc.flar

コンポーネントをチェックインします。

これで上記の Solaris Profileを使用して目的のターゲットホスト上で配備を行う準備がで
きました。

6

7
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高度な構成プロパティー

この付録では、OSプロビジョニング処理の高度な構成プロパティーを設定する方法につ
いて説明します。この付録では、次の項目について説明します。

� 299ページの「プラグイン提供のDHCPの無効化」
� 300ページの「フォアグラウンドでの配備ジョブの実行」
� 300ページの「新しいターゲットホストの検査」

プラグイン提供のDHCPの無効化
デフォルトでは、OSプロビジョニングプラグインによって ISCDHCPサーバーの作成と
起動を行い、ネットワーク上でターゲットホストをブートおよびインストールできるよ
うにします。ただし、独自のDHCPサーバーを使用してネットワーク上のDHCP要求に
応答するようにする場合は、プロビジョニングソフトウェアのDHCPサーバーを無効に
できます。

注 –プロビジョニングソフトウェアによって提供される ISCDHCPサーバーを無効にする
場合は、ネットワーク上でDHCP要求に応答できるようにDHCPサーバーを正しく構成
して、ネットワークブート要求に応答する必要があります。

プロビジョニングソフトウェアが提供する ISCDHCPサーバーを無効にするには、
n1osp-dhcp.propertiesファイルにある com.sun.n1.isp.dhcp.DHCPManager.serverBinding

プロパティーを次のように設定します。

com.sun.n1.isp.dhcp.DHCPManager.serverBinding=com.sun.n1.isp.dhcp.NoDHCP

n1osp-dhcp.propertiesファイルは、OSプロビジョニングサーバーの
/opt/SUNWn1osp/etc/n1osp-dhcp.propertiesにあります。
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フォアグラウンドでの配備ジョブの実行
デフォルトでは、プロビジョニングプランはバックグラウンドで実行されます。ただ
し、次の作業を行うことによって、フォアグラウンドで配備を実行し、その状況を簡単
に確認できるようにすることもできます。

1. N1 SPSソフトウェアで物理ロックを無効にします。

注意 –N1SPSソフトウェアでは、ホストの物理ロックの無効化はサポートされていま
せん。

config.propertiesファイル内の pe.lockPhysicalHostプロパティーを次のように設定
します。

pe.lockPhysicalHost=false

マスターサーバー上の config.propertiesファイルの位置は、そのサーバーで動作し
ているOSによって異なります。このファイルの、各OSでの位置は次のとおりです。
� Solaris OS –

/opt/SUNWn1sps/N1_Service_Provisioning_System_5.2/server/config/config.properties

� LinuxOS –
/opt/sun/N1_Service_Provisioning_System_5.2/server/config/config.properties

� Windows OS – c:\Program Files\N1 Service Provisioning System

5.2\server\config\config.properties

2. マスターサーバーを再起動します。
3. OSプロビジョニングサーバーを作成します。

OSプロビジョニングサーバーの作成では、run_provisioning_foreground変数を true

に設定します。

新しいターゲットホストの検査
デフォルトでは、OSプロビジョニングサーバーは、ターゲットホストにOSを配備する
前にターゲットホストを検査します。ターゲットの検査を無効にするには、OSプロビ
ジョニングサーバーにある /opt/SUNWn1osp/etc/n1osp-service.properties ファイルを編
集し、次のエントリの少なくとも 1つをファイルに追加します。

� com.sun.n1.isp.osservice.validate.Target.skipValidation=true

ターゲットホスト検査を省略します。このプロパティーのデフォルト値は falseで
す。

� com.sun.n1.isp.osservice.validate.Target.skipNMValidation=true

ターゲットホストのすべてのサービスコントローラまたはネットワーク管理コント
ローラに対するネットワーク管理検査を省略します。このプロパティーのデフォルト
値は falseです。
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� com.sun.n1.isp.osservice.validate.Target.skipNMValidation.hostname =true

特定のターゲットインスタンス (hostname)のすべてのサービスコントローラまたは
ネットワーク管理コントローラに対するネットワーク管理検査を省略します。このプ
ロパティーのデフォルト値は falseです。

� com.sun.n1.isp.osservice.validate.Target.skipNM-ICMP-Validation=true

ネットワーク管理コントローラに接続されているネットワーク管理 IPまたは端末
サーバー IPの ICMPエコー検査を省略します。このプロパティーのデフォルト値は
falseです。

� com.sun.n1.isp.osservice.validate.Target.skipNM-ICMP-Validation. hostname=true
特定のターゲットインスタンス (hostname)について、ネットワーク管理コントローラ
に接続されているネットワーク管理 IPまたは端末サーバー IPの ICMPエコー検査を
省略します。このプロパティーのデフォルト値は falseです。

� com.sun.n1.isp.osservice.validate.Target.NMValidation.NMtype =ip,TS

カスタムタイプのネットワーク管理 (NMtype)に対するネットワーク管理の検査方法を
指定できます。有効な値は ip、ts、ip,ts、または noneです。ここで、ipは IP検
査、tsは端末サーバー検査を意味します。

注 –内蔵タイプのネットワーク管理 (alom、 lom、rsc、iloなど)のデフォルトの検査方法
はオーバーライドできません。
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nis_start_nis_base_config, 259
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partition_1_filesystem_base_config, 266
partition_1_format_base_config, 266
partition_1_fstype_base_config, 243
partition_1_grow_base_config, 243
partition_1_id_base_config, 265
partition_1_maxsize_base_config, 243
partition_1_mount_base_config, 266
partition_1_mountpoint_base_config, 243
partition_1_nr_base_config, 265
partition_1_primary_base_config, 243, 266
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partition_1_size_base_config, 243, 266
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partition_2_drive_base_config, 266
partition_2_filesystem_base_config, 266
partition_2_format_base_config, 267
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partition_2_maxsize_base_config, 244
partition_2_mount_base_config, 266
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partition_5_filesystem_base_config, 269
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partition_5_grow_base_config, 245
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partition_7_id_base_config, 270
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partition_8_primary_base_config, 247, 270
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partitionadd_base_config, 249, 275
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raid_2_parity_algorithm_base_config, 271
raid_2_partition_id_base_config, 271
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root_password_base_config, 240
root_password_encrypted_base_config, 240
runlevel_base_config, 260
script_1_post_interpreter_base_config, 249
script_1_post_nochroot_base_config, 249
script_1_post_pre_base_config, 249
script_1_pre_base_config, 249
script_1_pre_interpreter_base_config, 249
script_chroot_1 _chrooted_base_config, 275
script_chroot_1_base_config, 275
script_chroot_1_interpreter_base_config, 275
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script_post_1_post_interpreter_base_config, 275
script_post_1_pre_base_config, 275
script_pre_1_base_config, 275
script_pre_1_interpreter_base_config, 275
scriptchrootadd_base_config, 277
scriptpostadd_base_config, 251, 277
scriptpreadd_base_config, 250, 277
security_console_shutdown_base_config, 260
security_cwd_in_root_path_base_config, 260
security_cwd_in_user_path_base_config, 260
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software_remove_base_config, 272
startmode_base_config, 273
suse_media_base_config, 258
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sysidcfg_network_interface_base_config, 220
sysidcfg_protocol_ipv6_base_config, 221
sysidcfg_root_password_base_config, 220
sysidcfg_security_policy_base_config, 221
sysidcfg_system_locale_base_config, 220
sysidcfg_x86_kdmfile_base_config, 222
timezone_base_config, 240
timezone_utc_base_config, 240
user_root_encrypted_base_config, 262
user_root_fullname_base_config, 262

user_root_gid_base_config, 262
user_root_grouplist_base_config, 262
user_root_home_base_config, 262
user_root_password_base_config, 262
user_root_shell_base_config, 262
user_root_uid_base_config, 262
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x11_configure_x11_base_config, 262
x11_display_manager_base_config, 262
x11_enable_3d_base_config, 263
x11_monitor_device_base_config, 263
x11_monitor_display_bandwidth_base_config, 263
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x11_monitor_vendor_base_config, 263
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xconfig_depth_base_config, 242
xconfig_desktop_base_config, 242
xconfig_monitor_base_config, 242
xconfig_resolution_base_config, 242
xconfig_videoram_base_config, 242

base_config変数
client_allocation_base_config, 220, 238, 258
ClientArch_base_config, 219, 237, 257
ClientEther_base_config, 219, 237, 257
ClientOS_base_config, 219, 238, 258
defaultrouter_base_config, 225
disable_sysid_probe_base_config, 227
dns_disableforbuild_base_config, 225
dns_domain_base_config, 225
dns_nameservers_base_config, 225
dns_searchpath_base_config, 225
dumpadm_minfree_base_config, 226
enable_altbreak_base_config, 227
enable_rootftp_base_config, 226
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enable_rootlogin_base_config, 226
enable_savecore_base_config, 226
ipmp_networkifs_base_config, 226
networkifs_base_config, 226, 243, 273
nfs_mounts_base_config, 225
nfsv4_domain_base_config, 227
noautoshutdown_base_config, 226
nodename_base_config, 225
notrouter_base_config, 225
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patchdir_base_config, 227, 238, 258
poweroff_afterbuild_base_config, 227
productdir_base_config, 227, 238, 258
products_base_config, 220, 238, 258
profile_add_clusters_base_config, 225
profile_add_geos_base_config, 224
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profile_s3_size_base_config, 223
profile_s4_mtpt_base_config, 223
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sysidcfg_netmask_base_config, 220
sysidcfg_terminal_base_config, 221
sysidcfg_timeserver_base_config, 221
sysidcfg_timezone_base_config, 221
ufs_logging_filesys_base_config, 224

update_terminal_base_config, 226
x86_console_base_config, 221
x86_disable_acpi_base_config, 221
x86_nowin_base_config, 221
x86_safetoreboot_base_config, 221

basedir_spsra変数, 232, 252, 279
boot_service_true_false_1変数,そのほかの遠隔管
理ターゲット用, 213

boot_service_true_false_2変数,そのほかの遠隔管
理ターゲット用, 214

boot_service_true_false変数
LOMターゲット用, 200
そのほかの IPMIターゲット用, 209

boot_service変数, IPMIターゲット用, 190
bootloader_append_base_config変数, 241
bootloader_grub_password_base_config変数, 242
bootloader_grub_password_encrypted_base_config

variable, 241
bootloader_grub_redirect_fix_base_config

variable, 248
bootloader_initrd_modules_base_config変数, 263
bootloader_kernel_parameters_base_config変
数, 263

bootloader_lilo_lba32_base_config変数, 241
bootloader_lilo_linear_base_config変数, 241
bootloader_loader_device_base_config変数, 264
bootloader_loader_type_base_config変数, 264
bootloader_location_base_config変数, 241, 263
bootloader_name_base_config変数, 241
bootloader_repl_mbr_base_config変数, 263
bootproto_base_config変数, 242, 272
broadcast_base_config変数, 273
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client_allocation_base_config変数, 220, 238, 258
ClientArch_base_config変数, 219, 237, 257
ClientEther_base_config変数, 219, 237, 257
ClientOS_base_config変数, 219, 238, 258
ClientOSName_base_config変数, 237, 257
clusters_base_config変数, 248
conn_spsra変数, 233, 253, 280
console_service_true_false_1 variable,そのほかの遠
隔管理ターゲット用, 213
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console_service_true_false_2変数,そのほかの遠隔
管理ターゲット用, 214

console_service_true_false変数
LOMターゲット用, 200
そのほかの IPMIターゲット用, 209

console_service変数, IPMIターゲット用, 190

D
dedicated_dump_device_base_config変数, 227
default_router変数

ALOMターゲット用, 191
HP ILOターゲット用, 203
IPMIターゲット用, 188
LOMターゲット用, 197
Mid-Rangeターゲット用, 201
RSCターゲット用, 194
そのほかの IPMIターゲット用, 206
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 210
汎用ターゲット用, 216

defaultrouter_base_config変数, 225
description変数

ALOMターゲット用, 191
HP ILOターゲット用, 203
IPMIターゲット用, 188
LOMターゲット用, 197
Mid–Rangeターゲット用, 200
RSCターゲット用, 194
そのほかの IPMIターゲット用, 206
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 210
汎用ターゲット用, 215

device_type変数, IPMIターゲット用, 190
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dhclient_client_id_base_config変数, 265
dhclient_hostname_option_base_config変数, 265
disable_sysid_probe_base_config変数, 227
disk_size変数

ALOMターゲット用, 191
HP ILOターゲット用, 203
IPMIターゲット用, 188
LOMターゲット用, 197
Mid–Rangeターゲット用, 201
RSCターゲット用, 194
そのほかの IPMIターゲット用, 206
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 210

汎用ターゲット用, 216
disk_type変数

LOMターゲット用, 199
そのほかの IPMIターゲット用, 208
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 212

dns_dhcp_hostname_base_config変数, 273
dns_dhcp_resolv_base_config変数, 273
dns_disableforbuild_base_config変数, 225
dns_domain_base_config変数, 225
dns_nameservers_base_config変数, 225
dns_searchpath_base_config変数, 225
domain_base_config変数, 273
domain_name変数, Mid–Rangeターゲット用, 202
domainsc_access_password変数, Mid–Rangeター
ゲット用, 202

domainsc_access_userid変数, Mid–Rangeターゲット
用, 202

drive_list_base_config変数, 265
dumpadm_minfree_base_config変数, 226

E
enable_altbreak_base_config変数, 227
enable_rootftp_base_config変数, 226
enable_rootlogin_base_config変数, 226
enable_savecore_base_config変数, 226
enable_services_base_config変数, 248
ethernet_ip_address変数

ALOMターゲット用, 191
HP ILOターゲット用, 203
IPMIターゲット用, 188
LOMターゲット用, 197
Mid–Rangeターゲット用, 200
RSCターゲット用, 194
そのほかの IPMIターゲット用, 206
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 210
汎用ターゲット用, 216

ethernet_mac_address変数
ALOMターゲット用, 191
HP ILOターゲット用, 203
IPMIターゲット用, 188
LOMターゲット用, 197
Mid–Rangeターゲット用, 200
RSCターゲット用, 194
そのほかの IPMIターゲット用, 206
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そのほかの遠隔管理ターゲット用, 210
汎用ターゲット用, 215

ethernet_netmask変数
ALOMターゲット用, 191
HP ILOターゲット用, 203
IPMIターゲット用, 188
LOMターゲット用, 197
Mid–Rangeターゲット用, 201
RSCターゲット用, 194
そのほかの IPMIターゲット用, 206
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 210
汎用ターゲット用, 216

F
firewall_base_config変数, 241
firewall_incoming_base_config変数, 241
firewall_trusted_base_config変数, 241
fw_allow_traceroute_base_config変数, 273
fw_autoprotect_services_base_config変数, 273
fw_dev_dmz_base_config変数, 274
fw_dev_ext_base_config変数, 274
fw_dev_int_base_config変数, 274
fw_ipsec_trust_base_config変数, 273
fw_log_accept_all_base_config変数, 273
fw_log_accept_crit_base_config変数, 273
fw_log_drop_all_base_config変数, 274
fw_log_drop_crit_base_config変数, 274
fw_masq_nets_base_config変数, 274
fw_masquerade_base_config変数, 274
fw_protect_from_internal_base_config変数, 274
fw_route_base_config変数, 274
fw_services_dmz_ip_base_config変数, 274
fw_services_dmz_tcp_base_config変数, 274
fw_services_dmz_udp_base_config変数, 274
fw_services_ext_ip_base_config変数, 274
fw_services_ext_tcp_base_config変数, 274
fw_services_ext_udp_base_config変数, 274
fw_services_int_ip_base_config変数, 274
fw_services_int_tcp_base_config変数, 275
fw_services_int_udp_base_config変数, 275
fw_start_firewall_base_config変数, 274

G
gateway_base_config変数, 242, 272
general_clock_hwclock_base_config変数, 264
general_keyboard_base_config変数, 264
general_language_base_config変数, 264
general_mode_confirm_base_config変数, 264
general_mode_forceboot_base_config変数, 264
general_mode_interactive_boot_base_config変
数, 264

general_mode_reboot_base_config変数, 264
general_mouse_device_base_config変数, 264
general_mouse_id_base_config変数, 264
general_timezone_base_config変数, 264
groupid_spsra変数, 233, 252, 280
groupname_spsra変数, 232, 252, 279
grub_append_base_config変数, 220
guid変数

HP ILOターゲット用, 205
IPMIターゲット用, 190
そのほかの IPMIターゲット用, 208
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 212

guid変数,汎用ターゲット用, 218

H
homedir_spsra変数, 233, 252, 280
host_spsra変数, 233, 253, 280
hostname_base_config変数, 242, 273
HP ILOターゲットの変数

architecture, 203
default_router, 203
description, 203
disk_size, 203
ethernet_ip_address, 203
ethernet_mac_address, 203
ethernet_netmask, 203
guid, 205
ilo_access_password, 205
ilo_access_userid, 205
ilo_ip_address, 205
ilo_version, 205
installPath, 203
ipmp_networkifs_base_config, 204
kernel_arch, 203
linux_network_interface, 205
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networkifs_base_config, 204
networkifs_redhat_base_config, 205
networkifs_suse_base_config, 205
osp_control_service, 204
sps_ra_adv_parms, 205
sps_ra_conn, 204
sps_ra_host, 204
sps_ra_parent, 204
sps_ra_parent_type, 204
sps_ra_port, 204
sps_ra_ssl_auth, 204
sysidcfg_default_route, 204
sysidcfg_network_interface, 204
target_host, 203

I
ilo_access_password変数, HP ILOターゲット用, 205
ilo_access_userid変数, HP ILOターゲット用, 205
ilo_ip_address変数, HP ILOターゲット用, 205
ilo_version変数, HP ILOターゲット用, 205
install_ra_from_snapshot_spsra変数, 232
install_spsra変数, 232, 251, 279
installPath変数

ALOMターゲット用, 191
HP ILOターゲット用, 203
IPMIターゲット用, 187
LOMターゲット用, 197
Mid–Rangeターゲット用, 200
RedHat Linuxのプロビジョニング用, 254
RSCターゲット用, 194
Solaris OSのプロビジョニング用, 234
SUSE Linuxのプロビジョニング用, 281
そのほかの IPMIターゲット用, 206
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 209
汎用ターゲット用, 215

ip_base_config変数, 242, 272
ip_forward_base_config変数, 273
ipmi_access_password変数

IPMIターゲット用, 190
そのほかの IPMIターゲット用, 208

ipmi_access_userid変数
IPMIターゲット用, 190
そのほかの IPMIターゲット用, 208

ipmi_hal_jar変数,そのほかの IPMIターゲット
用, 208

ipmi_ip_address変数
IPMIターゲット用, 190
そのほかの IPMIターゲット用, 208

ipmi_version変数,そのほかの IPMIターゲット
用, 209

IPMIターゲットの変数
architecture, 188
boot_service, 190
console_service, 190
default_router, 188
description, 188
device_type, 190
disk_size, 188
ethernet_ip_address, 188
ethernet_mac_address, 188
ethernet_netmask, 188
guid, 190
installPath, 187
ipmi_access_password, 190
ipmi_access_userid, 190
ipmi_ip_address, 190
ipmp_networkifs_base_config, 189
kernel_arch, 188
linux_network_interface, 189
networkifs_base_config, 188
networkifs_redhat_base_config, 189
networkifs_suse_base_config, 190
osp_control_service, 189
sps_ra_adv_parms, 189
sps_ra_conn, 189
sps_ra_host, 189
sps_ra_parent, 189
sps_ra_parent_type, 189
sps_ra_port, 189
sps_ra_ssl_auth, 189
ssh_access_password, 190
ssh_access_userid, 190
sysidcfg_default_route, 188
sysidcfg_network_interface, 188
target_host, 187

ipmp_networkifs_base_config変数, 226
ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
IPMIターゲット用, 189
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LOMターゲット用, 198
Mid-Rangeターゲット用, 201
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 216

J
JARファイル, 47-49
Javaアーカイブ,「JARファイル」を参照
JET
既存のユーザー, 61
モジュール, 59-60

jre_path_spsra変数, 233, 252, 280
JumpStart,「JET」を参照
JumpStart Enterprise Toolkit,「JET」を参照

K
kernel_arch変数

ALOMターゲット用, 191
HP ILOターゲット用, 203
IPMIターゲット用, 188
LOMターゲット用, 197
Mid–Rangeターゲット用, 201
RSCターゲット用, 194
そのほかの IPMIターゲット用, 206
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 210
汎用ターゲット用, 216

keyboard_base_conf変数, 238
kickstart_media_base_config変数, 238

L
lang_additional_base_conf変数, 238
lang_base_config変数, 238
ldap_basedn_base_config変数, 259
ldap_server_base_config変数, 259
ldap_start_base_config変数, 259
ldap_tls_base_config変数, 259
ldap_v2_base_config変数, 259

linux_network_interface変数
HP ILOターゲット用, 205
IPMIターゲット用, 189
そのほかの IPMIターゲット用, 208
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 217

lom_access_password変数, LOMターゲット用, 199
lom_access_userid変数, LOMターゲット用, 199
lom_hal_jar変数, LOMターゲット用, 199
lom_version変数, LOMターゲット用, 199
LOMターゲットの変数

architecture, 197
boot_service_true_false, 200
console_service_true_false, 200
default_router, 197
description, 197
disk_size, 197
disk_type, 199
ethernet_ip_address, 197
ethernet_mac_address, 197
ethernet_netmask, 197
installPath, 197
ipmp_networkifs_base_config, 198
kernel_arch, 197
lom_access_password, 199
lom_access_userid, 199
lom_hal_jar, 199
lom_version, 199
networkifs_base_config, 198
osp_control_service, 198
power_service_true_false, 200
sps_ra_adv_parms, 199
sps_ra_conn, 198
sps_ra_host, 198
sps_ra_parent, 198
sps_ra_parent_type, 198
sps_ra_port, 198
sps_ra_ssl_auth, 198
sysidcfg_default_route, 198
sysidcfg_network_interface, 198
target_host, 197
terminal_server_hal_jar, 199
terminal_server_ip_address, 199
terminal_server_password, 199
terminal_server_port, 199
terminal_server_type, 199
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terminal_server_userid, 199
terminal_server_version, 199

M
Mid-Rangeターゲットの変数

default_router, 201
ipmp_networkifs_base_config, 201
networkifs_base_config, 201
sysidcfg_default_route, 201
sysidcfg_network_interface, 201

Mid–Rangeターゲットの変数
architecture, 201
description, 200
disk_size, 201
domain_name, 202
domainsc_access_password, 202
domainsc_access_userid, 202
ethernet_ip_address, 200
ethernet_mac_address, 200
ethernet_netmask, 201
installPath, 200
kernel_arch, 201
osp_control_service, 201
platformsc_access_password, 202
platformsc_access_userid, 202
platformsc_ip_address, 202
sps_ra_adv_parms, 202
sps_ra_conn, 202
sps_ra_host, 202
sps_ra_parent, 202
sps_ra_parent_type, 202
sps_ra_port, 202
sps_ra_ssl_auth, 202
target_host, 200

mouse_base_config変数, 238

N
nameservers_base_config変数, 243, 272
netmask_base_config変数, 242, 272
netmgmt_hal_jar_1変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 212

netmgmt_hal_jar_2変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 214

netmgmt_ip_address_1変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 212

netmgmt_ip_address_2変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 214

netmgmt_password_1変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 213

netmgmt_password_2変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 214

netmgmt_port_1変数,そのほかの遠隔管理ターゲット
用, 212

netmgmt_port_2変数,そのほかの遠隔管理ターゲット
用, 214

netmgmt_protocol_1変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 212

netmgmt_protocol_2変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 214

netmgmt_type_1変数,そのほかの遠隔管理ターゲット
用, 212

netmgmt_type_2変数,そのほかの遠隔管理ターゲット
用, 214

netmgmt_userid_1変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 213

netmgmt_userid_2変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 214

netmgmt_version_1変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 212

netmgmt_version_2変数,そのほかの遠隔管理ター
ゲット用, 214

network_interface_base_config変数, 242, 272
networkifs_base_config変数, 226, 243, 273

ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
IPMIターゲット用, 188
LOMターゲット用, 198
Mid-Rangeターゲット用, 201
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 210
汎用ターゲット用, 216

networkifs_redhat_base_config変数
HP ILOターゲット用, 205
IPMIターゲット用, 189
そのほかの IPMIターゲット用, 208
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 212
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汎用ターゲット用, 217
networkifs_suse_base_config変数

HP ILOターゲット用, 205
IPMIターゲット用, 190
そのほかの IPMIターゲット用, 208
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 212
汎用ターゲット用, 217

nfs_mounts_base_config変数, 225
nfsv4_domain_base_config変数, 227
nis_broadcast_base_config変数, 258
nis_broken_server_base_config変数, 258
nis_domain_base_config変数, 258
nis_local_only_base_config変数, 259
nis_options_base_config変数, 259
nis_other_1_broadcast_base_config変数, 259
nis_other_1_domain_base_config変数, 259
nis_other_1_servers_base_config変数, 259
nis_servers_base_config変数, 259
nis_start_autofs_base_config変数, 259
nis_start_nis_base_config変数, 259
no_autoreboot_base_config変数, 249
noautoshutdown_base_config変数, 226
nodename_base_config変数, 225
notrouter_base_config変数, 225
ntp_servers_base_config変数, 225

O
osp_control_service変数

ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
IPMIターゲット用, 189
LOMターゲット用, 198
Mid–Rangeターゲット用, 201
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 216

osp_jet_server変数, 234, 254, 281
osp_profile_architecture変数, 235, 254, 281
osp_profile_boot_directory変数, 235
osp_profile_boot_file_name変数, 236
osp_profile_boot_ip_address変数, 235, 255, 282
osp_profile_boot_server_name変数, 235, 254, 281
osp_profile_BS_subnet_address変数, 235, 254, 281

osp_profile_BS_subnet_ip_address変数, 235, 254,
281

osp_profile_control_service変数, 234, 254, 281
osp_profile_description変数, 235, 254, 281
osp_profile_jumpstart_directory変数, 236
osp_profile_jumpstart_ip_address変数, 236
osp_profile_min_disk_size変数, 235, 254, 281
osp_profile_nbp_boot_file_name変数, 236
osp_profile_product_directory変数, 235, 254, 282
osp_profile_product_ip_address変数, 235, 254, 282
osp_profile_sysidcfg_directory変数, 235
osp_profile_sysidcfg_ip_address変数, 235
osp_target_host変数, 254, 281

Solaris OSのプロビジョニング用, 234
OSプロビジョニングプラグイン,インポート, 49-50

P
packages_add_base_config変数, 248
packages_ignoredeps_base_config変数, 248
packages_ignoremissing_base_config変数, 248
packages_remove_base_config変数, 248
packages_resolvedeps_base_config変数, 248
partition_1_disk_base_config変数, 243
partition_1_drive_base_config変数, 265
partition_1_filesystem_base_config変数, 266
partition_1_format_base_config変数, 266
partition_1_fstype_base_config変数, 243
partition_1_grow_base_config変数, 243
partition_1_id_base_config変数, 265
partition_1_maxsize_base_config変数, 243
partition_1_mount_base_config変数, 266
partition_1_mountpoint_base_config変数, 243
partition_1_nr_base_config変数, 265
partition_1_primary_base_config変数, 243, 266
partition_1_raid_device_base_config変数, 266
partition_1_size_base_config変数, 243, 266
partition_2_disk_base_config変数, 244
partition_2_drive_base_config変数, 266
partition_2_filesystem_base_config変数, 266
partition_2_format_base_config変数, 267
partition_2_fstype_base_config変数, 244
partition_2_grow_base_config変数, 244
partition_2_id_base_config変数, 266
partition_2_maxsize_base_config変数, 244
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partition_2_mount_base_config変数, 266
partition_2_mountpoint_base_config変数, 244
partition_2_nr_base_config変数, 266
partition_2_primary_base_config変数, 244, 267
partition_2_raid_device_base_config変数, 267
partition_2_size_base_config変数, 244, 267
partition_3_disk_base_config変数, 244
partition_3_drive_base_config変数, 267
partition_3_filesystem_base_config変数, 267
partition_3_format_base_config変数, 267
partition_3_fstype_base_config変数, 244
partition_3_grow_base_config変数, 245
partition_3_id_base_config変数, 267
partition_3_maxsize_base_config変数, 244
partition_3_mount_base_config変数, 267
partition_3_mountpoint_base_config変数, 244
partition_3_nr_base_config変数, 267
partition_3_primary_base_config変数, 245, 268
partition_3_raid_device_base_config変数, 268
partition_3_size_base_config変数, 244, 267
partition_4_disk_base_config変数, 245
partition_4_drive_base_config変数, 268
partition_4_filesystem_base_config変数, 268
partition_4_format_base_config変数, 268
partition_4_fstype_base_config変数, 245
partition_4_grow_base_config変数, 245
partition_4_id_base_config変数, 268
partition_4_maxsize_base_config変数, 245
partition_4_mount_base_config変数, 268
partition_4_mountpoint_base_config変数, 245
partition_4_nr_base_config変数, 268
partition_4_primary_base_config変数, 245, 268
partition_4_raid_device_base_config変数, 268
partition_4_size_base_config変数, 245, 268
partition_5_disk_base_config変数, 245
partition_5_drive_base_config変数, 268
partition_5_filesystem_base_config変数, 269
partition_5_format_base_config変数, 269
partition_5_fstype_base_config変数, 245
partition_5_grow_base_config変数, 245
partition_5_id_base_config変数, 268
partition_5_maxsize_base_config変数, 245
partition_5_mount_base_config変数, 269
partition_5_mountpoint_base_config変数, 245
partition_5_nr_base_config変数, 269
partition_5_primary_base_config変数, 245, 269

partition_5_raid_device_base_config変数, 269
partition_5_size_base_config変数, 245, 269
partition_6_disk_base_config変数, 246
partition_6_drive_base_config変数, 269
partition_6_filesystem_base_config変数, 269
partition_6_format_base_config変数, 269
partition_6_fstype_base_config変数, 246
partition_6_grow_base_config変数, 246
partition_6_id_base_config変数, 269
partition_6_maxsize_base_config変数, 246
partition_6_mount_base_config変数, 269
partition_6_mountpoint_base_config変数, 246
partition_6_nr_base_config変数, 269
partition_6_primary_base_config変数, 246, 269
partition_6_raid_device_base_config変数, 269
partition_6_size_base_config変数, 246, 269
partition_7_disk_base_config変数, 246
partition_7_drive_base_config変数, 269
partition_7_filesystem_base_config変数, 270
partition_7_format_base_config変数, 270
partition_7_fstype_base_config変数, 246
partition_7_grow_base_config変数, 246
partition_7_id_base_config変数, 270
partition_7_maxsize_base_config変数, 246
partition_7_mount_base_config変数, 270
partition_7_mountpoint_base_config変数, 246
partition_7_nr_base_config変数, 270
partition_7_primary_base_config変数, 246, 270
partition_7_raid_device_base_config変数, 270
partition_7_size_base_config変数, 246, 270
partition_8_disk_base_config変数, 246
partition_8_drive_base_config変数, 270
partition_8_filesystem_base_config変数, 270
partition_8_format_base_config変数, 270
partition_8_fstype_base_config変数, 246
partition_8_grow_base_config変数, 247
partition_8_id_base_config変数, 270
partition_8_maxsize_base_config変数, 247
partition_8_mount_base_config変数, 270
partition_8_mountpoint_base_config変数, 246
partition_8_nr_base_config変数, 270
partition_8_primary_base_config変数, 247, 270
partition_8_raid_device_base_config変数, 270
partition_8_size_base_config変数, 246, 270
partition_clear_base_config変数, 243
partition_zerombr_base_config変数, 243
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partitionadd_base_config変数, 249, 275
patchdir_base_config変数, 227, 238, 258
platformsc_access_password変数, Mid–Rangeター
ゲット用, 202

platformsc_access_userid変数, Mid–Rangeター
ゲット用, 202

platformsc_ip_address変数, Mid–Rangeターゲット
用, 202

port_spsra変数, 233, 253, 280
postscript_chroot_base_config変数, 248
power_service_true_false_1変数,そのほかの遠隔管
理ターゲット用, 212

power_service_true_false_2変数,そのほかの遠隔管
理ターゲット用, 214

power_service_true_false変数
LOMターゲット用, 200
そのほかの IPMIターゲット用, 209

poweroff_afterbuild_base_config変数, 227
product_version_spsra変数, 232, 251, 279
productdir_base_config変数, 227, 238, 258
products_base_config変数, 220, 238, 258
profile_add_clusters_base_config変数, 225
profile_add_geos_base_config変数, 224
profile_add_locales_base_config変数, 224
profile_add_packages_base_config変数, 225
profile_additional_disks_base_config変数, 224
profile_base_config変数, 222
profile_cluster_base_config変数, 222
profile_del_clusters_base_config変数, 225
profile_del_geos_base_config変数, 224
profile_del_locales_base_config変数, 224
profile_del_packages_base_config変数, 225
profile_dontuse_base_config変数, 223
profile_root_base_config変数, 223
profile_s3_mtpt_base_config変数, 223
profile_s3_size_base_config変数, 223
profile_s4_mtpt_base_config変数, 223
profile_s4_size_base_config変数, 223
profile_s5_mtpt_base_config変数, 223
profile_s5_size_base_config変数, 223
profile_s6_mtpt_base_config変数, 223
profile_s6_size_base_config変数, 224
profile_s7_mtpt_base_config変数, 224
profile_s7_size_base_config変数, 224
profile_swap_base_config変数, 223
profile_usedisk_base_config変数, 223

pxelinux_console_base_config変数, 238, 258

R
raid_1_chunk_size_base_config変数, 271
raid_1_device_base_config変数, 247, 270
raid_1_filesystem_base_config変数, 271
raid_1_format_base_config変数, 271
raid_1_level_base_config変数, 247
raid_1_meta_devices_base_config変数, 247
raid_1_mount_base_config変数, 271
raid_1_mountpoint_base_config変数, 247
raid_1_parity_algorithm_base_config変数, 271
raid_1_partition_id_base_config変数, 271
raid_1_persistent_superblock_base_config変
数, 271

raid_1_raid_type_base_config変数, 271
raid_2_chunk_size_base_config変数, 271
raid_2_device_base_config変数, 247, 271
raid_2_filesystem_base_config変数, 271
raid_2_format_base_config変数, 271
raid_2_level_base_config変数, 247
raid_2_meta_devices_base_config変数, 248
raid_2_mount_base_config変数, 272
raid_2_mountpoint_base_config変数, 247
raid_2_parity_algorithm_base_config変数, 271
raid_2_partition_id_base_config変数, 271
raid_2_persistent_superblock_base_config変
数, 271

raid_2_raid_type_base_config変数, 272
raidadd_base_config変数, 250, 276
RedHat Linuxプロビジョニングの変数

installPath, 254
osp_jet_server, 254
osp_profile_architecture, 254
osp_profile_boot_ip_address, 255
osp_profile_boot_server_name, 254
osp_profile_BS_subnet_address, 254
osp_profile_BS_subnet_ip_address, 254
osp_profile_control_service, 254
osp_profile_description, 254
osp_profile_min_disk_size, 254
osp_profile_product_directory, 254
osp_profile_product_ip_address, 254
osp_target_host, 254
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root_password_base_config変数, 240
root_password_encrypted_base_config変数, 240
rsc_access_password変数, RSCターゲット用, 196
rsc_access_userid変数, RSCターゲット用, 196
rsc_ip_address変数, RSCターゲット用, 196
RSCターゲットの変数

architecture, 194
default_router, 194
description, 194
disk_size, 194
ethernet_ip_address, 194
ethernet_mac_address, 194
ethernet_netmask, 194
installPath, 194
ipmp_networkifs_base_config, 195
kernel_arch, 194
networkifs_base_config, 195
osp_control_service, 195
rsc_access_password, 196
rsc_access_userid, 196
rsc_ip_address, 196
sps_ra_adv_parms, 196
sps_ra_conn, 195
sps_ra_host, 195
sps_ra_parent, 195
sps_ra_parent_type, 195
sps_ra_port, 195
sps_ra_ssl_auth, 195
sysidcfg_default_route, 195
sysidcfg_network_interface, 195
target_host, 194
terminal_server_hal_jar, 196
terminal_server_ip_address, 196
terminal_server_password, 196
terminal_server_port, 196
terminal_server_protocol, 193, 196, 199
terminal_server_type, 196
terminal_server_userid, 196
terminal_server_version, 196

runlevel_base_config変数, 260

S
script_1_post_base_config変数, 249

script_1_post_interpreter_pre_base_config

variable, 249
script_1_post_nochroot_base_config変数, 249
script_1_pre_base_config変数, 249
script_1_pre_interpreter_base_config変数, 249
script_chroot_1_base_config変数, 275
script_chroot_1_chrooted_base_config変数, 275
script_chroot_1_interpreter_base_config変数, 275
script_post_1_base_config変数, 275
script_post_1_interpreter_base_config変数, 275
script_pre_1_base_config変数, 275
script_pre_1_interpreter_base_config変数, 275
scriptchrootadd_base_config変数, 277
scriptpostadd_base_config変数, 251, 277
scriptpreadd_base_config変数, 250, 277
security_console_shutdown_base_config変数, 260
security_cwd_in_root_path_base_config変数, 260
security_cwd_in_user_path_base_config変数, 260
security_displaymanager_remote_access_base_config

変数, 260
security_encryption_base_config変数, 260
security_fail_delay_base_config変数, 260
security_faillog_enab_base_config変数, 260
security_gid_max_base_config変数, 260
security_gid_min_base_config変数, 260
security_kdm_shutdown_base_config変数, 260
security_lastlog_enab_base_config変数, 261
security_obscure_checks_enab_base_config変
数, 261

security_pass_max_days_base_config変数, 261
security_pass_max_len_base_config変数, 261
security_pass_min_days_base_config変数, 261
security_pass_min_len_base_config変数, 261
security_pass_warn_age_base_config変数, 261
security_passwd_use_crackilib_base_config

variable, 261
security_permission_security_base_config変
数, 261

security_run_updatedb_as_base_config変数, 261
security_uid_max_base_config変数, 261
security_uid_min_base_config変数, 262
setuid_spsra変数, 233, 253, 280
setup_user_acct_spsra変数, 232, 252, 279
shutup_sendmail_base_config変数, 227
software_addons_base_config変数, 272
software_base_base_config変数, 272
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software_kernel_base_config変数, 272
software_packages_base_config変数, 272
software_remove_base_config変数, 272
Solaris OSプロビジョニングの変数

installPath, 234
osp_target_host, 234

Solaris OSプロビジョニング変数
osp_jet_server, 234
osp_profile_architecture, 235
osp_profile_boot_directory, 235
osp_profile_boot_file_name, 236
osp_profile_boot_ip_address, 235
osp_profile_boot_server_name, 235
osp_profile_BS_subnet_address, 235
osp_profile_BS_subnet_ip_address, 235
osp_profile_control_service, 234
osp_profile_description, 235
osp_profile_jumpstart_directory, 236
osp_profile_jumpstart_ip_address, 236
osp_profile_min_disk_size, 235
osp_profile_nbp_boot_file_name, 236
osp_profile_product_directory, 235
osp_profile_product_ip_address, 235
osp_profile_sysidcfg_directory, 235
osp_profile_sysidcfg_ip_address, 235
sps_ra_parent_host, 234
sps_ra_parent_host_type, 234

sps_ra_adv_parms変数
ALOMターゲット用, 193
HP ILOターゲット用, 205
IPMIターゲット用, 189
LOMターゲット用, 199
Mid–Rangeターゲット用, 202
RSCターゲット用, 196
そのほかの IPMIターゲット用, 208
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 217

sps_ra_conn変数
ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
IPMIターゲット用, 189
LOMターゲット用, 198
Mid–Rangeターゲット用, 202
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211

汎用ターゲット用, 217
sps_ra_host変数

ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
IPMIターゲット用, 189
LOMターゲット用, 198
Mid–Rangeターゲット用, 202
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 217

sps_ra_parent_host_type変数, 234
sps_ra_parent_host変数, 234
sps_ra_parent_type変数

ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
IPMIターゲット用, 189
LOMターゲット用, 198
Mid–Rangeターゲット用, 202
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 217

sps_ra_parent変数
ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
IPMIターゲット用, 189
LOMターゲット用, 198
Mid–Rangeターゲット用, 202
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 217

sps_ra_port変数
ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
IPMIターゲット用, 189
LOMターゲット用, 198
Mid–Rangeターゲット用, 202
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 217

sps_ra_ssl_auth変数
ALOMターゲット用, 192
HP ILOターゲット用, 204
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IPMIターゲット用, 189
LOMターゲット用, 198
Mid–Rangeターゲット用, 202
RSCターゲット用, 195
そのほかの IPMIターゲット用, 207
そのほかの遠隔管理ターゲット用, 211
汎用ターゲット用, 217

spsraの変数
host_spsra, 233, 253, 280

spsra変数
adv_params_spsra, 234, 253, 280
basedir_spsra, 232, 252, 279
conn_spsra, 233, 253, 280
groupid_spsra, 233, 252, 280
groupname_spsra, 232, 252, 279
homedir_spsra, 233, 252, 280
install_ra_from_snapshot_spsra, 232
install_spsra, 232, 251, 279
jre_path_spsra, 233, 252, 280
port_spsra, 233, 253, 280
product_version_spsra, 232, 251, 279
setuid_spsra, 233, 253, 280
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